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lま じめ

前橋市は、関東平野の北西部に位置し、名山赤城山を背に利根川や広瀬川が市街地を貫流

する、四季折々の風情に溢れる県都です。市域は豊かな自然環境に恵まれ、 2万年前から人々

が生活を始めました。そのため市内のいたる所に人々の息吹を感ぜられる歴史遺産が存在し

ます。

古代において前橋台地には、広大に分布する穀倉地帯を控え、前橋天神山古墳などの初期

古墳をはじめ王山古墳・天川二子山古墳といった首長墓が連綿と築かれ、上野毛の国の中心

地として栄えました。また、続く律令時代になってからは総社・元総社地区に山王廃寺、国

分僧寺、国分尼寺、国府など上野国の中枢をなす施設が次々に造られました。

中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけず、った地として知ら

れ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東三名城の一つに数えられる

厩橋城が築かれました。

やがて近代になると、生糸の一大生産地であり、横浜港から前橋シルクの名前で遠く海外

に輸出され、日本の発展の一翼を担いました。

今回、報告書を上梓する元総社蒼海遺跡群(26) は古代上野国の中枢地域の調査であります。

上野国府推定区域に隣接することから、調査成果に多くの注目を集めております。今回の調

査では、国府そのものに関連する遺構の検出はかないませんでしたが、古墳時代から平安時

代にいたる多くの竪穴式住居跡を検出しました。今は一本の糸に過ぎない調査成果も織り上

げて行けば、国府や国府のまちの姿を再現できるものと考えております。残念ながら、現状

のままでの保存が無理なため、記録保存という形になりましたが、今後、地域の歴史・前橋

の歴史を解明する上で、貴重な資料を得ることができました。

最後になりましたが、この調査事業を円滑に進められたのは、関係機関や各方面のご配慮

の結果といえます。また、寒風の中、直接調査に携わってくださった担当者・作業員のみな

さんに厚くお礼申しあげます。

本報告書が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。

平成22 年 3 月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長戸塚良 明



仔1
1 本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社蒼海遺跡群(26) 発掘調査報告書で

ある。

2. 調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

3. 発掘調査の要項は次のとおりである。

調 査 場 所 群馬県前橋市元総社町1802 番地 1 ほか

発掘調査期間 平成21 年5月18 日~平成21 年12 月25 日

整理・報告書作成期間 平成21 年12 月22 日~平成22 年3月13 日

発掘・整理担当者 山下歳信・阿久津真一・並木勝洋・福田貫之・清水亮介(発掘調査係員)

4. 本書の原稿執筆・編集は山下・阿久津・並木・福田・清水が行った。

5. 発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

阿部シゲ子・石倉稔夫・岩木操・大本伸二・小畑憲治・神山早苗・佐藤 修・佐藤佳子・品川祐二・杉削

富雄・須田博治・須藤 豊・関根その子・高津京子・高野 繁・瀧上政信・多田啓子・千葉伍郎・角田節子

.角田昌幸・渡木秋子・中j畢光江・中林美智子・奈良啓子・庭山崎正・橋本ちづる・平林しのぶ・星野和子

・堀込とよ江・町田妙子・町田敏彦・真庭武志・峰岸あや子・ 弥郡啓吾・矢島 忠・湯浅たま江・湯浅道子

6. 発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財

保護課で保管されている。

凡 伊。
l.挿図中に使用した北は、座標北である。

2. 挿凶に国土交通省国土地理院発行の1 :200.000 地形図(宇都宮、長野)、 1 :25.000 地形図(前橋)、

1 :6.000 前橋市現形図を使用した。

3. 遺跡の略称は、 21A130-26 である。

4. 遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

日一古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡、 T …竪穴状遺構 w...?誇跡 A …道路状遺構 D..・土坑

D B …土墳墓 P …ピット・貯蔵穴(住居内 P5 を貯蔵穴とした。) x..性格不明遺構 O …風倒木跡

5. 遺構・遺物の実測図の縮尺は、原則的に次のとおりである。その他、各図スケールを参照されたい。

遺構 全体図"，1/2 ∞・住居跡・竪穴状遺構・溝跡・土坑・ピット…1160 竃・炉断面図・一1130

遺物 土器・鉄製品-一 1/3 、1/4 石器・石製品・土製品・・，2/3 、1/3 鉄器・鉄製品・ '1/2 瓦…1/6

6. 計測値については、( )は現存値、[ ]は復元値を表す。

7. セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示し、それぞれ以下のように表現する。

。非常に締まり・粘性あり、 O 締まり・粘性あり、ム締まり・粘性やゃあり、×締まり・粘性なし

なお、セクション注記と遺物観察表の色調について新版標準土色帳(小山・竹原1967) を基準とした。

8. 遺構平面図の一一ーは推定線を表す。

9. スクリーントーンの使用は、次のとおりである。

遺構平面図 焼土 匡麹 粘土 亡コ

遺構断面図 構築面-

遺物実測図 須恵 器断 面. - 灰軸陶器断面.k:;::::::~::::I 灰粕陶器表面・ 麟溜

緑粕陶器断面 区函 内黒 医沼 粘土、たたき 匿函

いぶし焼成 E;:;:;::;:::::;:I 煤、炭化物付着.[三〕 石;煤、被熱痕-

10. 主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。

As-B (浅間 B 軽石:供給火山・浅間山、 1108 年)

Hr-FP (榛名二ッ岳伊香保テフラ:供給火山・榛名山、 6 世紀中葉)

Hr-FA (榛名二ッ岳渋川テフラ:供給火山・榛名山、 6 世紀初頭)

As-C (浅間 C 軽石・供給火山・浅間山、 4 世紀前半~中葉)

11 
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図版
口絵 1 2-4 区調査区遠景

2 2 区調査区全景

3 3 区中央部全景

4 3 区西側全景

5 6 区 W-2 号溝跡全景

6 1区 H-2 号住居跡出土墨書土器「大館」

7 1区 H-2 号住居跡出土墨書土器「少J

PL. 1 1 区全景、 H-1-3 号住居跡

2 1区H-4-6 号住居跡

3 1区H- 8-12 号住居跡

4 2 区H-1 - 4号住居跡

5 21 ぎH-5 ・6 ・9号住居跡、 T-1 号竪穴状遺

構、 3 区H- 1.2 号住居跡

6 3 区H-3 ・5-7 号住居跡

7 3 区H-8-11 号住居跡

8 3 区H -12 - 15 号住居跡、 DB-2 号土坑墓

9 3 区T - 3号竪穴状遺構、 W-1 ・2号溝跡、

調査区中央部全景

10 3 区W-5 号潜跡、 I- 1号井戸跡全景、 O 一

1号落ちこみ、調査区西側全景

11 3 区H -16 ・17 号住居跡

12 3 区H -18-24 号住居跡、 T-4 ・5号竪穴状

遺構、 D-4 ・5号土坑

13 3 区D-6-8 号土坑、 DB-3 号士坑墓、 4

区調査区全景

14 4 区H-1-3 号住居跡、 D-1-6 号土坑、

5 区H-1 号住居跡

15 5 区調査区全景、 H-2-5 号住居跡、 W-5

号溝跡、 D-1 号土坑

16 6 区調査区全景、 H- l' 4号住居跡、 T-1 ・

2号竪穴状遺構

17 6 区地下式土坑、 W-1 -3 号溝跡

18 7 区調査区全景、 H-1 ・2 ・6 ・8号住居跡

19 7 区H-3-7 ・9-11 号住居跡

20 7 区H -12 号住居跡、W-1 号溝跡、 D-1 号

土坑、 I -1 井戸跡

21 8 区調査区全景、日 一2 ・3号住居跡

22 8 区H-4-7 ・10 号住居跡、 P-1 号ピット、

0-1 号務ち込み

23 9 区調査区全景、 H-1 -3 号住居跡、 W-1

号溝跡、 A-l 号道路状遺構

24 10A'B 区調査区全景、lO B 区H-1 ・2号住居跡

25 lO B 区H-2 -6 ・8 ・10 号住居跡

26 lO B 区H-7 -9 号住居跡、 DB-1 号土坑墓、

11 区H-1 ・2号住居跡

27 11 区調査区全景、 H-2 - 4号住居跡

28 11 区H-4-7 号住居跡、 D- 1 ・2号土坑、

I -1 号井戸跡

29 13 区調査区全景、 H-1 号住居跡、蒼海域の土

塁として考えられていた盛り土

lV 

30 1 区出土遺物

31 1区出土遺物

32 2 区出土遺物

33 2 ・3 区出土遺物

34 3 区出土遺物

35 3 区出土遺物

~fì :11X出-t.漬物

37 4 ・5 区出土遺物

38 6 ・7 区出土遺物

39 7 ・8 区出土遺物

40 8 ・9 ・10 区出土遺物

41 10 区出土遺物

42 10 ・11 区出土遺物

43 瓦 (1)

44 瓦 (2)

45 瓦 (3)

46 瓦 (4)

47 瓦 (5)

48 瓦 (6)

49 瓦 (7)

50 縄文土器、石製品(1)

51 石製品(2)、土製品、鉄製品

挿 図
Fig. 1 元総社蒼海遺跡群位置図

2 周辺遺跡図

3 元総社蒼海遺跡群位置図とグリッド設定図

4 元総社蒼海遺跡群(26) 調査区位置図

5 元総社蒼海遺跡群(26) 1 .2 ・3 区東側全体図

6 元総社蒼海遺跡群(26) 3 区西倶ij .4 区全体図

7 元総杜蒼海遺跡群(26) 5 ・6 区全体図

8 元総社蒼海遺跡群(26) 7 ・8 区全体図

9 元総社蒼海遺跡群(26) 9 区全体図

10 元総社蒼海遺跡群(26) 10 ・11 区全体図

11 元総社蒼海遺跡群(26)12 ・13 区全体図

12 基本層序

13 1区H-1 -3 号住居跡

14 1区H-4 ・5 号住居跡

15 1区H - 6号住居跡

16 1区H-7 ・8 ・12 号住居跡

17 1区H-9 ・10 号住居跡

18 1区H-11 ・13 号住居跡

19 1区W-1 号溝跡、 D -1 号土坑、 P- 1号ピ

ツト、 2 区H-1 号住居跡

20 2 区H-2 ・3 号住居跡

21 2 区H-4 ・5 号住居跡、 D-6 号土坑

22 2 区H-6-8 号住居跡

23 2 区H-9 号住居跡、 T- 1号竪穴状遺構、 D

-2-5 号土坑

24 2 区W-1 ・2号構跡、 P -1 ・2号ピット、

3 区 I-1 号井戸跡

25 3 区日-1 ・2 ・15 サ住居跡



26 3 区日 3 ・5 ・6号住居跡

27 3 区日一 7 ・8 ・11 号住居跡

28 3 区H-9 ・10 号住居跡

29 3 区H -12 ・14 号住居跡

30 3 区H -13 ・16 号住居跡

31 3 区H -17 ・19.23 号住居跡

32 3区H -18 ・ 20~23号住居跡

33 3 区T-1~5 号竪穴状遺構、 D-7号土坑

34 3 区W-1~3号溝跡

35 3 区W-3~5 号溝跡、 D-1~3号士坑

36 3 区D-4~8号士坑、 P -1 ~10号ピット、

DB-1 号士坑墓

37 3区0-1 号落ち込み

38 4区H-1 ・2号住居跡、 D-2 ・3号土坑

39 4 区H-3号住居跡、 D-1 ・ 4~7号土坑

40 5 区H-1 号住居跡

41 5区H-2 ・4 ・5号住居跡、 W-3 号溝跡

42 5区H-3 号住居跡、 D-1 号士坑、 W-2 ・

4 号溝跡

43 6区日 1 ・4号住居跡、

44 6 区T-1 ・2号竪穴状遺構

45 6 区W-2 号j奇跡、地下式土坑

46 7 区日一 1号住居跡

47 7区H-2 ・4 ・6 ・8号住居跡

48 7 区H-5 ・ 10 ・ 12~14 ・ 16号住居跡、 D-3 ・

4号土坑、 P- 1 ・ 3~5号ピット

49 7区H-3 ・7 ・9 ・11 ・15 号住居跡、 D-4 ・

5号土坑

50 7区W-1 号溝跡、 JD-1 ・2号土坑、 D-

1~7号土坑

51 7区P -1 ~15号ピット、 8 区H-2号住居跡、

P-5 ・6 号ピット

52 8 区H-3 ・4 号住居跡、 D-1 号土坑、 O 一

1 号落ちこみ、 P-1~3号ピット

53 8区日 -5 ・6 ・10 号住居跡、 D-2 号土坑

54 8区H-7 号住居跡、 T-1 号竪穴状遺構

55 9 区H-1 ・2号住居跡

56 9 区H-3 号住居跡・ D-1 .2号土坑

57 lO B 区H-1 ・4 ・6 号住居跡

58 10B 区H-2 ・7号住居跡、 DB-1 号土坑墓

59 10B 区H-3 ・5 ・8 ・10 号住居跡

60 10B 区P-1 ・2号ピット、 11 区H-1 ・2.7

号住居跡

61 11区H-3~5号住居跡、 D-1 ・ 2 号士坑、

1 -1 号井戸跡

62 13 区H-1 号住居跡

63 蒼海域の土塁として考えられていた盛り土

64 1区H-2 ・4号住居跡出土遺物

65 1 区H-6~8号住居跡出土遺物

66 1 区H-9~11号住居跡出土遺物

67 2 区H-2 ・4号住居跡出土遺物

68 2 区H-4~9号住居跡出土遺物

69 2区D-2 号土坑、表採、グリッド、 3 区H

V 

表

1~3号住居跡出土遺物

70 3 区H-2 ・3 号住居跡出土遺物

71 3 区H-3 ・ 5 ・ 7~10号出土遺物

72 3 区 H-11~14 ・ 16号住居跡出土遺物

73 3区H -15 ・ 17 ・ 20 ・ 23号住居跡、 T-1~3

号、竪穴状遺構出土遺物

74 3区T-4 号竪穴状遺構、 W-3 ・4号溝跡、

D-1 ・3号土坑、 1-1 号井戸跡出土遺物

75 3区0-1 号落ち込み出土遺物

76 3区0-1 号落ち込み、 4 区H-1 号住居跡出

土遺物

77 4区H-1 ・2号住居跡、グリッド、 5 区H-

1 .5 区、 W-3 号溝跡出土遺物

78 5区D-1 号士坑、 6 区P-1 号ピット、地下

式土坑出士遺物

79 7 区H-1~5 ・ 7 区出土遺物

80 7 区H-6~11区出土遺物

81 7 区H -12 区、 P-4 号ピット出土遺物

82 8 区H-2 ・4 ・5 ・7 区、 T-1 号竪穴状遺構、

P-6 号ピット、グリッド出土遺物

83 9区H-1 号住居跡、 W-1 号溝跡、 10B 区H

2 .3号住居跡出土遺物

84 10B 区H-2 ・4 ・5 .7 ・8 区出土遺物

85 lO B 区H-5 ・6 ・8 ・10 区、 DB-1 号土坑墓、

11区H-2~4 ・ 7 区出土遺物

86 11 区H-4 ・5 ・7 ・11 ・12 区、グリッド出土遺物

87 縄文土器

88 石製品 (1)

89 石製品 (2)

90 鉄製品 (1)

91 鉄製品 (2) ・土製品・弥生土器・銭

92 瓦 (1)

93 瓦 (2)

94 瓦 (3)

95 瓦 (4)

96 瓦 (5)

97 瓦 (6)

98 瓦 (7)

Tab.1 元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表

2 住居跡等一覧表

3 溝跡・道路跡計測表

4 土坑・ピット・井戸跡・落ち込み計測表

5 縄文土器観察表

6 古墳・奈良。平安時代出土土器観察表

7 石器・石製品観察表

8 鉄器・鉄製品観察表

9 土製品観察表

10 銅銭観察表

11 瓦観察表





I 調査に至る経緯

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、 10 年目にあたる。本調査地は、

周辺で、埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。

平成21 年 4 月16 日付けで、前橋市長高木政夫より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴

う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織で

ある前橋市埋蔵文化財発掘調査団 団長戸塚良明に対し、調査実施について協議を行い、調査団はこれ

を受諾した。平成21 年 5 月8 日、調査依頼者である前橋市長高木政夫と前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長戸塚良 明との聞で、本発掘調査の委託契約を締結し、 5 月18 日に現地での発掘調査を開始するに至

った。

なお、遺跡名称「元総社蒼海遺跡群(26) J (遺跡コード:21A130-26) の「元総社蒼海遺跡群」は区画整理事業

名を採用し、数字の i(26)J は過年度に発掘調査を実施した遺跡と区別するために付したものである。

H 遺跡の位置と環境

1 遺跡の立地

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利根川左岸、東部

の広瀬川低地帯という 4つの地域に分けられる。

本遺跡の立地する前橋台地は、約 24.000 年前の浅間山噴火によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを

被覆するローム層(水成)から成り立っている。台地の東部は、広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地

の中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と

推定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かつ

て流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や午池川は、微高地との

比高 3m~5mを 1M り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。

本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約 3km の地点、前橋市元総社町地内に所在している。南東へ約

1 kmの所に上野田総社神社があり、すぐ西には関越自動車道が南北に走っている。さらに、遺跡地の南側には国

道 17 号線、主要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの

幹線道路を中心にオフィスピルや大規模小売庖が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったとこ

ろに位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。

2 歴史的環境

本遺跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割を利用し築かれたとされる

蒼海域があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴史

を物語る多くの新しい知見が集積されている。

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地
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Fig.l 元総社蒼海遺跡群位置図
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域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。

弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検

出された上野国分僧寺 ・尼寺中間地域や桜ケ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。

古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡の北東に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するものに

は、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ横穴式両

袖型の石室が築造された前方後円墳の総社二子山古墳、両袖型横穴式石室をもっ方墳の愛宕山古墳、県内古墳最

終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳があり、この地域と中央との関係を考えるうえ

で重要な意味をもっ古墳群といえる。また、宝塔山古墳の南西500m には白鳳期の建立と考えられる山王廃寺跡(放

光寺)がある。さらにこの寺の塔心礎や石製腸尾、根巻石等の石造物群は、宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石

室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この寺は上野地域を治めていた「上毛野

氏」の氏寺であり、この古墳群には「上毛野氏」一族が葬られているとも考えられている。これらから、この地

が「車評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能していた様子が窺える。なお、平成18 年度

から 5 カ年計画で「山王廃寺範囲内容確認調査j が実施され、 平成18 年度では「講堂」の版築基壇や「回廊」の

北東根石、平成19 年度では「金堂J の版築基壇や「回廊」の西側根石が、平成20 年度では「塔J の基壇とその周

辺部が確認された。平成21 年度では「推定中門J と「西側南側回廊j の周辺部が確認された。

奈良・平安時代になると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済的・

文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動拠点で地方を統治する機能をもっ国府

は、元総社地区に置かれたとされる。

国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や「園厨Jr曹司Jr国」
「邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡などがある。また、国府域の推定を可能にした

大規模な東西方向の溝跡が検出された閑泉樋遺跡や元総社蒼海遺跡群(7)(9) (10) と南北方向の講跡が検出された

元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東北外郭線が想定されるに至った。さらに、周辺遺跡からは、官人

が用いたと考えられる円面硯、巡方(腰帯具)、緑柚陶器も出土し、国府について考えるうえで貴重な資料となっ

ている。

国分僧寺は大正15 年に国指定史跡となり、昭和40 年代から部分的ながら調査が進められるようになった。本格

的な発掘調査は昭和55 年12 月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、塀等が確認されている。さらに、国分尼寺の

調査では、昭和44 ・45 年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。さらに平

成12 年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と南西隅の築垣、それと平行する溝

跡や道路状遺構が確認された。国分僧寺、国分尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野

国分僧寺、尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物群が検出されている。

また、群馬町(現高崎市)の調査等により、本遺跡から約1.5km 南の地点に N -64 0

- E 方向の東山道(国府ルー

ト)があることが推定されている。推定日高道は、日高遺跡で検出された幅約4.5m の道路状遺構を閏府方面へ

延長したものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。

中世に至り、永享元年(1429) 、上野国守護代の長尾氏によ って古代国府跡に築かれた蒼海域は城郭としての機

能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城の

縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って造られていると推測される。

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、 平成11 年より継続

的に本地域の発掘調査が行われている。これにより、手付かず状態であった本地域の全容が明らかになっていく

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海域が解明されていくことを期待する。
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Fig.2 周辺遺跡図



Tab.1 元総社蒼海遺跡群周辺遺跡、概要一覧表

番号 遺 跡 名 調査年度 時代・主な遺構・出土遺物

1 JG 総社蒼i毎遺跡群 (26) 2009 本遺跡

2 上野国分寺跡(県教委) 1980~88 奈良金堂基壇・塔基壇

3 上野国分尼寺跡 (1999) 奈良・西南隅・東南隅築垣

4 山王廃寺跡 (1974) 古墳.塔心礎・根巻石

5 東山道(推定)

6 日高道(推定)

7 王山古墳 1972 古墳:前方後円墳 (6 C 中)

8 蛇穴山古墳 1975 古墳:方墳 (8 C 初)

9 稲荷山古墳 1988 古墳円墳 (6 C 後半)

10 愛宕山古墳 1996 古墳:円墳 (7 C 初)

11 総社一子山古墳 未調査 古墳:前方後円墳 (6 C 末~7C初)

12 遠見山古墳 未調査 古墳:削方後円墳 (5 C 後半)

13 宝塔山古墳 未調査 古墳:方墳 (7 C 末)

14 元総社小学校校庭遺跡、 1962 平安 掘立柱建物跡・柱穴群・周濠跡

15 産業道路東遺跡 1966 縄文:住居跡

16 産業道路西遺跡 縄文:住居跡

17 中尾遺跡(事業団) 1976 奈良・平安 ・住居跡

18 
日高遺跡(事業団) 1977 弥生水田跡・方形周溝墓・住居跡・木製農耕具、平安 条里制水田

跡

19 正観寺遺跡、 1~N (高崎市) 1979~81 弥生.住居跡、古墳-住居跡、奈良・ 平安:住居跡、中世:i茸跡

上野国分僧寺・尼寺中間地域 1980~83 縄文住居跡・配石遺構、弥生-住居跡・方形周溝暴、古墳:住居跡、

20 (事業団) 奈良・平安-住居跡・掘立柱建物跡、中世.掘立柱建物跡・講状遺構 l

-道路状遺構

21 清里南部遺跡群・ E 1980 縄文:ピット、奈良・平安.住居跡、 i奔跡

22 中島遺跡 1980 奈良・ 平安 ・住居跡

23 
下東西遺跡(事業団) 1980~84 縄文:屋外埋薬、弥生:住居跡、古墳 住居跡、奈良・平安・住居跡

-掘立柱建物跡・柵列、中世住居跡・溝跡

国分境遺跡(事業団) 1990 古墳:住居跡、奈良・平安.住居跡
日一一一ー一日ー......_-_....................ー..............一. 0.0 ・・・H ーー.__o..・・..一一-一.._.................-・・・・・・・・・・・・ー.............・・・・・・日晶一一...._.........，

24 国分境 E 遺跡、 1991 古墳・住居跡、奈良・平安'住居跡
ー一一一一..・・ー.......-・....一一一一一.......ー......................._-一一一一一一一一一一一一一一......………-ー‘.....晶・・・・・・・・_._-----_..._--一
国分境E 遺跡(群馬町) 1991 古墳，住居跡、奈良・平安住居跡・畠跡、中世:土墳墓

25 
元総社明神遺跡 I~xm 1982~96 古墳 :住居跡・水田跡・堀跡、奈良・平安.住居跡・溝跡・大形人形、

中世 :住居跡・溝跡・天目茶碗

26 
北原遺跡(群馬町) 1982 縄文.土坑・集石遺構、古墳水田跡、奈良・平安・住居跡・掘立柱

建物跡

27 
鳥羽遺跡(事業団) 1978~83 古墳:住居跡-鍛冶場跡、奈良・平安住居跡・掘立柱建物跡(神殿

跡)

28 閑泉樋遺跡 1983 奈良・平安 : 溝跡(上帽6.5~7m、下幅3.24m、深さ 2m)

29 柿木遺跡 .rr 遺跡 1983. 88 奈良・平安 φ 住居跡・溝跡

30 草作遺跡 1984 古墳.住居跡、平安・住居跡、中世 井戸跡

31 
桜ケ丘遺跡 弥生:住居跡
一一一一一ーーーー一一一一一一・『・ー・ー…… ............... ….............一一
総社桜ケ丘遺跡 .rr 遺跡、 1985. 87 奈良・平安.住居跡

32 閑泉樋南遺跡 1985 古墳:住居跡、奈良・平安溝跡

33 後疋間遺跡 1~m (群馬町) 1985~87 古墳:住居跡、奈良・平安.住居跡、中世:道路状遺構

34 塚田村東遺跡(群馬町) 1985 平安ー住居跡

35 寺田遺跡 1986 平安溝跡・木製品

36 天神遺跡 .rr 遺跡 1986. 88 奈良・平安住居跡

37 屋敷遺跡 .rr 遺跡 1986 ， 95 古墳.住居跡、平安:住居跡、中世:堀跡・石敷遺構

38 大友屋敷rr.m 遺跡、 1987 古墳:住居跡、平安-住居跡・溝跡・地下式土坑

39 堰越遺跡 1987 奈良・平安:住居跡・ i葬跡

40 堰越 E 遺跡 1988 平安。住居跡

41 昌楽寺廻向遺跡・ E 遺跡 1988 奈良・ 平安:住居跡

42 村東遺跡 1988 古墳 住居跡・構跡、奈良・平安:住居跡、中世・堀跡

43 
熊野谷遺跡 1988 縄文住居跡、平安:住居跡・溝跡
ー・・・ー・，一一一一..._.一一日ー・一日一・・・・・一日 ......・...・一一 --_...........一一一一.......一一一一....--.晶・・ー--..--..・・・一一ー・・・・ーー・・・・・・・・・・・・・・・・・a ・・ a ・・・ー・ 4

熊野谷rr.m 遺跡 1989 平 安 住 居 跡
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番号| 遺 跡 名 l調査年度 | 時代:主な遺構・出土遺物

|元総社寺田遺跡 1~m 11988~91 1 古墳・水田跡・溝跡、奈良・平安住居跡・溝跡・人形・斎串・墨書44 I '~:::.::::::.::~=~// ~ - I ~V~~ ー |
I (事業団) I土器、中世:溝跡

45 I弥勤遺跡・ E 遺跡 11989 ， 951 古墳.住居跡、平安:住居跡

|大屋敷遺跡 I~羽 11992~ I縄文.住居跡、古墳:住居跡、奈良・平安:住居跡、中世.掘立柱建46 l' ，，=~=>// ~ ， ~ ~VV_ n n n n  I 
2000 I物跡・地下式土坑.i奇跡

47 I元総社稲葉遺跡 I 1993 I縄文:土坑、平安:住居跡・瓦塔

48 I上野国分寺参道遺跡 I 1996 I古墳:住居跡、平安:住居跡

49 I大友宅地添遺跡 I 19 悌 |平安:水田跡

'総社関泉明神北遺跡 I 1999 I古墳:畠跡・水田跡・溝跡、中世:溝跡

総社閑泉明神北E 遺跡 I 2001 I古墳・住居跡・溝跡、平安:住居跡・溝跡

50 I総社閑泉明神北V遺跡 I 2004 I古墳・水田跡、奈良・平安:住居跡

兄総社蒼海遺跡群(7) I 2005 I奈良・ 平安 :住居跡・溝跡

目 目元総社蒼海遺跡群(9) ・側 I 2006 I古墳住居跡、奈良・平安:住居跡・掘建柱建物跡・溝跡

5川元総社宅地遺跡 1~23 トレン汁 2000 I古墳住居跡、 平安:住居跡掘立柱建物跡鍛冶場跡溝跡道路
d い I I状遺構、中世:溝跡、近世:住居跡・五輪塔・域類

52 1元総社小見遺跡 I 2000 I縄文住居跡、古墳:住居跡、奈良 平安住居跡・掘立柱建物跡
溝跡・道路状遺構

53 I元総社西川遺跡(事業団) I 2∞o I古墳:住居跡・畠跡、奈良・平安:住居跡・溝跡

|総社甲稲荷塚大道西遺跡 I 2∞1 I奈良・平安:住居跡・溝跡、中世:畠跡、近世・溝跡
54 ト一一一一一←一一一……………ー卜 | 

.総社甲稲荷塚大道西E 遺跡 I 2001 I古墳・住居跡、奈良・平安:住居跡・溝跡、近世:溝跡

元総社小見内E 遺跡 I 2001 I古墳・住居跡・溝跡、奈良・平安:住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中

I I世:掘立柱建物跡、溝跡
55 卜…一一一一一一一一一......・H ・-一…1..... ..::.;;:....1 

元総社小見内羽遺跡 I 2003 I奈良・平安.住居跡・溝跡、中世井戸跡

元総社蒼海遺跡群同 I 2006 I古墳 住居跡、奈良・平安.住居跡、中世白井戸跡

総社甲稲荷塚大道西E 遺跡 I 2002 I古墳:住居跡、奈良・平安.住居跡・畠跡・溝跡

56 1総社閑泉明神北E 遺跡 I 2002 I縄文:住居跡、古墳.住居跡、奈良・平安:住居跡

総社甲稲荷塚大道西N 遺跡 I 2003 I古墳:畠跡、中世.畠跡

元総社小見E 遺跡 I 2002 I縄文 住居跡、古墳:住居跡、奈良・平安 :住居跡・掘立柱建物跡、
中世.溝跡 ・道路状遺構

rl A.A..... I縄文・住居跡、古墳・住居跡、奈良・ 平安・住居跡、中世:掘立柱建
57 1元総社小見N'V 遺跡 I 2003 I 

LJVVV  I物跡

元総社小見VI'Vl!遺跡 I 2004 I縄文:住居跡、古墳.住居跡、奈良・平安・住居跡

元総社蒼海遺跡群(4) I 2005 I縄文:住居跡、古墳.住居跡、奈良・平安:住居跡

元総社小見直遺跡 I 2002 I縄文:住居跡、古墳:住居跡、奈良・平安:住居跡・溝跡、

58 I I 中世:構跡・道路状遺構

元総社草作V遺跡 I 2002 I古墳:住居跡、奈良・平安:住居跡、中世:溝跡

元総社小見内N 遺跡 I 2002 I奈良・平安:住居跡・掘立柱建物跡・溝跡、中世:土墳墓・掘立柱建

I I物跡・溝跡

元総社小見内四遺跡 I 2003 I奈良・平安 :住居跡・溝跡、中世・竪穴状遺構

59 I元総社小見内lX 'X遺跡 I 2004 I古墳:住居跡、奈良・平安・住居跡・工房跡・粘土採掘坑・金片・金
片、中世:i誇跡・土墳墓

元総社蒼海遺跡群(2)、(6) I 2005 I古墳:住居跡、奈良・平安住居跡・井戸跡、中世溝跡

元総社蒼海遺跡群川 I 2006 I古墳:住居跡、奈良・平安，住居跡、中世 .溝跡

元総社北川遺跡(事業団) I 2oo2~04 I古墳 .水田跡、奈良・平安.住居跡・畠跡、中・近世.掘立柱建物60 I "， Ulj )l:.'I....L...， Uj1I .o，c."-/J ¥7' /J'.j....:t...，I / I '-Jvv.... V .l. I 
I跡・水田跡・火葬墓

61 I稲荷塚道東遺跡(事業団) I 2∞3 I古墳:住居跡、奈良・平安:住居跡・溝跡・竃構築材採掘痕・井戸跡

元総社小見内四遺跡 I 2003 I縄文:住居跡、奈良・平安:住居跡・掘立柱建物跡、中世 :畠跡、溝

62 I I I跡
元総社蒼海遺跡群(1)、(5) I 2005 I奈良・平安 :住居跡・溝跡、中世:溝跡・土坑墓

63 I元総社蒼海遺跡群(8) I 2006 1奈良・平安:住居跡、緑紬陶器

*調査年度の欄の( )は調査開始年度を表す。

*遺跡名の欄の(事業団)は(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団を表す。
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皿 調査の方針と経過

1 調査方針

委託された調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い築造予定の道路用地であるため、

幅6m の極めて狭長なトレンチ状の調査区が中心となっている。総調査面積は約4，058 ばである。現地での調査

では、遺構の付番等における混乱をさけるため、調査区全体を 1-13 区に区分した。遺構番号は、各区ごとに個

別に付番することとし、 1 区H-1 号住居跡、 2 区H-1 号住居跡のように遺構の前に必ず地区名を付すことと

した。

グリッド座標については国家座標(日本測地系)X = +44000 ・Y= -72200 を基点(X 0 ・Y 0) とする 4m ピッ

チのものを使用し、 2 区においては、西から東へX51 、52 、53 ・1 北から南へY84 、85 、86 …と付番し、グリッ

ド呼称は北西杭の名称を使用した。

本遺跡の X52 . Y85 の公共座標は以下のとおりである。

日本測地系 X= +43 ，660. ∞o Y = - 71 ，992.000 

緯度 36 0 23' 27" .3193 経度 139 0 01' 53" .5311 

子午練収差角 28' 32" .6 増大率 0.999964 

調査方法については、表土掘削・遺構確認・方眼杭等設置・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真の手順で行う

こととした。このうちの遺構確認については、基本的にAs-C 'Hr-FP 軽石と As-B 軽石が混入する土層を手がか

りにした。

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1/20 、住居跡竃は1/10 の縮尺で作成した。

遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録を記載しながら収納した。包含層の遺物はグリッド単位で

収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。

2 調査経過

現地調査は平成21 年 5 月18 日から 12 月25 日まで、行った。調査経過は下記一覧表のとおりである。

元総社蒼海遺跡群(26) の調査地は13 ヵ所に分かれており、調査着手順で 1 区、 2 区・ーとした。

1 区…国分尼寺のすぐ西側に位置する調査区。 5 月19 日から重機による表土掘削から調査を開始した。 5 月22

日に杭打ち測量を行い、遺構掘り下げを進めていった。精査の結果、土師住居跡13 軒、溝跡 1条、土坑 1基を検

出した。 6 月26 日に調査区全景写真を行い、 7 月7 日に埋め戻しを行った。

2 区…国分尼寺南西部に位置する調査区。 8 月18 ，19 日に重機による表土掘削を行い、調査区西側にある 3 ，4

区の重機による表土掘削とプラン確認後、遺構掘り下げを進めていった。精査の結果、土師住居跡 9軒、竪穴状

遺構 l軒、土坑 5基等を検出した。

3 区…国分尼寺南西隅から関越自動車道側道へ向かう東西の調査区。 8 月19 日から 2 ，4 区と合わせて重機に

よる表土掘削を行った。 2 区の調査終了の 9 月15 日から遺構の掘り下げ、精査を進めていった。調査区中央部分

から西は、乾けば非常に堅く、雨が降れば水がi留まりやすい粘質土で調査後半は苦労した。精査の結果、住居跡

23 軒、溝跡 6 条、土坑 8 基、落ち込み状遺構1基を検出した。また 9 月30 日-10 月2 日までと 12 月2 日-4 日に

は中学生の職場体験を行った。

4 区."3 区と交差し南へ向かう調査区。 8 月26 ・27 日に 3 区と合わせて重機による表土掘削を行った。 9 月 l
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~3 日に 3 区と合わせてプラン確認後、杭打ち測量を行った。精査の結果、土師住居跡 3 軒、土坑 6 基等を検出

した。 12月 9 日に 2 ・ 3 区と合わせてラジコンヘリによる空中撮影を行い、 12月 14 日 ~21 日に 2.3 区と合わせて

埋め戻しを行った。

5 区… 6 月5 日に重機で表土掘削を行い、調査を開始した。プラン確認、遺構掘り下げと平行して 6 月10 日に

杭打ち測量を行ッた。土師住居跡 5 軒、溝跡 3 条、土坑 2基を検出した。 8 月20 日に遺構精査、調査区全景写真

撮影を行い、 8 月27 日に埋め戻しを行った。

6 区 ..6月4 、5 日に重機による表土掘削を行い、調査を開始した。また調査地の地権者の事情により、未掘

削であった部分を 7 月29 日に表土掘削を行った。6 月10 日に杭打ち測量を行い、遺構の掘り下げを進めた。精査

の結果、土師住居跡 4軒、竪穴状遺構 2軒、溝 4 条、土坑 l基、掘立建物跡、 2軒、ピットを多数検出した。8 月

19 日に遺構精査、調査区全景写真撮影を行い、お月 27 日に 5 区と合わせて埋め戻しを行った。

7 区 ..7 月27 ・28 日に重機による表土掘削を行い、調査を開始した。 8 月21 日に杭打ち測量を行い、遺構掘り

下げを開始した。土師住居跡15 軒、 土坑 5基などを検出した。 9 月18 日に遺構精査、調査区全景写真撮影を行い、

10 月 5.6 日に埋め戻しを行った。

8 区...5 月25 日に重機による表土掘削を行い、調査を開始した。遺構掘り下げに平行して、 5 月27 日に杭打ち

測量を行った。調査の結果、土師住居跡 6 軒、竪穴状遺構 1軒、溝 l条、土坑 2基、ピット 7基を検出した。 7

月2 日に調査区全景写真撮影を行い、 7 月8 日に埋め戻しを行った。

9 区 ..5 月21 、22 日に重機による表土掘削を行い、調査を開始した。 5 月27 日に杭打ち測量を行い、遺構の掘

り下げを進めた。調査の結果、土師住居跡 3 軒、構1条、土坑 2基、道路状遺構 2 条を検出した。 6 月18 日に調

査区全景写真撮影を行い、 6 月29 日に埋め戻しを行った。

10 区・.11 月17 、18 日に重機による表土掘削を行い、調査を開始した。 11 月30 日に11 区と合わせて杭打ち測量を

行い、遺構の掘り下げを進めた。二箇所に分かれるので、西側を10A 区、東側をlO B 区とした。調査の結果、住

居跡10 軒、土坑l基、土坑墓l基などを検出した。12 月22 日に11 区と合わせて調査区全景写真撮影を行い、 12 月

24 ・25 日に埋め戻しを行った。

11 区 ..11 月18 、19 日に重機による表土掘削を行い、調査を開始した。調査の結果土師住居跡 7 軒、土坑2基な

どを検出した。

12 区…12 月9 日に重機による表土掘削後、プラン確認を行った。調査区の西半分は近年の撹乱で、残り東半分

も近年の土地改良で遺構の検出はなかった。 12 月18 日に埋め戻しを行った。

13 区...12 月10 日に重機による表土掘削を行い、プラン確認で住居跡1軒を検出した。遺構の掘り下げを行い、

12 月17 日に調査区全景写真撮影を行い、 12 月18 日に埋め戻しを 12 区と共に行い、調査は終了した。

12 月21 日より文化財保護課庁舎に戻り、出土遺物・図面・写真当の整理作業及び報告書作成にあたり、翌年3月

13 日までに全ての作業を終了した。
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Fig.8 元総社蒼海遺跡群位置図(26) 7 ・8 区全体図
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N 基本層序

2 区 3 区西

126.0m 

125β m 

'A 

124.0m - 一寸

本遺跡2 区での地層の堆積は以下の通りである。

I 現耕作土 現耕作土

123.0m 

E にぶい黄褐色細砂層 (lOYR4/3) Hr-FP' As-C 混土層古代の包合層

締まりム粘り O
V 褐色細砂層(lO YR4/4) 総社砂層への漸移層

締まりL>.粘りム

W 黄褐色細砂層 総社砂層

締まりL>.粘りL>.

本遺跡 3 区西側の地層の堆積は以下の通りである。

I 現耕作土 現耕作土

E 黒褐色粗砂層(lO YR212) As-B 混土層

E 黒褐色細砂層(lO YR212) Hr-FP . As-C 混土層古代の包含層

W 黒褐色微砂層(lOYR2/1) As-C 混土層

V 暗褐色微砂層(lOYR3/4) 総社砂層へのi新移層

百褐色微砂層 (lO YR4/6) 総社砂層

本遺跡 3 区東側の地層の堆積は以下の通りである。

I 現耕作土 現耕作土

E 暗縄色細砂層(lOYR3/3) As. B i.毘土層

締まりO 粘り0
3 暗褐色細砂層(lOYR3/3)

締まり O 粘り O
E 暗褐色細砂層 (lOYR3/3) Hr .FP' As-C i，昆土層古代の包含層

締まり O 粘り O
目 黒褐色微砂層(lO YR312) 総社砂層

締まり O 粘り 0

本遺跡 4 区での地層の堆積は以下の通りである。

I 現耕作土 現耕作土

E 黒褐色組砂層(lO YR2/2) As-B 混土層

E 黒褐色細砂層(lO YR2/3) Hr-FP . As-C 浪士層古代の包含層

W 黒褐色微砂層(lO YR2 /1) As- C混土居

V 極暗褐色微砂層(7.5YR2/3) 総社砂層への漸移層

本遺跡 7 区での地層の堆積は以下の通りである。

I 現耕作土 現耕作土

E 黒褐色粗砂層(lOYR2 12) As-B 混土層

3 黒褐色粗砂層 (luYR2 /2)

血 黒褐色細砂層 (lOYR2/3) Hr-FP' As.C 混土層古代の包含層

5 黒褐色微砂層 (lO YR2/3)

6 黒褐色微砂層 (lOY R2/3)

N 褐色微砂層(lOYR4/6) 総宇土砂層

Fig .l2 基本層序
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V 遺構と遺物

1区

( 1 ) 竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fig .8 ・41 、PL.l ・13)

位置 X39 、 Y71 グリッド主軸方向 N -96 0 

- E 形状等 長方形と推定される。東西2.22m 、南北2.82m 、

壁現高11cmo 面積 15 .43rrl 床面平坦な床。 出土遺物 土師器32 点、須恵器 8 点、瓦 2 点。 時期覆

土や出土遺物から 9 世紀代と考えられる。

H-2 号住居跡 (Fig .13・65 、PL. 1 ・30)

位置 X38 ・39 、 Y71 ・72 グリッド 主軸方向 N -88 0 

- E 形状等長方形と推定される。東西(l.76) m 、

南北 (3.82) m 、壁現高46.0cm 。 面積 (5.94) ぱ床面堅綴な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。 主

軸方向 N -90 0 

- E 。全長96cm 、最大幅56cm 、焚口部幅22cm 。 構築材に粘土を用いる。 重複 H-3 と重

複しており、新旧関係は H-3 →本遺構 出土遺物土師器138 点、須恵器16 点、瓦16 点、石製品 1 点。そのう

ち土師器坪 1点・土師器翠 3 点、須恵器蓋 2 点・須恵器杯 2 点、瓦 1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9

世紀中葉と考えられる。

H-3 号住居跡 (Fig .13、PL. 1) 

位置 X38 、Y71 グリッド主軸方向 N -81 0 

- E 形状等長方形と推定される。東西(1.60) m 、南北(1 目94)m 、

壁現高18.0cm 。 面積 (2.54)ぱ 床面平坦な貼り 床。 重複 H-2 と重複しており、新旧関係は本遺構→

H-3 出土遺物 土師器23 点、須恵器 3 点、瓦 1 点。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀前半と考えられる。

H-4 号住居跡 (Fig .14・65 ・92 、PL. 2 ・30 ・42 ・44)

位置 X39 ・ 40、 Y71~73グリッド 主軸方向 N -86 0 

- E 形状等長方形と推定される。東西3.5 6m 、南北

4.44m 、壁現高42.0cm 。 面積 14.91rri 床面 平坦な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸方向

N -88 0 

- E 。全長84cm 、最大幅96cm 、焚口部幅46cm 。 構築材に粘土、袖部に凝灰岩、瓦を用いる。 出土遺

物 土師器517 点、須恵器125 点、瓦37 点、灰柑陶器 1 点、石製品 2 点、鉄浮4.6g 。そのうち土師器杯1)点・土師器

聾L夜、須恵器杯 1点・須恵器高台椀L夜、瓦L布、石製品l点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀中葉と

考えられる。

H-5 号住居跡 (Fig .14 ・90 、PL. 2) 

位置 X38 ・ 39、 Y72~74グリッド 主軸方向 N -85 0 

- E 形状等長方形と推定される。東西(l.64 )m 、

南北 (5.10) m 、壁現高34.0cm 。 面積 (6.55) ぱ床面平坦な床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸

方向 N -86 0 

- E 。全長90cm 、最大幅65cm 、焚口部幅20cm 。 構築材に粘土、袖部に凝灰岩を用いる。 旧竃

東壁中央に位置する。主軸方向 N -97 0 

- E。全長82cm 、最大幅104cm 、焚口部幅20cm 。構築材に粘土を用い

る。 重複 H-11 と重複しており、新旧関係は H-11 →本遺構 出土遺物土師器48 点、須恵器12 点、瓦11 点、

灰紬陶器 1 点、石製品 1 点、鉄淳3.3g 。時期 覆土や出土遺物から 9 世紀代と考えられる。
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H-6 号住居跡 (Fig .15・66 、PL. 2 ・30 ・31 ・41)

位置 X38 ~ 40 、Y74 ・75 グリッド 主軸方向 N -88 0 
- E 形状等長方形と推定される。東西 (5.12) m 、

南北(4.88) m 、壁現高67.0 cm 。 面積 (22.78) ぱ床面堅綴な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主

軸方向 N -102 0 

- E 。全長111cm 、最大幅142cm 、焚口部幅62cmo 構築材に粘土、凝灰岩、袖部に瓦を用い

る。 重複 H-11 、13 と重複しており 、新旧関係は H-11 →H -13 →本遺構 出土遺物土師器102 4点、須恵

器284 点、瓦54点、縄文土器 4 点、石製品 2 点、鉄製品 1点、灰粕問器 3 点、鉄淳443g 。そのうち土師器杯 3 点・

土師器聾 l点・須恵器蓋 2 点・須恵器坪 2 点・須恵器高台皿 l点・須恵器大聖 1点、瓦 9 点、鉄製品 1点を図示。

時期 覆土や出土遺物から 9世紀後半と考えられる。

H-7 号住居跡 (Fig .16・66 、PL.31)

位置 X39 、Y76 グリッド 主軸方向 N -80 0 

- E 形状等長方形と推定される。東西(0.58 )m 、南北(2.92)

m 、壁現高52.0cm 。 面積 (1.41) ぱ床面平坦な床。 出土遺物土師器213 点、 須恵器36 点、瓦 3 点、土製

品 l点。そのうち土師器聾 l点、須恵器高台椀 l点、 土製品 1点をを図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀

代と考えられる。

H-8 号住居跡 (Fig .16・66 、PL. 3 ・31)

位置 X39 ・40 、Y78 ~ 80 グリッド 主軸方向 N -82 0 

- E 形状等長方形と推定される。 東西 (2.21) m 、

南北(6.68) m 、壁現高79.0cm 。 面積 (9.70) ぱ床面平坦な床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸方

向 N -8 7" -E 。全長124cm 、最大幅148cm 、焚口部幅60cm 。 構築材に粘土、袖部に凝灰岩を用いる。 重複

H -12 と重複しており、新旧関係は本遺構→H -12 出土遺物 土師器1190 点、須恵器181) 点、瓦 2 点。その

うち土師器杯 1点、須恵器蓋 l点・須恵器杯 1点・須恵器高台椀 2 点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世

紀前半と考えられる。

H-9 号住居跡 (Fig .17・67 、PL. 3 ・31)

位置 X39 ・40 、 Y81 ・82 グリッド 主軸方向 N-83 0 -E 形状等長方形と推定される。 東西 (3.14) m 、

南北 (3.20) m 、壁現高26.0cm 。 面積 (8.75) ぱ床面平坦な貼り床。 竃東壁南寄りに位置する。主軸方

向 N -100 0 

- E 。全長73cm 、最大幅84cm 、焚口部幅30cm 。 構築材に粘土、袖部に凝灰岩を用いる。 出土遺

物 土師器237 点、須恵器70 点、瓦11 点、鉄製品 1点、灰紬陶器 3 点。そのうち須恵器高台椀 2 点、鉄製品 1点

を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀後半と考えられる。

H-10 号住居跡 (Fig .17・67 、PL. 3 ・31)

位置 X40 ・41 、 Y79 ・80 グリッド 主軸方向 N -81 0 
- E 形状等長方形と推定される。 東由 (3.16) m 、

南北 (4.99) m 、壁現高33.0cm 。 面積 (14 .10)ぱ床面平坦な貼り床。 竃東壁南寄りに位置する。主軸

方向 N-84 0 -E。全長72cm 、最大幅125cm 、焚口部幅36cm 。 構築材に粘土、凝灰岩、瓦を用いる。 出土遺

物 土師器193 点、須恵器73 点、瓦22 点。そのうち土師器坪l点・土師器室 2 点、須恵器杯 1点・須恵器壷 1点を

図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀後半と考えられる。

H -11 号住居跡 (Fig .18・67 、PL. 3 ・31)

位置 X38 ・39 、 Y73 ・74 グリッド 主軸方向 N ー18 0 -W 形状等長方形と推定される。東西 (4.31) m 、

南北 (5.08) m 、壁現高62.0cm 。 面積 (16.98) ぱ床面平坦な貼り床。 竃北壁中央西寄りに位置する。主
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軸方向 N-2 0 -E 。全長147cm 、最大幅104cm ，焚口部幅48cm 。 構築材に粘土、袖部に凝灰岩を用いる。

旧竃 北壁西寄りに位置する。主軸方向 N-11 0 - W 。全長72cm 、最大幅66cm 、焚口部幅37cm 。構築材に粘土

を用いる。重複 H-5 、 6 と重複しており、新旧関係は本遺構→H- 5 ，6 出土遺物 土師552 点、須恵器78

点、瓦 3 点、石製品 2 点、灰粕陶器 2 点、鉄淳21.6g 。そのうち土師器坪 l 点・ 土師器墾 2 点を図示。 時期

覆土や出土遺物から 8世紀後半と考えられる。

H -12 号住居跡 (Fig .16、PL. 3 ) 

位置 X39 、Y78 ・79 グリ ッド 主軸方向 N-81 0 -E 形状等長方形と推定される。東西 (0.55) m 、南北

(4.78) m 、壁現高32.0cm 。 面積 (2.86) ぱ床面 平坦な床。 重複 H-8 と重複しており、新旧関係は H

-8 →本遺構 出土遺物 土師器 6 点、須恵器 3 点、瓦 1点、土製品 1点。そのうち土製品 l点を図示。時期

覆土や重複関係から 9 世紀代と考えられる。

H-13 号住居跡 (Fig .18)

位置 X38 ・39 、 Y74 ・75 グリ ッド 主軸方向 N -88 0
- E 形状等 長方形と推定される。東西 (3.92) m 、

南北 (4.65) m 、壁現高58.0cm 。 面積 (16.48 )ぱ床面平坦な貼り床。 竃東壁南寄 りに位置する。主軸方

向 N-74 0

- E  。全長68cm 、最大幅97cm 、焚口部幅38cm 。 構築材に粘土を用いる。 重複 H-6 、11 と重

複しており、新旧関係は本遺構→H -13 →H-6 出土遺物 土師器 1点。 時期 覆土や重複関係から 6 世紀

後半と考えられる。

(2 )溝跡

W-1 号溝跡 (Fig .19)

位置 X39 ・40 、Y77 グリ ッド主軸方向 N -98 0

- E 形状等逆台形。 長さ 7.0m 深さ 52.0cm 最大

上幅140cm 、 最大下幅30cm 。 出土遺物 土師器99 点、 須恵器20 点、瓦22 点、縄文土器 3 点。そのうち瓦 3 点を

図示。 時期 覆土からAs-B 降下以前と考えられる。 備考流水の痕跡無し。

(3 )土坑、ピット (Fig .19)

土坑、ピットについては、 Tab .4 土坑・ピット・井戸跡・落ち込み計測表を参照のこと。

(4) グリッド等出土遺物

土師器306 点、須恵器84 点、瓦71 点、灰軸陶器 7 点、緑紬陶器 2 点、陶器 2 点、石製品 2 点を出土。

2 区

( 1 )竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fig .19、PL. 4 ・32)

位置 X56 ・57 、Y85 ・86 グリ ッド 主軸方向 N -89 0

- E 形状等 長方形と推定される。東西 (3.96) m 、

南北 (2.61) m 、壁現高48.0cm 。 面積 (9.18)ぱ床面平坦な貼り床。 重複 W-1 と重複しており、新旧関

係は本遺構→W-1 出土遺物 土師器309 点、須恵器26 点、瓦13 点、縄文土器 l点、鉄製品2 点、灰粕陶器 2 点、
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鉄淳8.9g 。そのうち土師器整l点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀後半から 10 世紀前半と考えられる。

H-2 号住居跡 (Fig .20・68 、PL. 4 ・32)

位置 X55 ・56 、Y83 ・84 グリッ ド 主軸方向 N -8 30
- E 形状等長方形と推定される。東西 (3.64) m 、

南北 (2.27) 111 、壁現高G9 .0Clll o 面積 (8.97) 111 床面 堅綴な貼り床。 竃東壁中央南寄り に位置する。主

軸方向 N -93 0

- E 。全長198cm 、最大幅118cm 、焚口部幅58cm 。構築材に粘土を用いる。 出土遺物 土師器

506 点、須恵器32 点、瓦 1点、縄文土器 2 点、石製品 2 点。そのうち土師器坪 5 点・土師器莞 2 点・須恵器高台

椀 l点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀中葉と考えられる。

H-3 号住居跡 (Fig .20、PL. 4) 

位置 X54 ・55 、Y84 ・85 グリッド 主軸方向 N -9 10 -E 形状等長方形と推定される。東西3.36m 、南北

4.Ol m 、壁現高62.0cm 。 面積 12 .18rrl 床面 平坦な貼り床。 竃東壁南寄りに位置する。主軸方向 N-

92 0

- E 。全長126cm 、最大幅120cm 、焚口部幅41clll 。構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 出土遺物 土師器40 点、

須恵器 8 点、縄:丈土器 1点。そのうら土師器葺を l点図示。 時期 覆土や出土遺物から6 世紀代と考・えられる。

H-4 号住居跡 (Fig .21・69 、PL. 4 ・32)

位置 X52 ・53 、Y85 ・86 グリッド 主軸方向 N -93 0
- E 形状等長方形と推定される。 東西 (3.72) m 、

南北 (4.68) m 、壁現高60.0c m。 面積 15 .42ぱ床面 堅綴な貼 り床。 竃 東壁中央南寄 りに位置する。主

軸方向 N -95 0

- E 。全長128cm 、最大幅120cm 、焚口部幅41cm 。構築材に粘土を用いる u 出土遺物 土師器

685 点、須恵器45 点、瓦 3 点、縄文土器 3 点、鉄製品 l点、石製品 2 点。そのうち土師器杯 1点・土師器聾 3 点、

須恵器蓋 1点・須恵器杯 3 点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀後半と考えられる。

H-5 号住居跡 (Fig.21 、PL. 5 ・32)

位置 X51 、Y86 ・87 グリッド 主軸方向 N -67 0

- E 形状等長方形と推定される。東西 (0.32) m 、南北

(0.54) m 、壁現高17.0cm 。 面積 (0.32) ぱ床面 平坦な床。 置東壁南寄りに位置する。 主軸方向 N-

118 0

- E。全長80cm 、最大幅66cm 、焚口部幅26cm 。構築材に粘土を用いる。 重複 D-6 と重複しており、新

旧関係は本遺構→D-6 出土遺物 土師器37 点、須恵器 4 点、縄文土器 2 点、石製品 l点。そのうち土師器聾

l点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀中葉と考えられる。

H-6 号住居跡 (Fig .22 ・69 、PL. 5) 

位置 X52 、Y87 ・88 グリッド 主軸方向 N -76 0
- E 形状等 長方形と推定される。東西 (2.76) m 、南北

(5.00) m 、壁現高52.0cm 。 面積 (10.56) ぱ床面 平坦な貼り 床。 出土遺物 土師器112 点、須恵器26 点。そ

のうち須恵器蓋 l点を図示。 時期 覆土や出土遺物から8世紀中葉と考えられる。

H-7 号住居跡 (Fig .22 ・69 、PL.32 )

位置 X50 ・51 、Y84 グリッド主軸方向 N -78 0
- E 形状等 長方形と推定される。東西 (0.55 )m 、南北

(2.12) m 、壁現高36.0 cm 。 面積 (0.64) ぱ床面 平坦な床。 竃東壁南寄りに位置する。 主軸方向 N 

-103 0

- E 。全長80cm 、最大幅35cm 、焚口部幅10cm 。構築材に粘土を用いる。 出土遺物 土師器33 点、須恵器

8 点、縄文土器 5 点。そのうち土師器聾 l点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀中葉と考えられる。
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H-8 号住居跡 (Fig.22 ・69 、PL .32)

位置 X54 ・55 、Y85 ・86 グリッド 主軸方向 N -78 0

- E 形状等 長方形と推定される。東西 (3鎚 )m、

南北(1.73) m 、壁現高85.0crn 。 面積 (4.50 )ぱ 床面平坦な貼 り床。 重複 D-4 と重複しており、新旧

関係は D - 4 →本遺構 出土遺物 土師器304 点、須恵器42 点、 瓦 2 点、 縄文土器14 点、鉄製品 5 点。そのうち

土師器杯 3 点、須恵器蓋 l点 ・須恵器杯 1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀前半と考えられる。

H-9 号住居跡 (Fi g.23・69 、PL. 5 ・32 ・33)

位置 X52 ・53 、Y84 グリッド 主軸方向 N -104 0
- E 形状等 長方形と推定される。東西 (2.90) m 、南北

(1.58) m 、壁現高16 .0crn 。 面積 (3.00) ぱ 床面 堅紙な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。 構築材

に粘土、瓦、凝灰岩を用いる。 重複 T-1 と重複しており、新旧関係は本遺構→T-1 出土遺物 土師器

254 点、須恵器134 点、瓦58 点、鉄製品 5 点、鉄i宰8.2g 。そのうち須恵器杯 2 点 ・須恵器高台皿 l 点 ・須恵器羽釜

2 点、須恵器甑 l点、瓦 1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 10 世紀後半と考えられる。

(2 )竪穴状遺構

T-1 号竪穴状遺構 (Fig.23 、PL. 5) 

位置 X51 ・52 、Y84 グリッド 主軸方向 N -93 0

- E 形状等 隅丸方形と推定される。東西 (3.30) m 、南

北 (3.24) m 、壁現高39.0crn 。 面積 (8.19)rrl 床面 平坦な床。 重複 H -9 と重複しており、新旧関係は

本遺構→H-9 出土遺物 土師器82 点、須恵器10 点、瓦27 点、縄文土器 2 点、鉄製品 1点、石製品 3 点、灰

紬陶器 5 点、鉄淳15.0g 。そのうち瓦 4 点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀後半と考えられる。

(3 )溝跡

W-1 号潜跡 (Fig .24)

位置 X54 ~ 57 、Y83 ~ 85 グリッド主軸方向 N - 127 0

- E 形状等 逆台形。 長さ l1.3m 、深さ41.0crn 、

最大上幅100crn 、最大下幅49crn 。 出土遺物 土師器14 点、須恵器 3 点、 瓦 1点。 時期 覆土からAs -B 降下以

前と考えられる。 備考流水の痕跡、無し。

W-2 号溝跡 (Fig .24)

位置 X52 ・53 、Y8 4 ・85 グリッド 主軸方向 N -136 0
- E 形状等 U 字形。 長さ 3.4m 、深さ 23. 0crn 、最

大上幅64crn 、 最大下幅48crn 。 出土遺物土師器18点、須恵器 3 点、 1 点、石製品 1 点。 時期覆土から

As-B 降下以前と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。

(4 )土坑、ピット (Fig .21・23 '70 、PL.32・33)

土坑、 ピット については、 Tab.4 土坑、 ピット計測表を参照のこと。

(5 )グリッド等出土遺物 (Fig.70 ・88 ・92 )

土師器494 点、須恵器84 点、 瓦71， 点、縄文土器 6 点、鉄製品7 点、灰柏岡器 4 点、鉄淳8.0g を出土。そのう ち土

師器坪 2 点、須恵器杯 l点、瓦 1点、石製品 l点を図示。
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3 区

( 1 )竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fig .25 ・70 、PL. 5 ・33)

位置 X46 ~ 48 、Y84 ・85 グリッド 主軸方向 N -73 0
- E 形状等 長方形と推定される。束西 (4.30) 111 、

南北 (3.59) 111 、壁現高41.0cm 。 面積 (13 .26)ぱ 床面平坦な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主

軸方向 N -85 0

- E 。全長106cm 、最大幅132cm 、焚口部幅44cm 。構築材に粘土を用いる。 重複 H-2t 重

複しており、新旧関係は本遺構→H-2 出土遺物 土師器478 点、須恵器88 点、瓦10 点。そのうち土師器坪 1点・

土師器聾 l点・須恵器蓋 1点・須恵器坪 1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀後半と考えられる。

H-2 号住居跡 (Fig.25'71 、PL. 5 ・33)

位置 X47 ・48 、Y84 ・85 グリッド主軸方向 N -89 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (4.22) 111 、南

北 (4.24) 111 、壁現高39.0cm 。 面積 (16 .14)ぱ 床面平坦な貼り床。 竃東壁中央に位置する。 主軸方

向 N -83 0

- E 。全長82cm 、最大11 幅88cm 、焚口部幅44cmo 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 重複 H-1 、

15 と重複しており、新旧関係は H -1 、15 →本遺構 出土遺物 土師器455 点、須恵器91 点、瓦17 点。そのうち

土師器杯 2 点 ・土師器墾 3 点、須恵器蓋 l点・ 須恵器杯 2 点・須恵器高台椀 1点、須恵器高盤 l点を図示。 時

期 覆土や出土遺物から 9世紀前半と考えられる。

H-3 号住居跡 (Fig .26'72 、PL. 6 ・34)

位置 X44 ~ 46 、Y84 ・85 グリッド 主軸方向 N 一75 0

- E 形状等長方形と推定される。東西 (3.88) 111 、

南北 (3.16) 111 、壁現高54.0cm 。 面積 (8.00) rri 床面 やや堅微な貼り床。 竃東壁中央に位置する。主軸

方向 N -104 0

- E 。全長174cm 、最大幅100cm 、焚口部幅50cm 。 構築材に粘土を用いる。 出土遺物 土師器

249 点、須恵器62 点、瓦16 点、縄文土器 3 点。そのうち土師器杯 3 点・土師器聾 l点、須恵器杯 1点を図示。

時期 覆土や出土遺物から 8世紀後半と考えられる。

H-4 号住居跡 欠番

H-5 号住居跡 (Fig.26 ・72 、PL. 6 ・33 ・42)

位置 X29 ・30 、Y85 ・96 グリッド 主軸方向 N -88 0

- E 形状等長方形と推定される。東西 (3.42) 111 、

南北 (2.50) 111 、壁現高50.0cm 。 面積 (5.69) ぱ 床面平坦な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主

軸方向 N -88 0

- E 。全長108cm 、最大幅70cm 、焚口部幅30cm 。 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 重複 H 

6 と重複しており、新旧関係は本遺構→H-6 出土遺物 土師器28 1，点、須恵器 18 点、瓦14 点、縄文土器 1点、

石製品 1点。そのうち土師器杯2 点、須恵器聾 l点、石製品 l点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀後

半と考えられる。

H-6 号住居跡 (Fig .26、PL. 6) 

位置 X29 、Y86 ・87 グリッド主軸方向 N-91 0 -E 形状等長方形と推定される。東西 (2.02) 111 、南北

(2.88) 111 、壁現高48.0cm 。 面積 (5.28)ぱ床面平坦な貼り床。 竃東壁南寄り に位置する。 主軸方向

N -90 0

- E 。全長99c m、最大幅105cm 、焚口部幅38c m。 構築材に粘土を用いる。 重複 H-5 と重複して

おり、新旧関係は H-5 →本遺構 出土遺物土師器91 点、須恵器36 点、瓦 6 点、縄文土器 4 点、鉄浮38g o
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時期 覆土や出土遺物から 9世紀前半と考えられる。

H-7 号住居跡 (Fig .27・72 、PL. 6 ・34)

位置 X26 ・27 、 Y86 ・87 グリッド 主軸方向 N -94 0 

- E 形状等長方形と推定される。 東西 (3.42 )m 、

南北 (3.96) m 、壁現高3l.0cm 。 面積 (1l.75 )ぱ 床面 平坦な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主

軸方向 N -106 0

- E 。全長96cm 、最大幅86cm 、焚口部幅44cm 。 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 重複 E 

-8 と重複しており、新旧関係は本遺構→H-8 出土遺物 土師器183 点、須恵器74 点、瓦40 点、縄文土器 3 点、

石製品 1点。そのうち土師器聾 2 点、 須恵器高台椀 2 点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀後半と考え

られる。

H-8 号住居跡 (Fig .27・72 、PL. 7 ・34)

位置 X26 ・27 、 Y86 ・87 グリッド 主軸方向 N -90 0

- E 形状等長方形と推定される。東西 (3.14 )m 、

南北 (3.50) m 、壁現高37.0cm 。 面積 (9.94) ぱ床面平坦な貼り床。 竃東壁南寄りに位置する。主軸方

向 N -94 0

- E 。全長72cm 、最大幅81cm 、焚口部幅55cm 。 構築材に粘土を用いる。 重複 H-7 と重複し

ており、新旧関係は H-7 →本遺構 出土遺物 土師器16 8点、須恵器68 点、瓦21， 点、縄文土器 1点、 鉄製品 2 点、

鉄i宰26 .2g 。そのうち土師器聾 1点、須恵器杯 1点・須恵器高台皿 l 点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9

世紀中葉と考えられる。

H-9 号住居跡 (Fig .28 ・72 、PL. 7 ・34 ・42)

位置 X24 ・25 、 Y85 ・86 グリッド 主軸方向 N -102 0 
- E 形状等 長方形と推定さ れる。東西 2.87m 、

南北 5.25m 、壁現高36.0cm 。 面積 (14.l2)凶床面平坦な貼り床。 竃 東壁南寄りに位置する。 主軸方向

N -106 0

- E 。全長104cm 、最大幅113cm 、焚口部幅63cm 。 構築材に粘土、 凝灰岩、袖部に瓦を用いる。 重

複 H- lOと重複しており、新旧関係は H- lO→本遺構 出土遺物 土師器254 点、須恵器120 点、瓦56 点、縄文

土器 1点、鉄製品 2 点、石製品 2 点、緑粕陶器 l点。そのうち須恵器杯 2 点・須恵器高台椀 2 点、鉄製品 2 点、

石製品 2 点を図示。 時期 覆土や出土遺物から9 世紀後半と考え られる。

H -10 号住居跡 (Fig .28・72 、PL. 7 ・34)

位置 X24 ・25 、Y85 ・86 グリッド 主軸方向 N -116 0
- E 形状等長方形と推定される。東西 3.28m 、南

北 4.56m 、壁現高24.0cm 。 面積 12.00 ぱ床面堅微な貼り 床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸方向

N -103 0

- E 。全長113cm 、最大幅108cm 、焚口部幅54cm 。 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 重複 H-9 

と重複しており、新旧関係は本遺構→H-9 出土遺物 土師器186 点、須恵器72 点、瓦47 点、縄文土器 2 点、

鉄製品 2 点、石製品 2 点、鉄津29.8go そのうち土師器杯 l点・土師器聾 l点、須恵器坪 2 点・須恵、器高台皿 l点、

瓦 2 点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀中葉と考えられる。

H-11 号住居跡 (Fig.27 ・73 、PL. 7) 

位置 X20 ・21 、Y86 ・87 グリッド 主軸方向 N -99 0

- E 形状等 長方形と推定される。東西3.26m 、南北

3.20m 、壁現高45.0cm 。 面積 (7.87) ぱ 床面 平坦な床。竃東壁中央に位置する。 主軸方向 N -102 0

-

E 。全長84cm 、最大幅94cm 、焚口部幅34cm 。 構築材に粘土を用いる。 重複 W-4 と重複しており 、新旧関

係は本遺構→W-4 出土遺物土師器114 点、須恵器67点、瓦54 点、縄文土器 5 点、鉄製品 l点、鉄淳187 .2g 。

そのうち土師器費 1点、須恵器杯 1点、瓦 2 点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀中葉と考えられる。
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H -12 号住居跡 (Fig.29 ・73 、PL. 8) 

位置 X20 ・21 、Y86 グリッド主軸方向 N -89 0 

- E 形状等長方形と推定される。 東西 (3.28) m 、南

北 (2.38) m 、壁現高46.0cm 。 面積 (6.54 ) n1 床面平坦な床。 竃東壁中央南寄りに位置する。 主軸方向

N -82 0

- E 。全長128cm 、最大幅82 cm、焚口部幅42cm 。 構築材に粘土を用いる。 重複 H -13 と重複して

おり、新旧関係は本遺構→ H -13 出土遺物 土師器44 点、須恵器25 点、瓦 3 点、縄文土器 3 点、 石製品 1点υ

そのうち須恵器坪 2点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀代と考え られる。

H -13 号住居跡 (Fig 目30 ・73 、PL. 8 ・34)

位置 X 19 ・20 、Y86 グリ ッド形状等 不明 竃 東壁に位置する。 主軸方向 N -90 0

- E 。全長194cm 、

最大幅196cm. 焚口部幅108cm 。 構築材に粘土・凝灰岩、補部に瓦令用いる n 章複 H -1 2と重複しており、

新旧関係は日 -12 →本遺構 出土遺物土師器51点、 須恵器14 点、瓦26 点、 そのうち土師器費 2 点、須恵器高台

椀 2 点、瓦 2 点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀中葉~後半と考えられる。

H-14 号住居跡 (Fig.29 ・73、PL. 8 ・34)

位置 X45 ・46 、Y85 ・86 グリッド主軸方向 N -82 0
- E 形状等 長方形と推定される。東西 4.86m 、南

北 5.67m 、壁現高54. 0cm 。 面積 (20.5 0) nf 床面平坦な床。 竃 東壁中央に位置する。主軸方向 N-

90 0

- E 。全長122cm 、最大幅110cm 、焚口部幅38cm 。 構築材に粘土を用いる。 出土遺物 土師器812 点、須恵

器272 点、 瓦39 点、縄文土器 3 点、 鉄製品2 点、 石製品 2 点、鉄淳19.8go そのうち土師器杯 1点・土師器聾 2 点、

須恵器杯 3 点、 鉄製品 l点、石製品 2点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8世紀中頃~後半と考えられる。

H-15 号住居跡 (Fig .25・74 、PL. 8) 

位置 X47 ・48 、Y85 ・86 グリッド主軸方向 N -87 0
- E 形状等長方形と推定される。東西 (3.50) m 、

南北(1.88) m 、壁現高32 .0c m。 面積 (6.03 ) nf 床面 平坦な貼り床。 重複 H-2 と重複しており、新旧

関係は本遺構→H-2 出土遺物 土師器99 点、 須恵器21 点、瓦17 点、鉄製品 1点、 石製品 l 点。そのうち土師

器坪 l 点、 鉄製品 l点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀中頃から後半と考えられる。

H-16 号住居跡 (Fig.30 、PL.ll ・36 )

位置 X14 ・15 、Y86 ・87 グリッド主軸方向 N -86 0

- E 形状等方形と推定される。 東西3.94m 、南北 (3.12)

m 、壁現高40.5cm 。 面積 (10 目78) ぱ床面 平坦な床。 置東壁中央南寄 りに位置する。 主軸方向 N-

86 0

- E 。全長96cm 、最大幅93cm 、焚口部幅51cm 。 構築材として粘土、凝灰岩を用いる。 出土遺物 土師器整、

須恵器蓋、須恵器高台椀、 須恵、器輩、 石製品など。そのうち、須恵器蓋、 須恵器杯を図示。 時期 覆土や出土

遺物から8世紀後半と考え られる。

H -17 号住居跡 (Fig.31 、PL .11)

位置 X12 、 Y86 ・87 グリッド主軸方向 N -84 0
- E 形状等方形と推定される。東西 (0.86) m 、南北

3.18m 、壁現高16.5cm 。 面積 (3.37 )ぱ床面堅織な貼床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸方向

N -8 40
- E 。全長94cm 、最大幅 (70)c m、焚口部幅63cm 。 構築材として瓦を用いる。 重複 H -18 ・20 ・23

と重複しており、新旧関係は H -23 →H -18 → H -20 →本遺構 出土遺物 土師器費、 須恵器杯、瓦など。特に

瓦は25 点もの出土があり、 完形に近い形での出土も多かった。 また貯蔵穴をふさ ぐ形で完形に近い平瓦が見つか

った。そのうち、土師器費、須恵器杯、瓦を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀後半と考えられる。

26 



H -18 号住居跡 (Fig.32 、PL.12)

位置 X12 ・13 、Y87 グリッド主軸方向不明形状等方形と推定される。東西 (2.54) m 、南北 (0.96) m 、

壁現高47.0cm 。 面積 (1.25) ぱ床面堅織な貼り床。 重複 H -17 ・20 ・23 と重複しており、新旧関係は

H -23 →本遺構→ H -20 →H -17 出土遺物須恵器高台椀など。 時期 覆土から Hr-FP 降下以後から As-

B 降下以前と考えられる。

H-19 号住居跡 (Fig.31 、PL .l2)

位置 X12 、Y85 グリッド 主軸方向 N -84 0

- E 形状等方形と推定される。東西(1.50) m 、南北(1.94)

m 、壁現高36.0cm 。 面積 (2.30) ぱ床面平坦な貼り床。 出土遺物土師器聾、須恵器杯、須恵器高台椀、

須恵器童、瓦など。 時期 覆土から Hr-FP 降下以後から As-B 降下以前と考えられる。

H-20 号住居跡 (Fig.32 、PL .l2)

位置 X12 ・13 、Y85 ~ 87 グリッド主軸方向 N -87 0

- E 形状等長方形と推定される。東西 (4.44) m 、

南北4.9m 、壁現高17.5cm 。 面積 (10.48) ぱ床面堅搬な貼床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸方

向 N -92
0

- E 。全長 (68)cm 、最大幅88cm 、焚口部幅60cm 。 重複 H -17 ・18 ・21 ・23 ・24 と重複しており、

新旧関係は日 24 →H -18 ・21 ・23 →本遺構→H -17 出土遺物 土師器杯、土師器望、須恵器杯、須恵器高

台椀、瓦など。そのうち、須恵器杯を図示。時期 覆土や出土遺物から 9世紀前半と考えられる。

H-21 号住居跡 (Fig.32 、PL.l 2)

位置 X12 、 Y85 ・86 グリッド主軸方向不明形状等方形と推定される。東西 (18.6) m 、南北(18) m 、

壁現高38.5cm 。 面積 (2.49) ぱ床面堅織な貼り床。 重複 H -20 ・22 と重複しており、新旧関係は H -

22 →本遺構→日 20 出土遺物 瓦など。 時期 覆土や重複関係から 8 世紀代以前と考えられる。

H-22 号住居跡 (Fig.32 、PL .l2)

位置 X12 、 Y85 グリッド主軸方向不明形状等方形と推定される。東西 (0.72) m 、南北 (0.38) m 、壁

現高羽田Ocm 。 面積 (0.25)ぱ床面平坦な床。 出土遺物土師器、須恵器の小片が少数出土。 重複 H 

-19 ・20 ・21 と重複しており、新旧関係は本遺構 H -21 →H -19 ・20 出土遺物瓦など。 時期 覆土や重複

完形から 8 世紀代以前と考えられる。

H-23 号住居跡 (Fig.32 、PL .l2)

位置 X12 ・13 、Y86 ・87 グリッド 主軸方向 N -90 0
- E 形状等方形と推定される。東西 (2.78) m 、南

北3.26m 、壁現高10.0cmo 面積 (8.27) ぱ床面堅綴な貼床。 北竃束壁中央北寄りに位置する。主軸方

向 N -84 0

- E 。全長89cm 、最大幅84cm 、焚口部幅68cm 。 南竃 東壁中央南寄りに位置する。主軸方向 N 

-93
0

- E 。全長66cm 、最大幅 (54)cm 、焚口部幅28cm 。 重複 H -17 ・18 ・20 ・24 と重複しており、新旧関係

はH-24 →本遺構→ H -18 →H-20 → H -17 出土遺物 土師器杯、須恵器杯、須恵器聾など。そのうち、土師

器坪を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀前半と考えられる。

H-24 号住居跡 (Fig.32)

位置 X86 ・87 、Y13 グリッド主軸方向不明形状等不定形な床面が残るのみ。東西(1.54) m 、南北(1.46)

m 、壁現高不明。 面積 (0.88) rri 床面 竪般な貼り床。出土遺物 土師器、須恵器の小片が少数。 重複
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H -18 ・20 ・23 と重複しており、新旧関係は本遺構→ H -23 →H -18 →H -20 時期 覆土や重複関係から 8 世

紀前半以前と考えられる。

(2) 竪穴状遺構

T-1 号竪穴状遺構 (Fig ，33 ・74)

位置 X47 ・48 、Y86 グリッド 主軸方向 N -8r- E 形状等長方形と推定される。東西 (2.19) m 、南北

(1.47) m 、壁現高13 ，Ocm 。 面積 (2，40) ぱ床面平坦な床。 出土遺物土師器20 点、須恵器 8 点、瓦 6 点。

そのうち土師器坪 1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀代と考えられる。

T-2 号竪穴状遺構 (Fig ，33 ・74 、PL.35)

位置 X31 ・32 、Y87 グリッド 主軸方向 N -85 0

- E 形状等 長ノむ形と推定される。東西1.83m 、南北

2.33m 、壁現高43 ，Ocm 。 面積 3.32 ぱ床面平坦な床。 重複 w-5 と重複しており、新旧関係はW-5

→本遺構 出土遺物土師器39 点、須恵器36 点、瓦11 点。そのうち土師器坪 1点、瓦.点を図示。 時期覆土

や出土遺物から 9 世紀前半~中頃と考えられる。

T-3 号竪穴状遺構 (Fig ，33 ・74 、PL. 9 ・35)

位置 X30 ・31 、Y86 ' 87 グリッド 主軸方向 N - 92 0

- E 形状等方形と推定される。東西3.08m 、南北

3，04m 、壁現高17.0cm 。 面積 (8，38) ぱ床面平坦な床。 出土遺物土師器39 点、須恵器36 点、瓦38 点、鉄

製品 2 点、緑粕陶器 1点。そのうち土師器杯L点、須恵器高台椀 l点、瓦 2 点を図示。 時期 覆土や出土遺物

から 9世紀代と考えられる。

T-4 号竪穴状遺構 (Fig.33' 75) 

位置 X16.17 、Y88 グリッド 主軸方向 N-91 0

-E 形状等方形と推定される。東西3，07m 、南北 (2.05)

m 、壁現高7.0cm 。 面積 (7.72) ぱ床面平坦な床。 重複 T-5 と重複しており、新旧関係は T-5 →本

遺構 出土遺物須恵器杯、須恵器高台皿を図示。 時期 覆土や出土遺物から 10 世紀後半と考えられる。

T-5 号竪穴状遺構 (Fig ，33 、PL.5)

位置 X16 ・17 、Y87 ・88 グリッド 主軸方向 N -102 0

- E 形状等長方形と推定される。東西2.54m 、南

北2.95m 、壁現高7.0cm 。 面積 (8.73) rrf 床面 平坦な床。 重複 T-4 と重複しており、新旧関係は本遺

構→ T-4 時期 覆土や重複関係から 10 世紀後半以前と考えられる。

( 3) 溝跡

W-1 号溝跡 (Fig.34 、PL. 9) 

位置 X40 、Y84 ~ 87 グリッド主軸方向 N-5 0 - W 形状等逆台形。 長さ1O .9m 深さ 30.0cm 最大上

幅80cm 、最大下幅50cm 出土遺物土師器19 点、須恵器 8 点、瓦 2 点、鉄製品 l 点、鉄浮17.0g 。 時期覆

土から As-B 降下以前と考えられる。 備考流水の痕跡無し。

W-2 号溝跡 (Fig.34 、PL.9)

位置 X28 ・29 、Y85 ~ 88 グリッド主軸方向 N-2 0 - W 形状等逆台形。 長さ1O .0m 深さ 89 ，5cm 最
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大上幅385cm 、 最大下幅158cm 重複 W-3 と重複しており、新旧関係は本遺構→W- 3 出土遺物 土師

器11 点、須恵器46 点、瓦111 点、縄文土器 2 点、石製品 1点。このうち瓦1点を図示。 時期 覆土からAs-B 降

下以前と考えられる。 備考流水の痕跡あり。

W-3 号溝跡 (Fig .34・75 、PL.35 ・42)

位置 X21- 34 、Y87 ・88 グリ ッド 主軸方向 N -90 0

- E 形状等 U 字形。 長さ50.5m 深さ45.0cm 最

大上幅245cm 、 最大下幅110cm 重複 W-2 、0-1 と重複しており、新旧関係はW-2 、0-1 →本遺構

出土遺物 土師器396 点、須恵器182 点、瓦127 点、縄文土器 6点、鉄製品 1点、 石製品 7点、鉄浮18.6 。このう

ち土師器杯 l点、須恵器円面硯 1点、陶器 l点、石製品 1点を図示、 時期 覆土からAs-B 降下以前と考えられる。

備考流水の痕跡無し

W-4 号溝跡 (Fig.35 ・75)

位置 X12 - 21 、Y87 ・88 グリ ッド主軸方向 N -92 0

- E 形状等逆台形。 長さ4.73m 深さ 28.0cm 最

大上幅54cm 、 最大下幅24cm 出土遺物瓦 1点。 時期覆土からAs-B 降下以前と考えられる。 備考流

水の痕跡無し。

W-5 号溝跡 (Fig.35 、PL .lO・42 )

位置 X31 、Y85 - 87 グリッド主軸方向 N-2 0 -W 形状等逆台形。 長さ9.6m 深さ61.0cm 最大

上幅146 cm、 最大下幅110cm 出土遺物 土師器18 点、須恵器61 点、瓦18 点、 鉄製品 1点、石製品 l 点、鉄津

88.0g 。そのうち石製品 1点を図示。 時期 覆土からFP 降下以降As-B 降下以前と考えられる。 備考 流水の

痕跡無し。

(4 )土坑、ピット、土坑墓、井戸跡 (Fig .33・35 ・36 ・75 、PL. 8 '10 ・12 '13) 

土坑、ピット、土坑墓、井戸跡については、 Tab.4 土坑、ピット、 土坑墓、井戸跡計測表を参照のこと。

(5 )落ち込み

0-1 号落ち込み (Fig.37 ・76 ・77 、PL .lO・36 )

位置 X32 - 36 、Y86 ・87 グ リ ッ ド 形 状 等不定形と推定される。長軸 (13.80) m 、短軸 (7.40) m 、深さ49.0

cm 。 出土遺物 土師器2682 点、須恵器99 1，点、瓦 46 点、縄文土器 2 点、鉄製品 2 点、石製品 4点、鉄淳32.4g 。

そのうち土師器杯18 点 ・土師器棄 l 点、 須恵、器蓋 1点・須恵器坪 2点・須恵器高台椀 2点・須恵器聾 5点・ 須恵

器円面硯 1点、瓦 2 点、鉄製品 l点、 石製品 1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀前半と考えられる。

(6) グリッド等出土遺物

土師器514 点、須恵器283 点、瓦188 点、縄文土器12 点、鉄製品 5点、 石製品3点、緑紬陶器 4点、鉄j宰14 1.5g を出土。

4 区

( 1 )竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fig.38 、PL .l4)

位置 X25 ・26 、Y88 ・89 グリ ッド 主軸方向 N -88 0
- E 形状等竃と遺物の集中を検出するのみにとど
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まり不明。平面図では遺物の集中している範囲を図示。 竃 東墜に位置する。 主軸方向 N -85 0

- E 。全

長不明、最大幅88cm 、焚口部幅46c m。 構築材に瓦を用いる。 重複 D-2 ・3 と重複しており 、新旧関係は

本遺構→ D-2.3 出土遺物 土師器杯、土師器整、須恵器杯、須恵器高台椀、瓦、砥石など多数。そのうち

土師器杯、土師器費、須恵器杯、須恵器高台椀、石製品を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀前半と考え

られあ。

H-2 号住居跡 (Fig.38 、PL.14)

位置 X26 ・27 、Y106 ・107 グリッド主軸方向 N -95 0

- E 形状等長方形と推定される。 東西 (4.92) m 、

南北4.24m 、壁現高63.0cm 。 面積 (18 .27)ぱ 床面平坦な床。 竃東壁中央南寄りに位置する。 主軸方

向 N -90 0

- E 。全長90cm 、最大幅100cm 、焚口部幅48cm 。 構築材に粘土と瓦を用いる。 出土遺物 土師器

整、 須恵器望、瓦など。そのうち、土師器聾を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀前半と考えられる。

H-3 号住居跡 (Fig.39 、PL.14)

位置 X27 ・26 、Y105 ・106 グリッド主軸方向 N -100 0
- E 形状等 方形と推定される。 東西 (2.96) m 、

南北3.58m 、壁現高4ゑ5cm 。 面積 (8.03 )cm'床面 平坦な床。 重複 D-4 ・5 ・6 と重複しており、新

旧関係は本遺構→ D-4 ・5 ・6 出土遺物 須恵器杯、須恵器曹、 瓦など。 時期 覆土や出土遺物から 9 世

紀後半と考えられる。

( 2) 土坑 (Fig .38 ・39) 土坑については、 T ab.4 土坑計測表を参照のこと。

5 区

( 1 )竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fig .40、PL.l 4)

位置 X58 ・59 、 Y151 ・152 グリッド主軸方向 N -8 40
- E 形状等方形状。東西3.94 m 、南北4.18m 、壁

現高75.0cm 。 面積 14.45 m'床面 堅搬な貼り床。重複 H-5 、W-1 ・3 と重複してお り、新旧関係は H

-5 .W-3 →本遺構→W-1 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸方向 N -86 0
- E。全長150cm 、最大幅

130cm 、焚口部幅46cm 。 構築材に粘土を用いる。 出土遺物 土師器杯、土師器費、須恵器杯、須恵器聾、 須

恵器高台椀、鉄製品、石製品など。そのうち土師器杯、土師器聾を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8世紀後

半と考えられる。

H-2 号住居跡 (Fig.41 、PL.l 5)

位置 X59 、Y152 ・153 グリ ッド 主 軸 方 向不明形状等 方形と推定される。東西 (0.68) m 、南北 (0.98) m 、

壁現高13.0cm 。 面積 (0.16)ぱ床面平坦な床。 重複 H-4 、W-1 と重複しており 、新旧関係は本遺

構→H-4 →W-1 出土遺物土師器、須恵器の小片が少量。 時期 覆土や出土遺物から 7 世紀後半と考え

られる。

H-3 号住居跡 (Fig.42 、PL.15 )

位置 X56 ・57 、Y152 グリッド 主軸方向 N -87 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (3.98) m 、南北 (1.0 )

m 、壁現高29.0cm 。 面積 (2.55) ぱ床面平 坦 な 床 。 重複 W-1 ・4 、 D-1 と重複しており、新旧関

係は本遺構→ D-1 →W-4 →W-1 出土遺物 土師器聾など。 時期 覆土や重複関係から 8 世紀後半以前

と考えられる。
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H-4 号住居跡 (Fig.41 、PL.15)

位置 X58 ・59 、 Y152 ・153 グリッド 主軸方向 N-75 0 -E 形状等 方形と推定される。東西4.22m 、南

北(1.34) m 、壁現高30.0cm 。 面積 (3目05) ぱ床面平坦な床。 重複 H-2 、W-1 ・5 と重複しており、

新旧関係は H-2 →本遺構→W-5 →W-1 出土遺物土師器杯など。 時期 覆土や出土遺物から 8世紀前

半と考えられる。

H-5 号住居跡 (Fig.41 、PL.15)

位置 X58 、Y151 グリッド主軸方向 N -70 0

- E 形状等方形と推定される。東西2.88m 、南北(1.1 2) m 、

壁現高59.0cm 。 面積 (1.95) ぱ 床面平坦な貼り床。 重複 H-1 と重複しており、新旧関係は本遺構→

H-1 出土遺物土師器杯など。土師器杯を図示。 時期 覆土や出土遺物から 8 世紀中葉と考えられる。

(3 )溝跡

W-1 号溝跡 (Fig.42)

位置 X56 ~ 59 、Y152 グリッド主軸方向 N -87 0

- E 形状等逆台形。 長さ 14 .2m 深さ 118cm 最大

上幅 (130)cm 、最大下幅120cm 時期 覆土からAs-B 降下以降と考えられる。 備考流水の痕跡無し。元総

社蒼海遺跡群(20) 9 区W-1 号溝跡の西への延長部分となる。蒼海(20) 9 区W-1 では多くの石が投げ込まれて

いたが、本遺跡では石の投げ込まれた痕跡は無かった。 W - 2号溝跡と重複し、新旧関係は本遺構→W - 2 

W-2 号溝跡 (Fig.42)

位置 X55 ・56 、 Y151 ~ 153 グリッド主軸方向 N -93 0

- E 形状等薬研状。 長さ7.6m 深さ382cm

最大上幅 (440)cm 、 最大下幅28cm 時期 覆土からAs-B 降下以降と考えられる。 備考流水の痕跡無し。本

調査区の中では最も新しい遺構である。南に位置する 6 区でも同ーの溝(6 区W-2 号溝跡)を検出している。崩

落の危険性があったため、発掘調査では、西側部分を掘り残している。

W-3 号溝跡 (Fig.4 l)

位置 X56 ~ 58 、Y150 ・151 グリッド主軸方向 N -74 0

- E 形状等逆台形。 長さ7.2m 深さ25.5cm

最大上幅73cm 、最大下幅50cm 覆土からAs-B 降下以前と考えられる。 備考 流水の痕跡無し。

W-4 号溝跡 (Fig.42)

位置 X56 、Y152 グリッド 主軸方向 N-3 0 -E 形状等 U 字形。 長さ1.1 m 深さ 51.5cm 最大上幅110

cm 、最大下幅52cm 時期 覆土からAs-B 降下以降と考えられる。 備考流水の痕跡無し。

W-5 号溝跡 (PL.15)

位置 X59 、Y152 グリッド主軸方向 N -3 0

一E 形状等逆台形。 長さ l.2m 深さ25.5cm 最大上幅52

cm 、最大下幅38cm 時期 覆土からAs-B 降下以降と考えられる。 備考流水の痕跡無し。

(4 )土坑 (Fig .42)

土坑については、 Tab.4 土坑計測表を参照のこと。
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6 区

( 1 )竪穴住居跡

H - 1号住居跡 (Fig .43、PL .16)

位置 X 45 ・46、Y187 ・188 グリッド主軸方向 N -98 0

- E 形状等長方形と推定される。東西3.28m 、南

北 (2.34) m 、壁現高51.0cm 。 面積 (6.85) ぱ床面堅織な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸

方向 N -98 0

- E 。全長118cm 、最大幅106cm 、焚口部幅40cm 。 構築材に粘土と凝灰岩を用いる。 出土遺物

土師器輩、須恵、器杯、須恵器事、石製品など。そのうち、須恵器坪、須恵器高台椀、灰紬陶器高台椀、石製品を

図示。 時期 覆土や出土遺物から 10 世紀前半と考えられる。

H-4 号住居跡 (Fig.43 、PL .16)

位置 X46 ・47 、Y188 グリッド主軸方向 N -9r- E 形状等方形と推定される。東西 (3.08) m 、南北

(3.08) m 、壁現高44.5cmo 面積 (8.27)ぱ床面平坦な床。 重複 H-6 、 8 と重複しており、新旧関係

は日 - 8→H - 6 →本遺構 出土遺物須恵器高台椀、須恵器羽釜、菰編石。そのうち、須恵器高台椀を図示。

時期 覆土や出土遺物から 10 世紀前半と考えられる。

(2) 竪穴状遺構

T-1 号竪穴状遺構 (Fig .44)

位置 X47 ・48 、Y86 グリッド 主軸方向 N -8r- E 形状等長方形と推定される。東西 (2.19) m 、南北

(1.47) m 、壁現高13.0cm 。 面積 (2.40) ぱ床面平坦な床。 出土遺物土師器20 点、須恵器 8 点、瓦 6 点。

そのうち土師器杯 1点を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀代と考えられる。

T-2 号竪穴状遺構 (Fig .44)

位置 X31 ・32 、Y87 グリッド 主軸方向 N -85 0

- E 形状等長方形と推定される。東西1.83m 、南北2.33

m 、壁現高43.0cm 。 面積 3.32 ぱ床面平坦な床。 重複 W-5 と重複しており、新旧関係はW-5 →本

遺構 出土遺物土師器39 点、須恵器36 点、瓦11 点。そのうち土師器杯 1点、瓦.点を図示。 時期 覆土や出

土遺物から 9世紀前半~中頃と考えられる。

(3) 溝跡

W-2 号溝跡 (Fig .45、PL .17)

位置 X55 ・56 、 Y151 ~ 153 グリッド 主軸方向 N -93 0

- E 形状等薬品汁状。 長さ 7.6m 、深さ 382cm 、

最大上幅 (440)cm 、 最大下幅28cm 時期覆土からAs-B 降下以降と考えられる。 備考流水の痕跡無し。本

調査区の中では最も新しい遺構である。南に位置する 6 区でも同ーの溝(6 区W-2 号溝跡)を検出している。崩

落の危険性があったため、発掘調査では、西側部分を掘り残している。

( 3) 土坑 (Fig.45)

土坑については、 Ta b. 4 土坑計測表を参照のこと。
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7 区

( 1 )竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fig .46、PL.18)

位置 X45 ・46 、Y187 ・188 グリッド 主軸方向 N -98 0

- E 形状等長方形と推定される。東西3.28m 、南

北 (2.34) m 、壁現高51 目Ocm 。 面積 (6.85) ぱ床面堅轍な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸

方向 N -98 0

- E 。全長118cm 、最大幅106cm 、焚口部幅40cm 。 構築材に粘土と凝灰岩を用いる。 出土遺物

土師器望、須恵器杯、須恵器童、石製品など。そのうち、須恵器杯、須恵器高台椀、灰軸陶器高台椀、石製品を

図示。 時期 覆土や出土遺物から 10 世紀前半と考えられる。

H-2 号住居跡 (Fig.47 、PL .l8)

位置 X46 ・47 、Y188 グリッド 主軸方向 N -9 7"- E 形状等方形と推定される。東西 (3.08) m 、南北

(3.08) m 、壁現高44.5cm o 面積 (8.27) ぱ床面平坦な床。 重複 H-6 、 8 と重複しており、新旧関係

はH-8 → H-6 →本遺構 出土遺物須恵器高台椀、須恵器羽釜、菰編石。そのうち、須恵器高台椀を図示。

時期 覆土や出土遺物から 10 世紀前半と考えられる。

H-3 号住居跡 (Fig.49 、PL.19)

位置 X43 ・44 、Y188 ・189 グリッド 主軸方向 N -95 0

- E 形状等方形と推定される。東西3.54m 、南北

(l.94) m 、壁現高45.0cm 。 面積 (6.05) ぱ床面堅微な貼り床。 重複 H-7 ・11 と重複しており、新旧

関係は日 11 →H-7 →本遺構 出土遺物土師器輩、灰柚陶器、瓦、紡錘車、菰編石など。そのうち、土師器

杯、石製品を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀後半と考えられる。

H-4 号住居跡 (Fig.47 、PL.19)

位置 X43 ・44 、Y187 ・188 グリッド 主軸方向 N -8 7"- E 形状等方形と推定される。東西3.48m 、南北

(l.76) m 、壁現高3弘5cm 。 面積 (6.l7)凶床面平坦な床。 竃東壁に位置する。主軸方向 N -92 0
- E 。

全長78cm 、最大幅90cm 、焚口部幅78cm 。 構築材に粘土、瓦を用いる。 出土遺物 土師器杯、土師器翠、須恵

器高台皿、瓦など。土師器杯、土師器費、須恵器高台皿、瓦を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀後半と

考えられる。

H-5 号住居跡 (Fig.48 、PL.19)

位置 X41 ~ 43 、Y187 ~ 189 グリッド主軸方向 N -87 0 

- E 形状等長方形と推定される。東西5.78m 、

南北 (5.46) m 、壁現高24.0cm 。 面積 (9.33) ぱ床面堅微な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主

軸方向 N -88 0

- E 。全長186cm 、最大幅106cm 、焚口部幅60cm 。 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 重複

H -10 ・12 ・13 ・15 ・16 、 1-1 、D-3 ・4 ・5 などと重複しており、新旧関係は日一 15 →本遺構→H- lO→

H -16 →H -13 →日一 12 →D-5 →D-4 →D-3 → 1-1 出土遺物 土師器杯、土師器事、須恵器杯、須恵

器高台椀、須恵器輩、鉄製品。そのうち、土師器望、須恵器高台椀、石製品、鉄製品を図示。 時期 覆土や出

土遺物から 9 世紀中葉と考えられる。

H-6 号住居跡 (Fig .47、PL.18)

位置 X45 ・46 、Y188 ・189 グリッド主軸方向 N -86 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (2.58) m 、
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南北 (0.84) m 、壁現高74.5cm 。 面積 (l.86) ぱ 床 面 平 坦 な 床 。 重複 H-2 ・8 と重複しており、新旧

関係は本遺構→ H-8 →H-2 出土遺物 石田川式土器査など。石田川式土器蓋を図示。 時期 覆土や出土

遺物から 4 世紀後半と考えられる。

H-7 号住居跡 (Fig.49 、PL .l9)

位置 X43 ・44 、 Y188 ・189 グリッド 主軸方向 N -86 0
- E 形状等方形と推定される。東西 (2.80) m 、

南北 (0.84) m 、壁現高74.5cm 。 面積 (l.86) ぱ床面 堅織な貼り床。 重複 H-3 ・11 と重複しており、

新旧関係は H-11 →本遺構→ H-3 出土遺物 土師器杯、土師器蓋、須恵器杯など。そのうち、土師器杯、須

恵器坪を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀中葉と考えられる。

H-8 号住居跡 (Fig.47 、PL.18)

位置 X46 、 Y188 ・189 グリッド主軸方向 N -119 0

- E 形状等不明。東西 (0.52) m 、南北(1.1 2) m 、

壁現高19.5cm 。 面積 (0.34) ぱ床面平坦な床。 重複 H-3 ・6 と重複しており、新旧関係は H-6 →

本遺構→日 -3 出土遺物 土師器杯など。土師器杯を図示。 時期 覆土や出土遺物から 7世紀後半と考えら

れる。

H-9 号住居跡 (Fig.49 、PL.19)

位置 X42 ・43 、 Y188 ・189 グリッド主軸方向 N -65 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (2.48) m 、

南北(l.08) m 、壁現高24.0cm 。 面積 (l.39) ぱ床面平坦な貼り床。 重複 H-11 と重複しており、新旧

関係は本遺構→ H-11 出土遺物土師器坪など。 時期 覆土や出土遺物から 7 世紀後半と考えられる。

H-10 号住居跡 (Fig .48、PL .l9)

位置 X41 ・42 、Y188 グリッド主軸方向 N -88 0

- E 形状等長方形と推定される。束西 (5.40) m 、南北

(3.62) m 、壁現高27.0cm 。 面積 (8.98) rrl 床面 堅微な貼り床。重複 H -5 '12'13 ・15 ・16 、I-1、D-3 ・4 ・

5 などと重複しており、新旧関係は H -15 →H-5 →本遺構→ H -16 →H -13 →H 一12 → D-5 → D-4 →D-

3 → I - 1 出土遺物 須恵器杯、須恵器高台皿、鉄製品など。須恵器杯、須恵器高台皿、鉄製品を図示。 時

期 覆土や出土遺物から 9 世紀後半と考えられる。

H -11 号住居跡 (Fig .49、PL .l9)

位置 X43 、Y188 ・189 グリッド主軸方向 N -79 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (2.46) m 、南北

(2.l4) m 、壁現高74.0cm 。 面積 (4.l9)ぱ床面堅微な貼床。 重複 H-3 ・7 ・9 と重複しており、新

旧関係は H-9 →本遺構→ H-7 → H-3 出土遺物 土師器聖、須恵器杯、灰軸陶器高台椀など。そのうち須

恵器坪、須恵器高台椀、灰粕陶器高台椀を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9 世紀前半と考えられる。

H-12 号住居跡 (Fig .48、PL.20)

位置 X41 、Y187 ・188 グリッド 主軸方向 N -8r- E 形状等方形と推定される。東西 (0.96) m 、南北

3.42m 、壁現高47.0cm 。 面積 (0.23)ぱ床面堅J徹な貼床。 竃束壁中央南寄りに位置する。主軸方向

N -8r- E 。全長126cm 、最大幅90cm 、焚口部幅36cm 。 構築材に粘土、凝灰岩、土器、瓦を用いる。 重複

H-5 ・10 ・13 ・14 ・15 ・16 、 JD -1 と重複しており、新旧関係は JD-1 →H -15 →H-5 → H -10 →H-

16 → H -13 ・14 →本遺構 出土遺物土師器室、須恵器杯、須恵器高台椀、須恵器長頚瓶、緑柚陶器稜椀など。

土師器聾、須恵器杯、須恵器高台椀、須恵器長頚瓶、緑柑陶器稜椀を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀
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後半と考えられる。

H-13 号住居跡 (Fig .48)

位置 X41 、 Y188 ・189 グリッド主軸方向不明形状等方形と推定される。 重複 H-5 ・10 ・12 ・

15.16 と重複しており、新旧関係は H -15 →H-5 →H -10 →H -16 →本遺構.H -14 →H -12 出土遺物須

恵器高台椀、須恵器翠など。 時期 覆土や重複関係から 9世紀後半以前と考えられる。

H-14 号住居跡 (Fig .48)

位置 X41 、Y187 グリッド主軸方向不明形状 等 不 明 。 東 西 (0.20) m 、南北 (0.68) m 、壁現高26.0cm 。

面積 (0.l1)ぱ床面平坦な床。 時期 覆土や重複関係から 9 世紀後半以前と考えられる。

H-15 号住居跡 (Fig 、49)

位置 X41 ・42 、Y187 ~ 189 グリッド 主軸方向 N -85 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (4.06) m 、

南北4.82m 、壁現高8目Ocmo 面積 (17.59) ぱ床面掘り方と周溝のみが残る。 竃東壁中央南寄に位置す

る。主軸方向 N -88 0

- E 。全長62cm 、最大幅76cm 、焚口部幅46cm 。 重複 H-5 ・10 ・12 ・13 ・16 、 1-1 、

D-3 ・5 などと重複しており、新旧関係は本遺構→H-5 →日一 10 →H -16 →H -13 →H -12 → D-5 →D-

3→ 1 -1 時期 覆土や重複関係から 9世紀中葉以前と考えられる。。

H -16 号住居跡 (Fig.48)

位置 X41 ・42 、Y188 ・189 グリッド主軸方向 N -83 0

- E 形状等方形と推定される。東西(1.78) m 、

南北 (3.46) m 、壁現高6cm 。 面積 (0.35)ぱ床面堅綴な貼床。 置調査区内には存在しないが、調査区

南壁に竃の断面が僅かに確認できる。 重複 H-5 ・10 ・12. 13 ・15 、 1-1 、D-3 などと重複しており、

新旧関係は本遺構→ H-5 →H - lO→ H -16 → H -13 →H -12 → D-3 → 1 -1 時期 覆土や重複関係から 9

世紀後半以降と考えられる。

(2 )溝跡

W-1 号溝跡 (Fig.50 、PL.20)

位置 X46 ~ 48 、Y187 ~ 188 グリッド主軸方向 N -85 0

- W 形状等逆台形。

最大上幅 (430)cm 、最大下幅 (150)cm 時期 覆土からAs-B 降下J2)，~と考えられる。

長さ 5.3m 深さ 167cm

備考流水の痕跡無し。

溝の上端へ向かう傾斜の途中に階段状の部分がある。崩落の危険性があったため、発掘調査においては、東・南

部分を掘り残した。

(4) 土坑、ピット、井戸跡 (F以 3)

土坑、ピット、井戸跡については、 Ta b. 4 土坑、ピット、井戸跡計測表を参照のこと。

8 区

(1 ) 竪穴住居跡
H ー 1号住居跡欠番
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H-2 号住居跡 (Fig.51 、PL.21)

位置 X44 ・45 、Y211 ・212 グリッド主軸方向 N -85 0

- E 形状等方形と推定される。東西3.l4m 、南北

(1.40) m 、壁現高17.5cm 。 面積 (4.l6)ぱ床面堅織な貼床。 竃東壁南寄に位置する。主軸方向 N -

95 0
- E 。全長106cm 、最大幅78cm 、焚口部幅34cm 。 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。重複 H-3 ・5 、 P-

5 ・6 と重複しており、新旧関係は H-3 ・5 、 P - 5 ・6 →本遺構 出土遺物土師器輩、須恵器杯、須恵器

望、瓦。そのうち、須恵器小型坪、石製品を図示。 時期 覆土や出土遺物から 10 世紀前半と考えられる。

H-3 号住居跡 (Fig.52 、PL.21)

位置 X44 ・45 、Y211 ・212 グリッド主軸方向 N-84 0 -E 形状等長方形と推定される。東西2.56m 、南

北3.58m 、壁現高14.0cm 。 面積 (7.02) ぱ床面堅純な貼り床。 竃東壁南寄に位置する。主軸方向 N 

82 0

- E 。全長76cm 、最大幅92cm 、焚口部幅48cm 。 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 重複 H-2 ・4 と

重複しており、新旧関係は H-2 ・4 →本遺構 出土遺物 土師器杯、土師器聖、須恵器杯、須恵器事など。

時期 覆土や出土遺物から 9 世紀前半と考えられる。

H-4 号住居跡 (Fig.52 、PL.22)

位置 X44 ・45 、Y212 グリッド主軸方向 N -80 0

- E 形状等方形と推定される。東西3.50m 、南北(1.89) m 、

壁現高19.0cm 。 面積 (4.66) ぱ床面堅綴な貼床。 重複 H-3 と重複しており、新旧関係は H-3 →本

遺構 出土遺物 土師器華、須恵器高台椀、灰軸陶器高台椀、灰粕陶器高台皿、緑粕陶器など。そのうち、土師

器聾、灰紬向器高台皿を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀後半と考えられる。

H-5 号住居跡 (Fig.53 、PL.22)

位置 X43 ・44 、Y211 .212 グリッド主軸方向 N -86 0

- E 形状等長方形と推定される。東西3.46m 、南

北 (3.38) m 、壁現高21.0cm 。 面積 (11.03) ぱ床面堅微な貼り床。 竃束壁中央南寄りに位置する。主

軸方向 N -90 0

- E 。全長72cm 、最大幅98cm 、焚口部幅68cm 。 構築材に粘土、瓦を用いる。 重複 H-2 ・

6 ・10 、D-2 、 P-5 ・6 と重複しており、新旧関係は本遺構→H-2 ・6 ・10 →D-2 、 P-5 ・6 出土

遺物 土師器杯、土師器輩、須恵器杯、須恵器高台椀、桃の種など。そのうち、須恵器杯、須恵器高台椀、鉄製

品を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀後半と考えられる。

H-6 号住居跡 (Fig.53 、PL.22)

位置 X43 、 Y211 グリッド主軸方向不明形状等方形と推定される。東西3.50m 、南北 (0.64) m 、壁現

高25.0cm 。 面積 (1.98) rrl 床面 平坦な床。 重複 H-5 と重複しており、新旧関係は H-5 →本遺構

出土遺物土師器華、須恵器杯、須恵器望、瓦など。 時期 覆土や出土遺物から 8世紀後半と考えられる。

H-7 号住居跡 (Fig.54 、PL.22)

位置 X41 ~ 43 、Y211 . 212 グリッド主軸方向 N -86 0

- E 形状等方形と推定される。東西3.90m 、南

北 (3.84) m 、壁現高55.0cm 。床や壁が赤く焼け澗れている。 面積 (15.52) ぱ床面堅徹な貼床。 竃東

壁中央南寄りに位置する。主軸方向 N -83 0

- E 。全長256cm 、最大幅182cm 、焚口部幅78cm 。 構築材に粘土、

凝灰岩を用いる。また、地山を掘り残して袖としている。 重複 T-1 と重複しており、新旧関係は T-1 →

本遺構 3 出土遺物 土師器杯、土師器曹、須恵器杯、須恵器高台椀など。そのうち、土師器杯、土師器事、須

恵器杯を図示。 時期 覆土や出土遺物から 9世紀中葉と考えられる。
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H-8 号住居跡欠番

H-9 号住居跡欠番

H-10 号住居跡 (Fig.53 、PL.22)

位置 X43 ・44 、Y212 グリッド主軸方向不明形状等方形と推定される。東西 3.46m 、南北(1.54) m 、

壁現高29.5cm 。 面積 (4.5 1) rrl 床面 堅微な貼り床。 重複 H-5 、D-2 と重複しており、新旧完形は

H-5 →本遺構→D-2 出土遺物 土師器妻、鉄製品など。そのうち、鉄製品を図示。 時期 覆土や重複関

係から 10 世紀前半と考えられる。

(2 )竪穴状遺構

T-1 号竪穴状遺構 (Fig.54 ・82)

位置 X42 ・43 、Y211 ・212 グリッド 主軸方向 N -52 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (2.25) m 、

南北 (2.75) m 、壁現高38.0cm 。 面積 (3.30) ぱ床面平坦な床。 時期覆土や出土遺物から 7 世紀中葉と

考えられる。

( 3) 土坑、ピット (Fig.56)

土坑、ピットについては、 Tab.4 土坑、ピット計測表を参照のこと。

(4 )落ち込み状遺構

0-1 号落ち込み状遺構 (Fig.52 、PL.22)

位置 X46 、Y211 ~ 212 グリッド形状等不定形と推定される。長軸 (3.33) m 、短軸(1.01) m 、深さ 24.0cm 。

時期 覆土から As-B 降下以前と考えられる。

(5 )グリッド等出土遺物

須恵器杯を図示。

9 区

( 1 )竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fig.55 ・83 、PL.23)

位置 X45 ・46 、Y187 ・188 グリッド 主軸方向 N -98 0

- E 形状等長方形と推定される。東西3.28m 、南

北 (2.34) m 、壁現高51.0cm 。 面積 (6.85) ぱ床面堅轍な貼り床。 竃東壁中央南寄りに位置する。主軸

方向 N -98 0

- E 。全長118cm 、最大幅106cm 、焚口部幅40cm o 構築材に粘土と凝灰岩を用いる。 出土遺物

土師器妻、須恵器坪、須恵器望、石製品など。そのうち、須恵器杯、須恵、器高台椀、灰柚陶器高台椀、石製品

を図示。 時期 覆土や出土遺物から 10 世紀前半と考えられる。

H-2 号住居跡 (Fig.55 ・83 、PL.23)

位置 X45 ・46 、Y187 ・188 グリッド 主軸方向 N -98 0

- E 形状等長方形と推定される。東西3.28m 、南

37 



北 (2.34) m 、壁現高51.0cm 。 面積 (6.85) ぱ床面堅綴な貼り床。 竃束壁中央南寄りに位置する。主軸

方向 N -98 0

- E 。全長118cm 、最大幅106cm 、焚口部幅40cm 。 構築材に粘土と凝灰岩を用いる。 出土遺物

土師器輩、須恵器杯、須恵器輩、石製品など。そのうち、須恵器杯、須恵器高台椀、灰軸陶器高台椀、石製品を

図示。 時期 覆土や出土遺物から 10 世紀前半と考えられる。

H-3 号住居跡 (Fig.56 ・83 、PL.23)

位置 X16 ・17 、Y188 グリッド 主軸方向 N -9r- E 形状等方形と推定される。東西 (3.08) m 、南北

(3.08) m 、壁現高44.5cm 。 面積 (8.27)ぱ床面平坦な床。 重複 H-6 、 8 と重複しており、新旧関係

はH - 8→日 - 6→本遺構 出土遺物須恵器高台椀、須恵器羽釜、菰編石。そのうち、須恵器高台椀を図示。

時期 覆土や出土遺物から 10 世紀前半と考えられる。

(3 )土坑、ピット (Fig.56 ・83)

土坑、ピットについては、 Tab.4 土坑、ビット計測表を参照のこと。

10A 区 道路の名残と思われる堅綴面が残るのみであった。

108 区

( 1 )竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fig.57 、PL.24)

位置 X266 ・267 、 Y123 ・124 グリッド主軸方向 N-91 0 -E 形状等長方形と推定される。東西3.94m 、

南北2.l4m 、壁現高19.0cm 。 面積 (5.31) rrl 床面平坦な床。 竃束壁中央南寄りに位置する。 主軸方向

N -92 0

- E 。全長80cm 、最大幅62cm 、焚口部幅36cm 。 構築材に凝灰岩を用いる。 重複 H-4 と重複しており、

新旧関係は H-4 →本遺構。出土遺物 土師器杯、土師器望、須恵器杯、須恵器羽釜、瓦など。 時期 覆土や

出土遺物から 10 世紀後半と考えられる。

H-2 号住居跡 (Fig.57 ・83 、PL.24)

位置 X267 ・268 、Y123 ・124 グリッド主軸方向 N -89 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (3.40) m 、

南北 (3.94) m 、壁現高20.0cm 。 面積 (8.76) ぱ床面撹乱を受けて全体的に荒らされていた。 竃束壁に

位置する。主軸方向 N -8r- E 。全長123cm 、最大幅122cm 、焚口部幅42cm 。 構築材に粘土、川原石、土器

を用いる。 重複 H-7 ・9 .10 、D-1 、DB-1 と重複しており、新旧関係は D-1 →H- lQ→本遺構→

H-9 →H-7 → DB-1 出土遺物 須恵器杯、須恵器高台椀、須恵器羽釜など。そのうち、須恵器小型杯、

須恵器高台椀、須恵器羽釜を図示。 時期 覆土や出土遺物から 11 世紀前半と考えられる。

H-3 号住居跡 (Fig.59 ・83 、PL.25)

位置 X268 ・269 、Y123 グリッド 主軸方向 N -95 0

- E 形状等方形と推定される。東西3.74m 、南北(2.64)

m 、壁現高21.5cm 。 面積 (7.95) ぱ床面堅綴な貼り床。 竃束壁に位置する。主軸方向 N -93 0

- E 。

全長100cm 、最大幅88cm 、焚口部幅30cmo 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 重複 H-5 、DB-1 と重複

しており、新旧関係は H-5 →本遺構→DB-1 出土遺物 須恵器坪、瓦など。そのうち、須恵器杯、須恵器

小型坪、担鉢を図示。 時期 覆土や出土遺物から 11 世紀前半と考えられる。
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H-4 号住居跡 (Fig.57 ・84 、PL.25)

位置 X266 ・267 、Y123 グリッド 主軸方向 N -86 0

- E 形状等方形と推定される。東西2.48m 、南北

(1.72) m 、壁現高16.5cm 。 面積 (1.1 5)ぱ床面平坦な床。 竃東壁に位置する。主軸方向 N -88 0

- E 。

全長36cm 、最大幅 (36)cm 、焚口部幅 (28) cm 。 重複 H-1 と重複しており、新旧関係は本遺構→ H-1 出

土遺物 土師器土釜、瓦など。土師器土釜を図示。 時期 覆土や出土遺物から 10 世紀前半と考えられる。

H-5 号住居跡 (Fig.59 ・85 、PL.25)

位置 X268 ・269 、Y123 グリッド 主軸方向 N -92 0

- E 形状等長方形と推定される。東西 (4.l0) m 、南

北 (4.06) m 、壁現高16.0cm 。 面積 (16 .l2)ぱ床面堅椴な貼床。 竃調査区内には存在しないが、調査

区南壁に撹乱によって削り取られ、残っている竃部分が見える。 重複 H-3 ・10 、D-1 、DB-1 と重複

しており、新旧関係は D-1 →H -10 →本遺構→ H-3 →DB-1 出土遺物 土師器輩、須恵器杯、須恵器羽

釜など。そのうち、須恵器羽釜を図示。 時期 覆土や出土遺物から 10 世紀後半と考えられる。

H-6 号住居跡 (Fig.57 ・85 、PL.25)

位置 X270 、Y123 グリッド 主軸方向 N -92
0

- E 形状等 方形と推定される。東西3.42m 、南北 (3.l8) m 、

壁現高26.0cm 。 面積 (9.70) ぱ床面 堅織な貼床。 重複 H-8 と重複しており、新旧関係は本遺構→ H

8 出土遺物土師器望、灰軸陶器高台皿。灰紬陶器高台皿を図示。 時期 覆土や出土遺物、重複関係から

10 世紀後半と考えられる。

H-7 号住居跡 (Fig.58 ・84 、PL.26)

位置 X267 ・268 、Y123 グリッド 主軸方向 N -79 0

- E 形状等方形と推定される。東西(1.42) m 、南北

(1.42) m 、壁現高計測不能。 面積 (2.20) ぱ床面堅搬な貼り床。 竃南東隅に位置する。主軸方向

N -124 0

- E 。全長98cm 、最大幅78cm 、焚口部幅40cm 。 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。重複 H-2 ・9 と

重複しており、新旧関係は H-9 → H-2 →本遺構 出土遺物 須恵器坪、須恵器高台皿など。須恵器杯、須恵

器高台皿を図示。 時期 覆土や出土遺物から11 世紀後半と考えられる。

H-8 号住居跡 (Fig.59 ・85 、PL.26)

位置 X270 ・271 、Y123 グリッド 主軸方向 N -82 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (2.56) m 、南北

(1.46) m 、壁現高24.5cm 。 面積 (2.68) rrl 床面平坦な床。 竃南東隅に位置する。主軸方向 N -120 0
ー E 。

全長84cm 、最大幅70cm 、焚口部幅36cm 。 構築材に凝灰岩、瓦を用いる。 重複 H-6 と重複しており、新旧

関係は本遺構→H-6 出土遺物 土師器土釜、須恵器高台椀、瓦など。土師器土釜、須恵器高台椀、瓦を図示。

時期 覆土や出土遺物、重複関係から 10 世紀前半と考えられる。

H-9 号住居跡 (Fig.59 、P L.26)

位置 X268 、Y123 グリッド主軸方向不明形状等方形と推定される。東西 (2.20) m 、南北(1.30) m 、

壁現高21.0cm 。 面積 (2.35) ぱ床面平坦な床。 重複 H-2 ・7 と重複しており、新旧関係は H-2 →

本遺構→H-7 出土遺物 須恵器聾など。 時期 覆土や出土遺物、重複関係から11 世紀中葉と考えられる。

H-10 号住居跡 (Fig.59 ・85 、PL25)

位置 X268 、Y123 ・124 グリッド主軸方向不明形状等不明。東西 (0.88) m 、南北(1.48) m 、壁現高
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計測不能。 面積 (0.67) ぱ床面堅綴な貼り床。重複 H-2 ・5 、D-1 、DB-1 と重複しており、新

旧完形は D-1 →本遺構→H-2 ・5 →DB-1 出土遺物 土師器鉢形土器?。 時期 覆土や重複関係から

11 世紀前半以前と考えられる。

(4) 土坑、ピット、土坑墓 (Fig.85)

土坑、ピット、土坑墓については、 Tab.4 土坑、ピット、土坑墓計測表を参照のこと。

1 1 区

( 1 )竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fig.60 ・85 、PL.27)

位置 X274 、Y130 グリッド主軸方向 N -75 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (0.54) m 、南北2.42m 、

壁現高37.5cm 。 面積 (0.56) rri 床面平坦な床面。 竃南東隅に位置する。主軸方向 N -134 0

- E 。全

長 (95) cm 、最大幅 (38)cm 、焚口部幅 (14)cm 。 構築材として粘土を用いる。 出土遺物 土師器、須恵器の

小片が少数。 時期 覆土や出土遺物から 11 世紀代と考えられる。

H-2 号住居跡 (Fig.60 ・85 、PL.27)

位置 X275 ・276 、Y127 ・128 グリッド 主軸方向 N -76 0

- E 形状等長方形と推定される。東西 (4.00) m 、

南北3.00m 、壁現高2弘5cmu 面積 (10 .l1) m' 床面 堅椴な貼床。 重複 H-7 と重複しており、新旧関係

はH-7 →本遺構 出土遺物須恵器杯、菰編石など。そのうち、須恵器小型杯を図示。 時期 覆土や出土遺

物、重複関係から 11 世紀後半と考えられる。

H-3 号住居跡 (Fig.61 ・85 、PL.27)

位置 X274 ・275 、Y128 ・129 グリッド 主軸方向 N -112 0
- E 形状等方形と推定される。東西 (3.60) m 、

南北4.40m 、壁現高49.0cm 。 面積 (11. 07) ぱ床面堅綴な貼床。 竃南東隅に位置する。主軸方向 N-

143 0

- E 。全長124cm 、最大幅90cm 、焚口部幅48cm 。 構築材に粘土を用いる。 重複 H-4 ・5 ・6 、D -

1 と重複しており、新旧関係は日 -6 →H-5 →H-4 →本遺構→ D-1 出土遺物 土師器望、須恵器高台椀、

鉄製品、石製品など。須恵器小型杯、石製品、鉄製品を図示。 時期 覆土や出土遺物、重複関係から 11 世紀後

半と考えられる。

H-4 号住居跡 (Fig.61 ・85 、PL.27)

位置 X274' 275 、Y128 ・129 グリッド主軸方向 N -96 0
- E 形状等方形と推定される。東西 (2.40) m 、

南北 (3.30) m 、壁現高12.0cm 。 面積 (3.46) ぱ床面堅綴な貼床。 竃東壁中央南寄に位置する。主軸方

向 N -125 0

- E 。全長106cm 、最大幅69cm 、焚口部幅60cm 。 構築材に粘土、凝灰岩を用いる。 重複 H-3 ・

5 と重複しており、新旧関係は H-5 →本遺構→H-3 出土遺物 土師器杯、土師器聾、須恵器高台椀、須恵

器羽釜など。そのうち、須恵器杯、須恵器高台椀、須恵器羽釜を図示。 時期 覆土や出土遺物、重複関係から

11 世紀前半と考えられる。

H-5 号住居跡 (Fig.61 ・85 、PL.28)

位置 X275 、Y128 ・129 グリッド 主軸方向 N -9 7"- E 形状等方形と推定される。東西 (0.90) m 、南北
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(0.50 ) m 、壁現高37.0cm 。 面積 (2.34)ぱ床面平坦な床。 竃南東隅に位置する。 主軸方向計測不能。

全長125cm 、最大幅 (36)cm 、焚口部幅 (15)cm 。 構築材に粘土を用いる。 重複 H-3 ・4 と重複しており、

新旧関係は本遺構→H-4 →H-3 出土遺物 土師器輩、須恵器羽釜。 そのうち、 須恵器羽釜を図示。 時期

覆土や出土遺物、 重複関係から 10 世紀後半と考え られる。

H-6 号住居跡 (Fig .85、PL.28 )

位置 X274 ・275 、Y127 ・128 グリ ッド 主軸方向 N -79 0

- E 形状等方形と推定される。東西 (1.72) m 、

南北 (3.06) m 、壁現高25.0cm 。 面積 (3.31) rrl 床面 堅紙な貼床。 重複 H-3 ・7 と重複しており、新

旧関係は H-7 →本遺構→H-3 出土遺物 須恵器聾など。 時期 覆土や出土遺物から 11 世紀後半と考えら

れる。

H-7 号住居跡 (Fig.60 ・85 、PL.28 )

位置 X274 ・275 、Y127 ・128 グリッド 主軸方向 N -94 0

- E 形状等 方形と推定される。東西 (2.30 )m、

南北 (2.96) m 、壁現高6.0 cm 。 面積 (4.03) ぱ床面堅織な貼り床。 竃南東隅に位置する。 主軸方向 N 

146 0
- E 。全長105cm 、最大幅60cm 、焚口部幅43cm 。構築材として、両袖に瓦石、煙道に土釜、粘土を使用する。

重複 H -2 ・6 と重複しており、新旧関係は本遺構→H-2 ・6 出土遺物 土師器土釜、須恵器高台椀、須

恵器費、石製品、瓦など。そのうち、土師器土釜を図示。 時期 覆土や出土遺物から 11 世紀前半と考えられる。

(2 )土坑、井戸跡 (Fig .85)

土坑、 井戸跡については、 Tab.4 土坑、井戸跡計測表を参照のこと。

(3 )グリッド等出土遺物 (Fig. 86 、PL. 41)

須恵器小型杯を図示。

12 区
遺構の検出無し。土師器 7 点、須恵器 1点、縄文土器 1点を出土。

13 区

( 1 )竪穴住居跡

H-1 号住居跡 (Fi g.30 、PL.29)

位置 X112 ・113 、Y141 グリッド 主軸方向 N -91 0

- E 形状等長方形と推定される。東西3.51m 、南北

(2.83) m 、壁現高27cm 。 面積 (9.95) ぱ 床面平坦な床面。 竃 東壁中央に位置する。 主軸方向 N -87 0 

-E 。全長100cm 、最大幅90cm 、焚口部幅46cm 。 構築材として粘土を用いる。 時期 覆土から 9 世紀代と考

えられる。

(2 )グリッド等出土遺物

土師器48 点、須恵器13 点を出土。
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Tab.5 縄文・弥生土器観察表

縄文土器観察表

番号
出土遺構

器種名
①口径 ②器高

層位 ③底径

l 
7 区

深鉢
① ② 

JO-l ③ー

2 
7 区

深鉢
① ②ー

H - 5 ③ 

3 
7 区

深鉢
ω- ω 

JO-l ③一

4 8区 1末鉢
①ー ② 

③ 

5 
7 区

深鉢
① ②-

H - 2 ①一

6 6 区 深鉢
①ー ② 

③ 一

7 
7 区

探鉢
① ⑦-

H ← 3 ③ 

8 
5 区

i串鉢
(1)- ② 

W-2 ③ー

9 
5 区

漆鉢
① ②-

W ← 2 ③ 

10 7 区 深鉢
①ー ② 

③ー

11 6 区 深鉢
① ② 

③ 

5 区 ①ー ② 
12 

W-2 
I軍鉢

③ー

13 6 区 深鉢
① ー @ 

③ 

14 
7 区

深鉢
① ② 

JO-l ③ー

7 区 のー ① 
lb 

JO-l 
深鉢

③ー

6 区 ① ② 
16 

T - 2 
深鉢

③ー

17 5 区 深鉢
①ー ② 

③ 

18 
5 区

深鉢
① ②一

H - 2 ③ 

19 5 区 i軍鉢
①ー ② 

③ 

20 5 区 深鉢
① ② 

③ー

21 5 区 深鉢
①ー ② 

③ 

22 6 区 深鉢
① ②ー

③ 

23 
5 区

I軍鉢
①ー ② 

H-l ③ 

24 6 区 深鉢
① ② 

③ 

25 
6 区

深鉢
①ー ② 

H-2 ③ 

26 5 区 深鉢
① ②ー

③ー

27 6 区 I軍鉢
①ー ② 

③ー

28 
6 区

深鉢
① @ 

JO-l ③ 

29 7 区 深鉢
①ー ② 

③-

30 
7 区

1宰鉢
①ー ② 

0-3 ③ 

①一 ② 
31 6 区 深鉢

③-

32 5区 深鉢
①ー ② 

③-

33 
7 区

I果鉢
① ② 

H-5 ③ 一

①胎土 @焼成
器種の特徴整形調整技術

登録
備 考

③色調 番号

①中粒 ②良好 平口縁。内面には磨きが施される。半裁竹管により矢羽状モチー 7 を
黒浜式並行

③赤褐 施し、下位に横位の平行沈線を施す。

①中粒 ⑦良好
半裁竹管により矢羽状のモチー 7 を施す。 黒浜式並行

③I暗赤錫

ω中粒 ω良事I キ口縁。内由しは磨きが施される。半裁竹tl'に より矢羽状モテーフを
黒浜式並行

@暗赤禍 施し、 ド位に横位の平行沈線を施す。

①細粒 ②良好 体部。平行沈線で格子白状の文様を施す。下位には連続爪形文が横位
諸機 h 式

③褐 に巡る。

①中粒 ②良好 波状口縁。口唇部は平坦で胎土に繊維を含む。i止張部は半裁竹管の背押
黒浜式並行

③明黄褐 しによる山形状のモチー?を描出する。平行沈線で横位、斜位に施す。

①中粒 ②良好 波状口縁。口唇郁はやや外反し、頭部で屈曲する。 椅位の集合it 線を
諸磯 b式

@t置 巡らし、頭部には斜位集合沈線を施す。

①中粒 ⑦良好 波状n縁。円唇部はやや外f王1.、朝部で阿川1寸- ~門椅fすの集合i土線者
諸機 b式

③鐙 巡ら し、頭部には斜位集合沈線を施すo

①中村 ②良好 波状口縁かn 集合沈線を王位に巡らし、沈線上にボタン状添付文を縦
E昔磯 b式

③明賞褐 位に施す。棒状粘土の添付痕跡あり。

①中粒 ②良好 体部。体部は半裁竹管による平行沈線を円形状に配し、頭部は横位に
諸機 b式

③4畳 巡らす。 横位平行沈線附は竹管による刺突文が施される。

①中粒 ②良好 体部。半裁竹管による平行沈線を斜位、横位に配す。屈曲部で矢羽状
諸磯 b式

③明赤褐 のモチーフが施される。

①中粒 ⑦良好 体部破片。横位の集合沈線を巡らす。斜位の半裁竹管で格子日状のモ
諸磯 c 式

③黒褐 チーフを施す。

①中粒 ②良好 底部から体部。体部はほぼ直立する。半戟竹管による平行it 線を地文

③暗賞褐 とし、ボタン状添付文を施す。
諸機 c 式

①細粒 ⑦良好
体部破片。縦位の集合i土線を配し、 it 線上にポタン状添付文を施す。 諸磯 c 式

③にぷい賞褐

①中粒 ②良好 底部。縦位、斜f立の集合沈線を施し、棒状粘土とボタン状添付文を配
持磯 c式

③IIlT赤禍 す。

(i)中粒 ③良好
平日縁。内面は肥厚する。口唇部は隆線により凹状に窪む。口縁部に

③にぶい赤褐
俸状粘土による添付文が施主れ、閥に，j:タン状添付文が施される。内 諸磯じ式

面肥厚部は斜位it 線が施された後、添付文が配される。

①中粒 ②良好
ロ縁部破片。内面は肥厚する。口縁酎11 こ2対一組の大柄の突起状添付

③i児赤禍
文を配し、棒状粘土による添付文を施す。それぞれの添付文は内面に 諸磯 c 式

まで加飾される。地文は横位の集合沈線。

①中粒 ②良好
体部。貝殻によるロッキングを施す。 興i章式

③明赤褐

①中粒 ②良好
体部。貝殻仁よるロ ッキングを施す。 興津式

③賞褐

①細粒 ②良好 波状口縁か。口唇部は平坦。口唇部は半裁竹管による3列の結節浮線 下島式、花鳥

③明赤褐 文が施される。結節浮線文により曲線的なモチーフが描出される。 山式?

①中粒 ②良好 体部ロ地文は斜位の平行沈線。半載竹管による結節浮線文で曲線的な 下島式、花鳥

③褐 モチーフを摘出する。 山式?

①細粒 @良好 i症状口縁か。口縁部は平坦。地文は平行沈線。半裁竹管による結節浮 下島式、花鳥

③にぷい賞 線文で文様を摘出する。 山式?

①中粒 ⑦良好 体部破片。地文は斜位の集合it 線。半裁竹管による結節浮線文を縦位、 下島式、花鳥

③褐 斜位に配す。小粒のボタン状添付文を集合沈線上に施す。 山式?

①細粒 ②良好 体部。地文は斜位の集合it 線。半裁竹管による結節浮線文で曲線的な 下島式、花鳥

③褐灰 モチー 7 を描出する。 山式?

①組粒 ②良好 体部破片。地文は斜1立の集合it 線。半松竹管による3本の結節浮線文 下島式、花鳥

③貧褐 を縦位仁配す。小粒のボタン状添付文を集合沈線上仁施す。 山式 ?

①細粒 @良好 口縁部。口唇部は折り返して肥厚する。口縁部、体部に貝殻復縁文が
前期末

③極 施される。

①細粒 ②良好 体部。地文は横位の集合沈線。半裁竹管による結節浮線文が斜位に施 下島式、花鳥

③明賞褐 される。 山式?

①細粒 ②良好 口縁部破片。口唇部は若干肥厚する。半裁竹管による平行沈線で変形
前期末

③赤褐 状のモチ← 7 を描出する。

①中粒 ②良好 体部。地文は斜{立の集合i尤線。棒状粘土を添付後縦位の沈線を施す。 下島式、花鳥

③にぷい赤褐 添付文から半裁竹管による3本の結節浮線文が横位に派生する。 山式 9

①中粒 ②良好
体部。爪形刺突を持つ平行沈線で木の葉文を描出する。 諸磯 b 式並行

③にぶい褐

¢細粒 ⑦良好 体部。半載竹管による平行沈線で区画文を構成し、 it 線に沿って貝殻
興i章式

③にぷい褐 波状文を施す。区画内は盤文。

CD 細粒 ②良好
口縁部。口唇部は平坦な作りで内面に口唇部調整による横位の窪みが

③i聾賞糧
観られる。口唇部から楕円状のモチーフを施す隆帯が派生する。隆帯 諸磯 c 式並行

上には刺突が施される。地文は撚りの弱いRL 縄文。

①細粒 ②良好 体部。横位沈線で体部文様を区画し、区画内はit 線による楕円文で僧
加曽利EII 式

③明賞褐 成される。 RL 縄文が充填される。

¢細粒 ②良好 波状口縁か。 i屯線により口縁部文様帯を区画し、区画内は交互刺突文 加曽利EI 式|

③赤褐 が施される。体部はi主線により文様が描出される。地文はl縄文。 古段階平行
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出土遺構
器種名

①口径 ②銭高 ①胎土 ②焼成
静也の特徴・整形 ・調整技術

登録
備 考番号

層位 ③底径 ③色調 番号

34 
4 区

深鉢
① ②ー ①細粒 ②良好

体部。 3本の沈線が垂下する。地文はRL. 縄文。 加曽利Ell 式
H-2 ③ ③黄褐

35 6 区 深鉢
① ②ー ①棚粒 ②良好 底部破片。垂下する 2 本の沈線により体部文様帯は区画される。沈練

加曽利Ell 式
③ ③明褐 聞は磨り消される。地文はRL 縄文。

36 
5 区

裸鉢
① ②ー ①中粒 ②良好

口縁部。垂下する 2 本の沈線により口縁部文様帯を区画する。 加曽利Ell 式
W-2 ③ Q)燈

37 
8 区

探鉢
① ②ー ①細粒 ②良好

体部。沈線により楕円形 加曽利B式
H-8 ③ ③明賞褐

②焼成
器u.の特徴・整形・調整技術

②良好
口縁部破片。櫛描波状文。口唇部は刻みが施される。

②良好
櫛描波状文。

43 



Tab.6 古墳・奈良-平安時代出土土器観察表

l 区

番号
出土遺構

器種名
①口径 ②棒高 ①胎土 c?:焼成

層位 ③底径 Q:色調 ④遺存度

1- 1 
H-2 土師器 ①18 .1 ②4.3 ①細粒 ②良好

床直 珂: ③ @燈 ④ほほ完形

H-2 土師器 ①14.6 ② 16 .0 ①細粒 ②良好
1-2 

床直 費 ③5.3 ③明赤褐 ④ほほ完形

1-3 
H-2 土師器 (j)[21.6J ②(93 ) ①細粒 ②良好

覆土 斐 ③ ③にぶい燈@破片

H-2 土師器 (j)[19 .0J ②(17.3) ①細粒 ②良好
1-4 

覆士 干畳 ③ ③明赤褐 8)115 

H-2 須恵器 ①179 ②4.0 ①細粒 ②良好
1- 5 

床直 蓋 ③ ③灰白 G:完形

1-6 
H-2 須恵器 ①16 .6 ②3.5 ①細粒 ⑦良好

床直 蓋 ③一 ③灰白 G:完形

1-7 
H-2 須恵、器 ①12 .6 ②3.7 ①細粒 ②良好

覆土 河Z ③76 ③灰賞 ④完形

H-2 須恵、器 (j)[13 .l) ②3β ①細粒 ②良好
1- 8 

覆士 杯 @8.0 ③灰白 8)3/4 

1- 9 
H-4 土師器 ①[12 .6J ②38 ①細粒 ②良好

覆土 杯 ③[9.6J ③にぷい黄糧 ④112 

H-4 士師器 ①[20 .2J ② (25 .3) ①細粒 ②良好
1-10 

床直 翌 ③ ③明赤褐 8)2/5 

1-11 
H-4 須恵器 。13 .1J ②3.4 ①細粒 ②良好

床直 杯 iJ:{ 80J ③灰 ④112 

1- 12 
H-4 須恵器 ①[14 .3J ~.6 ¢細粒 ②良好

床直 高台椀 ③8.2 ③灰黄 8)2/3 

1-13 
H ← 6 土師器 ①[12 .3J ②'3.6 ①細粒 ②良好

床直 旬: ③一 ③燈 8)112 

1- 14 
H-6 土師様 ①[13.3J ②3.5 ①細粒 @良好

床直 杯 ③ ③糧 @ν4 

1-15 
H-6 土師器 ①[11.0J ②3.7 ①細粒 ⑦良好

床直 均二 ③ ③極 8)2/5 

1- 16 
H-6 士師器 ①[20 .0J ②(11.6) ①細粒 ②良好

床直 費 ③ @糧 ④破片

1-17 
H-6 須恵、器 ①[17 .9J ②4.3 ①細粒 ②良好

床直 葉 ③ ③灰 ④112 

1-18 
H-6 須恵器 ①11.0 ②3.0 ¢細粒 ②良好

床直 蓋 ③ ③灰白 ④ほほ完形

1- 19 
H-6 須恵、器 ①[13.9J ②4.2 ①細粒 ②良好

床直 均: ①7.0 ③灰白 ①はほ完形

1-2 日
H-6 須恵器 ①11.6 ②3.7 ①呼曲粒 ②良好

床直 杯 ③'5.6 ③灰白 @ほほ完形

1- 21 
H-6 須恵器 ①13 .8 ②2.8 ¢細粒 ②良好

床直 高台皿 ①7.0 ③灰白 ④ほほ完形

1-22 
H-6 須恵、器 ① ②(5.5) ①細粒 ②良好

床直 瓶 @[14η ③灰白 ④破片

H-γ 土帥器 ①lI4.UJ ② (j~."/) ①制粒 ②良好
1- 23 

床直 小費 ① ③燈 ④1/4 

1-24 
H-7 須恵器 ①14 .4 ②5.4 ci:細粒 ②良好

覆土 高台椀 ③7.4 ③灰 ④3/4 

1- 25 
H-8 土師器 ①(16 .2J ②4.1 ①細粒 ②良好

覆士 杯 ③ ③燈 8)114 

H-8 須恵器 (j)[18 .4J ②(1.9) ①細粒 @良好
1-26 

覆土 蓋 ① ③灰 02 /5 

1-27 
H-8 須恵、器 ①[11.4) ②3.4 ¢細粒 ②良好

覆土 杯 ③[8.5J ③灰 ④114 

H-8 須恵、器 CD[18 .0J ②4.0 ¢細粒 ⑦良好
1- 28 

床直 高台椀 ③[12 .6J ③灰白 ④1/2 

H-8 須恵器 ①[17 .6J ②4.8 ¢細粒 ②良好
1-29 

覆土 高台椀 ③[124J ③貰灰 ④1/3 

器種の特徴整形調整技術
登録

備 考
番号

口縁部外傾、内外面横撫で、交換点に稜有。底部 平底気味、内面撫
2811 也

で、外商箆削り 。

口縁部 直立気味からやや外反、内外面横撫で。胴部中位に膨らみがあ

り、橋最大径となる。 内而撫で、外面横方向箆削り 。底部。 平底、内面 27 内面に付着物

撫で、外面箆削り。

口縁部 やや直立気味から外傾、内外而横撫で。胴部上位 膨らみがあ
14 

り、 1*1 百I権で、外面撤方向箆削り。底部欠損。

口縁部 やや直立気味から外民、内外面横憶で。 胴音s上位'膨勺みがあ

り口縁とほぼ同径、内而撫で、外面上位様方向箆削り。中下位斜位箆削 3. 161 i1l 
り。底部 欠損。

車庫轍整形。天井部 水平から緩やかし傾斜、返り有り 。外面回転箆削り ‘

径49cm の環状の摘み。内面轄植撫で、自然糊有り 。燃焼時に付いたと 26 内面に付着物

恩われる須恵昔皇杯口縁部破片が、アスフアルト状物質と共に付着。

糠櫨整形。天井部水平から緩やかに傾斜、返り有り 。外面回転箆削り 、
25 

径48cm の環状の摘み。内面蝶櫨撫で。

離櫨整形。口縁・体部外傾。内外面擁櫨撫で。底部 内面犠櫨撫で、

外商回転箆削り調整。底部に「十j の箆削りと墨書:文字 「大館」有り。 酸化焔焼成墨

箆削りは墨書の跡と思われ、呪いに使用が考え られる。胎土から他地方 書文字

産が考え られる。

犠櫨整形。口縁体郁外傾、口縁端部やや外反。口縁端部に墨跡有り

灯明皿に転用が考えられる、内外面篠櫨撫で。底部ー内面貌鑓撫で、 墨
酸化焔焼成墨

跡有り、外商回転箆切り、撫で調整。底部』こ墨書文字 「少J 有り 。底部

の墨跡から墨溜に使用されたことが考えられる。胎土から他地方産が考
省文字

えられる。

口縁部外傾、内外面横撫で。底部平底気味、内面機で、外面上位撫
1 

で、下位箆削り 。

口縁部 やや直立気味から外反、内外面横撫で。胴部上位。内面撫で、

外面上位横方向箆削り。中位やや上で器最大径、中下位内面指で、外面 1211 也

斜位箆削り 。底部欠損。

聴櫨整形。口線ー体部外傾、口縁端部やや外反。内外面続輔撫で。底
201 也

部内面暢組織で、外面回転糸切り未調整。

車鹿植整形。口縁・体部 外傾、口縁端部やや外反。内外面帳轍撫で。)ft
14 酸化焔焼成

音1I 内面舵鑓撫で、外面回転糸切り後断面四角形の高台を取り付け。

口縁部やや内f司、内外面横撫で。底部.丸底、内面撫で、外面箆削り。 7711 也

口縁部短〈直立気味、内外面横撫で。底部ブLl 在、内面侮で、外面箆削り。 101 

口縁部短〈 直立 しやや内傾、内外面横撫で。底部 やや丸底.内面撫

で、線刻あり 、外面箆削り。

口縁部 やや直立から外傾、内外面棋撫で。胴部上位で器最大径、内面 9白16
撫で、外国上位横方向、中位斜位箆削り。底部欠損。 カマド

親櫨整形。 天井部水平から緩やかに傾斜、返り有り 。外商回転箆削り、
16 他

内商糠轍撫で。摘み 宝珠摘み。

車産姐整形。天井部 やや丸みを持ちながら傾斜、内面撫で、外面箆撫で。
33 

端部やや外傾。内外面続纏撫で。

犠纏整形。口縁・体部外傾。内外面犠姐撫で。底部 内面続嫡撫で、
95 

外面回転糸切り未調整。

続櫨整形。口縁体部外傾。内外面続韓撫で、口縁部にi由煙付着。底
94 

部 内面犠組織で、外面回転糸切り未調整。

離轍整形。口縁・体部大きく外傾、内外国車鹿纏撫で。底部 内面犠櫨
23 他

撫で、外面回転糸切り後、断面四角形の高台を取り付け。

幌轍整形。口縁部。欠損。胴部 内而鞍輔撫で後叩き、外面鱗輸撫で後、
109 

刷毛目仕上げ。底部回転箆削り高台を付け、箆出し調整後、刷毛目仕上げ。

口縁部 やや宿:立気味から外傾、内外面回転離輸撫で調務後横方向に施

文。胴部 やや上位に膨らみがあり器最大径、内外国回転帳纏撫で調整 13.27 
後横方向に施文。底部。欠損。

糠櫨整形。口縁体部 外傾、口縁端部やや外反。内外商事鹿樋撫で。底
171 也

部 内面破事直撫で、外面回転糸切り後断面四角形の高台を取り付け。

口縁部外傾からやや外反、内外面横撫で、交換点に稜有。底部やや

丸底、内面担軽で、 外面箆削り。

犠櫨整形。天井部水平から緩やかに傾斜、返り右り。内外面犠櫨撫で。

摘み欠f員。

車鹿組整形。口縁・体部 外傾。内外面鞍櫨撫で。底部 ι 内面犠輔撫で、

外面回転箆削り調整。

幌櫨整形。口縁・体部体部にやや膨らみを持ちながら外傾。内外面擁

櫨撫で。底部 内面鞍櫨撫で、外面回転箆削り調整後、削り出し高台を 2 
施す。

鞍櫨整形。口縁体部体部L やや膨らみを持ちながら外側。内面鱗韓

撫で、外商腕組撫で底部付近回転箆削り調整。底部 内面糠陥撫で後箆

描きを施す、外面回転箆削り調整後削り出し高台を施す。
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番号
出土遺構

岩手種名
①口径 ②滞高 ①)治土 ②焼成

得種の特徴整形調整技術
笠録

備考
層位 ③底径 ③色調 @遺存度 番号

H - 9 須恵器 ①14 .8 ②52 ①綱粒 ②良好
続擁整形。口縁 休部やや膨らみをもちながら外傾、口縁端部外反。

1- 30 
床直 高台椀 ③70 ③灰白 ④3/4 

内外商韓幡撫で。底部 内面擁櫨揮で、外而回転糸切り後断面四角形の 12 酸化焔焼成

高台を取り付け。

H-9 須恵器 ①14.0 ②4.9 ①細粒 ②良好
車鹿櫨整形。口縁・休部 外傾、口縁端部やや外反。内外面犠輔撫で、内

1-31 
床直 高台椀 ③7.2 ③灰白 ④ほほ完形

面に油煙付着。底部 内而離櫨撫で、外面回転糸切り後断面三角形の高 14 酸化焔焼成

台を取り付け。

1- 32 
H - l0 土師器 ①[17 .4] ②ω ①細粒 ②良好 口縁部外傾から短〈直立、内外面横撫で。体部内面慌で後放射状の

15 暗文
覆土 杯 CE:{ 9.8] ③後 ④114 暗文を施す。外面梅で後箆削り 。底部平底、内面撫で、 外而箆削り 。

1- 33 
H -10 土師器 CC{ 232] ②(69) ①細粒 @良企T 口縁部直立から外反、内外商横撫で。胴部上位膨らみがあり告書最大

覆土 斐 ③ ③櫨 ④破片 径、内面撫で、外面横方向箆即lり。底部欠損。

1- 34 
H - 10 須恵器 ① ②(4.1) ①細粒 ②良好 鞍櫨整形。口縁 胴部欠領。底部 内而犠嘘撫で。 外面回転糸切り後台

酸化焔焼成
覆土 台付斐 @8.6 ③糧 ①高台古11 のみ 部取り付け。台部外傾から外反し高い、内外面撫で。 断面は四角形。

1- 35 
H -10 須恵器 ①[144] ②3.8 ①細粒 ②良好 続櫨整形。口縁 {宇都 やや膨らみをもちながら外傾。内外面販績撫で。

5 
床直 均1 ③9.4 ③灰白 @3/4 底部 内面鰭繍撫で、外面回転箆切り調整。

H- lO 須}車器 ①[10 .0] ②149 ①細粒 ②良好
範櫨整形。口縁部 短く直立、内外面擁輔撫で。胴都 大き く膨らみ中

上野型特殊有
1-36 位やや上で器最大径一、内外面糠櫨撫で。底部 回転糸切り 後、断面四角

雛土 短頭壷 ⑨ 132] ③灰 ④112 
形の高台を付ける。 上野型特殊有蓋短頚査。

蓋短頚壷

1- 37 
日-11 土師器 ①11 .8 ②3.7 ①細粒 ②良好 口縁部短〈直立、内外面横撫で。底部丸底、内面撫で、む11 煙付着、

7 
内面油煙付着

床直 杯 ③ ③樫 ④完形 芯の跡と思われる紐状の痕跡有り。外面箆削り。 芯の跡紐痕跡

1- 38 
H - 11 土師器 ①[23 .2] ②(9.8) ①細粒 ②良好 口縁部やや直立気味から大きく外反し器最大径、内外面横撫で。 胴部:

1611 也
床直 費 ③ ③にぶい糧 ①115 やや膨らみあり、内而撫で、外面横方向箆削り。底部欠損。

H - 11 士師器 ①24 .9 ②32.7 ①細粒 ②良好
口縁部やや直立気味から大きく外反し器最大径、内外面横撫で。 胴昔日

1- 39 
床直 ヨ量 ①4.7 ③栂 ①3/4 

やや膨らみあり 、内問権で、 外而上位横方向、中下位斜位箆削り。底部: 1.51 也
欠損。

2 区

番号
出土遺構

詩種名
①口径 ②得高 ①胎土 ②焼成

器穫の特徴整形・調整技術
登録

備考
層位 ③底径 ③色調 ①遺存度 番号

H-l 土師器 ①[18 .6] ②(19.6) ①細粒 ⑦良好
口縁部 緩やかに外傾、内外商横撫で。胴部上位がやや膨らみ器最大

内外面に煤、
2-1 

床直 蔓 ③ ③明赤褐 ④114 
径、内面撫で後刷毛目を施す、外面上位横方向に箆削り、中位斜方向箆 1.8他

油煙付着
削り。底部欠鎖。

2-2 
H-2 土師器 ①[122] ②3.4 ①細粒 ⑦良好

口縁部 内外面梢撫で。底音11 浅い丸底o 内面撫で、外面箆即lり。 29 
床直 杯 ③ ③槍 ④112 

2- 3 
H - 2 土師器 ①14.4 ②39 ①細粒 ②良好

口縁部短〈 直立、内外面横撫で。底部浅い丸底、内面慌で、外面箆印lり。60 ，81 
覆土 杯 ③一 ③積 ①1/2 

2-4 
H- 2 土師器 ①13 .5 ②3.1 ①細粒 ②良好 口縁部 短〈直立、内外商横撫で。底部平底、内商撫で、外商撫で、

2425 rIi 土 杯 ③ ①櫨 @ほほ完形 箆削り。

2- 5 
H - 2 土師器 ①[13.2] ②3.3 ①釧粒 ②良好

口縁部 短く直立、内外面横撫で。底部丸底、内面撫で、 外而箆削り。
15 . 

油煙付着
床直 杯 ③ー ③燈 @2/3 2022 

2- 6 
H-2 土師綜 CC{ s2] ②(32 ) ①細粒 ②良好

口縁部‘短〈 内傾、内外面横撫で。 底部やや丸底、内面撫で、外面箆削り。 89 
竃内 杯 ③ ③燈 @112 

2-7 
H-2 土師器 ①[132] ② (131 ) ①細粒 ⑦良好 口縁部 緩やかに外傾、内外商横撫で。胴都中位がやや膨らみ器最大径、 18 ，21 
覆土 要 ③[5.3] ③にぷい赤褐 ①113 内而撫で、外而斜方向箆削り。底部一部欠損、内面撫で、外商箆削り 。 他

2- 8 
H - 2 土師器 ①[20 .0] ②(5.6) ①綱粒 ②良好 口縁部 やや直立気味から外傾、内外面楠撫で。胴郁上位 やや膨らみ

94 
竃内 費 ③ー ③樟 ④破片 があり、内面撫で、外面横方向箆削り。底部欠損。

2- 9 
H - 2 須恵器 ①[154] ②3.9 ①細粒 ②良好 離輸整形。 口縁ー体部外傾から口縁部やや外反。内外面'iÆ~"撫で。 底
1磁土 高台椀 ③[112] ③灰白 ④113 昔11 内面撫で、外面回転箆切り調整後、断面四角形の高台を取り付け。

2-10 
H-3 士師器 ①[15 .2] ② (4.3) ①細粒 ②良好 [1縁部 やや直立気味から外傾、内外面横撫でc 胴部上位膨らみがあ

覆土 要 ③ー ③にぶい賞糧①破片 り、内面撫で、外面撤方向箆削り 。底部。欠損。

2-11 
H-4 土師器 (j)[13.4] ②.3.2 ①細粒 @良好 口縁部 短く直立やや外反、内外面横撫で。底部 やや平底、 内商慣で、

161 也
床直 杯 @ ③にぷい賞樫 @113 外而箆削り。

2- 12 
H - 4 土師器 ①[23 .0] ② (56 ) ①網粒 ②良好 口縁部ーやや直立気味方、ら少し外傾、内外面横振で。 I岡部上位 膨らみ 13.50 
床直 肇 ①ー ③にぷい燈 @破片 があり器最大径、内而撫で、外面縦方向箆制lり。底部 欠損。 イ也

2- 13 
H - 4 土師得 CC{ 23 .0] ②(8.3) ①細粒 ②良好 日縁部 直立気味からやや外反、内外面横撫で。胴部上位膨らみがあ

1，4， 51 由
床直 整 ①一 ③燈 @破片 り器最大径、内面撫で、外面横方向箆削り。底部欠損。

2-14 
H-4 土師器 ①[230] ②(13.9) ①細粒 ②良好 口縁部 やや直立気味から外傾、内外面横撫で。胴部上位膨らみがあ 82 ，84 
床直 望E ③ー ③援 ①破片 り器最大径、内面撫で、外面斜方向箆削り。底部 欠損。 他

2-15 
H-4 須恵器 (j)[14 ，0] ② (LO) ①細粒 ⑦良好 擁埴整形。 天井部から口縁部水平な天井部から緩やかに湾曲し、端部

18 
植土 蓋 ③ ③灰白 ①112 垂下、外面離組持で、ー部回転箆削り。摘み無し。内面続楢撫で。

2-16 
H - 4 須恵器 ①[13 .4] ②4.7 ①細粒 ②良好 聴櫨整形。亡l縁・体部:外傾から口縁端部やや外反。内外面聴組撫で。底部。

2，8911 也
床直 杯 ③[似] ③青灰 ④112 内面続櫨撫で、外面回転箆切り、箆削り調整。

2- 17 
H - 4 須恵器 ①13 .9 ②3.9 ①細粒 ②良好 車庫櫨整形。ロ縁体部外傾。内外面鞭誼撫で。底部 内面犠轍指で、

24 ，26 
床直 杯 @9.6 ③灰白 ④ほほ完形 外面回転箆切り、箆削り調整。

2 - 18 
H - 4 須恵器 ①150 ②.32 ①細粒 ②良好 擁韓整形。口縁 体部外傾。内外面犠誼撫で。底部内面税磁栴で、

22 
床直 ま干 @10 ，9 ③灰白 @ほほ完形 外面回転箆削り割整。

H - 5 土師器 ①[205] ②(乱5)①細粒 ②良野
口縁部 やや直立気味から外反、内外両横撫で。H阿部上位やや膨らみ

2- 19 があり、口縁とほぼ同じ径となる。内面擦で、外面横方向箆削り。底部 1 
覆土 雪邑 ③ ③にぷい赤禍 ①破片

欠摘。

H-6 須恵器 ①[1-t0] ②2.7 ①細粒 ②良企T
車鹿櫨整形。天井部 水平から緩やかに傾斜し端部垂下、端部に返り無し。

2-20 外国回転箆削り、回転糸切り後、小さい環状の摘みを付ける。 内面犠植 4 
床直 蓋 ③ ③灰 @113 

撫で。

H-7 土師器 ①[20 .4]② (8.0) ①細粒 ②良好
口縁部 やや直立気味から大きく外反、内外面横撫で。胴部上位 やや

2-21 
被土 葺 ③一 ③にぶい黄櫨①破片

膨らみがあり、総最大径となる。内面撫で、外面横方向箆削り。底部

欠損。

2- 22 
H-8 士師器 ①12 .3 ②36 ①細粒 ⑦良好

口縁部短く 直立、内外面横撫で。底部やや丸底、内面撫で、 外面箆印lり。 1.2，4 
床直 均: ③ー ③にぷい糧①ほほ完形
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番号
出土遺構

器種名
①口径 ②器商 ①胎土 ②焼成

器種の特後・整形調整技術
登録

備考
層位 ③底f圭 ③色調 @遺存度 番号

2-23 
H-8 土師器 問 15，01 邸 5 ①細粒 ②良好 口縁部大きく外傾、内外両横撫で。底部 浅い丸底気味、内而撫で、

18 
床直 杯 ③ー ③櫨 ④114 外商箆削り。

2- 24 
H-8 土師器 ①[12 ，7] ②4.0 

関 粒
②良好

口縁部短〈直立、内外商横撫で。底部丸底、内面撫で、外面箆削り。
覆土 杯 ③ ④1/2 

2- 25 
H- 8 須恵器 ①[15 ，2] ②(1.6 

【|③D細灰粒白
②良好 糠櫨整形。天井部水平から緩やかに傾斜し端部やや外反、返り有 り。

覆土 蓋 ③一 ④1/3 外面回転箆削り、摘み欠損。内面鞍韓撫で。

2-26 
H-8 須恵器 ①[11.6] ⑦3，6 ~①灰細粒白 ⑦良好 聴櫨整形。円緑・体部.外傾。内外面続誼撫子。底部 内而犠組撫で、

覆土 杯 ③[8.1] ① 11 4 外面手持ち箆削り制整。

H-9 須恵器 ① 13 .6 ②4.8 :③D綱に粒 ②良好
犠績整形。口縁 ・体部外傾。内面続舗撫で、ベンガラ付着、外面白縁

15.64 
2- 28 部検撫で、体gjl 撫で、墨書有り。底部内面舵植撫で、外而手持ち箆削

床直 珂: 。】抗2 ぶい責特 ①宗形
り調整。

他 焔焼成 | 

2-29 
H-9 須恵器 ①13 .2 ②45 D 細粒 ②良好 犠韓整形。口縁体部外傾からやや外反。 内面税鏑撫、外面白縁部機

21 
墨書有り酸化

床直 杯 ①6，0 ~淡貰 @112 撫で、体部保で、盤書有り。底部内面碑韓撫で、外商手持ち箆削り調整。 焔焼成

2-27 
H-9 須恵器 iL'{ 13 .2] ②32 j)細粒 ②良好 離櫨整形。口縁・体部 大きく 外傾斜、内面箆磨き、外面舵確撫で。底

30! 也 酸化焔焼成
床直 高台皿 ③[66] ③ ④112 部 外商回転糸切り後断面四角形の高台を取り付け。。全体に内黒処理。

2-3 0 
H-9 須恵器 ①[20 .2] ②(12.7) ①細粒 ②良好 糠櫨整形。口縁部・内傾、内外面韓韓撫で。鍔郁 断面=角形状でほぼ

日2!脚，
覆土 羽釜 ①ー !忌i葺黄 (互破片 水平に付く。 胸部。 やや膨らみ器最大径、内外国服組換で。底部 欠J員

H - 9 須恵、橋 ①[18 .6] ②(13.4) ①細粒 ②良好
駆櫨整形。 口縁部 大き く内傾、内外面聴櫨撫で。鍔部 断面=角形状

2- 31 でほぼ水平に付く。胴部 やや膨らみ器最大径、内面械組慌で、外面上 6 
覆土 羽釜 ③ ③灰白 ④破片

中位犠櫨撫で、下位縦方向箆削り。底部欠損

H-9 土師器 ①33 .8 ②37 五 ①細粒 ②良好
糠櫨整形。口縁部 ほほ直立、内外国糠纏撫で。鍔部 断面ニ角形状で

2- 32 
床直 甑 ①23 .4 ③灰 @ほほ完形

ほほ水平に付〈 。胴部 内外商範櫨撫で。胴部内面下位に 4 筒所、段状 民7.8 他

となる窪み有り。脚部水平方向に大きく外反。

0-2 土師器 iL'{ 12、.4] ② 11.1 (!)細粒 ②良好
口縁部.直立気味からやや外傾、内外面横慌で。胴部上位にやや膨らみ

2-33 があり、器最大径となる。内面撫で、外面積方向箆削り。底部平底、 2 
覆土 小斐 G潟、O ])1こぶい糧 @4/5 

内面撫で、外而箆削り。

0-2 土師器 ①[188] ②(21 .4) 12E 〉細に粒 ②良好
口縁部外傾から緩やかに外反、内外面横撫で。胴部 ι 上位がやや膨

15.20 
2- 34 らみ器最大径、内面撫で、外面上位横方向に箆開問、中位縦方向箆剛lり。

積士 楚 ① ぷい赤褐 ④1/3 
底部欠f員。 他

0-2 土師器 ①[21.4] ②(8.7) 2 細粒 ②良好
口縁部・やや直立気味から緩やか』こ外反、内外面横撫で。胴部。上位

2-35 がやや膨らみ器最大径、内面白縁部近くは撫で、上位撫で後刷毛目処理 22 
床直 費 ③ ])糧 ④破片

仕上げ、外面上位横方向に箆削り。属部欠損。

2- 36 
0-2 須恵、器 ①[192] ②(128) ~細櫨粒 ②良好 糠纏整形。口縁部 内傾、内外面聴櫨撫で。鍔部 断面ニ角形状で水平

24 酸化焔焼成
覆土 羽釜 ③ G:破片 に付く。胴部やや膨らみ器最大径、内外面続櫨撫で。底部欠損

2- 37 
X52Y87 須恵器 。13 勾 ②(32) ①細粒 ②良好 糠櫨整形。口縁 ・体部外傾。内外面雛植撫で。底部 内面続組撫で、

覆士 杯 ③[9.7] @灰 @113 外面回転箆切り、箆削り調整。

2-38 
表採夜 士師器 ①[10 .8] ②3.9 

①3細鐙粒
②良好 ロ縁部、短〈直立からやや内傾、内外面積撫で。底部。やや丸底、内面

土 杯 ① ①5/6 撫で、外商箆削り。

2-39 
表採覆 土師器 ①11 .2 ②3.6 ①③細燈粒

⑦良好 口縁部:短く直立からやや内傾、内外面横侮で。底部 丸底、内面撫で.

土 杯 ③ @3/4 外面箆削り。

3 区

番号
出土遺構

器種名
①口径 ②器高 ①胎土 ②焼成

器種の特徴整形調整技術
登録

備 考
層位 ③底径 ③色調 ④遺存度 番号

3- 1 
H-l 土師器 ①13 .2 ②3.6 羽③彼目敏 @j込灯 口縁部 'i(O 'l..からや や内傾、内外面横撫で。底部 やや丸底、内面撫で.

75 
床直 杯 ③ー ④完形 外商箆削り 。

H-l 土師器 ①[228] ②29 ，2 ①③細明粒 ②良好
口縁部やや直立から外傾、器径最大。内外面横撫で。胴部 内面撫で、

3- 2 外面上位横方向に箆削り、中下位縦方向箆削り。底部 一部欠損。 内面 3.8! 也
床直 費 @[6.4] 赤褐④1/2

撫で、外国箆削り 。

3-3 
H-l 須恵器 ①[15 .0] ②'3，7 

①③灰細粒
②良好 事匝櫨整形。天井郁 水平から緩やかに傾斜し端部やや内側。外面続櫨自転

15 
覆土 蓋 ① ①ν3 で、口径4.2cm の環状つまみを取り付け後回転箆削り。内面続組撫で。

3- 4 
H-l 須恵器 ① 14 .0 ②4.7 j)，細粒 ②良好 朝E纏整形。口縁 体部外傾。内外而犠錨僚で。底部内面続櫨僚で、

11 .13 
床直 杯 ③7.4 ])灰 @4/5 外面回転箆切り、手持ち箆削り調整。

3-5 
H-2 土師器 ① 13，0 ②34 j)細粒 ②良好

口縁部直立、内外面横撫で。底部浅い丸底、内面梅で、外面箆削り。
H-l 

埋要内 杯 ③ ③糧 @ほほ完形 54 

3- 6 
H-2 士師器 ①16 ，0 ②26 j)細粒 ②良好 口縁部外傾、内外面横撫で。底部平底、内面撫で一部指圧痕有り、

40 
床直 杯 ③14.4 ~にぷい樫 ④1/3 外而箆即lり。

H-2 土師器 ①19 .7 ②29 ，6 3細粒 ②良好
口縁部やや直立から外反。内外商横撫で。胴都内面婦で、外面上

70.80 
3-7 

竃内 費 ③4.3 @にぷい櫨 ④2/3 
位横方向に箆削り、中位縦方向箆削り、粘土付着。器径ほぼ口縁と同じ。

他
底部内面撫で.外面箆削り。

H-2 土師器 ①[24刈 ②(19 .0) J)細粒 ②良好
口縁部 やや直立からやや外反。内外面横撫で。胴部。 内面撫で、 外 H-l 

3- 8 而上位横方向に箆削り、中位縦方向箆削り、粘土、煤付著。器径ほほ口
床直 型 ③ ③にぷい櫨 01/5 

縁と同じ。底部欠損。
47!1 也

H-2 
土師器 ① ー ② 20 7 j)細粒 ②良好 口縁部欠損。胴部 内面撫で、外面斜方向に箆削り、器最大径か。底 H-l 

3- 9 埋設土
受 ③ ー @赤褐 @底部 部、中心部欠損。内面撫で、外面箆削り。 54 

器

3- 10 
H-2 須恵、器 @14 句②'28 ①③細灰粒

@良好 続植整形。天井部水平から緩やか仁傾斜し端部垂下。外面犠艦撫で、 H-l 
床直 蓋 ③一 @1/3 口径3.6c m の環状つまみを取り付け後回転箆削り。内面犠継撫で。 911 也

3- 11 
H-2 須恵器 ①12.2 ②4.85 ①③灰細粒

②良好 鞍纏整形。口縁・体部 外傾。内外面犠離撫で。底部:内面続櫨撫で、
39 

床直 杯 @6.5 01/2 外面回転糸切り未調整。

3- 12 
H-2 須恵器 ①13，7 ②43 ，J)細粒 ②良好 車鹿櫨整形。口縁 ，体部外傾し口縁部やや外反。内外国機組構で。底部 : H-l 
床直 杯 ③8.4 ，])灰白 ④ほほ完形 内面車鹿櫨撫で、外面回転箆切り後撫で調整。 48 ，50 

3-13 
H-2 須恵器 ①15 ，0 ②7.5 ，J)細粒 ⑦良好 車鹿櫨整形。 口線 ・体部外傾。内外面鞍瞳撫で。 底部 内面糠櫨慌で、 20~ 

床直 高台椀 ③8.6 ])灰白 ④ほほ完形 外商回転糸切り後断面四角形の高台を取り付け。 26 

H-2 須恵器 ① 18 ，7 ②[120 ] 
①③細灰粒

②良好
車庫櫨整形。均:部 筆の転用と思われる。緩やかに外反。内面犠櫨撫で、

3 14 端部短く直立u タ1面端部は腕植撫でu 脚部に近い場所は箆即jりu 脚部 ・ 133 他
床直 高杯 ③ 12 ，4 ③，z/3 

緩やかに外反。外面続櫨撫で、内面撫で、端部委下。

46 



番号
出土遺備

器種名
①口径②器高 ①胎土 ②焼成

器種の特徴整形調整技術
登録

備考
層{iz: ③底径 ③色調 ①遺存度 番号

3- 15 
H - 3 土師得 ①③ [13 .4] ②33 ①細粒 ②良好

日縁部短〈 直立、内外而横栴で。底部やや丸底、内面慌で、外面箆削り。 5他
床直 杯 ③にぷい櫨 ④1/3 

3-16 
H-3 土師器 ①[12 ，3] ②45 ①細粒 ②良好

口縁部外傾、内外商横撫で。底部平底、内外面撫で。 20 
覆土 均二 ③[8.4] ③糧 ④113 

3- 17 
H - 3 土師器 ①[13 .0] ②3.1 ①細粒 ②良好

口縁部短〈 直立、内外面横撫で。 底部。やや丸底、内面撫で、外面箆削り . 19 
覆土 士不 ③ー @樫 ①112 

3-18 
H-3 土師器 (③ D[20 .4] ②(18D) ①細粒 ②良好 口縁部やや直立から外反、器最大径。内外面横撫で。胴都 内面撫 13 ， 

床直 哩E @積 ①113 で、外面上位横方向に箆削り、中位縦方向箆削り。底部欠獄。 34 ，35 

3 - 19 
H-3 須恵器 GGII7120 6] 0] ②>3.4 ①細粒 ②良好 車鹿櫨整形。口縁・体部 外傾し端部やや外反。内外面続租撫で。底部

9，40 
床直 杯 ③賞灰 @112 内面続櫨撫で、外面回転糸切り未調整。

3 - 20 
H - 3 須恵器 ①③1[71 .3町.4]② 4，0 ①細粒 @良好 職櫨整形。口縁・体部外傾。内外面犠櫨撫で。底部内面犠強権で、

酸化焔焼成
覆土 杯 ③灰 @114 外面回転糸切り未調整。

3-21 
H - 5 土師器 ①14.1 ②4.0 ①細粒 ②良好 口縁部 外傾、内外面積撫で。底部ー平底、内面撫で後日音文を施す、外

13 ，23 暗文
床直 杯 @9A ③にぷい鐙④はほ完形 面箆削り。

3 - 22 
H - 5 土師器 ①③[[9142] 2] ②36 ①細粒 ②良好 口縁部外傾、内外面横撫で。底部 平底、内面撫で後日音文を施す、外

5他 暗文
床直 珂: ③にぶい燈 ④113 面箆削り。

3-23 
H-5 土師器 ①③ [18.2] ②(6.1) ①綱粒 ②良好 口縁部直立からやや外傾、内外商横撫で。胴部内面撫で、外面上 28 ，54 
竃内 要 ③樫 ④破片 位横方向に箆削り、器最大径。底部 欠損。 他

3-24 
H-7 士師器 ①③ [2札口l ②(4.7) ①細粒 ②良好 口縁部直立から外傾、内外商横撫で。胴部内面撫で、外面上位横

58 
貯蔵穴 葺 ⑤糧 ④破片 方向に箆削り、器最大径か。底部欠損。

3-25 
H-7 土師器 ①[182] ②(5，3) ①細粒 ②良好 口縁部 直立から大きく外傾、内面横撫で、外面横撫で一昔11 指押さえ、
覆土 要 ③ ③糧 @破片 器最大径か。胴部 内面撫で、外面上位横方向に箆出lり。底部欠損。

3-26 
H-7 須恵、器 ①@i71 .8 4.9l e596 ①細粒 ②良好 離誼整形。口縁・体部外傾。内外面離誼撫で。底部 内面車庫縦慢で‘

20 
覆土 高台椀 ③灰白 ①3/4 外商回転糸切り調整後、断面四角形の高台を取り付け。

3 - 27 
H-7 須恵、器 ③G17 16 52l e53 ①細粒 ②良好 犠櫨整形。口縁・体部外傾から口縁部外反。内外而犠櫨嫌で。底部 : H-8 
覆土 高台椀 ③灰白 @3/5 内而駿櫨撫で、外面回転糸切り調整後、 断面四角形の高台を取り付け。 16{1 血

3- 28 
H-8 土師器 G① )[20 .2] ②(50) ①細粒 ②良好 日縁部 直立から大きく外傾、 内外面ー横擬で。胸部内而撫で、外面

)0 
覆土 雪聖 ③明赤縄@破片 上位横方向に箆削り、穏最大径か。底部欠損。

3- 29 
H-8 須恵器 ①③[附lLD] l ②32 ①細粒 ②良好 続櫨整形。ロ縁・体部外傾し口縁部やや外反。内外面犠櫨撫で。底部 :
覆土 勾二 ③灰白 @114 内面糠櫨撫で、外商回転糸切り未調整。

3- 30 
H - 8 須恵器 ①③161 .3 29] ②2.9 ①細粒 ②良釘 車鹿櫨整形。口縁体部 大きく外傾、内外商糠植撫で。底部。内面聴櫨

2 酸化焔焼成
覆土 高台皿 ③灰 ④4/5 撫で、外面回転糸切り後断両四角形の高台を取り付ける

H - 9 
須恵器 ①@[51 .7 20] ②32 ①細粒 ②良好 概櫨整形。口縁・休部。外傾し口縁部やや外反。内外面暁輔撫で。底部 :

3-31 床下土 129 
坑

珂、 ③灰白 ①114 内面続櫨撫で、外商回転箆削り。

3- 32 
H-9 須恵器 ①133 ②39 ①細粒 ⑦良好 車庫櫨整形。口縁・体部 外傾 L 口縁部外反、内外面艇輔撫で。底部 内

40 ，82 
床直 杯 ③68 ③灰白 ③ほほ完形 面離櫨撫で、外面回転箆削り

3-33 
H - 9 須恵器 ①@[616 44 ②60 ¢細粒 ②良好 4鹿櫨整形。口縁体部外傾から口縁部外反。内外面舵櫨婦で。底部:

19 
Pl 高台椀 ③灰白 @3/5 内面犠櫨撫で、外商回転糸切り調整後、断面四角形の高台を取り付け.

H-9 須恵器 6GI 冶1833le58 ①釧粒 ②良好
犠櫨整形。口縁部外傾から大きく外反、内外面犠櫨撫で体部 ι 外傾、

16 . 
3-34 内面犠櫨撫で、外面中位指押さえ底部付近箆自1) り。底部、内面続纏撫で、 酸化焔焼成

被土 高台椀 ③にぷい褐 @3/5 
外面回転糸切り調繋後、断面四角形の高台を取り付け。やや維なっくり。

76.80 

3 - 35 
H- )O 土師器 ① 12 .4 ②132 ①細粒 ②良好 口縁部外傾短〈直立、内面積撫で、外面横撫で底部付近は無で。底部・ 5，6， 

覆土 杯 ③82 ③にぷい糧①ほほ完形 平底、内面撫で、外面箆削り。 7，64 

3- 36 
H - )O 須恵器 ①12 .6 ②3.9 ①細粒 ②良好 穏櫨整形。口縁ー体部外傾し口縁部外反、内外面艇纏撫で。底部 内

9，10 
覆土 杯 ③5.8 ③灰白 ③ほぽ完形 面擁組撫で、外商回転糸切り。

3- 37 
H - 10 須恵器 ①[13 ，2] ②36 ①細粒 ②良好 聴祖整形。口縁・体部外傾、内外面擁輔撫で。底部内面糠櫨撫で、 2. 
床直 杯 ③[6.8] ③灰白 ③113 外面白転糸切り 76 ，82 

3 -38 
H - 10 須恵器 ①[13 .0] ②2.7 ①細粒 ②良好 離姐整形。口縁・体部大き く外傾、内外面鞍櫨撫で。底部 I 内面擁櫨

16 
覆土 高台皿 ①[7.4] ③灰 ④113 撫で、外面回転糸切り後断面四角形の高台を取り付ける

3 - 39 
H - ll 土師器 ①@ [lL5] ② (4，0) ①細粒 ②良好 口縁部 直立からやや外傾。内外面横撫で。胴部内面撫で、外面上

46 
覆土 型色 ③桓 ①口縁破片 位横方向に箆卵lり、器最大径か。底部欠損。

3 - 40 
H - ll 須忠器 ①③[I6133 46] 1 ②38 ①細粒 ②良好 犠櫨整形。口縁ー休部外傾、内外面犠韓権で、内面黒色処理。底部 :

32 
床直 杯 @灰白 @113 内面犠櫨撫で、外而回転糸切り

3- 41 
H - 12 須恋、器 G③1[問13 .2] ②>3.4 ①細粒 @良好 犠櫨繋形。口縁・体部外傾、内外面犠韓撫で。底部内而犠輔撫で、

3 
床直 杯 ③灰白 @113 外面回転箆切り後箆撫で調整。

3 - 42 
H - 12 須恵器 ①③I171218] l ②'36 ①細粒 ②良好 綾鏑整形。口線・体部 ・外傾、内外面犠雛権で。底部 内面続櫨撫で、

15 
床直 杯 ③灰 @114 外面回転箆切り開整。

3 - 43 
H -13 土師器 ①③ [19 .7] ② (1 16) ①細粒 ②良好 口縁部直立から外傾。内外面横無で。胴部・内面撫で、外面上位横 5，6.8 
竃内 雪邑 ③にぷい糧④破片 方向に箆削り、稽最大径。底部欠損。 1也

3 - 44 
H -13 土師器 ①[19 .0] ②(148) ①細粒 ②良好 口縁部直立から外傾。内外面横撫で。胴部内面撫で、外面上位横 30 ，31 
竃内 蔓 ③ ③にぶい糧 ④112 方向に箆削り、口縁とほぼ同じ器径。外面中位斜位に箆削り 。底部欠損。 他

3-45 
H-13 須定、器 〔GEN[61 .637] ②5.2 ①細粒 ②良好 犠櫨整形。口縁・体部 外傾から口縁部やや外反。内外面車鹿鮒撫で。底

50 酸化焔焼成
竃内 高台椀 ③にぶい黄櫨 ④3/4 部内面貌輔撫で、外面回転糸切り調整後、断面四角形の高台を取り付け。

3 -46 
H-13 須恵器 Q;{14 .1] ② (5.1) ①細粒 ②良好 聴櫨整形。口縁・体部外傾。内外面醜櫨撫で。底部 内面続櫨撫で、

20 ，23 
竃内 高台椀 ③69 ③灰白 CD3 /4 外面回転糸切り後、断面四角形の高台を取り付け。

3 -47 
H - 14 土師探 GG1I 15Sl ②2.9 ①細粒 ②良好 口縁部外傾から短〈直立、内外面横撫で。交換点に稜有り 。底部 や

228 
床直 杯 13.6] ③授 @112 や平底、内而撫で、外面箆即lり。

3-48 
H - 14 土師器 ①@1I 1561 ②2.9 ①細粒 ②良好 口縁部外傾から大きく外反、器径最大、内外而横撫で。胴部内而撫

18{1 也
床直 小斐 136] ③後 ①112 で、外面上位斜方向、中下位横位箆削り。底部内面撫で、外商箆削り 。

3 - 49 
H -14 土師器 ①@ [218l ②(11.1) ①細粒 ②良好 口縁部直立から外反。内外面白横擦で。胴部内面撫で、外面上位横

246 
床直 理E ③燈 ①破片 方向に箆削り、得最大径。底部欠損。

3 - 50 
H -14 須恵、器 ①③[71五3.0] ②4.3 ①細粒 ②良好 犠櫨整形。口縁・休部外傾、内外面犠櫨撫で。底部内面犠櫨撫で、

16 
床直 均二 ③灰白 ①112 外面回転糸切り 。

3- 51 
H - 14 須恵、器 。③[7128] ②4.4 ①細粒 ②良好 続櫨整形。口縁。体部外傾、内外而聴櫨撫で。底部内面犠櫨撫で、

51 
床直 杯 ，8] ③灰白 ④1/4 外面回転糸切り 。

3-52 
H - 14 須恵器 ①[12 .2] ②4.3 ①細粒 ②良好 擁祖整形。口縁体部外傾、内外面聴櫨撫で。底部内面続憾撫で、

69 
床直 杯 ③[7.2] ③灰白 ④112 外面回転糸切り 未制整。

3-53 
H -15 士師器 ①ー②(18.5) ①細粒 ②良好 口縁部 欠損。 H岡部 内面撫で、外面上位斜方向に箆削り、器最大径か。 1.2，24 
床直 費 @4.4 ③にぷい黄樟 ④底部 底部内面撫で、外国箆削り後、却j書あり。 他
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番号
出土遺構

器種名
①口径 ②器高 ①胎土 @焼成

器種の特徴整形調整技術
登録

備 考
層位 ③底径 <I色調 @遺存度 番号

H -16 須恵禄 ①14 .1 ②3.1 ¢細粒 ①良好
線離整形。天井制1.中心u wみ、そこから膨らみ外側へ向けて緩い傾斜

3-54 
床直 蓋 ③42( 摘み) ③賞灰 09/10 

で下がっていく。外面回転糸切り、箆調整後、小さい環状の摘みを付け 30 
る、中'L、の窪み周辺を飽削り、内面撫で。端部 外商箆棋で、内面撫で。

3- 55 
H -16 須班、器 ①128 ②5.3 ①細粒 ②良好 糠櫨整形。口縁部 外傾、内外商撫で。体部 やや膨らみを持って外傾、

38 貯蔵穴出土
床直 杯 @6.9 ③灰白 <I完形 内面撫で、外面箆撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り後、付け高台。

3- 56 
H -17 土師器 ①199 ②(18 _5) CI 細粒 ②良好 口縁部 「コの字」型、内外面横撫で。胴部 内閣携で、外面上部横位 23 ， 
床直 3聖 ③一 ③糧 04/5 の箆削り、外面中部斜位の箆削り。底部欠損。 覆土

H ← 17 須恵器 ω15 .9 ~5. 1 (正細粒一部粗粒
枇悩投形，u 縁部白外傾‘内外而撫でu 休部・やや膨らみを持って外傾.

3-57 
床直 杯 ③77 ②良好③灰白 ①3/4 

内面外商権で。底部 内面備で、外面回転糸切り後、什け高台。高台の 12 酸化焔
接着が雑。胎土に混ざる小礁のため、底部に穴が聞いている。

3-58 
H -17 須!t!.器 ①1~.1 ⑦~.6 (j)細純一部4時;);(2)良好 糠繍整形n 口縁体部 やや膨らみを持って外傾、内外面織で。底部

26 
床直 杯 ③6.3 ③灰 @口縁一部欠 内面撫で、外面回転糸切り。胎士4ニ粗粒があるため、表面が凸凹している。

H -20 須恵器 ① 13 .5 ②3.9 ①細粒 @良好
車鹿殖整形。ロ縁ー体部 やや膨らみを持って外傾、内外商撫で、内面上

3- 59 
覆土 杯 ③6.4 ③灰白 @完形

位に粘土の輪積み痕有。底部 内面撫で、外面回転糸切り、内面は下へ l 
押し込むように撫で調整をしており、やや窪んでいる。

H -20 須恵器 ①14 .0 ②旦8 ①細粒 ②良好
離櫨整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体郁 やや膨らみを持って

2，29 ， 3- 60 
被士 f干 ③7.3 ③灰白 ①9/10 

外傾、内外商撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り 。際形がやや雑で、
覆土

少し凸凹した印象を持つ。

3-61 
H -20 須恵禄 CD[I 1.5J ②3，8 ①細粒 ②良好 糠櫨整形。口縁 ・体部。外傾、内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転

3 
覆土 杯 ③[5，8J ③灰白 ④112 糸切り。

3- 62 
H -23 土師器 CD[14 .4J ②(3.9) ①細粒 ②良好

口縁体部短〈直立、内外面横撫で。底部丸底、外商箆削り、内而撫で。 3‘ 
床直 勾: ③ー ③糧 ④113 覆土

3-63 
T-l 須恵器 ①[12 幻 ②4，2 ①細粒 ②良好 犠櫨整形、外面に自然紬薬。口縁・体部外傾し口縁端部やや外反、内

3 
床直 杯 ③[7β] ①灰白 Gll /3 外面舷纏撫で。底部 内面車庫姐撫で、外面回転糸切り。

3- 64 
T-2 須恵骨量 ①16 .8 @8.2 ①細粒 ②良好 続櫨整形。口縁・体部，外傾。内外面様姐韓基で。底部 内面犠舗撫で、

4 
床直 高台椀 ③[9.2J ③灰白 Gl4 /5 外面回転糸切り後、断面四角形の高台を取り付け。

T-3 土師器 ①[13 ，OJ ②(137) ①細粒 ②良好
口縁部やや直立から外傾。内外面積撫で。胴部内而撫で、外面上

3- 65 
床直 台付斐 ③ ③にぷい赤褐 03/4 

位横方向に箆即lり、器最大径。外面中下位縦位に箆削り。台部 ほほ欠 36 
損、内面備で、外面箆削旬。断面四角形の脚を底部整形後取り付け。

3- 66 
T-3 土師器 ①16 .8 ②82 ①細粒 ②良好 穂積整形。口縁・ 体部外傾、口縁端部やや外反。内外商機卿撫で。底

50 
床直 高台椀 ③[9.2J ③灰白 ④4/5 部 内而鴨純綿で、外面回転糸切り後、断面四角形の高台を取り付け。

3-67 
T-4 須恵器 ①10 .1 ②33 ①細粒 ②良好 礎櫨整形。口縁部外反、内外面撫で。体部底部から膨らみを持って

l 酸化焔
床直 杯 ③6，2 ③浅黄燈④口縁一部欠 立ち上がり外傾、内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り。

T-4 須車、器 ①11.7 @3.6 ①中粒 ②良好
糠櫨整形。口縁部 やや外反、内外面撫で。体部底部からやや直立気

20 ，21 
3-68 味に立ち上がり、口縁部へ向かつて膨らみを持って外傾、内外面撫でロ 酸化焔

床直 杯 ③7.0 ③浅黄櫨 ①3/5 
底部 内面撫で、外商回転糸切り、外商に縄目が残っている。

22 

3-69 
T-4 須恵器 ①[I1.8J ②4.0 ①細粒 ①良好 擁纏整形。口縁体部外傾、内外面撫で。底部回転糸切り後、 2cm

17 酸化焔
床直 高台皿 ③[7，6J ③にぷい糧 ①1I2~~ 弱の高さの外反する高台を付ける。

3- 70 
W-3 土師器 ①120 .6 @9.7 ①細粒 @良姉 口縁部外傾、内面積撫で後暗文を施す、外面横撫で。底部平底、内

暗文
覆士 町、 @88 ③灰白 @ほほ完形 面撫で、線車1)らしき線有り、外面箆削り。

3- 71 
W- 3 須恵器 ①[13 ，OJ ②(1，2) ①細粒 ②良好 線離整形。内面回転箆削り、外面犠撞撫で。外縁部に断面=角形の把手

積士 円面硯 ① ③灰白 ③破片 を削りだしでイ寸ける。

3-72 
W- 3 陶器 ①ー ②0.8 ¢細粧 ②良好 離櫨整形。内面鰻組権で後、刻みを入れる。外面 回転糸切り未調整、

覆土 卸皿 C羽田l ③灰黄 ①破片 糊薬付着か。

3-73 
W- 4 

カワラケ
(!X144J ②[24] ①細粒 ②良好 車鹿櫨整形。口縁体部 外傾、内外而撫で。底部 内商栴で、外面回転

1 
覆土 ③8.6 ③櫨 ④114 糸切り後、撫で調整。

3-74 
D-l 須恵器 ①10 .0 ②2.5 ¢細粒 ⑦良好 車鹿櫨整形。口縁部外傾、口縁端部やや外反、内外面鴨継機で。底部 平底、

酸化焔焼成
覆土 小型杯 ③主4 ③浅黄櫨④ほほ完形 内面駿轍撫で、外面回転糸切り未調整。

D-3 土師器 ①12 .8 ②13，7 ①細粒②却時糧④ほ
口縁部やや直立から外反。内外面横撫で。胴都内面織で、外面上

3- 75 
床直 小斐 ③5.0 ぼ完形

位横方向に箆削り、器最大径、中下位斜位に箆削り。底部 内面撫で、 1 
外面箆削り。

口縁部 やや直立から外傾。内外面ー横旗で。胴都 内商自民で、 外面上

3-76 
D-3 土師器 ①[13 勾 ②[193J ①細粒 ②良好 位横方向に箆削り、器最大径。外而中下位縦{立に箆由lり。脚部 、内面

種土 台付蔓 ① ③糧 03/4 棋で、外面箆削り、胴部との接点付近は横撫で。断面四角形の脚を底部

整形後取り付け、設置部分やや外反。

3- 77 
]- 1 土師器 ①12 .0 ②3.1 ①細粒 ②良好 口縁部外傾、内面横撫で、外面横撫で底部近く撫で。底部 やや平底、

覆土 均t ③ ③鐙 ④1111 完形 内而権で、外面箆削り。

3- 78 
] -1 土師器 ①11 .6 ②>3.6 ①細粒 ②良好 口縁部短〈直立しやや内傾、内外面横撫で。底部丸底、内面撫で、

覆土 杯 ③ー ①燈 ④ほほ完形 外面箆削り 。

3-79 
]- 1 土師器 ①[12 .3J ②3.4 ①細粒 ②良好 口縁部外傾、内面横撫で、外面横撫で底部付近箆即lり。底部平底、

覆土 材、 ③ 1]:明亦褐 ①11 日 l付回撫で、外困地削り G

3- 80 
] - 1 土師器 ①272 ②(11，7) ①細粒 ②良好 口縁部外反。内外面横撫で、器最大径。胴部内面撫で、外面斜位

覆土 3豊 ③ ③燈 ④112 に箆削り。底部欠損、意図的か。

3-81 
1 -1 須恵器 ①[16 ，9J ②4.4 ①細粒 ②良好 糠櫨整形。口縁・体部外傾。内外面続櫨撫で。底部内面糠櫨撫で、

D1土 高台椀 ③[12 .8J ③灰 @ν3 外面回転箆削り調整後、削り山し高台を施す。

3-82 
1 -1 須恵器 ①[25.4J ②(10.8) ①細粒 ②良好 続櫨整形。口縁部外反、口縁部やや外傾。内外面横撫で。鯛都内

覆土 大斐 ③ー ③灰 @口縁破片 面犠纏撫で、 外面一部叩き目。底部欠損。

3- 83 
0- 1 土師器 ①13 .45 ②3.4 ①細粒 ②良好

口縁部外傾、内外面横撫で。底部やや平底、内面構で、外面箆即lり。 230 
床直 杯 ① @燈 @ほほ完形 407 

3- 84 
0-1 土師器 ①124 ②'3.5 ①細粒 @良好 口縁部直立、内外面横撫で。底部丸底、内面撫で指圧痕有り、外面

29311 也
床直 杯 ③ ③糧 Gl3 /4 箆削り。

3-85 
0-1 士師器 ①12 .8 ②3.4 ①細粒 ②良好

口縁部直立、内外商横撫で。底部やや丸底、内商撫で、外面箆削り。 255 
床直 杯 ③一 ③樫 ④ほほ完形

3-86 
0-1 土師器 ①127 ②37 ①細粒 ②良好 口縁部直立、内外面横無で。底部丸底、内面撫で指圧痕有り、外面 257 
床直 杯 ③ー ⑤燈 ④ほほ完形 箆削り 。 347 

3- 87 
。一 l 卜!師需 の11.5 (2)3，7 (I)細枚 (2)良骨子

口縁部 直立、内外面倒撫で。底部:)L底、内面撫で、外国箆削り 。
358 

床直 杯 ③一 ③明赤褐 ①3/4 379 
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3- 88 
0- 1 土師器 ①10 B ②3.8 ①細粒 ②良好

口縁部外傾、内外而機撫で。底部丸底、内面撫で、外面箆削り。
363 

床直 杯 ③ー ③様 ④完形 374 
ト一一一

士師器 ①11.4 ②3.5 ①細粒 ②良好 口縁部 直立、内外商横撫で。底部丸底、内面撫で指圧痕有り、外商 51 
3- 89 

0 - 1 
床直 杯 ③ ③樟 ④完形 箆削り。 59 

3- 90 
0 - 1 士師器 ①124 ②34 ①細粒 ②良好 口縁部外傾、内外面撤撫で。底部丸底、内面撫で指圧痕有り、外面 362 
床直 杯 ①ー ③にぶい樫 G:完形 箆削り。 378 

3- 91 
0- 1 土師器 ①116 ②34 ①細粒 ②良好

口縁部外傾、内外而横撫で。底部丸底、内面撫で、外商箆削り 。 26 
床直 杯 ③ー ③掻 04/5 

3- 92 
0 - 1 士師器 ① 178 @41 ①細粒 ②良好 口縁部外傾、内外商柿撫で。交換点仁稜有り。底部やや平底、内而

375 
床直 町、 @ー ③権 04 /5 撫で、外面箆削り。

3- 93 
0- 1 土師器 ①11 8 ②33 ①細粒 ②良好 口縁部短く直立、内外面横無で。底部 やや平底、内面箆削り後担任で、

377 
離土 杯 ①一 ③緩 Ol /2 外面箆削り。

3- 94 
0 - 1 土師器 GX11 ，8J ②3.8 ①細粒 ②良好 口縁部短〈直立し少し内傾、内外面横撫で。底部丸底、内面撫で、 27 

覆土 杯 ③ー ③授 ④1/3 外商箆削り 。 146 

3- 95 
0 - 1 土師器 ①16 .4 @4.6 ①綱粒 ②良好 口縁部外傾から大きく外反、内外面横撫で。底部やや丸底、内面権 4 

被土 珂く ③ ③灰褐 ④5/6 で、外面箆削り。 49.52 

3- 96 
0-1 土師器 ①138 ②40 a:細粒 ②良好

口縁部 直立、内外商横撫で。 底部やや平底、内面撫で、外面箆削り。 20 
覆土 杯 ③ ③糧 ①3/4 

3- 97 
0-1 土師器 ①15 .2 ②43 ①細粒 ②良好

口縁部直立、内外面横撫で。底部 やや平底、内面撫で、外商箆削り。
61.68 

覆土 均二 ③ ③にぷい樫④ほぼ完形 他

3- 98 
0 - 1 土師器 ①11.5 ②3.0 ①細粒 ②良好

口縁部直立、内外商横撫で。底部 やや平底、内面撫で、外面箆削り 。5351 也
覆土 杯 ③一 ③t置 ①3/4 

3- 99 
0- 1 士師器 ①[156J ②3，8 ①細粒 ②良好 口縁部外傾からやや外反、内外面横撫でロ底部やや丸底、 内面績で、

磁土 町、 ① ③櫨 @3/4 外面箆削り。

3 -1 ∞ 0-1 土師器 ① 11.8 @37 ①細粒 ②良好 口縁部 直立からやや内傾、内外面積揮で。底部 やや丸底、内面持で.

覆土 杯 ③ ー ③にぷい燈@ほほ完形 外而箆削り。

3- 101 
0 - 1 土師祷 GX24 五]②(17 .9) ①細粒 ②良好 口縁部外反。内外面横撫で。胴部 中位器最大径。内商機で、外面上

覆土 事E ③ー ③樫 ③1/3 位横位、中位斜位に箆削り。底部 欠損。

0 - 1 須恵器 ①182 ②2.6 ①細粒 ②良好
続櫨整形。 天井部。水平から緩やかに傾斜し端部に返り有り。外商糠組

3- 102 
覆土 蓋 ③}  ③褐灰 @2/3 

撫で、口径6‘2cm の環状つまみを取り付け後箆削り。内面離輸撫で。 353 
部自然糊付着。

3- 103 
0- 1 須恵器 ①[16 ，7J ②(4.0) ①細粒 ②良好 離櫨整形。杯部 緩やかに外傾、 内面続櫨撫で、端部やや外反。外而端

36 
被土 高杯 ③ ③灰 ④杯部破片 部は糖纏栴で。脚部に近い場所は回転箆削り。脚部欠鎖。

3-1 04 
0- 1 須恵器 ①[11 ，7J ②35 ①細粒 ②良好 幌轍整形。口縁・体部外傾、内面韓櫨撫で、外面中位線組撫で、底部

303 他
覆土 杯 ③[7.6) ③灰 ①1/3 付近は回転箆削り。底部 内面犠轍撫で、外面回転箆削り。

0-1 須;悲器 ①15 .4 ②38 ①細粒 ②良好
車鹿櫨整形。口縁・体部 体部にやや膨らみを持ちながら外傾。内面犠櫨

3-10 5 
覆土 高台椀 ③ 11.4 ③灰 @完形

撫で、外面綾鑓撫で底部付近回転箆削り調整。底部、内面犠縮機で、外 276 1由
面回転箆削り調整後削り出し高台を施す。

3- 106 
0 - 1 須恵、器 GX9 .6J ②42 ①細粒 ②良好 犠誼整形。口縁体部外傾。内外面舵櫨撫で。底部内面舵櫨撫で、

311 
覆土 高台椀 ③68 ③灰 ①1/2 外面回転糸切り後、断面四角形の高台を取り付け、撫で調整。

3- 107 。-1 須恵器 ①25 .6 ②(82) ①細粒 ②良好 艇姐整形。口縁部外反。内外面横撫で。胴部内面線離撫で、外面 6.56 
床直 蓋 ③ー ③灰 ④口縁破片 一部叩き目。底部!欠損。 イ也

3-10 8 
0- 1 須恵器 ①[21.0] ②(9，0) ①細粒 ②良好 犠櫨整形。口縁部外反。内外面横撫で。胴部内面続縦権で、外面

35 
床直 書聖 ③ ③灰 ④口縁破片 一部叩き目。内外面自然紬付着。底部 欠損。

3- 109 
0- 1 須恵器 ①22 .4 ②(82) ①細粒 ⑦良好 犠櫨整形。口縁音11 外反。内外面離輔撫で。胴部 内面離組慌で、外面

41 
覆土 斐 ③一 (3)灰白 (4)口縁破片 一部叩き固有り 。底部欠損。

0- 1 須恵器 ①ー ②18 ，7 ①中粒 ②良好
糠櫨整形。ロ縁音11 ほほ欠損、内外面擁櫨撫で。胴部 中位静最大径。

296 .12 
3-11 0 

床直 望E ③ ③灰 0112 
内外商聴櫨撫で、 一部叩き痕有り、中位に断面四角形の摘み有り 。底部:

他
一部欠損。内面続悩型軽で、外面箆削り調整。

3-111 
0- 1 須恵器 ①'26 ，5 ②(7，5) ①細粒 ②良好

車座櫨整形。口縁音11: 外反。内外面続犠撫で。 1岡部底部 欠損。
576φ76 

床直 大斐 ① ③灰 @口縁破片 他

3 - 112 
0- 1 須恵器 ①[12.8J ②(1.0) ①細粒 ②良好 犠組整形。内面回転箆削旬、外面犠縫撫で。外縁部に断面四角形の犯手

被土 円面硯 ③ ③灰 @破片 を取り付け。

4 区

番号
出土遺構

器種名
①口径 ②器高 ①胎土 ②焼成

器穫の特徴整形・調整技術
登録

備 考
層位 ③底径 @色鯛 ④遺存度 番号

4-1 H-l 
土師器 (j)[12 .4] 倒 33] (j)f 田投 @良野

口縁・体部ほぽ直立、内外面撫で。 底部丸底、内面婦で、外面箆削り。
X25Y8! 

杯 ③ー ③按 ④1/4 12 

4- 2 H-l 
士師器 GX19 ，6J ②(10.8) ①細粒 ②良好 ③糧 口縁部 「コの字」型、内外面横撫で。胴部 内面横撫で、外面上部横

23 
.'! ③ @口縁・底部1/4のみ 位の箆削り 。底部欠領。

4-3 H-l 
土師器 ①[20β l ②(13.8) ①細粒②良好①明赤褐 口縁部「くの字J 型、内外而横無で。胸部 内面撫で、外面斜位の箆削り。X25Y89 

蔓 ③一 @口縁・綱部の一部のみ 底部欠損。 16 

4- 4 H - l 
須恵器 ①[12.2J ②3，5 ①細粒 ②良好 続鎧整形。口縁部外反、内外面撫で。体部膨らみを持って外傾、内 25 . 
杯 @65 ③賞灰 @112 外商撫で。底部内面撫で、外面回転糸切り。 カマド

4- 5 H-l 
須恵帯 ①[12 .9J ②3，6 ①細粒 ②良好 雛誼整形。口線・体部外傾、内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転

覆土
杯 ③[9，2] ③灰 ①112~~ 箆削り。

須恵梼 ①16 .1 ②5，8 
①細粒 ②良好

離繍整形。口縁部 やや外反、内外面撫で。体部 膨らみを持って外傾、
4-6 H-l ③灰白一昔11 にぶい糧 12 酸化焔

高台椀 ③8.3 
③口縁一部欠

内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り後、付け高台。

須恵器 ①15 .2 ②6.0 ①細粒 ②良好
聴櫨整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体部やや膨らみを持って外傾、

X覆25Y 土89 4-7 H -1 内外面慌で。底部 内面撫で、外面回転糸切り後、 やや外反する高台を
高台椀 ③7.5 ③灰白 ④1/3 

付ける。底部内面に他の土器と重ね焼きしたと思われる粘土の付着痕有。
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番号
出土遺構

器種名
①口径 ②器商 ①胎土 @焼成

器種の特徴整形調整技術
登録

備 考
層位 ①底径 ③色調 G:遺存度 番号

4-8 
H-2 土師器 。11.1 ③(8.7) ①細粒 ②良好 口縁部 やや外反、内外而横撫で。胴部丸みを帯びる、内面撫で、外

29.32 
床直 小型要 ①ー ③明赤褐 ④1/3 面斜位の箆削り。底部欠損。

H-2 土師器 ①[232] ②(127) 
①細粒②良好

口縁部。 r<の字」型、内外面横撫で。胴都 内面撫で、外面上部横位
4-9 ③燈 42. 他

覆土 要 ③ 
④口縁'胴部の一部のみ

の箆削り・以下斜f立の箆削り。底部欠損。

5 区

番号
出土遺構

器種名
①口径 ②棒高 ①胎土 ②焼成

器種の特徴整形・調整技術
登録

備考
層位 ③底径 ③色調 ①遺存度 番号

H-l 土師器 <D!14 .5] ②4.4 ①細粒 ②良k子
口縁部 やや外反、内外面横撫で。 f宇部外傾、内面梅で、外商横位の

34.35 
5-1 箆即lり。底部 やや丸みを帯びるが平底仁近い、内面撫で、外商箆削り。 暗文

覆土 杯 @9，0 ③にぷい樫 @1/2 
放射状文有。

覆土

5-2 
H-I 土師器 ①[13 A] ②3.9 ¢細粒 ②良好 ロ縁体部短く直立、内外面横撫で。底部丸底、内商撫で、外面箆

覆土 陪文
覆土 杯 ③一 ③糧 @1/2~~ 削り。放射状文有。

5- 3 
H-I 土師器 ①[12.2] ②(3.8) ①細粒 ②良好

口縁体部!短〈直立、内外面横撫で。底部丸底、内面撫で、外面箆削り。 覆土
荷十 杯、 。) (3)概 (わ113 弱

5-4 
H-I 土師器 ①ー ②ー ①細粒 ②良好

底部 内面撫で、外面箆削り。内面に箆書きで「五主星」有。 覆士 箆害 き
覆土 均二 ① ③櫨 @底部破片

5-5 
H ← l 土師器 ①[14 .7] ②4.5 ①綱粒 ②良好 口縁部 やや外反、内外面横撫で。体部。外傾、外商箆削り、内面撫で。

覆土
覆土 耳、 ③[90] ③栂 ④1/2 底部。やや丸みを帯びた平底。体・底部外面が凸凹している。

5-6 
H-l 土師器 ①[104] ②(10.3 ) ①細粒 ②良好 口縁部やや外反、内外面横撫で。胴部膨らみを持つ、内面撫で、外

30 
覆土 小型斐 ③ー ③にぶい燈①1/3 面上部に縦位の箆削り、外面下部に横位の箆削り。底部欠損。

5- 7 
H- 5 土師恭 ①13 .4 ②3.5 ①細粒 @良好 口縁部 やや内傾、内外面撫で。体部 やや膨らみを持って外傾、内面

覆土 杯 ③ ③燈 @はほ完形 撫で、外面箆削り後、撫で。底部丸底、内面撫で、外商箆削り。

5-8 
H-5 土師器 ①13 .1 ②'3.1 ①細粒 @良好 口縁体部外傾から直立、内外面横撫で。底部丸底、内面撫で、外

2 
覆土 杯 ① ③にぷい樫 ③2/3 耳目 面箆削り。

5-9 
D-l 土師器 ①[135] ②(3.5) ①細粒 ①良好

口縁体部・短〈直立、内外面横撫で。底部。丸底、内面慢で、外商箆削り。 4 
床直 杯 ③ ⑤樫 ④1/4 

D-I 須恵器 ①[12 .9] ②3.6 ①細粒 ②良好
鴨櫨整形。天井部 中心部が高くなっており、そこから外周へ向けて緩

5- 10 
覆士 蓋 ③L7( 摘み) ③灰白 ④1/2強

い傾斜で下がっていく。外面回転糸切り、撫で調整後、擬宝珠状の摘み 11 
を付ける、内面撫で。端部 内外面撫で。

D-l 須恵、器 ①[13.6] ②ω ①細粒 ②良好
概櫨整形。口縁部外傾、内外面撫で。体部外傾内外面撫で。口縁部・

5- 11 
覆士 杯、 ③7.7 ③灰白 ④1/2 

体部の外商の境目に撫で残したような帯状の膨らみを持つ。 底部 内面 6 
撫で、外面回転箆削り後、雑な撫で調整、外面中心に歪に粘土が残る。

D-l 須恵、器 ①11.4 ②3.4 ①細粒 ②良好
続櫨整形。口縁部外傾、内外面慌で。体部やや膨らみを持って外傾、

5- 12 
床直 杯 ③7.0 ③灰 @完形

内面撫で、外面撫で後、下部を箆削り。底部 内面撫で、外面回転糸切 13 
り後、外周を箆無で。

5-13 
D-l 須恵器 ①[13 .6] ②6.8 ①細粒 @良好 雛櫨整形。口縁 ・体部外傾、内外面撫で。底部回転箆削り後、付け

12 
覆土 高台椀 @[8.0] ③黄灰 @113 高台。底部内面の中也、が窪む。

5-14 
W-3 須恵器 ①[μ山11.1] ②4.7 ①細粒 ②良好 鞍組整形。ロ縁部外反する、内外面撫で。体部膨らみを持って外傾、

l 
覆土 杯 ③3.6 ③灰 ④1/2強 内外面構で。底部 内面撫で、外面回転糸切り。

器種の特徴整形調整技術

天井部回転ヘラ削り後に米の窯印。受け腰部やや張りをもっ。 糠櫨整形。

①粗粒 ②還元焔 |短〈ハの字状の高台を付し、体部は内湾して聞く 。口唇部はやや肥大し

③灰黄 ①口縁若干欠|て丸くなる。健輔整形。底部回転糸切り

7 区

番号
出土遺構

器種名
①口径 ②総高 ①胎土 @焼成

器種の特徴・整形・調整技術
登録

備考
層位 ③底径 ③色調 @遺存度 番号

7- 1 
H-l 須恵器 ①12.6 ②2.9 ①細粒 ②良好 擁櫨整形。口縁体部 外傾、内外面撫で。底部 内面無で、 外面回転

l 酸化焔
覆土 杯 ③5.2 ③暗灰 ④完形 糸切り 。

7一日
H-l 須恵器 ①12 .9 ②4.7 ①細粒 ②良好 聴櫨整形。回線体部底部から丸みを帯びて立ち上がり外反、内外面

13 酸化焔
床直 旬、 ③10 :1 ③)Ji. ④はIf'元形 撫で。 J底部 回転糸切り後、外周部分をJ艶「。

H-l 須恵器 ①12 .2 ②4.2 
①細粒一部に中粒

職組整形。口縁・体部 やや膨らみを持って外傾、内外面燃で。底部
7-3 

床直 高台椀 ③7.1 
②良好 ③灰白

内商撫で、外商回転糸切り後、付け高台。口唇部にタール状の付着物有。
12 酸化焔

④ほほ完形

H-I 須:型器 ①13 .6 ②4.4 ①細粒 ②良好
車鹿組整形。口縁部 外反、内外面撫で。体部 やや膨らみを持って外傾.

7 - 4 
床直 高台腕 ①6五 ①黒褐 @9/1O 

内外商担軽で。底部 内面撫で、外面回転糸切り後、付け高台。高台の接 16 酸化焔

着後の撫で調整が雑。

7-5 
H-I 灰粕陶器 ①16 .3 ②6.3 ①細粒 @良好 犠纏整形。口縁部、やや外反、内外面撫で。体部 丸みを帯びて外傾、

25 大原窯式
覆土 高台椀 ③[7.4] ③灰白 @I/2 内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転箆削り後、付け荷台。

H-2 須恵、器 ①[13 句②4.9 ①細粒 ②良好
模縮整形。口縁部 外反、内外面撫で。体部.やや膨らみを持って外傾、

7- 6 内外面婦で。底部 内面撫で、外面回転糸切り後、 f寸け高台。高台の接 2 酸化焔
床直 高台椀 ③[6，6] ③灰黄褐④1/2

着後の撫で翻整が雑。

7-7 
H-2 須恵器 ①[14 .4] ②5.7 ①細粒 ②良好 聴櫨整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体部やや膨らみを持って外傾、

8 酸化焔
覆土 高台椀 ③[6.6] ③灰白 ④2/訪日 内外面撫で。底部 回転糸切り後、断面「ハの字」状の高台を付ける。

7- 8 
H- 3 土師器 ①11.9 ②3.0 ①細粒 ②良好 ロ縁・体部外傾、内外面撫で、体部に指圧痕有。底部 ほぼ平底、内

l 
覆土 土下 ②7.0 ③樫 ①ほほ完形 面撫で、 ~l 面箆即l り u 情全体に煉付着u
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番号
出土遺構

器種名
①口径 ②帯高 ①胎土 @焼成

器種の特徴整形調整技術
登録

備考
層位 ①底径 @色調 ④遺存度 番号

7-9 
H-4 士師器 ①[124] ②30 ①細粒 ②良好 口縁体部外傾、口縁部内外面横撫で、体部外面箆削り、内面撫で。底部・ 6.23 
床直 珂: ⑤8.5 ③にぶい赤褐 ④2/3 ほほ平底、内面撫で、外面箆削り。全体的に凸凹していて雑な作り。 24 

H-4 須恵器 ①14 .4 ②42 ①細粒 ②良好 口縁・体部 下部は膨らみを持って外傾し、中部でややくびれを持ち、
7-10 上部では直線的に外傾する、内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸 3 酸化焔

積士 杯 ③5.5 ③燈 ④ほほ完形 切り。器全体に煤が斑に付着。

7-11 
H-4 須恵器 ①[13 .2] ⑦2.4 ①細粒 ②良好 鞍櫨整形。口縁・体部大きく外傾、内外面撫で。底部内面撫で、外
床直 高台皿 ③[8D] ③黄灰 ④1/2 面回転糸切り後、付け高台。

7-12 
H-5 士師器 ①[22 .4] ②(18 .2) ①細粒 ②良好 口縁部 「コの字」型、内外面横撫で。胴部 内面横撫で、外面上部横

56.57 
床直 葺 ③ ③明赤褐 ④1/6 位の箆削り、外面中部斜位の箆削り。底部欠損。

7-13 
H- 5 須恵器 ①13 .0 ②5.9 ①細粒 ②良好 離櫨整形。口縁部外反、内外面撫で。体部外傾、内外両撫で。底部: 64 
床直 高台椀 ③2.9 ①黄灰 04/5 回転糸切り後、付け高台。 覆土

口縁部 15 字」型、内外面横撫で。胴部 イチジク型、内面撫で、外

H-6 土師器 ①15 .5 ②30 .7 ①細粒 ②良野
面上部は土器に向かい右上から左下への斜位の刷毛撫で、外面中 下部

7-14 は土器に向かい左上から右下への斜位 あるいは真下への刷毛撫で。脚 8 石田川式
覆土 費 ①1日4 ③浅黄櫨 04/5 

都 内面斜位の撫で、外面撫で、外面上位に土器に向かい左上から右下
への斜位の刷毛撫で、脚部下端は内側へ折り返している。

7-15 
H-7 土師器 ①126 ②3.6 ①細粒 ②良好 口縁部 やや外反、内外面横撫で。体部膨らみを持って外傾、内面横

2 
覆土 杯 ①8.4 @t萱 ④口縁一部欠 撫で、外面撫で。底部。内外面撫で。底部に渦巻状の筋有り。

7-16 
H-7 須恵、器 ①[12.8] @36 ①中粒 ②良好 糠轍整形。口縁 体部。やや膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部 :

1 
覆土 杯 ③5.7 ③灰白 ④1/2強 内面撫で、外面回転糸切り。

7-17 
H-8 土師器 ①12 .0 @41 ①細粒 ②良好 口縁体部外傾、内外面横撫で、底部との交換点に稜有。底部丸底、

l 
覆士 杯 ③ ③樫 ④1/2 内面撫で、外面箆削り。

7-18 
H -10 須恵、器 ①12 .4 @3 3 ①細粒 ②良好 離誼整形。口縁体部外傾、内外面撫で。底部内面撫で、外面回転

87 酸化焔
床直 均二 @6.4 ③灰オリーブ④2/3 糸切り。

7-19 
H-10 須恵器 ①140 @30 ①細粒 ②良好 聴櫨整形。口縁体部外反、内面撫で箆磨き、外面撫で。底部内

19 
酸化焔

床直 高台皿 ③73 ③にぶい燈 ④3/5 面撫で 箆磨き、外面回転糸切り後、付け高台。 内面黒色処理

7-20 
H-11 須恵、器 ①12 .4 @3唱6 ①細粒 ②良好 車鹿櫨整形。口縁体部膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部 内面

15 
覆土 勾Z @5.4 ③灰白 @/3 撫で、外面回転糸切り。

7-21 
H-11 須恵器 ①130 ②3.4 ¢細粒 ②良好 聴櫨整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体部膨らみを持って外傾、

9 
覆土 蓋 @68 ③灰白 09/10 内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り。

7-22 
H-11 須恵器 ①11.9 ②3.8 包細粒 ②良好 鞍櫨整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体部やや膨らみを持ち外

19 
床直 杯 ①5.8 ③灰 ④ほほ完形 傾。内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り。

H-11 須恵器 ①[15 .6] @4.8 a:細粒 ②良好
聴輔整形。口縁体部 やや膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部

10 . 7-23 内面撫で、外面回転糸切り後、高台を付けた痕跡が有るが、高台の大部 酸化焔
床直 杯 ③8.7 ③灰白 ④1/2 

分は剥がれてしまったようだ。わずかに高台の粘土が残っている。
覆土

日 11 須恵器 ①[17 .勾 @4.6 ①細l粒 ②良好
離轍整形。口縁体音11: 底部から膨らみを持って立ち上がり外傾する、

7-24 内外面撫で。底部から体部へ立ち上がる部分を箆削り。底部 内面撫で、 13.20 
覆土 高台椀 ③[8.0] ③黄灰 ④1/2耳目

外面回転箆削り、高き 4mm ほどの短い高台を付ける。

7-25 
H-11 灰粕陶器 ①[15 .8] ②[5.1] ①細粒 ②良好 離韓整形。口縁部。外反、内外面撫で。体部丸みを帯びて外傾、内外

12 光ヶE 窯式
覆土 高台椀 ③[7.5] ③オリープ灰④1/3 面撫で。底部。回転箆削り後、付け高台。粕は刷毛塗り。

口縁部 「コの字」型、内面撫で、外面に指圧痕や、横撫で後、斜位の

7-26 
H -12 土師器 ①21.1 ②(23 ，6) ①細粒 ②良好 撫でを加えた痕跡が顕著に残る。胴部 内面撫で、外面上部横位の箆削

12 
竃の煙道に使

竃 雪邑 ① ①にぶい櫨 ①4/5 り、下部は斜位の箆削り、一部縦位の箆削り。底部欠損。器の厚みが薄 耳l
く、割れやすい印象。底部を破損させて、竃の煙道に転用されていた。

7-27 
H -12 土師器 ①20 .0 ②(17 ，8) ①細粒 ②良好 口縁部 「コの字j 型、内面外面横撫で。胴部 内面撫で、外面上部横

XN4loY -ll 白
煙道使用の可

覆士 雪聖 ③ ③にぶい褐 ③1/2 位の箆削り、中部以下縦位の箆削り。底部欠損。 能性有り

7-28 
H -12 須恵、器 ①[13 .4] ②3.6 ①細粒 ②良好 離輔整形。口縁体部外傾、内外面撫で。底部内面撫で。外面回転

4.5 酸化焔
覆土 高台椀 ③63 ③灰白 ④1/3 糸切り後、付け高台。

7-29 
H-12 須恵、器 ①[17 .7] CID7 .5 ①細粒 ②良好 車庫櫨整形。口縁部 やや外反、内外面撫で。体部。やや膨らみを持って

8.9 酸化焔
床直 高台椀 ①[7.7] ③灰白 ④1/2 外傾、内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り後、付け高台。

7-30 
H-12 須恵器 ①②(163) ①細粒②良好③灰貰 車庫櫨整形。口縁頭部欠。胴部 上部が器最大径、内外而撫で。底部 :

11.1 也
竃の煙道に使

竃 長頚瓶 @[109] ④胴部・底部の一部のみ 付け高台、大部分が欠損。 用

H -12 緑紬陶務 ①(15 .4)②(4.2) ①綴密 ②良好
聴轍整形。素地は灰白。口縁部欠損。体部稜を有する。底部内面に

H-10 尾張黒笹 90
7-31 内面に箆書きの陰刻花文有、断而四角形の付け高台。半分ほどが焼け畑

覆土 稜椀 @[8.4] ①灰オリープ④1/2
れている。 NO .1 窯式

P-4 須恵器 CD[17 0] ②38 ①中粒 ②良好
犠曜整形。天井部 中心部がやや窪み、中心から半径4.5cm ほどが高く

7-32 なっている。そこから外周へ向けて緩い傾斜で下がっていく。外面回転
覆土 蓋 @4.6(摘み) ①灰白 ④2/3 

糸切り、撫で調整後、環状の摘みを付ける、内面撫で。端部内外面撫で。

8 区

番号
出土遺構

器種名
①口径 c?:器 高 ①胎士 ②焼成

器種の特徴・整形調整技術
登録

備 考
層位 ①底径 @色調 ④遺存度 番号

8-1 
H-2 須恵器 ①9.6 ②2.6 包細粒 ②良好 離輸整形。口縁体部 底部から丸みを帯びて立ち上がり、やや外反、

3 酸化焔
覆土 小型杯 ③5.6 ③灰白 @/3強 内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切れ

8-2 
H-4 土師器 ①[21.5] ②(17.1) <I細粒 ②良好 口縁部 「コの字」型、内外面横撫で。胴部。内面横撫で、外面横位の

I 
床直 費 ① ③樫 ④1/4 箆削り。底部欠損。

離轍整形。口縁体部大きく外反、内外面撫で。底部内面撫で、外

8-3 
H-4 灰紬陶器 ①[16 ，2] ②2.7 ①細粒 ②良好 面下位点箆削り後、付け高台。内両に他の器と重ね焼きを行った痕跡有。

4 光ケ丘式古手
床直 高台皿 ③80 ③灰白 ④112 紬は刷毛塗り。刷毛で器内面の外周を塗り、その後、円の中央を縦一直

線に塗る。

H-5 須恵器 ①11.7 @4.l ①綱粒 ②良好
聴殖整形。口縁部外反、内外面撫で。体部膨らみを持って外傾、内

日 4
覆士 杯 ③6.4 ③灰 ④9/10 

外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り。口唇部にタ Jレ状の付着 16 .17 
物有。

H-5 須恵器 ①[119] @4.3 ①中粒 ②良好
聴櫨整形。口縁部 t やや外反、内外面撫で。体部 やや膨らみを持って

8-5 
床直 杯 @63 ③灰白 0 1/2 

外傾、内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り。 2-3mml まど 36.1 也
の膨らみが無数にあり、器表面が凸凹している。

H-5 須恵器 CD[15.0] ②6.0 ①中粒 ②良好
聴韓整形。口縁体部。外傾、内外面撫で。底部内面撫で、外面回転

8-6 
床直 高台椀 ③[8.2] ③灰 ④1/2弱

糸切り後、付け高台。 2-3mm ほどの膨らみが無数にあり、器表面が 28 
凸凹している。
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番号
出土遺構

器種名
①口径 ②締高 ①胎土 @焼成

器種の特徴整形・調整技術
登録

備 考
層位 ③底径 ③色調 ①遺存度 番号

8-7 
H-7 土師器 ①[11.7J ②'3.4 ①細粒 ②良好 口縁部 やや外反、内外面横撫で。底部丸みを帯びた平底、内面指で、

6 
床直 杯、 ③9.2 ③燈 ①112 弱 外面箆陶lり。

8- 8 
H-7 士師器 ①[13 .6J ②(133) ①綱粒 ②艮好 口縁部「コの字」型、内外面横撫で。胴部内面撫で、外而斜位の箆削り。

9 
床直 小型空 ③ ③にぶい赤褐 ④1/4 底部欠航。

8- 9 
H-7 須恵持 ①142 ②3.5 ①細粒 ②良好 聴櫨整形。口縁体部外傾、内外面撫で。底部内面撫で、外面回転

7.8.11 也
覆土 杯 ③72 ③灰白 じD4/5 糸切り。

T-l 士師器 。129 J ②4.5 ¢細粒 ②良釘 口縁体部!外傾、内外面横撫で、底部との交換点に稜有。底部丸底、
8 - 10 

床直 rf (J)ー ③鐙 ①1Io 内面撫で、舛凶Jt削り u
l 

8-11 
P-6 須恵器 ①13 .8 ②5.3 ①細粧②良好 軽量補整形。口縁 体郁 やや膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部 :

1.7.11 也
床直 高台椀 ⑨ 7.2J ③オリープ黒④112 内面撫で、 外面回転糸切り後、付け高台。底部内面の中心が窪む。

8- 12 
P-6 須恵器 (j)[ 1~句 ②'5.3 ①細粒②良好 韓正姐整形。口縁体部九みを帯び C外傾、内外岡憎む底部内面撫

5.7 
床直 高台椀 ⑨ 7.0) ③オリ プ黒@2/5 で、外商回転糸切り後、付け高台。

8- 13 
X45Y 須定、器 ①13 .1 ②'3.6 ①細粒②良好 続櫨整形。口縁体部外傾、内外面撫で。底部内面持。で、外面回転

覆士 酸化焔
211 杯 @61 ③灰白①5/6 糸切り 。

108 区

番号
出土遺構

器種名
ω口径 (G)鮮高 ω胎土 包h焼成

器種の特徴整形調整技術
登録

備 考
層位 ③底径 ([色調 ④遺存度 番号

10B - l 
H-2 須恵器 CD9 .4 ②2.3 ①細粒 ②良好 車産櫨整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体部外傾、内外面撫で。底部:

2 酸化焔
覆土 小型杯 ①55 ③灰白 @:完形 内面撫で、 外商回転糸切り。糸切りが雑。

1O B-2 
H-2 須恵器 α8.4 ②19 ①細粒 ②良好 糠櫨整形。口縁部 やや外反、内外面撫で。体部 やや膨らみを持って

8 酸化焔
覆土 小型杯 ③54 ③浅黄櫨④完形 外傾、内外商品軽で。底部 内面撫で、外商回転糸切り。ロ縁部に灯芯痕有。

H-2 須恵器 ①88 ②2.1 ①細粒 @良好
犠櫨整形。口縁部 やや外反、内外面撫で。体部 やや膨らみを持って

1O B-3 
床直 小型杯 @52 ③浅黄櫨 @完形

外傾、内外而燦で。底部:内面撫で、外面回転糸切り。糸切りが口縁と 9 酸化焔

平行に入っておらず、 底部が斜め』こなっている。

10B - 4 
H-2 須恵器 CD 88 ②2.0 ①細粒 ②良好 被纏整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体部 やや膨らみを持って

10 酸化焔
床直 小型杯 ③5.0 ③浅黄糧 @7/8 外傾、内外商撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り 。

H-2 須恵、器 ①99 ②3.2 ①細粒 ①良好
離櫨整形。口縁部 外傾、内外面撫で。体部やや膨らみを持って外傾、

10B-5 
床直 小型杯 ⑤56 ③にぶい黄樫 ④完形

内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り。口縁が歪み、真上から 18 酸化焔

見るとやや楕円気味。底部の一部が歪み内面へ向けて盛り上がっている、

H-2 須恵器 ①15 .4 ②5.7 ①細粒 ②良好
離櫨整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体部 やや膨らみを持って

IOB - 6 
覆土 高台椀 ③[7.6) ③にぶい糧 ④1/2 強

外傾、内外商慌で。底部 内面撫で、外面回転糸切り後、 下へ向かつて l 酸化焔

外反する高台を付ける。 器の真上から見ると口縁部が楕円に歪んでいる。

H-2 須恵、器 ①[15 .6J ②6.4 ①細粒 ②良好
擁櫨整形。ロ縁部 外反。体部膨らみを持って外傾。底部回転糸切

20 ， 
1O B-7 り後、 下へ向かつて外反する高台を付ける。口縁 ・体・底部内面は箆磨 酸化焔

床直 高台椀 ③66 ③燈 ④3/5 
き、口縁体部外面は撫で。

覆士

H-2 須恵器 ①[15 .6) ②4.9 ①中粒 ②良好
事鹿錨整形。口縁部 やや外反、内外而撫で。体部膨らみを持って外傾、

10B - 8 
床直 高台椀 @9.3 ③浅黄糧 @1/3 

内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り後、下へ向かつて大きく 5.11 也 酸化焔

外傾する高台を付ける。

H-2 須恵器 ①[25 .8)②(11.4) 
①中粒 ②良好 口縁部 内傾、内外面撫で。胴部 やや丸みを帯びて直立、内面横位の

1O B - 9 ③明赤褐 撫で、外商縦位の箆撫で。 ほほ真横に伸びる鍔を付ける。その後、棒状 6 酸化焔
竃 羽釜 ③ 

④口縁 胴部の一部のみ の道具で鍔に縦方向の穴を開けている。底部欠損。

H-3 須恵襟 ①10 .5 ②3.1 ①中粒 ②良好
聴櫨整形。口縁部外傾、体部に比べてやや内側から立ち上がる、 内外

10B- 1O 
覆土 小型杯 @5.8 ③にぶい黄櫨 ④9/10 

面撫で。体部 やや膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部 内面撫で、 6 酸化焔

外面回転糸切り。底部外面の形状は不定形で雑な調整。

10B II 
H-3 須恵、器 CD[14 .2J ②3.7 ①細粒 ②良好 離櫨整形。口縁 ・体部膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部 内面 7. 

酸化焔
覆土 杯、 ③6.2 ③にぶい黄糧 ④112 撫で、外面回転糸切り 。 覆土

1O B-12 
H-3 須恵器 ①[9.9J ②1.6 ①細粒 ②良好 糠櫨整形。口縁部 やや外反、内外面撫で。体部。やや膨らみを持って カマド

酸化焔
覆土 小型均二 @5.l ③にぷい黄櫨④1/2 外傾、内外商婦で。底部 内面撫で、外面回転糸切り。 覆土

①細粒 ②良好
常滑焼

H- 3 ①(6.1) ②(12 ，2) ③灰賞褐
焼締土器

IOB-13 
積士

程鉢
③(1.3) ③底部から胴部の一部

体部内面立ち上がり部に研磨痕有。外而箆印jり。底部砂目底。 被士 サイズの記載

は①縦幅②椴
のみ

幅③厚み

在地産須恵質

IOB -14 
H-3 

担鉢
①(5.0) ②(8.1) ①綱粒 ②良好

口唇部を指圧して片口を造り 出す。 覆土
サイ ズの記載

覆土 ①(1.2) ③灰 ①口縁部破片 は①縦幅②横

幅③厚み

10B -15 
H-4 土師器 ①[25J ②(82) ①中粒 ②良好 口縁部短く外傾、内外面慌で。胴部丸みを帯びる、内外面撫で。底

2 
床直 土釜 ③ ⑤樫 ④口縁一部のみ 部欠損。全体的に土器の表面が傷んでいて、ザラザラしている。

H-5 須恵、器 。20 .8) ②(122)
①中粒 ②良好 口縁部 長くほぼ直立、内外面撫で、外商は内面に比べて凸凹しており、

1O B-16 ③極 粘土の輪積み痕が成る。 胴部 やや膨らみを帯びて直立、調整は口縁部 4 酸化焔
床直 羽釜 ③ー

④口縁・胴部の 部のみ とほぼ同じ。やや斜め上に短〈仲ぴる鍔を貼付。底部欠損。

IOB -17 
H-5 須恵、器 (j)[20 .8J ②(10 ，9) ①細粒②良好③燈 軽重纏整形。口縁部 内傾、内外而横撫で。』岡部 やや膨らみを帯びて直

7 酸化焔
床直 羽釜 ③ @口縁・胴部の一部のみ 立、内外商検撫で。短くやや斜め上へのびる鍔を貼付。底部欠損。

IOB - 18 
H-6 灰勅陶器 ①(14 3) ②122 ①細粒 ②良好 犠櫨整形。口縁・ 体部大きく外傾、内外面撫で。底部内面嫌で、外

大原窯式
覆土 高台皿 ③[70) ③灰白 ①114 強 面回転糸切り、箆撫で後、付け高台。内面中央に指圧痕有。

b 

犠櫨整形。体部・丸みを帯びて底部から立ち上がる、内外面撫で。底部

H-7 須恵器 ① ②(2.3) ①細粒 ②良好
内面撫で、外商回転糸切り。内面に溶けた金属が付着しており、 鍛冶工

1O B-19 
床直 杯 ③8.0 ③灰白 じE体底部

房をどで、使用されていた可能性がある。 土器は完形では蛙いが、割れ 金属付着

た断面にも金属が付着しているので、割れた状態で使用されていたこと

を窺わせる。

H-7 須恵器 ①10 .1 ②3.1 ①細粒 ②良好
続櫨整形。口縁体部。外傾、内外面撫で。底部内而撫で、外面糸切

IOB -20 
覆土 高台皿 ③5.6 ①浅黄櫨 ①完形

り後、付け高台、高台付けの過程で回転糸切り痕のほとんどが撫で消さ 酸化焔

れている。
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番号
出土遺構

器種名
①口径②務高 ①胎土 ②焼成

器種の特徴整形調整技術
笠録

備考
層位 ③底径 ③色調 ④遺存度 番号

H - 8 須恵器 ①[15 ，2] ②70 ①細粒 ⑦良好 融櫨整形。口縁部外傾、内面箆磨き、外面揮で。体部丸みを帯びて外傾、 酸化焔
10B-21 内面箆磨き、外面婦で。底部 内面箆磨き、外面回転糸切り後、付け寓 15 

床直 高台椀 ③7.7 ③槍 じ1)4/5 台、高台付けの過程で回転糸切り痕が撫で消されている。 内而黒色処理

IOB-22 
H - 8 土師器 ①[21.6] ②(19，7) ①中粒 ②良好 口縁部短く外傾、内外面撫で。胴部 内而指と刷毛による横慌で外商

14 .16 
床直 土釜 ③一 ③極 ④113 縦位の箆削り 。底部欠損。

10B-23 
H - 8 土師器 ①[231] ②(96) ①中粒 ②良好 G 糧 口縁部短く外傾、内外商撫で。胴部内面撫で、外面縦位の箆削り。

4 
竃 土釜 ③一 @口縁胴部の一部のみ 底部欠損。

口縁部内傾、内外商撫でロ胴部丸みを帯びている、内面箆削りと揖で、
H -10 土師器 ①140 ②(93) ①細粒 ②良好

10B-24 
床直 鉢? ③- ③にぷい黄櫨@不明

外面箆即lり。外面上位に煤と赤〈焼け燭れた痕跡有。H - l0 号住居跡 2 
の直上に存在する H - 2号住居跡の竃構築材としても使用されていたか。

OB - l 須恵、器 ①'8.9 ②'2.0 
①細粒 ②良好

犠轍整形。口縁部ーやや外反、内外面撫で。体部膨らみを持って外傾、
IOB -25 

護士 小型年 ③4.5 
③にぷい黄櫨

内外面撫で。底部内面撫で、外面画転糸切り。
3 酸化焔

③ほほ完形

10B-26 
OB-l 須恵器 ①88 ②1.9 ①細粒 ②良好 犠櫨整形。口縁，体部 やや膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部 :

4 酸化焔
覆土 小型杯 ③5.5 ①浅黄櫨 @完形 内面撫で、外面回転糸切り。

須恵器 ①99 ②2，8 ¢細粒 ②良好
犠誼整形。口縁部外傾、内外面撫で。体部膨らみを持って外傾、内

IOB - 27 OB - l 
小型杯 ③55 ③にぷい黄糧 ④完形

外面撫で。底部 I 内商撫で、 外面回転糸切り。器全体がやや歪んで楕円 6 酸化焔
状。底部の糸切りが口縁部と平行に入らず、底部が斜めになっている。

10B - 28 
OB - l 須恵器 ①[10 ，2] ②3.3 ①細粒 ⑦良好 離櫨整形。口縁体部膨らみを持って外傾、内外面撫で。底部 内商

覆土 酸化焔
覆土 杯 ③[5.0] ③浅黄糧③1I2i]司 撫で、外面回転糸切り。

10B-29 
OB-l 須恵器 CD7.8 ②1.7 ①細粒 ②良好 鞍櫨整形。口縁体部やや外反、内外面撫で。底部内面併で、外面

5 酸化焔
覆土 小型杯 ③4.3 ③にぶい櫨 G)3/4 回転糸切り 。

OB - l 須恵器 ① (9，8) ②(19.1) ①中粒 ②良好
韓轍整形。口縁部外傾、内外面撫で。胴部上位に器最大径、内外商

IOB -30 撫で。底部 内外面機で、付け高台。器の下部が焼けただれ、煤が付着 l 酸化焔
覆土 査 @[9.7] ③浅黄樫 G)9/1Q している。器の表面が剥離して割れている。

IOB -31 全体積土
須恵器 ①[9.4] ②'2.0 ①細粒 ②良好 糠櫨整形。口縁 ι 体部外傾、内外面撫で。底部.内面織で、外而回転

護士 酸化焔
小型杯 ①52 ③極 ①2/3 糸切り。

11 区

番号
出土遺構

器種名
①口径 ②器商 ①胎土 ②焼成

器種の特徴整形調整技術
登録

備考
層位 ③底径 ③色調 G:遺存度 番号

11 - 1 
H - 2 須恵器 ①9.5 ②3，0 ①中粒 ②良好 離櫨整形。口縁体部底部からやや外反して立ち上がり、膨らみを持

1 酸化焔
床直 小型杯 ③4.9 ③浅黄糧 ④ほほ完形 って外傾、内外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り。

11-2 
H-3 須恵器 CD9 ，2 ②1.7 ①細粒 ②良好 車鹿櫨整形。口縁体部外傾、内外而撫で。底部 内面無で、外商回転

15 酸化焔
覆土 小型杯 ③65 ③にぷい樫 ④4/5 糸切り。

11 - 3 
H - 3 須恵器 ①9.5 ②1.9 ①中粒 ②良好 職組整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体部外傾、内外面撫で。底部.

覆土 酸化焔
覆土 小型杯 @5.5 @主賛 G)1I2 内面撫で、外面回転糸切り。

H - 3 須恵器 ①87 ②'2.0 ¢細粒 ②良好 駿櫨整形。口縁部 やや外反、内外面撫で。体部やや膨らみを持って
X275 

11 - 4 Y128 酸化焔
護士 小型杯 ③'5.0 ③樫 @完形 外傾、内外面撫で。底部内面撫で、外面回転糸切り。

後土

H - 3 須恵器 ①88 ②2 1 ①細粒 ②良好 朝臣櫨整形。口縁部外傾、内外面撫で。体部 やや膨らみを持って外傾、
X275 

11 - 5 Y128 酸化焔
覆土 小型杯 ③59 ③浅黄糧①完形 内撫で、外面上部緑で、外面下部箆削り。底部内面撫で、外商回転糸切り。

覆土

11 - 6 
H - 4 須恕器 ①[10 .4]② 31 ①細粒 ⑦良好 糠櫨整形。口縁部やや外反、内外面撫で。体部外傾、内外商揮で。

5 灯明皿
覆土 土不 @[6.1] ③浅黄櫨 ①2/5 内面にタ ーJレ状の付着物有。

H - 4 須恵器 ①[11.6] ②51 ①細粒 ②良好
離櫨整形。口縁部外反、内外面撫で。体部底部から外反して立ち上

11 ー7 がり、膨らみを持って口縁部へ至る、内外面撫で。底部 内面撫で、外 1 
覆土 高台椀 @[6.0] ③黄灰 ①1/3 

面糸切り後付け高台、撫で調整。

11-8 
H - 4 須恵器 ①[18 .4] ②(21.7) ①細粒 ②良好 車鹿櫨整形。口縁部.内傾、内外面撫で。体部 内外面撫でロやや斜め上

7.8.11 山 酸化焔
床直 羽釜 ③ ③にぶい黄櫨④114 へ伸びる鍔を貼付。底部欠損。

H-5 須恵、器 ①[209] ②(14.1) 
①細粒 ②良好

難事直整形。口縁部 やや内傾、内外而撫で。胴部 内外面撫で、内外両
11-9 ③にぷい黄糧 4 酸化焔

覆土 羽釜 ③ 
①口縁体部の一部のみ

面に粘土の輪積み痕が残る。やや斜め上にのびる鍔を貼付。底部欠損。

11 -10 
H-7 土師器 ①[26 .0] ②(183) ①中粒 ②良好 口縁部外反、内外商I~で。 胴都内而撫で、外面縦位の箆削り 。 底部

1.3.11 也
竃の煙道に使

覆土 土釜 ③ ③にぷい赤褐G)1I4 欠t買 用

11 - 11 
H - 7 土師器 ①'[29 .6J ②(156) ①中粒 ②良好 口縁部短〈外反、内外商撫で。胴部 内而撫で、外面縦位の箆削り。 11.1 4， 
床直 士釜 ③ ③明赤褐 ①1/6 底部欠損。 他

11 - 12 
0 - 1 須恵器 uXI5 .3]② 4.1 ①細粒 ②良好 鞍櫨整形。口縁部 外反、内外面撫で。体部 .膨らみを持って外傾、内

被士 酸化焔
覆土 杯 ③[7.0] ③糧 ④112 外面撫で。底部 内面撫で、外面回転糸切り

X275 須恵器 ①9.3 ②3.4 ①細粒 ②良好
線組整形。口縁部やや外反、内面箆磨き、外面撫で。体部。膨らみを

酸化焔
11-13 

Y127 小型杯 ②5.1 ③にぶい櫨 G:完形
持って外傾、内面箆磨き、外面撫で。底部内面箆磨き、外面回転糸切り後、

内面黒色処理
付け高台。 高台を付ける過程で糸切り痕の大部分が撫で消されている。

中世

番号 器種名
出土 ①口径 ②器高 ①胎土 ②焼成

器径の特徴・整形・調整技術
登録

備 考
層位 ①底径 ③色調 @遺存度 番号

6- 1 
磁器

覆土
① ②(2.1) ①蜜 ②硬

削出し高台で、畳付部を面取りし、底部は皿状に窪む。 天目茶碗
茶碗 @3.5 ③灰白 @底部片

6-2 
カワフケ

覆士
① (11.9) ②'2.9 ①細粒 ②酸化焔

内外面仁剥がれ。口唇部に灯芯痕。底部回転糸切り未調整。
皿 ③'70 ①黄灰 @口縁一部欠

6-3 
焼締磁器

覆土
① ② ー ①細粒 @硬

肩部片で簾状の叩目を施し、内面に輪積み痕。 常滑焼
大斐 ③ 一 ③灰 ③ 

6- 4 
焼締磁器

覆土
① ②ー ①粗粒 ⑦硬

肩部片で葉脈状の叩目を施L、内面に輸積み痕。 常滑焼
大聖 ③ ー ③縄 ① 

6- 5 
焼締磁器

覆土
① ② ①粗粒 <i硬

底部に石英を含む砂付着。 内面に研磨痕。 常滑焼
こね鉢 ①11.9 ③にぶい糧 ① 

6- 6 
軟質陶器

覆土
① ②(9，8) ①粗粒 ②酸化焔 内面に 6 条， 1組の宿り固と磨滅痕。外面立上り部はヘラ削り、下半部

播鉢 ③ー ③黄灰 ①- 横撫でと指頭圧痕。
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Ta b. 7 

1区

2 区

3 区

番号

3 石 1

3- 石 2

3 一石 3

3 石 4

3 一石 5

3 石 6

3 石 7

3 一石 8

3 石 9

3 一石10

4 区

番号

4 一石 l

4 石 2

4- 石 3

4 石 4

5 区

7 区

番号

7 石 l

7- 石 2

7 石 3

7 石 4

7 石 5

7 石 6

7 一石 7

7 石 8

8 区

石器・石製品観察表

出土遺構/層位

H-4 床直

出土遺構/層位

X57 Y84 覆土

出土遺構/層位

H-5 床直

H-9 覆土

日 9 床直

H -14 覆土

H -14 床直

日一16

T-4 

w-3 覆土

W-5 覆土

0-1 覆土

出土遺構/層位

H-1 

X25 Y90 

X25 Y90 

X25 Y90 

出土遺構/層位

H-5 

出土遺構/層位

H - 1 

H-3 

H-3 

H-5 

D - 3 

X45 Y188 

X45 Y188 

全体積土

出土遺構/層位

H - 2 

H - 5 

P-6 

| 器種名 | 最大長

骨品種名 展大長

器種名 最大長

紡錘車 4.4 

砥石 (4.5) 

磨石 9.6 

打製石斧 12 .9 

砥石 10.6 

窪石 17.2 

打斧 9β 

砥石 7 

打製石斧 8.8 

凹石 18 

器種名 最大長

砥石 13.0 

管玉 2.9 

打斧 6.5 

石動産 3.2 

器種名 最大長

臼王 1.0 

紡錘車 4.6 

石鍛 2.3 

砥石 9.0 

打斧 4.8 

打斧 11.5 

打斧 9.5 

打斧 9.6 

最大幅

忌大幅

最大幅

45 

4 

10.5 

5 

3.2 

15 

4.0 

3.8 

5 

19 

最大幅

6.1 

0.6 

4.5 

1.7 

最大幅

1.0 

4.6 

1.4 

4.9 

4.3 

5.3 

6.3 

4.4 

最大厚 重さ 石材 遺存度 |登録番号 | 備考

)~大厚 重き 石材 遺存度 |登録番号 | 備考

最大厚 重さ 石材 遺存度 登録番号 備考

2.1 62 滑石 〈フ土tーコjf: シ. 68 

3.2 98 凝灰岩 破片 覆土

3 480 頁岩 完形 145 

2.1 140 安山岩 ほほ完形 99 

3.9 280 凝灰岩 フ6己E刀;tシ 273 

7.9 910 角閃石安山岩 完形 35 

1.2 50.5 黒色頁岩 克形 15 

2.1 66 凝灰岩 ほほ完形

1.3 54 黒色頁岩 完形

10.5 4000 輝石安山岩 完形

最大厚 重さ 石材 遺存度 登録番号 備考

6.5 435 安山岩 完形 19 

0.6 1.9 蛇紋岩 〈フ全j:;jf:ク， 覆土

1.3 59 .5 安山岩 破片 稜土

0.5 1.5 鉄石英 完形 覆土

備考

最大厚 重さ 石材 遺存度 登録番号 備考

0.5 0.5 滑石 完形 覆土

1.6 56 .5 蛇紋岩 7完全巳.，川Zシ4 2 

0.5 1.0 黒曜石 ほほ完形 覆土

4.3 230 凝灰岩 破片 63 

1.2 29 .4 黒色頁岩 破片 覆土

1.5 97.5 黒色頁岩 z形 覆土

2.4 16 .4 砂岩 破片 覆土

1.8 88.0 珪質頁岩 ほぼ完形 覆土

備考
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T ab.8 鉄器 ・鉄製品 観察表

l 区

2 区

番号

2- 鉄 1

2 -鉄 2

2 -鉄 3

2- 鉄 4

3 区

番号

3 -鉄 l

3 ー鉄 2

3 - 鉄 3

3 - 鉄 4

3 - 鉄 5

7 区

番号

7 - 鉄 l

7 - 鉄 2

7 - 鉄 3

7 - 鉄 4

7- 鉄 5

7- 鉄 6

8 区

9 区

10B 区

11 区

出土遺構/層位

H-6 覆土

H-9 床直

出土遺構/層位

H-4 覆土

H- 8 床直

H- 8 床直

X 52 Y88 覆土

，'['，土遺構/層位

H-9 床直

H - 9 覆土

H-14 覆土

H-15 覆土

0 -1 覆土

出土遺構/層位

H-2 

H-5 

H- 5 

H- 5 

H-I 0 

H- I0 

出土遺構/層位

H-5 

H- I 0 

出土遺構/層位

H-l 

出土遺構/層位

DB-l 

出土遺構/層位

H- 3 

H- 3 

昔H重名

帯金具?

釘?

刀子

釘 ?

器種名

釘?

釘 ?

釘 ?

万子?

万子?

線復名

万子

万子

万子

銭尾

釘

万子

昔品種名

器種名

紡錘車

器種名

務種名

最大長 最大幅

2.5 22 

127 08 

(186) 4 

21.5 。』

最大長 最大幅

5.8 0.5 

(11.2) Ll 

(6.2) 1.3 

(12.1) 2.5 

(5.1) 2.8 

最大長 最大幅

14 B 1.3 

11 五 05 

18 .3 1.3 

20 31 

8.8 0.5 

17.1 14 

最大長 最大幅

最大長 最大幅

4.4 44 

最大長 最大幅

最大長 最大幅

備 考

最大原 重さ 遺存度 登録番号 備 考

4 ほほ完形

05 37 2/3 

05 102 113 

05 33 ほほ完形

最大l草 重さ 遺存度 笠録番号 備 考

05 4.7 ほほ完形 10 

l 27 .8 2/3 

12 32 4 2/3 141 

。.5 41.8 破片 22 

0.4 11.8 破片 227 

最大原 ill さ 遺存度 登録番号 備 考

03 172 完形 覆土

03 132 完形 55 

0.5 310.0 完形 82 

05 2.1 破片 税土

0.3 11 2 ほほ完形 H -5 No ，7 

03 23 .0 完形 H-5 No 16 

最大厚 重さ 備考

登録番号がわからない

最大I早 重き 遺存度 |登録番号 | 備考

01 106 完形 |車輪部分のみ

最大厚 重さ 遺存度 | i登録番号| 備考

最大厚 重さ 遺存度 |登録番号| 備考
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10B 区

出土遺構/層位

H-2 

H-6 

11 区

出土遺構1/百位

H -3 

11-7 

H-7 

Tab.9 土製品 観察表

l区

出土遺構1/面位 僻種名 最大長 最大幅 最大厚 遺存度 |登録番号 | 備 考

H-7 覆土

H -12 覆土

H -17 覆土

Tab10 銅銭観察表

3 区

出土遺構/層位 器種名 名称 登録番号 番号 出土遺構/層位

W-4 覆土 古銭 永楽通賓 3 一銭4 DB-2 覆土

W-4 覆土 古銭 天聖元賓 3 一銭5 DB-2 覆土

DB-2 覆土 古銭 永楽通賓 3 一銭6 DB-2 覆土
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Tab .ll 瓦観察表

1 区

番号
出土地

器種名 ①長さ⑦厚さ
構層f立

1 瓦l
H-2 

平瓦 ①(275) ②1.3 
桜土

l 瓦2
H-4 

丸瓦 ①1359 ②1.5 
竃内

1 瓦3
H - 5 

平瓦 ①(8.4) ②1.9 
司量土

1 瓦4
H-6 

丸瓦 ①39 .6 ②2，1 
床直

l 瓦5
H - 6 

丸瓦 ①>38.9 ②1.5 
床直

1 瓦6
H-6 

丸瓦 ①(32 .9) ②1.7 
床直

1- 瓦7
H - 6 

平瓦 ①39 .8 ②1.9 
床直

l 瓦8
H-6 

平瓦 ①(31.1)②1. 9 
床直

1- 瓦9
H - 6 

平瓦 ①415 ②'3，3 
床直

l 瓦10
H - 6 

軒瓦 ① (60) ②3，0 
被土

1 瓦II
W-l 

軒瓦 ①(4.6) ②(1.7) 
覆土

I 瓦12
W - l 

軒丸瓦 ①(70) ②'3.3 
司量土

l 瓦13
W-l 

軒平瓦 ①(85) ②3.1 
一種土

2 区

番号
出土遺

器種名 ①長さ ②厚き
+持層位

2 瓦1
H-9 

平瓦 ①(29 ，7) ②2，5 
覆土

2 瓦2
T - l 

平瓦 ①(13，0) ②15 
車t土

2 瓦3
T-l 

平瓦 ①(29 ，3) ①19 
磁土

2- 瓦4
T - I 

平瓦 ① (18，7) ⑦21 
税土

2 瓦5
T - l 

平瓦 ①(17，8) ②2，0 
宅E土

2 瓦6
D-2 

丸瓦 ①(25 ，8) 伽 ，8
床直

2ー瓦7
D - 3 

丸瓦 ① (18.1)②'2.0 
務土

2 瓦8
D - 3 

平瓦 ①(340 ) ⑦1.6 
1置土

2 瓦9
X52Y84 

軒平瓦 ①(11.7) (2)4_3 
桜土

3 区

番号
出土遺

棒種名 ①長さ ②厚さ
構層{立

3- 瓦l
H - 10 

平瓦 ①(17.8) (2)2.1 
寵内

3 瓦2
H - 10 

平瓦 ①(32 .9) ②1.8 
床直

H-ll 
3 瓦3

床直
丸瓦 ①(19 .3) ②22 

H - ll 
3 瓦4

床直
軒平瓦 ①(9.5) ②4.1 

3 瓦5
H -13 

丸瓦 ①37.9 ②2.0 
両E内

H-13 
3 瓦6

斑内
平瓦 ①(24 .2)② 2.4 

3 瓦7 H -17 丸瓦 ①37 .0 ②1.4 

①胎土 ③焼成
器種の特徴整形・調整技術

笠録
備考

③色捌 ①遺存度 番号

CI粗粧 ②良好 一枚作り 。凹面布目有り 。凸面撫で、斜裕子目叩き有り。側面面
39 ，40 

③灰オリ ープ④112 取り 2 因。

①粗粒 ②良好
玉縁式。 凸面撫で。凹商:綴'自痕有り、端部撫で。側面面取 2 図。 28 他

③褐灰 0 7/8 

①組粒 ②良好
凹面'布目擦り消し。凸面 :権で、箆書き文字の一部有り、判読不明。

③縄灰 ①破片

①粗粒 ②良好 玉縁式。凸面縄叩き後撫で消し、箆痕部有り 。凹面布目、糸切り
79 

③黄灰 ①完形 痕有り、端部撫で。側面面取り 1 因。

CI粗粒 ②良好 玉縁式。 凸面縄叩き後撫で消し。凹面布目有り、一昔1¥撫で消し。側
50 他

③青灰 ③完形 面面取り 2 回。

①粗粒 ②良好
行基式。 凸面撫で。凹面 :布目有り、模骨痕有り。側面面取り 2 問。 92 

①にぷいお ①5/6

①粗粒 ②良好 凹商布目擦り消し、模骨痕有り、両端権で。凸面縄叩き後撫で消 し。
82 

③)J< ①7/8 側面商取り 2 問。

①粗粒 ②良好 一枚作り。凹面布固有り 。1!.!.lllii 撫で、縄目状叩き痕有り。側面面
85 

③明赤褐 ④2/3 取り i因。

①粗粒 ②良釘 枚作り 。凹面布目有り、両端撫で。凸 面 撫で。縦二本の短い箆寄
91 

③灰 ①完形 き有り。制11 而而取り 3 回。

①細粒 ②良好 烏足状蓮弁文と思われる。 弁聞に珠文が 1つずつ付く。 何 lcm 前後の
63 

③灰白 ③破片 無文周縁。瓦当裏剥離。

①細粒 ②良好 烏足状蓮弁文と思われる。弁聞に珠文が 1つずつ付〈。幅 lcm 前後の

③灰 ①破片 証文周縁。蓮弁は棒状のもの 3本 1組で構成と思われる。

①中粧 ②良好
二重弁の小破片o 素紋の外縁。 裏而 箆印lり。{曲寺B104 か。

③灰 @破片

①粗粒 ②良好 二重弧紋軒平瓦の破片と息われる。凹而撫で、凸面箆削り。山王廃寺E

③灰 ④破片 式か。

①胎土 ②焼成
務種の特徴整形調整技術

登録
備考

③色調 ①遺存度 番号

@中段 (M.好 凹面布目撫で消し。 凸面撫で 部箆印j り、 IHtl:の叫 1 ~ 1f り。側面 .
2 

③褐灰 ①112 商取 2 図。

①粗粒 ②良好 凹面 布目有り、方形枠の巾に「首j が入る。官印と考えていいのでは。
25 文字

③灰賞褐 ①破片 凸面。撫で。側面不明。藤岡吉井産。

①粗粒 ②良好 一枚作り 。凹面布目有り 。凸面撫で、箆書きによ る文字「平」有り。
31 文字

③抗灰 ①'2/3 側而。 商取 2 因。藤岡吉井jJ(i

①粗粒 ②良好 一枚作り。凹面布目有り 、端部撫で。凸 而 撫で、箆書きによる文字
34 

③賞灰 ① 113 「廿J ?有り。側面面取り 2 回。

①粗粒 ⑦良好 凹面。布目有り、箆書きが有るが、判読不可。 d 而撫で。側面面取
37 

③褐灰 ③破片 り2 因。藤岡吉井産。

①中粒 ②良好
玉縁式。凸面撫で。凹面"布目有り。側面面取り 2 因。 10 

③糧 ④12/3 

①粗粒 ②良好 玉縁式。凸面撫で、玉縁部に整形時の工具痕有り。凹面布目有り。側面i
1 

③灰 ①1/2 面取り 3 図。

①中粒 ②良好 一枚作り 。凹面布目有り 部刷り消 Lo I~I商撫で、 ー部箆削り、格
2，3 

③灰 ①7/8 子状の叩き目有り。側面面取 2 因。

①中粧 ②良姉
三重弧紋軒平瓦の破片と恩われる。凹面布目f事り消し、凸而箆削り。

③灰 ④破片

①胎土 ②焼成
器種の特徴整形調整技術

登録
備考

③色調 ③遺存度 番号

①細粒 ②良好 枚作り 。凹面布自有り 。凸面撫で、箆書きの記号らしきもの有り 、
91 文字

③灰 ④破片 「廿」の可能性もある。側而商取り 3 因。藤岡'吉井産か。

①祖粒 ②良好
凹面 。布目有り、端部撫で。凸面撫で。側面而取り 1 因。 13 

③灰 02/ 5 

①細粒 ②良好
行基式。 凸面撫で、箆書きによる文字「里人J 有り。僧寺出土の「八

③灰 ①1/3 
星人」と同線になるか。凹面布目有り、両端部撫で。側面面取り 3 22 文字

因。藤岡・吉井産

①細粒 ②良好
一枚作り 。外区は素紋の外内縁。内区は箆書きによる斜i:t線を組み合わ

③j天白 ①破片
せるが規則性はないc 綾杉紋の一種か。僧寺鉛02 。僧寺創建期か。凹面 9 
瓦当面直よまで布目有り。凸面縄目が縦方向に残る。

(i)車置粒 ②良好
行基式。凸面箆撫で。凹面布固有り、両端部撫で。 側面i 面取り 1因。

10 ， 

③褐灰 ①はほ完形 45 ，48 

¢組粒 ②良好
枚作り 。凹面布目有り縄目叩き後擦り消し、端部撫で。凸面擦り

③灰白 ①2/5 
消し仕上げ、箆書きによる文字「羊子」有り、 2文字でなく 1文字と考 l 文字

えた方が良いが、類似例がない。側面面取り 2 因。藤岡・吉井産。

①粗位 ②良好
行基式。凸面携で。凹面守布目有り 。側面面取り l回.

H - 17 

@灰白 ①完形 l 
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番号
出土遺

器種名 ①長さ②厚さ
構層位

3- 瓦8 H ← 17 丸瓦 ①>35.7 @1.7 

3 瓦10 H-17 丸瓦 ①(340) ②1.4 

3-瓦9 H -17 平瓦 ①(34 幼②1.4

3- 瓦u H - 17 平瓦 ①'37.6 ⑦'2.0 

3- 瓦12
T-3 

丸瓦 ①(31.8) ②22 
床直

T ← 3 
3 瓦13

床直
平瓦 ①(24 .5) ②お

3-瓦14
W-2 

軒平瓦 ①(7.0) ②3.5 
床直

3-瓦15
0 -1 

軒瓦 ①(15 .8) ②4.5 
覆土

0-1 
3- 瓦16

覆土
軒平瓦 ①(6.3) ②20 

3- 瓦17
1 -1 

丸瓦 ①(31.0) ②4.0 
積士

4 区

番号
出土遺

器種名
①口径 ②器高

構層位 ③底径

4 瓦l 覆土 軒平瓦 ①(7.5) ②4.0 

4- 瓦2 覆土 丸瓦 ①<35 ⑦1.8 

5 区

7 区

番号
出土遺

器種名
①口径 @器高

構層位 ③底径

H-4 
7-瓦1

床直
丸瓦 ①40.5 ②2.3 

H-4 
7- 瓦2

床直
文字瓦 ①(8.0) ②1.6 

9 区

lOB 区

番号
出土遺

器種名
①口径 ②器高

構層{立 ③底径

1O B- Jt l 
H-3 小型

①'32 .8 ②1.6 
Nu 3 平瓦

H-8 
1O B- 瓦2 NQl 

丸瓦 ①38 .5 ②1， 8 

H - 8 
lU~ 瓦3 地~. K 平瓦 ¢刷.5 ②2，0 

11. 12 

①胎土 ②焼成

①色調 @遺存度

①粗粒 ②良好
③灰白 @完形

①③ 中粒 ②良好
にぷい燈 c1完形

①中粒 ②良好
③にぶい稽 ④完形

①粗粒 ②良好

③':V<D'i @“ば完形

①粗粒 @良好
③援 Gl2/3 

①中粒 @良好
③褐灰 ④1/2 

①細粒 ②良好
③灰白 @破片

①粗粒 ②良好
③オリープ灰 ④破片

①車10 粒 ②良好
③にぷい櫨 ④破片

①中粒 ②良好
③灰白 Gl4 /5 

①胎土 ~焼成
③色閥 ④遺存度

①中粒 ②良好
③暗背灰 @瓦当のみ

①細桂
③灰褐

①胎土

③色調

①細粒

③明赤禍

②良好
④ほほ完形

①胎土 @焼成

@色調 @遺存度

①中粒 ②良好

③暗背灰 ④瓦当の

①胎土 ②焼成

<i色調 @遺存度

①細粒 ②良好

@暗背灰 ④ほほ完形

¢細粒 ②良好

③暗青灰 ④破片

①中粒 ②良好

③赤椅 @瓦当

器種の特徴・整形 調整技術

行基式。凸面 :織で.凹而i:<1);目有り、模骨痕らしき跡有り。側面 :面
取り 2 回、叩き跡一部有り。

行基式。凸面撫で。凹面布目有り、端部撫で。側面面取り 3 因。

一枚作り。凹面布固有り。凸面縄叩き。両面共に制作時付着した粘
土が一部有り。側面。面取り I因。

一枚作り。凹面布目有り、制作時付着した粘土が一部有り。凸面 :縄
叩き。側面面取り l回.片面γ縄叩き有り 。

行基式。凸面ー権で、車鹿櫨回転時の工具痕が械に 5本平行に入る。凹面:
布目有り。側面面取り 3 因。

凹面布目有り、端部撫でω 凸面撫で、箆書きによる文字「辛争麻呂」
有り。側面面取り 2 因。「辛争麻呂jの辛は多湖郡辛科郷を表す。藤岡・
吉井産

鳥足状蓮弁文と思われる。弁聞に珠文が lつずつ付〈 。幅 lcm 前後の
無文周縁。蓮弁は棒状のもの 3 本 1組で構成。

二重弁の少破片。素紋の外縁。裏面 箆削り。

単弁八弁蓮華紋。界線と素紋帯の聞は無紋。瓦当面では連弁の中央がー
番高い。胎土には石英粒が視さる。瓦当裏箆聞lり。僧寺EI03 。国分僧
寺童IJ 建期と考えられる。藤岡・吉井産。

玉縁式。凸面縄叩き後撫で消し。凹面布目有り、模骨痕有り。側面:
面取り 3 回。

器種の特徴整形ー調整技術

重廊紋軒平瓦。 ー枚作り 平瓦の凸面木口郁に粘土紐を加え薄い顎をつく
り瓦箔を用いて重廓紋を押捺。紋椋は四重弧線があるが素紋の脇区があ
るのが特徴。

有段式丸瓦。型木は一本であるが玉縁の部分で括れ、とっくり状となる.
凸面は縄叩きの後、 ナデ仕上げ。

器種の特徴整形調整校術

平瓦凸面の文字瓦。上野国分寺で出土している「勢作J(押印)と思われる。

間報告書によれば、破片に残る部分は左字で 「勢」の一部。勢多郡の産

品を示すものとされるが、 笠j懸窯産と思われる。

器種の特徴整形・調整技術

単弁八弁蓮華紋。瓦当面では連弁の中央がー番寓い。瓦当mに詰め込ん

だ粘土』こより別作りされた丸瓦を接合。僧寺EI030

器種の特徴・整形調整技術

蛙段式丸瓦。lO B瓦 2 と同様のもの。やや厚手である。凸面はナデ仕上げ、

凹には狭端木口を上にS型の粘土の合わせ目がある。同時に布筒痕、糸

切り痕が残る。

丸瓦凹面の文字瓦。押印文字瓦であろう 。上野国分寺では箆書文字を伴

う例が報告されている。 また、山王廃寺でも報告されている。金型箔に

よるとみられ、藤岡窯群で作られている。

器種の特徴整形調型車技術

一枚作りの偏行唐草紋軒平瓦。上野国分寺の報告ではP∞8に近いか。

①中粒 ②良好 ③育灰 |一枚作りの三重弧紋軒平瓦。山王廃寺では班類(註 )といわれる丸平瓦

③狭端及び左側面 lに伴う。

①胎土 ②焼成
器種の特徴整形調整技術

③色調 @遺存度

①中粒 ①良好 ③赤褐 小型の平瓦。笠懸黛方面での産か。平成18 年度山王廃寺報告書Fで同線の
①狭端及び右側面欠 瓦の出土が知られる。

①③細灰粒禍
②良好

一木状の型木に粘土板を巻き、出来上がった円筒を2分にしたもの。無

①ほほ完形
段式丸瓦。凸面は回転台上での横ナデ痕、凹而は布筒痕が残る。狭端寄
りにとり縄痕かと恩われる太い糸が観える。

(I)納付 m鳥事fj'. (帝灰禍
山王廃寺ではE 類と される一枚作りの平瓦。ニ方に壁を持つ凸型製作台
(，'fド られる。 凸面 IJ.縦方向に縄叩与をfTっ人後、狭端寄のみ横方向に~n

①狭端及び右側面欠
く。「放光寺J 銘、「天長八J 銘瓦と同様の手法。秋附窯産。
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VI 土
A
R

ル} め

1. 墨書土器について

(1)本遺跡で出土した墨書土器について

本遺跡で出土した墨書土器には、 l 区H-2 号住居跡から出土した須恵器 2 点(整理番号 1-7 ，8) と2 区H

-9 号住居跡から出土した須恵器 2 点(整理番号 2 - 27 ， 28) がある。 1 - 7 は坪底部外面に墨書「大館J が記さ

れ、十字の刻書もある。 1 - 8 は杯底部外面に墨書「少J が記され、底部が糸切り後箆刷りされている。 底部

内面には墨溜としての使用痕跡が残る。 2-27 ，28 は体部外面に墨書(判読不可)が記され、 2 -27 の内面にはベ

ンガラが付着した跡がある。全体的に雑なっくりで、聴輔成形後、体部は撫で調整、底部は箆削り調整している。

マ島ググ

をうの 。 1 "4 10cm 

Fi g. 1 元総社蒼海遺跡群(26) 出土墨書土器

1 -7 と同様に「大館」と書かれた墨書土器の例として、武蔵国府関連遺跡830 次調査 2 号竪穴住居跡出土の

須恵器杯がある。出土地区は現在の府中本町駅西方の低地で、大型の掘立柱建物跡が密集している。また隣接す

る調査区では 9 世紀前半の緑袖問器が出土している。北東側隣接地の調査では、これらの建物を取り囲むような

大溝も見つかっている。この周辺は武蔵国府遺跡では国街南面の官街ブロックに位置し、この墨書土器に書かれ

た「大館」は国司の館の存在を示す資料と考えられている。

本遺跡、 1区で出土した 1 - 7 ・8 は、書かれている文字から出土した周辺に国府の館などの存在を想像させる

遺物となっている。しかし本遺跡では前述の武蔵国府関連遺跡とは異なり、周辺から掘立柱建物跡は検出されて

いない。ただし本遺跡 l区は国分尼寺のすぐ西側、 2 区は南西隅にそれぞれ位置している。そのため国府の館と

共に国分尼寺や遺跡東側にある国分僧寺と墨書土器の関係も無視することはできない。またこの墨書土器が国司

など国府に関連する者が使用したものか、または国司の館などで使用後この住居跡周辺で再利用されたものかな

ど、今後の調査も含めて検討すべきことは多い。このようなことから、墨書土器が国府解明の手がかりのーっと

なるのは確かである。

(2 )元総社蒼海遺跡群で出土した墨書土器について

元総社蒼海遺跡群の南東に位置する元総社寺田遺跡では、「園厨J 1曹司J 1邑厨J 等と書:かれた墨書土器が出

土している。これらは国府について考えるうえで貴重な資料となっている。 元総社蒼海地区では土地区画整理事

業の伴う調査がここ 10 年ほど継続的に行われており、新たな知見が蓄積つつある。そこで過年度調査報告書に掲

載されている墨書土器を用いて、 土器の種類、墨書の特徴、出土遺構の時期、出土した場所に着目して、現段階

における元総杜蒼海遺跡群で出土した墨書土器について考察してみたい。

今回、対象としたのは、上野国分尼寺寺域確認調査 1 ' II (2000 年)、元総社宅地遺跡(2000 年)、総社閑泉明神

北 I~m'v遺跡 (1999 ， 2001 ， 2002 ， 2004年)、小見 I~四遺跡 (2000 ， 2002 ~ 2004年)、総社甲稲荷塚大道西 I~
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N (2001 ~ 2003年)、小見内m.N.VI~X遺跡 (2001 ~ 2004 年)、草作V 遺跡(2002 年)、蒼海(1) ~ (25) (2005 

~ 2009 年)の計51 遺跡である。(括弧内は報告書刊行年)調査は主として、国分尼寺南側で推定国府域の北西部と

推定国府域の北側で行われてきた。いずれも当調査団が主体となり調査を行ったものである。

報告書に掲載されている墨書土器は51 遺跡中 17 遺跡で59 点出土していた。まず、種類別・記銘部位・時期につ

いてまとめると以下のようになる。なお、時期区分は元総社蒼海遺跡群で従来用い られている時期区分、 I 期(~

7 世紀前半:律令期以前)、 E期 (7 世紀~1O世紀初頭:律令期)、 E期 (10世紀前半~律令期以後)に従いたい。

ただし E 期は集中すあ時期の介め前半 (7 お世紀)、後半(9世紀、 10 世紀初頭)と今回は分けたn

①土器の種類

墨書を伴う十器は須恵需・ート師器がギであることは当時の牛情との関連で

当然といえる。ただ、群馬県内全体の調査では、ほほ拍抗している土師器と

須恵器の割合(1)が、元総社蒼海遺跡群周辺での調査では、表 l のように、須

恵器が高い比率で占めているのが特徴といえる。この地域の特性かは今後の

調査を含めた検討を要するといえよう。

②器種別の比率

器種別でみると、杯と高台椀が圧倒的に占めることがわかる。これまでの

元総社蒼海遺跡群の調査では聾や蓋の墨書土器は出土していない。群馬県内

でも窒や蓋の墨書土器の出土例は少ないので、同様の傾向といえよう。坪や

高台椀の墨書土器がどのように使用されたか、またどのような意味をもつか

を探っていくことが、今後の一つの視点になっていくと思われる。

③墨書の部位

各器種のどの部位に墨書が書かれているかをまとめたのが表 3 である。部

位名称は報告書中の表現に可能な限り合わせてある。体部60% に対して底部

40% 、外面64% に対して内面36% の比率となった。やはり外面が多いことは、

容器としての性格から墨書の場合は好都合であったためであろう。なお 4 点

は底部の内外面に、 3 点は体部の内外面共に書かれている。どのような意味

合いがあるのか興味深い。

④出土遺構の時期

表4 のとおり、 E 期後半の 9 世紀代の住居跡を中心とした遺構からの出土

が半分以上の63% となった。元総社蒼海遺跡群では国府周辺の居住規制も関

係してか、住居の推定年代が8 世紀末で減少し、 9 世紀中葉から大幅に増加

する例が多い。そのことが墨書土器の出土遺構の時期に関係していることも

考えられる。

今後の調査の進捗により、墨書土器の類例は増加の一途を辿ると思われる。

表 1 土器の種類別一覧表

種 類 点数 比率(%)

土師器 10 17% 

須恵器 47 80% 

灰利陶器 2 3% 

表 2 器種別一覧表

器 種 点数 比率(%)

杯 25 42% 

小型 f不 4 7% 

高台椀 26 44% 

高台皿 4 7% 

表 3 墨書の記銘部位一覧

記銘部位 点数 比率(%)

休部外面 25 40% 

体部内面 13 20% 

底部外面 15 24% 

底部内面 10 16% 

表 4 出土遺構の時期区分別一覧

時期 点数 比率(%)

I 期 。 0% 

E 期前半 5 8% 

E 期後半 37 63% 

E 期 17 21% 

現在国府中枢部の調査には及んで、いないため、今後のその部分の調査、皿には固街施設の検出も期待される。そ

れらを踏まえた分析が今後期待される。

注 (1 )群馬県出土の墨書-刻書土器集成(1)(群馬県教育委員会 1989 より)
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⑤墨書土器出土場所について

-墨書土器出土場所

推定国府域は

「木津博明1989J による

Fig.2 元総社蒼海遺跡群における墨書土器出土場所

出土地点を見ると、推定国府域の北西で国分尼寺南西側に集中していることがわかる。ここでは 8世紀後半か

ら10 世紀後半の住居跡を中心に23 点出土している。判読できる文字には「大J I墓J I谷J I丈J I十J I蓮J I生」

などがある。この場所は現在関越高速道となっている「上野国分僧寺・尼寺中間地域A.Z 区」の東側に位置する。

A 区からは[原」など書かれた墨書土器が7 点、 Z区からは「冨」と書かれた墨書土器 1点出土している。また

Z区南側のY 区からは「如J I天タj など書かれた墨書土器が3 点、 A 区北側のB 区では「法花寺J と書かれた

墨書土器が出土している。また、その場所の西側僧寺東辺築垣想定線より東側では、「東院J と書かれた墨書土

器も出土し、この付近に東院が存在したと推定されている。国分尼寺南西及び国分僧寺南東部にあるこの場所は、

元総社蒼海遺跡群を含めて比較的墨書土器が多く出土している場所といえる。

また図の左下推定国府西側では、 10 世紀代の住居跡などから「本J I代J 等書かれた墨書土器など 7 点が出土

している。この場所の北西には、緑軸問器片が13 点出土した落ちこみを検出した元総社蒼海遺跡群(8)がある。

また南西には炉が20 以上並ぶ工房跡を検出した鳥羽遺跡がある。この遺跡では墨書土器の出土は l点だけでとな

っている。部分的な調査なので断定はできないが、 墨書土器の出土と合わせて緑紬陶器片の出土や工房跡、を検出

している国府西側にはは、国府に関係する施設等が存在したことを思わせる場所といえよう。
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(3 )まとめ

現段階での元総社蒼海遺跡群や国府について墨書土器の視点から考察すると二点ほど考えられることがある。

第一点は、墨書土器の出土位置から、推定国府北西部に国司の館や国分二寺に関係する施設が存在したと考えら

れることである。国司の館は、国街からやや離れた場所に館を設置し、出挙や職分田経営など経済活動の拠点と

しての役割を果たしていたことも考えられている。元総社蒼海遺跡群では国府周辺に位置することからその可能

性は十分あるといえよう 。しかし遺構や遺物から国司の館と確定できる事例は全国でもまだ少ない。そのため他

の建物などと比較検討し、国司の館としての特徴を検証するなど、まだ多くの調査研究課題があるのが実情であ

る。全国の事例の検証と合わせて、元総社蒼海遺跡群での事例も検出の蓄積が必要である。

第二点は、集落跡で出土した墨書土器が大半を占めていることから、祭記の際に仏教関係者によって記載され

た土器であることが考えられる。墨書の文字に「冨J r吉」等があること、本来の宇イ本から変形した字形が使わ

れていることが多いことや、特に器外面に書かれた墨書土器が64% 占めることからも、神仏の容器であることを

示しているといえる。一般の集落で土器に文字を記入するということは、日常使用する食器には考えにくい。祭

杷に用いる土器を日常の食器と区別した表れといえる。ただし全ての墨書土器が当てはまるとはいえない。なぜ

なら今回出土した「大館J と書かれた墨書土器のように、国司の館と関係があると考えられるものが住居跡から

出土している事例がある。それは国司の館などで祭肥に使われた墨書土器が、住居で再利用されたことが示す事

例ともいえよう。ただ本遺跡の「大館j と書かれた墨書土器は、 9 世紀中頃と思われる住居跡の覆土から出土し

ているため、この住居跡で使用されたかは断定できない。しかしなぜこの住居跡の覆土になっていたか、墨書土

器の利用も含めて、今後検出事例の蓄積により解明されていくことを期待したい。

墨書土器についてはまだまだ十分に検討を重ねていく必要があるものである。今後の元総社蒼海遺跡群の調査

は、国府中枢部に及ぶことになる。調査に進捗で国府の発見と合わせて、さらに墨書土器についても解明される

ことがあると思われる。今後の調査の成果に期待したい。
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1区 H-l 号住居跡東西ベルトセクション

1 にぶい黄褐 細 o 0 As-C -Hr-FP 10% 耕作溝 As-B やや混じる

2 暗褐 細 o 0 As-C ・Hr-FP 5% 地山プロック(φ5mm) 5% 

A 

1m 

(H-2) 

(H-2) 

但 2)

(H-2) 

(H-2) 

(H-3) 

(H-3) 
(H-3) 

30 

1 区 H- 2 号住居跡竃東西セクション

1 暗褐 細<<) 0 As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色粒 2%
2 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 黄橿色プロック(ct 10 剛 )5%
3 灰褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 5% 焼土粒 2%
4 暗赤褐 徴。 。焼土プロック(rt 10 ~ 15mm) 20% 
5 褐灰 徴。 。灰層

~1l <<) ム As-B 50% As-C' Hr-FP 1日%黄櫨色粒 2%
細 O ム As-B 20% As-C' Hr-FP 20% 黄糧色粒 5%
細 o 0 As-C' Hr-FP 15% 黄櫨色粒 1%
11/1 0 0 As-C' Hr-FP 10% 黄樺色プロック(ゆ1O -15mm) 5% 
制 o 0 As-C' Hr-FP 10% 黄櫨色粒 5%
A1II 0 0 As-C ' Hr-FP 1% 黄櫨色プロック(ゆ 2-5 四 )2%
棚 o 0 As-C' Hr-FP 2% 黄糧色プロック(ゆ2mm) 5% 
刷 o 0 As-C' Hr-FP 10% 黄櫨色粒 5%
朝1 0 0 黄樫色ブロック(ct5-20 凹)10% 
m. '̂' 0 地山に近い

。

C' 

C' 

l区 H - 2. 3号住居跡南北壁セクション

1 現耕作土

2 褐
3 暗褐

4 暗褐

5 暗褐

6 暗褐

7 暗褐

B 暗褐
9 暗褐

10 暗褐

11 にぶい黄褐

L=125.5m 

c ¥，. 〉

F
H
H
N
m
-
U
B

L 士 125 .5m
D D' 

¥....一一__r-

B' 

i竺
__.6._ L=125.5m 

生 二以

|ぞ

2m 60 

1 区H-l~3号住居跡
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1区 H-4 号住居跡竃セクション

l にぶい黄褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 5% 
黄櫨色プロック(ゆ 3mm) 3% 焼土粒 1%

制 o 0 As-C' Hr-FP 10% 
黄糧色プロック(ct3-5mm) 5% 焼土粒 1%

徴。 o As-C' Hr-FP 3% 
焼土プロック(φ5- 1O mm) 5% 

微 o 0 焼上プロック(ct3-5mm) 5% 灰層

__Q_ L = 125 .5m 

4 褐灰

2 仁ぶい黄褐

c' 

3 灰褐

，0 
~ 

主

h
F
F
H
H
N印
印

日

黄櫨色プロック(φ3-5mm) 10% 

黄樫色プロック(ct5- 1O mm) 10% 
黄櫨色プロック(φ5- 1O mm) 10% 

黄檀色プロック(ゆ 5mm) 5% 

ベルトセクション

o 0 As-C ' Hr-FP 7% 
o 0 As-C ' Hr-FP 5% 
o 0 As-C ' Hr-FP 3% 

o 0 As-C ' Hr-FP 3% 

lそ

♀ι _Q_L ニ 125.5m

〉

「

H
H
N
印

由

自

Z 褐

D L=125 .5m 
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0
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0

西東

0
0
0
0
0
0

l区 H-5 号住居跡
l 暗褐 細
2 暗褐 細
3 暗褐 細
4 暗褐 細
5 灰黄褐 細
6 暗褐 細

E' 

c' 

E' 

~ 

水田下鉄分凝集層。ム As-B 20% As-C' Hr-FP 10% 黄櫨色粒 5%。o As-C' Hr-FP 10% 黄糧色粒 5%
o 0 As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色粒 2%
o 0 As-C' Hr-FP 2% 
o 0 As-C' Hr-FP 1% 
o 0 As-C' Hr-FP 2% 黄樫色粒 1%
o 0 黄櫨色粒2%

ンヨ、ンクセ壁レ
u

南跡居住号

褐
5
土
土
黄

一
作
作
い

H
耕
耕
ぶ
褐
褐
褐
褐
褐

現
現
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暗
暗
時
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黒
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区1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

粗
細
細
細
細
細
細

三三辞笠s

l区H-4 ・5号住居跡
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ゆ
l
F
H
H
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印
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品
目

_c__L寸 25 .9m 豆こ

'----1 

"'1 同

ま
一叫

坑

一川
一一l

居

-uL-

住

寸

i
T

ニ
腕
一冊

a・.

〈依

|モ

旦 L 三 125 .4m ¥J::. B' 

二7 ← U 7二二二~o 1 ; 6日 2m 

I区 H-6 号住居跡ベルトセクション

1 にぶい黄褐 粗 o Lo. As-B 20% As-C . Hr-FP 5% 黄糧色粒 1% (耕作溝)

2 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 20% 黄櫨色粒 5%
3 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 5% 黄糧色粒 10%
4 黒褐 細 o 0 As-C ' Hr-FP 5% 黄櫨色プロック(<t 5剛 )5% 黄樫色粒 5%
5 黒褐 細 o 0 黄樫色粒 2%

ζL 

A L= 125 .3m K 
D L 二 124.9m D' 

A 、一、、

4戸司戸~

旦 L=125.3m B' ハ戸三^
邑

v-
『 匂 戸 「

l 区 H-6 号住居跡竃東西セクション

l 暗褐 細 id! 0 As-C ・Hr-FP 5% 黄燈色粒 2%
2 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 焼士粒 2% 炭化物1%
3 灰褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 5% 焼土プロック(ゆ20mm) 20% 焼土粒 5%
4 暗赤褐 細 o 0 黄樟色粘土"/ロック(ゆ 10-20 剛)20% 焼土粒 10%
5 赤褐 微 o 0 焼土ブロック(<t 20-30 阻)30% 焼土粒 5%
6 黒褐 徴。 。焼土プロック(φ5剛)10% 灰層

C L=125 ，3m C' 

l区 H-6 号住居跡竃右袖縦ち割りセクシヨン

l 暗褐 微 id! 0 As-C' Hr-FP 2% 黄樫色粒 1%
Z 灰褐 微 id! id! 黄櫨色粒 10%
3 灰褐 徴。。粘土プロックが多〈占める

4 灰褐 徴。ム粘土プロック(<t 5mm) 25% 黄樫色粒 5%
S 褐灰 微 id! 0 粘土プロックが多く占める U 1 : 30 1 m 

Fig .l5 1 区H-6 号住居跡
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6. As-B 50"，6 As-C' H l'-FP 10% 
o As-C' Hr-FP 5% 黄糧色粒訴6
o As-C' Hr-FP 2% 焼土粒 1%。焼土プロック(ゆ1O mrn) 1O%粘土 プロック Iq¥ 15mm) 1仰4 焼士粒 1%

灰を多く含む

微 o !/); 

I区 H - 7号住居跡南北壁セクション

I 現耕作土

2 灰黄禍
3 暗褐

4 黒褐

5 黒褐

。。。。
粗
細
微
微

東西ベルトセク ション

o 0 As-C ・Hr-FP 3% 焼土粒 3% 粘土粒少し炭1q¥2O田)
o 0 As-C' H l'-FP 396 粘土粒 3% 焼土粒少し黄笹色プロック(φl伽 m)
o 0 灰層灰 10% 黄櫨色プロック(植山酬)壌土粒 1% 粘土粒 1%
o (Jl 賞桓色プロック 1q¥ 5mm) 粘土プロック{ゆ20-30 剛)焼士粒 1%

黒褐

1 区 H-8 号住居跡

l 褐

2 褐
3 暗褐

4 時褐

IH-12) 
(H-12) 
IH-12) 
(H-8) 
IH8) 
但 8)

IH-8) 

ム 6. As-C' H l'-FP 1% 
o 0 As-C' Hr-FP 3% 焼土粒 5% 粘土粒少し
o 0 As-C' Hr-FP 1% 焼土粒 3% 炭少し
o ()! 粘土プロック主体

o (Jl焼土粒 l切6 灰 20% 炭化物有り

o 0 AD C . Hr FP 3% 燐土粒 1% 炭化物有り

o 0 As-C' H l'-FP 3% 焼土プロック有札粘土ブロッ ク有り
o !/);灰 10% (底部に集中) 焼土粒 3% 粘土粒少し有り

(Jl !/); As-C' Hr-FP 1% 粘土プロック(ゆ 5mm) 焼土粒少し

o ()! As-C' Hr-FP 1% 

I区 H - 8 ・12 号住居跡南北壁セクション

1 現耕作土

2 Iこぶい賞褐

3 にぷい賞禍
4 暗褐

5 にぷい賞縄

6 褐

7 暗禍

8 暗褐

9 暗褐

10 暗褐
11 黒褐

_!L 

¥l> 

1 区 H - 8号住居跡竃セクション

1 暗褐 o ~焼土粒少し粘土プロック 1 q\ 3mm)
2 暗縄 o ()!焼土粒 3% 粘土 5%
3 褐灰 o 0 焼土 25% 炭灰
4 IJ<褐 o 0> 灰田%焼士粘土少し骨

5 暗赤縄 o ()! 構築粘土の一部焼土少し

M
E
--

ゆ
い
由
一
ム
時
一一

'LW一

-
rR巴
-

F

D L=124.8m 

E' 

1 m 

F' 

.Q__: 立 M b18mlR

三主二ゴ

国

F
H
H
NAP
-∞日

官言ヨJ

。

l区 H - 8号住居跡柱穴苦悩4ま

No J 形状 IN:軸 (cmll 短鞄(Cm 陸型旦l
下汀一志宵要一1 描 J 48 1 沼 5

円 I 措円形 1 47138162

I : 30 

王一L=124.8m

。
H-8 

'" 

2m 

竃右袖縦ち割りセクション

o <lJJ 焼土粒 10% 賞極色プロック(ゆ5凹 )2% 炭化物 1%。。粘土粒 2% 賞樫色粒 2%
o !/); 黄樫色粒 2%
o !/);粘土プロック主体黄櫨色粒 5%

1 60 

l 区 H-8 号住居跡

l 暗褐 微

2a 褐灰 微
2b 灰黄褐 微

3 褐灰 徴

。

l区H-7 ・8 ・12 号住居跡
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一程豆r旦:

l区 H - 9号住居跡竃セクション

1 黒褐 細 o 0 黄燈色粒 2%
2 暗赤褐 徴。 。 焼 土 粒 1仰6
3 褐灰 微 L>. 0 灰層

¥):> 

'" 

円
、

H
H
N品
UJHH

〉

も・3

|そ

ヨー
JLL=124.7m 

一一一-一一一
己!p

l区 H-9 号住居跡南北壁セクシヨン
l 現耕作土

2 灰賞禍
3 B面倒
4 黒絹

3 
一十
4

L= 124 .4m 

_E_ J;，こ

~ 
粗 o L>. As-B 回 %As-C' Hr-FP 10% 黄櫨色粒2%
細 o 0 As-C' Hr -FP 15% 質密色粒 2%
微 o <1J> As-C' Hr-FP 1% 

1 m 

1 区 H -10 号住居跡竃東西セクシヨン

l 黒褐 細。。焼土粒 5% 黄燈色粒 5%
2 灰褐 徴。。焼土プロック(ゆ5凹)10% 焼土粒 5%
3 黒褐 細 o 0 焼土プロ γク(ゆ5四 )5% 焼土粒 2%

黄櫨色プロック(ctl 白四)2%
徴 。 。 焼土粒 10%
徴。 。灰層

1 : 30 

♀: 

♀L 

ぺ孟γ
。

メ歪手

L =124 .9m 

c 

L=124.9m 

D 

¥> 

C 

H-10 

ゅ
r
F
H
H
N
S
H
H
M

“)-

ゐ

暗赤縄
灰褐

l区 H -10 号住居跡竃南北セク ション

I 黒褐 細 o 0 焼土粧 5% 黄鐙色粧 5%
2 灰褐 徴 。 。 焼 土 プ ロ ッ ク(φ5耐)10%焼土粒 5%
3 暗赤掲 微 o 0 焼土粒ゆ%
4 灰褐 徴。 。灰層

¥):> 

旦ーL= 124.9m !!.:. 

弘一一-J? へ L ー←二三=否
3 4 

2m 

l 区 H - 10 号住居跡 ベルトセクション

l 黒褐 細 o 0 As-C' Hr -FP 15 % 黄櫨色粒 5%
2 照褐 細 o !OJ As-C' Hr-FP 10% 黄櫨色粒 2%
3 黛褐 微 o <i) As-C' Hr-FP 5% 
4 BW 褐 徴。。粘土プロック主体

60 。

l区H-9 ・10 号住居跡
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1区 H ー11 号住居跡竃セクション
I 灰褐 徴。。焼土粒 10%
2 暗赤褐 微 o ~焼土プロック(ゆ 10mm) 10 % 

焼土粒 5%

1 m 
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I区 H-11 号住居跡南北壁セクシヨン

l 現耕作土

2 にぷい黄褐

3 黒褐

暗褐

黒褐

黒褐

黒褐

にぷい赤禍
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E
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尚昆
V

1 : 30 。
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l匂
l 区 H - 13 号住居跡南北壁セクション
l 現耕作土

2 にぷい賞褐 粗 o L'，. As.B 50 %賞宿色粒 5%
3 鼎褐 細 o 0 As.B 20% As.C. Hr .FP 5% 黄樫色粒 7%
4 暗褐 細 o 0 As.C. Hr.FP 20% 黄櫨色粒 10%
5 黒褐 細 o 0 As-C. Hr -FP 10% 賞鐙色粒 1%
6 鼎褐 微~ 0 As-C. Hr-FP 2% 賞極色粒 1%
7 黒褐 徴 o ~黄櫨色粒 1%
8 黒褐 微 o 0 As -C ・Hr-FP 2% 

1 区H-ll ・13 号住居跡

周溝
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q仁

調

査

区

外

ム~一一一一企:
-......2 3 /て三y

、~
D-1 P-1 

1区 W-1 南北壁セクシヨン

1 現耕作土

2 現耕作土 水田下鉄分凝集層

a 灰黄褐 粗 As-B 50% 

'1 暗褐 粗 As-B 2日%As-C ・Hr-FP 5% 

S 黒褐 細 As-C . Hr-FP 7% 黄櫨色粒 5%

6 黒褐 細 As-C . Hr-FP 2% 

丘 t 。 I区 D-1 南北壁セクション

1 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 黄糧色粒 2%

2 黒褐 細 o <idJ As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 3%

|ぞ

、ミ己ゴ

L=125 .3m  

...8.... 企ニ

¥.J 

h
F
F
H
 

)> 

L ニ 125 .2m

~ ~' 

ドムて士三三d
2 区 H-1 号住居跡、 W-1 号i茸跡ベルトセクション

1 にぶい黄伺 粗ムム As-B 10% As-C' Hr-FP 2% (W-1) 
2 にぶい黄褐 細L'，. L'，. As-B 20% As-C' Hr-FP 5% (W-1) 
3 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10 弛黄櫨色粒 2% (H-1) 
4 暗褐 粗 o x As-C' Hr-FP 1仰6 (H-1) 
5 暗褐 細 o 0 As-C 田 Hr-FP 5% 黄樟色粒 2% 焼士粒 1% (H-1) 
6 黒褐 細 o <idJ As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 1% 底部は地山に近い (Hー1)

1 60 2m 

Fig .l9 1 区W-l 号溝跡、 D-l 号土坑、 P-1 号ピット、 2 区H-l 号住居跡
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2 区 H-2 号住居跡柱穴計削ま

No . I 形状 |長軸化ml l世値比mll 深さ化ml

Ps I隅丸方形! 日 I ~ø I 8 

旦L
L=124 .7m 

D 

C' 

B' 
外区査

H-2 

白
日〉

円
、

H
H
N印
N

B

'-ーノー

竃セクション

o 0 As-C' Hr-FP l()%黄糧色村到%

o rg As-C' Hr-FP 2% 粘土がやや混じる

b. 0 焼土ブロック(ゆ 20mm) 20% 
ム O 焼土王体(被熱粘土)

o 0 焼土プロック(ゆ 5-10mm) 10% 
o 0 As-C ・Hr-FP 2% 炭化物 2%

焼土粒 2%徴。 。焼土プロック(ゆ 5mm) 5% 
焼土粒 1% 炭化物 1%

微ム O 焼土主体(被熱粘土)

微 b. rg 灰層

2 区 H-2 号住居跡

l 暗褐 綱

2 灰褐 細

3 にぶい赤褐 微

4 暗赤褐 微
5 灰褐 微

8' 6 灰褐 微

7 褐

1¥ 

E 

|ぞ

L= 125 .2m B 

♀L 

にぷい赤褐

灰褐

C L=125 .2m 

7 

o b. As-B 2日%

o 0 As-C' Hr-FP 15% 黄櫨色粒釣自

o 0 As-C' Hr-FP 20% 黄櫨色粒 1%
o 0 As-C' Hr-FP 5% 
o 0 As-C' Hr-FP 20% 炭化物 10% 黄櫨色粒 2%。。
o 0 地山に近い

2 区 H-2 号住居跡ベルトセクション

l 現耕作土

2 にぶい黄褐

3 暗褐

4 暗褐

5 暗褐

6 暗褐

7 褐
8 褐

粗

細

細

細

微

微

微

円、

H
H
N
巴
日

〉

C' 
L ニ 125 .lm
_Q_ 

L= 125 .lm 
D D' 一一

匂 J

竃東西セクション

o 0 As-C' Hr-FP 7% 
o 0 As-C' Hr-FP 1% 焼土粒 2%
o 0 As-C' Hr-FP 1% 崎7トプロソク有

o 0 As-C' Hr-FP 1% 焼土粒 2%
o rg 焼土主体(被熱粘土)

o rg 焼土主体やや灰混じる

o 0 焼土主体炭化物 5%

2 区 H-3 号住居跡

I にぶい貰褐 細

Z 暗褐 細

3 暗褐 制

4 暗褐 細
5 にぶい赤褐 微

6 暗赤褐 微

7 灰褐 徴

C' 

1:1> 

H-3 

/-~戸、\

l吻;. ) 

¥噂(

"- )V 、...._J 

B 
同

む。

竃南北セクション

o 0 As-C' H 子FP7%
o 0 As-C' Hr-FP 1% 焼土プロック有

o rg 焼土主体(被熱粘土)

2 区 H-3 号住居跡

l にぶい黄褐 細

2 暗褐 細
3 にぶい赤褐 微

B' 

|ぞ
L=125 .lm 
B 

?と

1m 30 。ベルトセクション

o 0 As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色粒 1%
o rg As-C . Hr-FP 3% 黄樫色プロック(φ2mm) 2% 
o 0 As-C' Hr-FP 1% 黄樫色プロック(ゆ 2mm) 5% 
o rg 黄櫨色粒 5% 黄櫨色ブロック(ゆ 2mm) 1% 

o 1 目 60 2 m 
ド『ー‘ I

2 区H-2 ・3号住居跡

2 区 H-3 号住居跡

l にぶい黄褐 細

2 暗褐 細

3 暗褐 微

4 暗褐 細
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♀L 

豆こ
2区 H-4 号住居跡竃東西セクション

1 にぷい黄褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 20%黄桂色 5%
2 灰褐 微 o 0 黄樫色粒 2%

3 灰褐 微 o 0 焼土粒 5% 黄櫨色粒 1%
4 fこぶい赤褐 微 o 0 焼土主体(被熱粘土)

5 灰褐 微'" 0 灰層

D' 

s 

_Q_ L = 125 .0m 

C L=125.0m 

B' 

む
円
、

H
H
N印

O
B

〉

B 

'"、 ・4・
u阿

2区 H-4 号住居跡竃南北セクション

1 にぶい黄褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 20% 黄樫色 5%
2 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 5% 黄糧色粒 10%
3 灰褐 微 o o 黄櫨色粒 2%
'1 灰褐 微 o o 焼土粒 5% 黄櫨色粒 1%
旦 にぶい赤褐 微 o o 焼土主体(被熱粘土)

。 灰褐 徴ム O 灰層

B' 

ベルトセクション

o 0 As-C' Hr-FP 10% 黄櫨色粒 5%
o O As-C' Hr-FP 3% 黄櫨色粒 5%
o O As-C' Hr-FP 1% 
o O As-C' Hr-FP 1% 粘土プロック有り

O O 粘土プロックやや混じる

o O 粘土プロックやや混じる焼士粒 2%
o O 焼土粒 10% 黄糧色プロック(φ5剛)10% 地山に近い

』ーL ニ 125.0m

、こ戸一一ミヂ5

7 

吉区 H-4 号住居跡

l にぶい黄褐 細
2 暗褐 細

2 暗褐 細

'1 黒褐 細

S 褐灰 細
6 黒褐 細
? にぷい黄褐 微

|そ

♀L 

旦ム

L=124.8m 

c 

L=124 .8m 
D 

、rF
H
H
N串・

U
B

〉

。，
.if>、、之、

竃セクション

o Ö 焼土プロック(ゆ 5~20剛) 50% 
o 0 As-C' Hr-FP 10% 
o Ö 焼土粒 20% 焼土プロック(φ 1O~20mm) 10% 
o 0 黄橿色粒 2%
o 0 焼土粒 5%
'" O 灰多く混じる
ム O 灰層

2m 
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lJ田1 : 30 
=::!= 

。

(D -6) 
(D -6) 

(D -6) 
(D -6) 
(H -5) 

(H- 5) 

(H' 5) 
(H -5) 

2 区日 4 ・5号住居跡、 D-6 号土坑

2 区 H-5 号住居跡

l 褐 微
2 にぷい黄褐 細
3 極暗赤褐 微

4 暗褐 細

5 褐微
6 灰褐 微

7 にぶい赤褐 微

1 6 日。

L=124 .9m 
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Fig.21 

2区 H-5 号住居跡、 D-6 号土坑 ベルトセクション

l 現耕作土

2 にぶい黄褐

3 暗褐

4 暗褐
5 暗褐

6 暗褐

7 暗褐

B 暗褐

9 黒褐

10 黒褐

|そ



ミ:

F
H
H
N印
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自〉

-c・

γ唱

L=124.9m 
B B' 一 -

1 1 1'1/ 3 t ・ /1

~予三~グ
.，/ 5 _./ 

「司

g 

1>ぎ

|ぞ

1m 

南北壁セクション

111 . @ d. As.B 50%以上

細 o 0 As.C' Hr.FP 1ω 品質鐙色粒2%
111 0 0 As-C 田 Hr-FP 10 % 賞燈色粒 5%
m 0 0 As-C' Hr-FP 2% 
限 o <01 A s-C ' H 子FP7% 黄櫨色プロ ック Ict5 -20 胴 )5%
111. 0 。 黄櫨色プロック(ゆ 5l1lll) 6% 
情 。。 賞鐙色粒 2%
概 o <01 黄櫨色粒 1% 炭化物 1%
械 d. @ 焼 土 プロック Ict2 から5醐)6%
織 <). <01粘土プ ロック Ict20 ，"，)有炭化物 10%焼 土粒 5%

1 : 30 。
2 区 H-7 号住居跡

I 現耕作土

2 灰黄禍

3 H音褐
4 暗褐

5 鼎褐

6 黒禍
7 黒褐

B 禍
9 灰貧褐

10 褐

11 灰褐

ベル トセクション

(JI d. As -Bω%以上

。 o As-C' Hr-FP 10% 賞授色粒 5%
o 0 As-C' Hr-FP 15% 黄燈色粒 10%
(JI 0 As -C' Hr-FP 1日%

o (JI As-C. Hr-FP 1% 黄櫨色プ口 γクIct 5l1lll) 5% 

o 0 As-C' Hr-FP 5% 
o 0 As-C ' Hr-FP 5% 焼土粒 5%

賞m色プロック lit5- 1白nm) 10% 

2 区 H - 6 号住居跡

l 現耕作土

2 灰賞褐

3 暗褐

4 暗禍

5 iIi.褐
6 黒褐

7 iIi.褐
8 Iこぶい黄褐

粗

細

細

微

微

微

微

2 区 H - 7 号住居跡竃セクシ ヨン

l 禍 徴 。。焼土粒 109 自

2 黒褐 徴。 。 黄 燈色粒2%
3 褐 徴。 。焼土粒 5% 黄櫨色粒2%
4 灰褐 微ム。焼土プロック Ict5 剛 )10%

焼土粒 5%

徴 d. 0 灰層灰褐

|〉 T
E式

ヨ

|そ

B' 

As-C . Hr .FP 2<尚黄程色粒 5%
As-C . Hr -FP 15 % 黄橿色プロァク{φ5mm) 1α 地

As-C . Hr-FP 25% 黄櫨色プロック(φ5- 1O m m) 5% 
As-C . Hr -FP 5% 賞樫色粒 2%
As-C . Hr-FP 2% 黄櫨色プロック lit2mm) 5% 
As-C' Hr-FP 1% 
黄櫨色粒 2% 賞樫色プロック{ゆ 5- 10mm) 10% 地山にやや近い

As-C 白 Hr -FP 2% 
員宿色 J'uック(ct5mm) 5% 

10 

2区 H-8 号住居跡東西壁セクション

1 現耕作土

2 暗褐

3 黒褐

4 黒褐

5 黒褐

6 暗褐

7 黒褐

8 黒褐

9 暗褐

lu 黒褐

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

細

細

細

微

微

微

微

細

微

2冊1 60 。

2 区H-6~8号住居跡
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2 区 H-9 号住居跡 'T-l 号竪穴状遺構東西壁セクシヨン

l 現耕作土
2 灰黄褐

3 暗褐

4 暗褐

5 暗褐
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0

0

0

0

0

ム
ム

A
O
O

粗

細

細

微

微

微

微

微

細

微

灰褐

にぶい赤絹

褐灰

9 灰褐

10 暗褐

11 褐

B' 

2 区 H-9 号住居跡・ T-l 号竪穴状遺構南北ベルトセクション

l 褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 20% 黄櫨色粒 2%
2 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 黄糧色粒 5%

黄櫨色ブロック(ゆ5-10mm) 10% 
微 o ~ As-C ・Hr-FP 2% 黄糧色粒 2%
微 o ~ 粘土プロック主体

微 o 0 As-C' Hr-FP 2% 黄糧色プロック(ゆ加皿)5%
細 o 0 As-C' Hr-FP 20% 黄櫨色粒 5%
細 o 0 As-C ・Hr-FP 5% 黄櫨色粧 2%
微 o 0 地山プロック主体徴。 。地山に近い

3 黒褐

'1 灰黄褐

5 暗褐。暗褐

7 暗褐

且 黄褐

9 褐

D-2 

L=125.0m 
A K 

主二三ジ

川 ι /日
1 : 60 

2 区 D ・2 号土坑南北ベルトセクション

l 灰黄褐 粗 O ム As-B 50% 以上
2 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 20% 黄樺色粒 5%
3 暗褐 細 o 0 As-C'H 子FP 10% 黄櫨色粒 2% 黄樫色プロック(ゆ5-20mm) 5% 
4 黒褐 微 o ~黄櫨色粒 2%
5 暗褐 微~ ~ As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色粒 5%

2 区 D-3 号土坑南北ベルトセクション

I 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 20% 黄櫨色粒 5%

(T-l) 

(T -l) 

(T ・1)
(T -l) 

(T ・1)
(H -9) 
(H ・9)
(H 9) 
(H - 9) 

D -4 ¥:T 

L 三 125 .lm
\~ 

A K 

込土d一

D-5 主。t

A L=125 .0m A' 

2m 、ミ土U 〆

2区 D-4 号土坑南北ベルトセクション

l 暗褐 細 O ム As-B 20% As-C 田 Hr-FP 5% 

2 暗褐 細 o 0 As-B 10% As-C' Hr-FP 1% 

2 区 D -5 号土坑南北ベルトセクション

I 暗褐 細 o 0 As-B 20% As-C' Hr-FP 5% 
2 黒褐 微 o ~ As-C' Hr-FP 1% 

Fig.23 2 区H-9 号住居跡、 T-l 号竪穴状遺構、 D-2~5号土坑
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W-1 

エミテt

2 区 W-l 号l曹跡東西壁セク ション

l 現耕作土

2 灰黄褐 粗 O ム As-B 50% 以上
3 にぷい黄褐 細 o 0 As-B 20% As -C. Hr-FP 5% 
4 にぷい黄褐 細 o 0 As -C. Hr -FP 5% 

タ十

企L

。@
2 

企ー L=124.4m

I
 I
 t
 /
 

t
 

t

、

W-2 
L =125.0 m 

.A.. 企L
ー¥ーノー マ ，()

c ベー
lO 1 、

てや

Lf¥了

3 区 1 -1 号井戸跡 北壁セクション

I 現耕作土

2 灰黄褐

3 灰黄褐

4 灰黄褐

5a 灰黄褐

5b にぷい黄褐

6 暗褐

7 にぶい黄褐

8 暗褐

9 黒褐

10 灰黄褐

11 黒褐

粗 O ム As.B 50% 
細 。 6. As .C. H r.FP 2% 鉄分凝集層がまだらに入る

粗 O ム As.B 20% As-C. Hr-FP 5% 
粗 o x 砂利主体

細 o 6. 川砂主体

徴。 (l) As.C . Hr-FP 5% 
細 。。賞極色プロック(rt5- lO mm) 10% 

鉄分凝集層がまだらに入る

徴。 。 賛栂色プロッ ク(ゆ 5- lO mm)5%
やや川砂が入る

細 o 0 A s.C. H r- FP 20% 黄櫨色粒 5%
細 o 0 As.C. Hr-FP 15% 黄櫨色粒 2%

賞授色プロ ック(φ20mm) 2% 
細 o <() 賞授色プロ γク{ゆ 5mm) 2% 

縞模様に賞燈色土の層が入品

細 6. 0 川砂主体 流れ込みか?12 暗褐

K 

Fig .24 2 区W-l ・2号溝跡、 P -1 ・2号ピ ット、 3 区 1 -1 号井戸跡

o 1 : 60 2 m 
l一一一←r ー→ーー 一一一一t
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L ニ 124.3m
EH 

H-2 U-1 E' 

-w-
3 区 H-l 号住居跡

U-l 号埋設土器セクション

黒褐 微 o 0 As.C' Hr.FP 1% 
遺物片多い

微 o 0 As.C ・Hr.FP 1% 
黄糧色プロック(ゆ 2mm) 29 自

斗L

~3区 H-l 号住居跡竃セクション

1 I こぶい黄褐 細 o 0 As.C 
Hr.FP 5% 焼土粒 1%

黒褐 微 o 0 焼土粒 1%
暗赤褐 微L'， 0 焼土主体

(被熱粘土) 焼土粒2% 下部灰層

にぶい赤褐 微 o <v! 竃の堀り方

と思われる 地山に近い

C' 

且L

黒褐

¥
i
l
 

一い
「

J 

H-1 

H-2 

H-15 

一

一
)

H -15 P3 
L ニ 124.3m

J i .皇 L
¥.F 

'" 

w 

且ムよ土 L=124 .7m

ー-一ー一ー-_ß~

E・

品
4

S

E 

℃之Z 二7

|ぞ
L=124.7m 

e-ーー

_I_L = 124 .7m __l二

¥ '11 1 ラン ./ 11 1 

'- ___./ 3 "-J 

" 4  .?' 

ーと2 2 ごシτー守宅主ゴ
_Q_L = 124 .7m 

」三~

可己五f

2m 

細 o 0 As.C' Hr.FP 5% 黄櫨色粒 1%
細 o 0 As.C' Hr.FP 10%黄櫨色プロック(ゆ 2mm) 2% 遺物多く含む
細 o <V! As.C' Hr.FP 3% 黄糧色プロック(φ2胴 )1%
微 o <V! As.C' Hr.FP 3% 黄櫨色プロック(rt5 剛)10% 
微 o <V! 地山に近い

1 : 60 。モー〉←一一士三二こ?;T
3 区 H-l 号住居跡北壁セクション
l 現耕作土

2 現代の撹乱
3 にぶい黄褐
4 にぶい黄掲

5 暗褐
6 暗褐
7 暗褐

1m 

3 区 H-2 号住居跡竃セクション

l 黒褐 細 o 0 As.C' Hr.FP 1% 焼土粒 5%
2 にぶい赤褐 微 o 0 焼土粒 2% 炭化物ZOA 灰混じる

3 灰褐 徴。 。灰層焼士粒 5%

暗褐

東西ベルトセクション

o 0 As.C' Hr.FP 1% 焼土粒2%
o 0 As.C' Hr.FP 5% 

黄棒色プロック(rt2mm)5%

細 o 0 黄橿色プロック(ゆ2田 m)5%

I : 30 。

3 区 H -15 号住居跡

l 暗褐 細

2 暗褐 細

o 0 As.C' Hr.FP 5% 黄樫色粒 1% (H.2) 
o 0 As.C' Hr.FP 7% (H.2) 
o 0 As.C ' Hr.FP 5% 炭化物1% 焼士粒1% 黄櫨色プロック(rt2 阻)1% (H.2) 
o 0 As.C ' Hr.FP 5% 黄樫色プロック(rt 2mm) 5% (H .2) 
o 0 As.C ' Hr.FP 1% 焼士粒ZOA (H.15) 
o 0 As.C ' Hr.FP 5% 黄櫨色ブロック(φ2mm) 5% (H.15) 
o 0 As.C ' Hr.FP 10% 黄樫色プロック(φ 2mm) 2% 遺物多く含む (H.l) 
o <V! As.C ' Hr.FP 3% 黄櫨色プロック(rt2mm) 1% (H.l) 

Fig.25 3 区H-1 ・2. 15 号住居跡

3 区 H-2 号住居跡東西ベルトセクション
l 暗褐 細 o 0 As.C' Hr.FP 7% 
2 暗褐 細 o 0 As.C' Hr.FP 5% 炭化物 1% 焼土粒1% 黄櫨色プロック(ゆ2剛 )1%
3 暗褐 細 o 0 As.C' Hr.FP 3% 焼土粒5%
4 暗褐 徴。 。地山に近い

3 区 H-l 、2 、15 号住居跡 南北ベルトセクション
l 現代の揖乱
2 にぶい黄褐

3 暗褐
4 暗褐
S 暗褐
暗 暗褐
7 暗褐
自 にぷい黄褐
9 暗褐
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L=1242m 
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~ 

3区 H-3 号住居跡柱穴計測ま

N 0. 1 静江 11主軸Icml l包軸Ic 同 l深さ(cm)
P5 I I~PJ IIl I 47 I 39 I 8 

ベルトセクション

o As-B 10% 黄櫨色粒 5%
() AH-C' Hr-FP 20% 背棺i".1iJ: 5% 
O As-C' Hr-FP 15% 黄糧色プロック

(ゆ1O~2白nm) 10% 
!C)) As-C' Hr-FP 10% 炭化物 2%
0 粘十ブロ ックl<!>lOmm) 10% 
o As-C' Hr-FP 5% 焼土粒 2%
!C)) As-C' Hr-FP 20% 焼土プロック

(φ20rnm) 20% 焼土粒10%
3 区 H-3 号住居跡竃セクション

l 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 焼土粒 1%
2 暗赤褐 微 o ö 凡~.C ・ 1Ir.FJ>宮町焼士プ口 タ虫

lゅ2O m m，)~見境土砂(10%
O 1，制二プ口ヲ P主体
o As-C .lIr-FP 測焼.cl:.tt 碗

O I¥"C. Hr.FP S施既:1:，脱 l匝1/，

。 位:t.7'ロッ!I (;tlO - 2Om叫抗 陥
松崎2'J6

徴。 o t占t プ[1ヲ P 主体 焼ヰ位胤

徴。。 民111 tit~ 1慨

0
0
0
 

ミ:
3 区 H-3 号住居跡

1 現耕作土

2 黒褐
3 再掲

4 黒褐

細

細

細

0
0
0
0
 

微

微

微

微

黒褐

黒褐

黒褐

にぶい赤褐

。。。。
微

微

微

微

30 黒褐

3b 黒褐

4a にぶい赤褐

4b 暗赤褐

B
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D' D L=124 .8m 
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B' 
パパ
I
l
l
i
-
-

し

H-5 

C' C L ニ 124.7m

足ごとLぺ竺ゴ
3 区 H-5 号住居跡ベルトセクション

1 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 黄樺色粒 5%
2 黒褐 微 o O As-C ' Hr-FP 5% 黄樟色粒 2%
3 黒褐 徴。 。黄糧色粒釣自

3 区 H-5 号住居跡竃セクシヨン

l 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 15% 焼土粒 5% 黄様色粒 m古

2 灰黄褐 細 o O As-C' Hr-FP 5% 焼土粒 10%
3 晴赤褐 微 o O 焼士粒 5%
4 にぶい赤褐 微 o Ö 焼土プロック(ゆ 5~10mm) 10% 焼土粒 5%

灰やや混じる

微 o O 灰層灰褐

3 区 H-6 号住居跡竃東西セクション

1 暗褐 細 O 0 As-C' Hr-FP 5% 黄糧色粒 2%
2 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 3% 焼土粒 5% 炭化物 1%
3 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 5% 焼土粒 10%
4 黒褐 微 o O 焼土粒 10%
5 暗赤褐 微 o O 焼士プロック(中 10mm) 20% 焼土粒 10%
6 暗赤褐 微 o O 焼土プロック(ゆ 10mm) 10% 
7 褐灰 微 6. 0 灰層焼土プロック(ゆ 1伽nm)5%

C' 

h
y
F
H
H
N品
吋
H
H
M

B 
""“‘ 

♀ム_g_ L=124.7m 

B' 

て-L~
|ぞ

1 m 1 : 80 。
3 区H-3 ・5 ・6号住居跡
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D L=  124.7 血

t→ 

旦L

11 

H B h.E』、d3 

H-8 
1 1 ....5.... L ニ 124.7m E' 

3 区 H-ll 号住居跡 ベルトセクション

1 暗褐 組。ム As-B 20% As-C ・Hr-FP 20% 黄糧色粒 2%
2a 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 
2b 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 20% 黄樫色粒 1%
3 暗褐 細 o <t); As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色粒2"，(，炭化物 1%

2 m 4 黒褐 微 o <t);黄糧色粒 2% 焼土粒 5% 壁際ほど粘性が強い
町1

'-( __!l2 

0 ぐ

H-7 

」主

|ぞ
L=124 .7 m 王L

'" =ι一一1 三歩ニI_..;
L = 124.7m _Q_ 

ミ 3 三ヨ
円

H
H
N串・
U

日

〉 1> 

B 

~ 

主
ー
ム

|ぞi L=124.8m Iそ J

。 1 : 60 

Fig .27 3 区H-7 ・8 ・11 号住居跡

F' 

L=124.3m 

」一 」ニ
I，____) 

.Q_L ニ 124.7m G' 

定主7

C' 

3 区 H-7 号住居跡柱穴計測表

N a 形状 長軸(cm) 恒軸I(cm) 尽 き(cm}

P5 1 楕円形 1 51 1 33 1 13 

3 区 H-8 号住居跡柱穴計測点

I Ni> IJ枕 u 岨ICf ru 盟軸恒n)信事i国，1I

l 1". 1 1 !1'1!i 1 初 l お 1 12 1 

3 区 H- 7. 8号住居跡、 南北ベルトセクション

l 暗褐 細 o <t); As-C . Hr-FP 3% (Hη 
2 にぶい黄褐 細 o 0 As-C . Hr-FP 1% (Hη 
3 黒褐 細 o <t); As-C . Hr-FP 5% (H-8) 
4 黒褐 紺1 0 <t); As-C . Hr-FP 3% 炭化物 1% 旧日)

5 黒褐 細<t); <t); 炭化物 3% 灰やや混じる (H-8) 
3区 H-7 号住居跡竃セクション

1 暗褐 細 o 0 As-C . Hr-FP 5% 焼土粒 1%
Z 暗褐 細 o 0 As-C . Hr-FP 2% 焼土粒 5% 炭化物 1%
3 灰褐 微凸 O 灰層焼土ブロック有り

3 区 H-8 号住居跡竃セクション

l にぶい赤褐 微 o 0 As-C . Hr-FP 3% 焼土粒 5% 焼土プロック有り

2 褐灰 微 o <t); 焼土プロック有り灰混じる

3 灰褐 微 o <t); 灰層焼土粒 2%

五ーL=124 .8 m C' 

B' 

D L=124.8m D' 

ミ:

3 区 H-ll 号住居跡竃セクション

1 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 黄樫色粒 2%
2 黒褐 微 o <t); As-C' Hr-FP 2% 焼土粒 5%

B' 3a にぷい赤褐 微ム O 焼土プロック主体(被熱粘土)

3b にぷい赤褐 微 o 0 As-C' Hr-FP 1% 焼土プロック(ゆ1O mm) 10% 
4a 黒褐 微 o <t);焼土粒 2% 灰やや混じる

4b 褐灰 微 6. <t);焼士粒2"，(，炭化物2"，(，灰やや混じる

5 灰褐 徴。。焼土粒 1% 焼土プロック(ゆ 5mm) 1% 
6 褐灰 微 o 0 やや灰混じる

7 褐灰 微<t); <t); As-C ' Hr-FP 5% 焼土粒 1%
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3区 H- lO号住居跡柱穴計測圭

No 仲状 長軸(cml 抱N(cm) 出さIcm
P.1 [ 円形 I 24 I 20 I 155 

主'

/∞ 

H-9 

。
、"

同
l
F
H
H
N
S
B

F' 

H-9 Pl 1ぞ H-9 P5 

I:J:: L = 124.5m L = 124.5m 

且ー 且ι」一 」ム

l.____./ '---ー/

C' 

主型
些主
犯

2m 

3区 H-9 ・10 号住居跡東西ベルトセクション
l 黒禍 細。 o As-C' Hr-FP 50% (H-9) 
2 暗褐 微 o 0 As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色粒2%粘土プロック (ct5mm) 5% (H-9) 
3 黒褐 徴。 o As 心・ Hr-FP 2% 粘土プロック{ゆ1O -2 0mm) 20% (H-9) 
4 黒褐 徴。。粘土プロック主体 (H-l0) 
5 黒褐 細 ci! 0 As-C' Hr-FP 20% 黄櫨色粒2% (H- lO) 
6 黒褐 徴。 o As-C ・Hr-FP 5% (H-10) 
7 黒禍 徴 。 。 床 下 土 坑 (H-IO) 

1 60 。D' 

H-9 カマド
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H-10 カマド

F L=124.7m 

3 区 H-9 号住居跡竃セクション
l 黒褐 細。 o As-C' Hr-FP 20% 黄櫨色粒 1%
2 にぷい赤栂 徴。。粘土プロック(ct lO mm) 閃%焼土粒 2%
3 禍灰 徴 o 0 焼土プロック(ct lO mm) 20% 炭化物 10%
4 灰掲 徹 d. 0 下部に灰層焼土粒 10%

3 区 H- lO号住 居跡 竃東西セクショ ン
l 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10%焼土粒 2%
2 暗赤褐 徴。 o As-C' Hr 押 1% 焼土粒 20%
3 灰褐 微 d. 0 灰層
4 灰褐 微 d. 0 灰層焼士プロ ック(1) lO mm) 10% 

JL L = 124 .7m JL. 

軍ご云ょぬ hJ
'¥ 4 でこ.-Lノ

3区 H- lO号住居跡竃東西セクション

l 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 焼土粒 2%
2a 暗赤褐 徴。 。焼土プロック(ゆ 10mm) 50% 
2b にぶい赤禍 徴。 。灰層
2c 灰褐 微ム O 灰層
3 晴赤褐 徴。 。焼土プロック(ゆ 10mm) 20% 
4 灰褐 微ム O 灰層焼土プロック(ゆ 10mm) 10% 

3区H-9 ・10 号住居跡
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C' _g_L =  124.9m 

D' エ!_L 二 124.9m

〉
F
H
H
N
A「
由
自

竃南北セクション

。 Q> As-C' Hr-FP 2% 焼土粒 10%
o Q> 焼土プロ ゥク(ゆ1O -20mm) 20% 

焼土粒 l怖
徴 。 。 焼士粒 5%

微 o Q> 焼土プロック(<T 2日mm) 20% 
焼士粒 2%

徴 。 。焼土プロック(ゆ 20mm) 5 弛
焼土粒 5%

微 6 0 焼土プロックiゆ品m 叫 5%
焼土粒 5% 灰3~じる

o Q> 焼土プロック(<t 20mm) 2仰4 灰混じる

6 0 灰層

o 0 焼土主体(被熱粘土)

Q> Q> 粘土プロック主体構築材になるのか?

B' 

3 区 H -12 号住居跡

1 灰褐 微

2 暗赤褐 微

L 二 124 .9 m

B 
-・ 4

C' 

微

微

微

微

3a 暗赤褐

3b 暗赤褐

灰褐

褐灰

にぶい赤褐

灰褐

C L=124.7m 

3c 暗赤褐

褐灰

日

(H-13) 
(H-13) 
(H-13) 
(H-12) 
(H-12) 
(H-12) 
(H-12) 
(H-12) 
(H-12) 
但 12)
(H-12) 
(H-12) 

6 As-B 50% As-C' Hr-FP 2% 
o As-C' Hr-FP 10% 黄糧色粒 5%
o As-C' Hr-FP 15% 黄櫨色粒 5% 炭化物 1%
o As-C' Hr-FP 2% 黄樟色粒 2%
。 黄桂色粒2% 炭化物 1%
o As-C' Hr-FP 10% 黄糧色粒 2%
。 As-C . Hr-FP 2% 黄櫨色粒 5%
。 黄櫨色粒 5% 炭化物 1%
0 焼土粒 5%
。 焼士プロック(ゆ 5-20mm) 50% 焼土粒 5%
。 焼土プロック(ゆ 5mm) 5% 炭化物 5%
。 炭化物 10% 焼士粒 5%
。 焼土粒 5%
。灰層
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3 区 H-14 号住居跡竃南北セクション

1 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 1切る焼土粒 5%
2 黒褐 微 o 0 As-C' Hr-FP 3% 焼土粒 1%

黄櫨色ブロック(<t 2mm) 10% 
d 暗赤褐 徴。 。焼土プロック(φ5mm) 5% 

粘土プロック(ゆ 2伽nm)5%
4 極暗赤褐微 0 0 焼土プロック(<t 5-20mm) 50% 

焼土粒 10% 粘土プロック(<t 20mm) 10% 
暗赤褐 微 0 0 焼土プロック(ゆ 20mm) 10% 

焼土粒 10% 粘土プロック(ゆ 5mm) 5% 
6 灰褐 微 6 0 焼土ブロック(ゆ1O -20mm) 10% 

炭化物 20% 粘土プロック(φ5田町)5% 
7 褐灰 微ム O 粘土プロック主体焼土プロック

(φ5m 叫 2%
C' 8 灰黄褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 2% 
- 9 黒褐 微 0 0 地山に近い

10 褐灰 微ム。灰層焼土ブロック(φ5mm) 2% 

3 区 H-14 号住居跡柱穴計副表

N1 0. AW: 民情(<ml 阻幡!<:n\l悶 ~(cml

P41 円形 | 何 1 67 1 19 _5 
P5 1 方形 1 1 日2 1 91 1 25 

3 区 H-14 号住居跡ベルトセクション

1 暗褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 20% 黄櫨色粒 5% 炭化物 1%
2 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 10% 黄樫色粒 5% 焼土粒 2%
3 暗褐 細 o Q> As-C' Hr-FP 5% 焼士粒 5%

粘土プロック(<t 10-20mm) 5% 
暗褐 徴。。粘土主体

1 m 1 : 30 。

ム⑥正

C 

H -14 

B 
..0--

@工
H -14 Ps 
E L =  124.2m E' 

ヒ〉どj

Q.'_ 

H -14 P4 
.Q_ L = 124 .4m 

E 

""""¥__ノー

3 区 H -14 号住居跡 P5 セクション

I 暗褐 細 0 0 焼土粒 10% 炭化物10%
黄櫨色プロック(ゆ 5mm) 5% 

徴。。黄樫色プロック(ゆ 5- lO mm)5%一戸三三 11 三三ヨ 黒褐

2m 日日E 

3 区H -12 ・14 号住居跡
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Fig .29 
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3 区 H-13 号仕居跡竃東西セクション

l 暗褐 細 o 0 As.C' Hr-FP 2"，6焼土粒 1%
2 黒褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 5% 焼土粒 1%
3 暗赤褐 微 o r(J焼土プロック(ゆ1O -20mm) 10% 焼土粒 2%

やや灰混じる

As-B 5日%

As-C . Hr-FP 20% 黄櫨色粒 1%
焼士プロック主体(被熱粘土)

As-C . Hr-FP 5% 焼土粒 1%
焼土プロック(ot lO -20mm) 10% 焼土粒 2% やや灰混じる

3 区 H-13 号住居跡竃南北セクション

l 現耕作土

2 灰黄褐 粗 O ム

3 暗褐 細 o 0 
4 暗赤褐 微 o r(J 

5 黒褐 細 o 0 
6 暗赤褐 徴。。

旦L

1
0 

I~ 
Q_ L~125.3m 

外

H-16 

査区
)> 

調

〉

F
H
H
N印
台
出

E L~l~b.::lm E' 

- ベ_1 /_¥ 1 A r ート..:...c. S 'J....:-<'J-、、
I ¥....2 )，，-<:一一系イ 1 

I '- 3 I ¥ 

正

1そ
|そ

也 L=125 .4m
F L~125.0m F' 

大一/

P5 

。3

3 区 H-16 号住居跡竃セクション

l 黒褐 細 As-C'Hr-FP 7% 焼土粒 2%
2 黒褐 細 As-C' Hr- FP 5% 焼土粒 3%
3 黒褐 細 As-C'Hr-FP 2% 焼土粒 15% 灰 3%
4 灰褐 微灰層焼土粒 3% にぶい黄櫨色粘土粒 3%

粗 As-B 4日%

細 As-C' Hr-FP 7% 
細 As-C' Hr- FP 10% 炭化物 1% 赤褐色砂粒 3%
微 As-C'Hr-FP7% 炭化物 1% 赤褐色砂粒 5%
微 As ← C' Hr-FP 1% 粘りが強い

3 区 H-16 号住居跡セクション

l 現耕作土

2 黒褐

3 黒褐

4 黒褐

5 黒褐

6 黒

l咽1 ・30。

3 区H -13 ・16 号住居跡
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/ 。
3 区 H-17 号住居跡竃セクション

I 黒褐 細 As-C . Hr- FP 3% 焼土粒 1%
2 黒褐 微 As-C' Hr- FP 1% 焼土粒 3% 灰 2%
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粗
細
細
細
微
微

ーミリ
3 区 H-17 号住居跡西壁セクション

1 現耕作土
2 黒褐
3 黒褐
4 黒褐
5 黒褐
6 黒褐
7 暗褐

3 区 H -23 号住居跡南北セクション

l 黒褐 細 As-C' Hr-FP 3% 賞糧色プロック (φ 1O -2C 皿) 5% 
2 黒褐 微 As-C' Hr-FP2% 黄櫨色プロック Crt 1O -50mm) 7% 

ミも芽~-一

下竺|ぞ

F
u
H
N印
印

日

∞
 

告〉
粗 As-B 印%

細 As-C ' Hr- FP 7% 黄櫨色粒 1% 黄櫨色プロック (rt5mm) 1% 
細 As-C ' Hr- FP 10% 黄樫色粒 1% 炭化物 3%
微 As-C' Hr-FP 7% 黄櫨色粒 1% 焼土粒 1%

3 区 H -19 号住居跡セクション

l 現耕作土

Z 黒褐

3 灰黄褐

4 灰黄褐

5 灰黄褐
C' 

3 区 H -23 号住居跡北側竃セクション

I 黒褐 細黄 櫨 色粒 5% 黄櫨色プロック (rt 1O mm) 3% 焼土粒 1% 灰 2%
2 黒褐 微黄 樫 色粒 2% 焼土粒 2% 灰 5%
3 黒褐 微黄櫨色粒 3% 焼士粒 2% 灰 5%
4 極暗褐 微賞樫色 粒 10% 焼土粒 2% 灰 2%

~ 

C L=125.0m 
3 区 H-23 号住居跡南側竃セクション

l 黒褐 細 As-C . Hr- FP 1% 焼土粒 1%
2 黒褐 細 As-C . Hr- FP 1% 焼土粒 1% 灰 1%

3 区H -17 ・19 ・23 号住居跡
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H-20 
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|可 |句

i売

3 区 H -18 号住居跡

1 H-20 号住居跡

2 黒褐

3 黒褐

4 暗褐

細 As-C ' Hr-FP 5% 黄櫨色粒 3%
微 As-C. Hr-FP2% 黄糧色粒 5%
微 As ーC. Hr-FP3% 黄櫨色粒 7% 黄糧色プロック(</>1O -20mm) 5% 

締りが強い H-20 号住居跡貼床面

旦:
3 区 H-20 ・21 ・23 号住居跡西壁セクション

l 現耕作土

2 黒褐

3 黒褐

4 H-17 号住居跡

5 黒褐

粗 As- B 40% 
細 As-B3% As-C.Hr-FP7% 

6 黒褐

細 As-C. Hr- FP 2% 黄糧色プロック(ゆ 10 皿)5% 但 17 床下)

締りが強い 11-17 号住居跡の貼床層 (H-17 床下)

細 As-C' Hr-FP 3% 黄櫨色粒 2% 黄櫨色プロック(ゆ1O -20mm) 7% 
人為的に埋められているようだ

細 As-C'Hr-FP5% 焼土粒 1%
細 As-C'Hr-FP7%
細 As-C ・Hr-FP 7% 焼土粒 1% 炭化物 1%
細 As-C'Hr-FP5% 焼土プロック (</>10 凹)3弛
細 As-C'Hr-FP5%
細 As-C.Hr-FP3%
細 As-C . Hr- FP 5% 黄糧色粒 2%
微 As ーC. Hr-FP 2% 黄樺色粒 2%

黒褐

黒褐

9 黒褐

10 黒褐

11 黒褐

12 黒褐

13 黒褐

14 黒褐

(H-20) 
(H-20) 
(H-20) 
(H-20) 
(H-21) 
(H-21) 
(H-21) 
(H-21) 

3 区 H-20 号住居跡竃セクシヨン

l 黒褐 細 As-C ・Hr-FP 2% 黄樫色粒 1% 焼土粒 1%
2 暗褐 微 As-C. Hr-FP 2% 黄櫨色粒 1% 焼土粒 1% 灰 1%
3 黒褐 微 As-C' Hr-FP 1% 黄糧色粒 3% 焼土粒 1% 灰 1%
4 黒褐 微黄櫨色粒 3% 焼土粒 1% 灰2%

Fig.32 3 区日 18 ・ 20~23号住居跡
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寸一ー------τ 一一フ主ア しι~
3 区 T-l 号竪穴状遺構南壁セクション
l 現耕作土
2 黒褐
3 黒褐
4 黒褐

円
、

H
H
N
A
P
-
叶
自

〉

As.C . Hr-FP 20% 
As-C . Hr-FP 5% 黄樫色粒 2%
As-C . Hr-FP 2% 焼土粒 5%

0
0
0
 

0
0
0
 

細
微
微

3 区 T-2 号竪穴状遺構 ベルトセクション
1 黒褐 細 o I[j) As-C' Hr-FP 5% 黄糧色粒 2%
2 黒褐 微 o I[j) As-C' Hr-FP 2% 粘土プロック(ゆ 20mm) 5% 

(T-3) 
3 区 T-3 号竪穴状遺構ベルトセクション
l 黒褐 細 o I[j) As-C'H 子FP5% 黄樫色粒2%

B' 

T-3 

!に 」T-3 

〈 つ)ι

(~'-/ 

B' 

宅金P

~一一一一一/

L=124.7m 
B 

lぞ|そ

F 
11 

|〉E
h 斗

日

1 m 

B' 

1 : 30 。

L=125.5m 

B 

1> 

W-4  

ー 坤

As-B 40% 
As-C 回目r-FP 5% 
As-C' Hr-FP 3% 焼土粒 1% 灰 2%
As-C . Hr- FP 7% 

3 区 T-4 号竪穴状遺構南壁セクション

I 現耕作土

2 黒褐

3 黒褐

4 黒褐

5 黒

粗
細
細
細

(T.4) 
(T-4) 
(T-5) 

2m 

3 区 T -4 ' 5号竪穴状遺構南北ベルトセクション
I 黒褐 細 As-C . Hr- FP 5% 
2 黒褐 細 As-C 目 Hr- FP 3% 焼土粒 1% 灰 2%
3 黒褐 細 As-C . Hr- FP 3% 

1 60 。
3 区T-l~5号竪穴状遺構、 D-7号土坑
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C' 
粗 o 6. As-B 20% As-C. Hr-FP 2% 
粗 o 6. As-B 50% 
微 o r()J As.C. Hr-FP 1% 黄樫色粒 2%

3区 W-l 号構跡南壁セクシヨン

1 現耕作土

2 暗褐

3 暗褐

4 暗褐

A ' 
L=124.7m (カウラン

A 
As-B 20% As-C ' Hr-FP 2% 
As.B 5% As-C' Hr.FP 5% 
As.C . Hr-FP 1% 川砂混じる 鉄分凝集層
がまだらに入る

微 o 0 As-C' Hr-FP 3% JII 砂多く含む鉄分凝集
層がまだちに入る

r()J As-C' Hr-FP 3% 粘土プロックあり

O 粘土プロック主体
。川砂主体鉄分凝集層がまだらに入る

o As-C' Hr-FP 3% 川砂混じる
o As-C' Hr-FP 5% 川砂やや混じる
r()J As.C' Hr-FP 2% 

3区 W-2 号溝跡北壁セクション

1 現耕作土

2 にぶい黄褐

3 にぶい黄褐

4 にぷい黄褐
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5 暗褐
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3 区 W-2 . 3 号溝跡由監セク γ ョン

l 現耕作土

2 暗褐

3 暗褐

黒褐

黒褐

6 黒褐

7 黒褐

8 黒褐

9 黒褐

2m 60 日

3 区W-l~3号i奇跡
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W-3 
L 二 124.8m
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ミ同実ミ霊グ
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ロー〉μ 回

A' 
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/' '"〆 3区 W-4 号I葺跡セクション

/' 1 黒絹 粗 As-B40% As-C'Hr-FP1% 

W-5 「ミ主ヨ(
3 区 W- 4号溝跡西壁セクション

l げんこうさく

2 灰黄褐 粗 o 0 As.B 20% 黄樺色粒 1%
3 にぶい黄褐 粗 O ム As-B 50% As.C' Hr.FP 5% 
4 黒褐 粗 o 0 As.B 20% As.C' Hr.FP 2% 

ムムL-ll- 企L
調査区外

1 : 160 10m 

3 区 W-3 号i梓跡 ベルトセクション

I 黒褐 細 O ム As-B 20% As.C' Hr.FP 1% 黄櫨色粒 5%
2 黒褐 細 o 0 As.B 20% As.C' Hr.FP 5% 
3 黒褐 細 o 0 As.C' Hr.FP 5% 

3 区 W-3 号溝跡ベルトセクション

l 暗褐 細I d 0 As.B 20% As.C' Hr.FP 2% 黄櫨色粒 1%
2 暗褐 組 O ム As.B 20% As-C' H下FP 10% 底部に近いほど鉄分凝集層がまだちに入る

3 黒褐 粗。ム川砂主体黄櫨色粒 1%
，1 黒褐 徴。 o As.C' Hr-FP 5% 
5 暗褐 細I d 0 As.C ・Hr.FP 1% やや鉄分凝集層がまだらに入る

6 黒褐 細 o 0 砂利が硬化した層鉄分凝集層がまだら仁入る 石、遺物を多く含む
7 黒褐 微 o Id粘土プロック(<I> 2C 剛 )5% 鉄分凝集層がまだらに入る

畠 黒褐 微 o Idやや川砂を含む鉄分凝集層がまだらに入る

3 区 W-3 、 5 号講跡ベルトセクション

1 現耕作土

2 灰黄褐

S 暗褐

4 黒褐
5 黒褐
6 黒褐

7 黒褐

8 黒褐

細 Id 0 As.B 20% As.C' Hr.FP 5% 黄櫨色粒 1%
細 Id Id As-C ・Hr-FP 5% 鉄分凝集層がまだちに入る (W.3) 
細 o 0 砂利が硬化した層 鉄分凝集層含む As-C' H 子FP 10% 黄樫色粒 5% (W.3) 
細 o 0 As-C' Hr.FP 20% 黄糧色粒10% 粘土プロック(ゆ 5-1 伽un)5% (W.5) 
紺I0 Id 黄櫨色粒 1% 引町 5)
徴 。 。黄樫色ブロック(ゆ 5mm) 2% 黄樫色粒 5% (W.5) 
徴 。 。 粘土プロック(中日間)5% (W.5) 

3区 D-l 号土坑ベルトセクション

l にぶい黄褐 細 o 0 As-C' Hr-FP 7% 黄櫨色粒 ZO A>
2 Iこぶい黄褐 微 o 0 As.C' Hr.FP 3% 地山に近い

④ D 一1
D-2 

3 区 D-2 号土坑 ベルトセクション

1 にぶい黄褐 細 o 0 As.C' Hr.FP 5% 粘土プロック(<1> 20 胴 )5%
2 にぷい黄褐 徴。 o As.C' Hr-FP 1% 地山仁近い主。五 マ

主⑨ ι

」色 L=124 .7m 企: 企ー L=124.7m A' A L= 124 .4m A' 

て主プ 、主三ヨ 一〈斗f

日 1 60 2m 。 1 : 30 1 m 

Fig.35 3 区W-3~5号溝跡、 D-l~3号土坑
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可こ工二二:::r ¥.:1 7  

3区 D-4 号土坑セクション

l 黒褐 粗 As-B 40% 炭化物 5% 赤褐色砂粒 3%

3 区 D-5 号土坑セクション

l 黒褐 粗 As-B 40% As-C' Hr-FP 2% 赤褐色砂粒 2%

3 区 D-6 ・7 ・8号土坑セクション

1 黒褐 細 As-C' Hr-FP 7% 赤褐色砂粒 3% 炭化物 5%
2 暗褐 粗 As-C 'Hr-FP 1% 
3 黒褐 細 As-C 'Hr- FP 5% 赤褐色砂粒2%炭化物 3%
4 黒褐 細 As-C 'Hr-FP 1% 赤褐色砂粒 1% 炭化物 1%

P-1 
P-2 

A (Q) 。
L=125.3m 
A 

P-7 
jT 

P-6 。
A 0 .A:_ 

iモ
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Fig.36 3 区D-4~8号土坑、 P-l~lO号ピット、 DB-l 号士坑墓

、_ 0 
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As-B 50% 黄櫨色粒 2%

川砂やや混じる 底部に砂利黄樫色粒 2%

鉄分凝集層主体少し川砂が混じる

As-C . Hr-FP 2% 鉄分凝集層がまだらに入る

As-C . Hr-FP 1% 黄糧色粒 2%

川砂主体 As-C . Hr-FP 2% 

As-C . Hr-FP 5% 黄櫨色粒 1%

As-C . Hr-FP 2% 地山に近い

南北ベルトセクション。o As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色粒 1% 鉄分凝集層がまだらに入る

'idJ 0 砂利を多く含む川砂が混じる

'idJ f'.. 川砂を多く含む。ム As-C 回目r-FP 5% 黄澄色粒 1% 鉄分凝集層がまだらに入る

O ム 南側ほど川砂主体黄糧色粒 1%。o As-C' Hr-FP 20% 黄櫨色粒 5%。。黄樫色粒 1%

o 'idJ As-C' Hr-FP 5% 黄糧色ブロック(<t 5mrn) 5% 

o 'idJ As-C' Hr-FP 10% 黄櫨色粒 2% 黄樫色プロック(ゆ 5 ~ 10mm) 5% 。。。。

3 区 0-1 号落ち込み北壁セクション

1 現耕作土

2 灰黄褐

3a にぶい黄褐

3b 灰黄褐

4 灰黄褐

5 灰黄褐

6 にぶい黄褐

7 灰黄褐

8 灰黄褐

3 区 0-1 号落ち込み

l にぶい黄褐 細

2a にぶい黄褐 細

2b にぶい黄褐 綱

3 暗褐 細

4a 暗褐 細

4b 暗褐 微

4c 灰黄褐 細

5 黒褐 微

6 黒褐 微

7 黒褐 微

8 黒褐 微

A

ム

ム

ム

A

A

O

O

0
0
0
0
0
0
0
0
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ロ

5

プ
粒

色
色

樫

桂

黄

黄

As-B 20% As-C' Hr-FP 5% 

As-C . Hr-FP 20% 黄櫨色粒 5%

As-C . Hr-FP 2% 

砂利が硬化した層 鉄分凝集層がまだらに入る

川砂主体

鉄分凝集層がまだらに入る やや川砂が混じる

As-C 回日r-FP 1口% 黄櫨色粒 5%

As-C . Hr-FP 20% 川砂主体

As-C . Hr-FP 20% 

As-C . Hr-FP 5% 黄櫨色プロック(<t 5mm) 2% 
砂利主体

As-C . Hr-FP 15% 黄樫色粒 2% 炭化物 1%

As-C . Hr-FP 2% 黄櫨色粒 1% 黄櫨色ブロック(φ2 ~ 5mm) 2% 

As-C . Hr.FP 20% 

As-C . Hr-FP 2% 

As-C . Hr-FP 1% 

As-C . Hr-FP 1% 

As-C . Hr-FP 2% 黄櫨色粒 1%

地山に近い

As-C . Hr-FP 20% 

As-C . Hr-FP 15% 

As-C . Hr-FP 10% 

3 区 W-3 号溝跡、 0-1 号落ち込み南壁セクション

1 現耕作土

2 灰黄褐

3a 黒褐

3b K音褐

4 黒褐

5 黒褐

6 黒褐

7a 暗褐

7b 暗褐

8 黒褐

9 黒褐

10a 褐灰

lO b 黒褐

10c 黒褐

11a 暗褐

11b 黒褐

11c にぶい黄褐

12a 黒褐

12b 黒褐

12c 黒褐

13 黒褐

14 黒褐

15 黒褐

0
0
0
0
×

0
0
0
0
0
×

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

細

微

細

細

粗

微

細

細

細

微

粗

細

微

微

微

微

微

細

細

微

微

微

3 区 0-1 号落ち込み 東西べlレトセクション

1 にぶい黄褐 制 'idJ 0 As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色粒 1% 鉄分凝集層がまだらに入る

2 暗褐 細 。ム As-C . Hr-FP 5% 黄櫨色粒 1% 鉄分凝集層がまだらに入る

3a 暗褐 慨 'idJ 0 As-C' Hr-FP 20% 黄燈色粒 5%

3b 黒褐 細I 0 'idJ川砂を多く含む

4 黒褐 細 o 'idJ As-C' Hr-FP 2% 黄糧色粒 2%

5a 黒褐 機 o 'idJ As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色ブロック(ゆ 5mm) 5% 

5b 黒褐 i眠 o 'idJ As-C' Hr-FP 10% 黄燈色粒2% 黄糧色プロック(ゆ 5~ 10 皿)5% 

6a 黒褐 陪 o 'idJ 

6b 暗褐 劇11 'idJ 0 
7 暗褐 細 o 0 
8 黒褐 限 o 'idJ 
9a 灰黄褐 抑 o 0 

9b 黒褐 慌 o 0 

10 里褐 限 o 0 
11 灰黄褐 撤 ム O

As-C . Hr-FP 5% 少し鉄分凝集層がまだらに入る

As-C . Hr-FP 10% 

黄櫨色粒 2%

As-C . Hr-FP 2% 黄糧色粒 2% 川砂がやや混じる

As-C . Hr-FP 5% 

As-C . Hr-FP 10% 黄櫨色粒 1%

川砂主体流れ込みか?

3 区0-1 号落ち込みFig.37 
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主 L=124.2m

三 2 5 弓活三二三メ 3

4区 H-2 号住居跡ベルトセクション

l 黒褐 細 As-C' Hr- FP 7% 赤褐色砂粒 1%
Z 黒褐 細 As-C 'Hr-FP 5% 赤褐色砂粒 1% 焼土粒 3%
3 黒褐 微 As-C' Hr- FP 1% 粘質土
.1 黒褐 微 As ーC' Hr-FP 2% 焼土プロック(ゆ 10-30 皿) 3% 粘質土

S 黒褐 徴 As-C 'Hr-FP 1% 粘質土

6 黒褐 徴 As-C' Hr-FP 1% 赤褐色砂粒 2% 粘質土

二Jl
4 区 H-l 号住居跡竃セクション

1 黒褐 微 As-C ・Hr-FP 1% 焼土粒 7%
2 灰黄褐 微灰層

3 黒褐 微 As-C' Hr- FP 1% 灰 7%

♀ L=124.2m C' 

グ

b

A
W

♀ 

c， 

C' 

U
F
H
尽
A
F
N
B

I~ 

4 区 H-2 号住居跡竃セクション

1 黒褐 細 As-C'Hr-FP 5% 赤褐色砂粒焼土粒 2%
2 黒褐 徴 As-C'Hr-FP 2% 焼土粒 3%
3 黒褐 {結構土粒 10% 灰 5% 炭化物 3%
4 黒褐 微灰層焼土粒 2%

B' 

Fig.38 4区H-l ・2号住居跡、 D-2 ・3 号士坑

89 



h
F
F
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H
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N
B
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|ぞ

B B' 

号案三ξ三

A 主 A 

A L=124.5m 

4 区 D-l 号土坑セクション

I 黒褐 細 As-C' Hr-FP 7% 粘質土

2 黒褐 細 As-C' Hr-FP 2%灰 2% 炭化物 5% 粘質土
3 黒褐 微灰主体

4 黒褐 微 As-C' Hr- FP 1% 粘質土
5 黒褐 徴 As-C 0 Hr-FP 5% 粘質土

6 黒褐 徹灰 10%

4 区 H-3 号住居跡、 D-4 号土坑ベルトセクンヨン

l 黒禍 細 As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色粒 1% 粘質土 (D-4) 
2 黒禍 細 As - C 'Hr- FP 3% 粘質土 (D-4) 
3 黒褐 微 As - C 'Hr-FP 2% 赤褐色砂粒 3% 粘質土 (D-4) 
4 黒褐 微 As-C 'Hr-FP 1% 赤褐色砂粒 m品粘質土 (D-4) 
5 黒褐 微 As - C 0 Hr-FP 1% 赤褐色砂粒 5% 粘質土 (D-4) 
6 黒褐 細 As-C 0 Hr-FP 7% 赤褐色砂粒 2%粘質土 (H-3) 
7 黒禍 徴 As - C . Hr- FP 5% 赤褐色砂桂 3% 炭化物 1% 粘質土 (H-3) 
8 黒掲 微 As-C 'Hr-FP2% 赤褐色砂粒 5% 粘質土 (H-3) 
9 黒褐 徴 As-C -Hr-FP 1% 赤褐色砂粒 5% 粘質土特に粘りが強い (H-3) 

て二
旦 L=123.7m ~ 

¥__一一一f

θ 
A A' A' 

A' A L=124.5m A' 

~コ之

4 区 D-2 号土坑セクンヨン

l 黒褐 細 As - C' Hr-FP 5% 焼士粒 2% 炭化物2%粘質土

2 黒褐 細 As-C' Hr-FP 3%焼土粒 2% 炭化物 2% 粘質土

3 黒褐 微 As-C' Hr - FP 2% 焼土粒 2% 炭化物 2% 粘質土
4 !I!， 徴 As ーじ・ Hr-FP 1% 焼土粒~%炭化物日% 粘質主

5 黒 微赤禍色砂粒 2% 焼土粒 2% 炭化物 39 品粘質土
6 黒 微赤褐色砂粒 5% 灰白色砂粒 2% 炭化物 3% 粘質土

深い層へ向けて粘性が強く なっていく。

ム⑥ 企J

A t よぷァーι

4区 D - 7号土坑セクション

l 暗褐 微 As-C' Hr - FP 7% 焼土プロック (<þ 5~10胴) 5% 
2 にぷい黄褐微 にぷい黄褐色粘土主体

4区 D - 3号士坑セクション

l 黒褐 細 As-C'Hr - FPI の6 赤褐色砂粒3%粘質土

2 黒褐 微 As-C 'Hr-FP 7% 赤縄色砂粒 5% 粘質土
3 黒褐 徴 As-C oHr-FP 2% 赤褐色砂粒 1% 粘質土

4 黒褐 徴 As-C 0 Hr - FP 2%赤褐色砂粒 5% 灰白色砂粒 7% 粘質土
5 黒 徴 As-C 'Hr-FP 1% 灰白色砂粒 1% 粘質士

6 黒 徴 As-C 'Hr-FP1 % 粘質土

深い層へ向けて粘性が強〈なっていく。

Fig.39 4 区H-3 号住居跡、 D-l ・ 4~7号土坑
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L=122 .9m 
主 B' 

<(1 

5区 H - 1号住居跡南北ベルトセクシ弓ン

l 暗禍 細 As-C . Hr-FP 7% 
2 黒褐 細 As-C' Hr-FP 2% 賞樫色粒 1%
3 にぷい賞褐 細黄糧色粒 1%
4 黒褐 細 As-C' Hr -FP 2% 
5 暗褐 細炭化 物 2%
6 暗褐 細 As-C'Hr -FP3%
7 暗褐 細黄樫色粒 3%
8 黒褐 細 As-C' Hr -FP 29 る

9 黒褐 微 As-C'Hr-FP 1% 

O
F
H
H
N
ω
4
0
B
 

I~ 

5 区 H-1 号住居跡竃セクシヨン

I 暗褐 細 As-C ・Hr- FP 7% 焼土プロック (<1> 5-10 咽)3% 反褐色粘土粒 5%
2 にぷい赤掲 細 As-C'Hr-FP 3% 焼土プロック主体灰 2% 灰褐色粘土粒2%
3 極暗禍 微 As-C . Hr- FP 5% 焼土プロック(<1> 1Q-2Om m) 5% 反 5% 灰褐色粘土粒 3%
4 暗褐 微 As-C' Hr-FP 3% 灰 7% 灰縄色粘土粒 5%
5 Uff 褐 微灰 10%灰褐色粘土粒 7%
6 黒褐 微灰層

♀ 

C' 

C' 

L=123.0m 
c 

Fig 目40 5 区H-1 号住居跡
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L=122.8m 
A 

5 区 H-2 ・4号住居跡、 W-5 号講跡南壁セクション
l 現耕作土
2 黒掲 粗 A s-B 40%賛極色プロック (φぬ酬)3% 
3 黒褐 粗 As-C' Hr - FPω% 賛控色粒 7%

賞糧色プロック (</>1白nm) 5% 
粗 As-B7% As - C' Hr-FP 2% 

黄糧色粒 3% (W-5) 
粗 As- B 5% As-C' H r- FP 1% 黄糧色粒 2%

黄樺色プロック(ゆ印刷)3% の1/-5)

As- B 5% 黄櫨色粒 3% (W-5) 
As-C' Hr - FP 5% 賞極色粒 1%
As-C' Hr- FP 5% 賛僚色粒 3%
黄桂色プロック (ゆ 10 mm) 2% 
焼土プロック (φIOmm )

細 As-C 田 Hr-FP 3% 賞控色粒 3%
黄糧色プロック(ゆ 5mm) 3% 炭化物 2%

細 As-C' Hr- FP 7% 賞燈色粒 3%
黄櫨色プロック (φ10- 均四)5% 
炭化物 2%

細 As-C' Hr - FP 2% 賞G色粒 7%

(W-l) 
(W- l) 
(W-l) 
(W- l) 

(W-l) 
(W-l) 
(W-l) 
(W-l) 
(W-l) 
(H-2) 
田一2)

g 

粗 As-B 40% 黄鐙色プロック(ゆ抑制 3%
粗 As - B 1脱 A s- C' Hr-FP 3% 黄櫨色プロック(</>2Omm) 3% 
粗 As-B 10% 黄極色粒 3% 賞栂色プロック (</>1伽lllI) 5% 
粗 As-B4 0% As-C' Hr- FP2% 賞鐙色プロック (</>5-301 回)5% 

炭化物 3%
粗砂離主体流水による堆積か
粗 As-B4 0% As-C'Hr - FP1% 賞燈色粒 m古灰白色砂粒5%
粗 As-B 30% As-C' Hr - FP 1% 灰白色砂粒 3%
粗 As - B5% As-C 'Hr-FP5% 黄櫨色粒 5%
粗 As - B 20% 黄糧色 5% 灰白色砂粒 3%
細 As-C' Hr-FP 5% 黄糧色粒 1%
細 As - C' Hr-FP 7% 黄糧色粒 3%

黄櫨色プロック(ゆ 10-20mm) 5% 炭化物 2%
細 As-C ' Hr-FP 2%黄糧色粒 7%

5 区 H- 2号住居跡、 W - l号講跡東墜セクション
1 現耕作土
2 1M禍
3 黒褐
4 黒褐
5 黒褐

禍
褐
褐
褐
褐
禍
絹

黒
黒
黒
暗
暗
暗
暗

6
7
8
9
m
u
u
 

(w一町

粗
細
細

黒褐

黒褐

6 黒褐
7 暗褐

8 黒褐

(H-2) 

組 As-B 10% Asζ ・Hr-FP 3%賞鐙色 プロック (</>IOmm)2%
細 As-C' Hr-FP 2% 黄糧色粒 2%
細 As-C' Hr-FP 2% 黄糧色プロ jノク (</>10- 1仙~I) 2% 
細 As - C' Hr- FP 2% 黄櫨色粒 5% 賞糧色プロック (</>10 - 1α加川) 15 % 灰 5%
微 As-C 'Hr-FP1 % 黄櫨色粒 1%
細 As-C . Hr-FP 3% 黄糧色粒 1% 非常に硬くしまっている
微 As -C ・H r-FP 1% 黄撞色プロック(</>10-40mm) 5% 炭化物 2%
1世 As-C . Hr- FP 1% 
i世 A 凶 C- I-h - FP1% 貰程色プロノ 7 (中 l白山) 2~ú 
微 As - C ・Hr-FP 1% 灰 10 %
微 As - C' Hr- FP 1% 黄樫色粒 3% 灰 5%
微黄櫨色粒 7% 灰 3%

13 暗褐

5区 H - 5号住居跡北壁セクション
l 現耕作土
2 黒褐
3 黒褐
4 黒褐
5 黒褐
6 黒褐
7 黒褐
8 黒禍
9 ~県褐
10 黒褐
11 黒
12 黒褐
13 黒褐

(H4) 

(H-2) 

(H4) 

(H-2) 

9 黒掲

11 暗褐

10 暗縄

調

査

区

外

弘i

ム

<(¥ 
L=122 .9mA A' 

ミ三戸プ

5 区H-2 ・4 ・5 号住居跡、W-3 号溝跡
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5 区 H-3 号住居跡 D-l 号土坑、 W-4 号溝跡南壁セクション
I 現耕作土

2 暗褐 粗 As-B 10% As-C' Hr-FP 2% 黄櫨色粒 3%
黄樺色プロック(ゆ lC 剛)3% 灰白色砂粒 5%

粗 As-B 10% As-C' Hr-FP 2% 黄樺色粒 5%
黄笹色プロック(ゆ 10-30 剛)5% 

粗 As-B 7% 灰白色砂粒 10% しまりが弱い
細 As-B 5% 灰白色砂粒 2%
粗 As-B 40% 黄櫨色粒 2%As ーC' Hr-FP 1% (W-4) 
粗 As-B 3日%黄櫨色粒 3% As-C ・Hr-FP 1% 黄櫨色粒 3% (W-4) 
粗 As-B 25% 黄樫色粒 7% 黄樫色プロック(ゆ 10-30 胴)3% (W-4) 
粗 As-B 4日首 黄櫨色プロック (φ30mm) 3% 
粗 As ← B 5% As-C' Hr- FP 5% 焼士粒 1%
細 As-C' Hr-FP 7% 黄櫨色粒 1% 炭化物 3% 褐色粘土粒 5% (D-l) 
細 As-C' Hr-FP 3% 黄櫨色粒 2% 褐色粘土粒 3% (D-l) 
細 As ーC' Hr-FP3% 黄樫色粒 mる褐色粘土粒 3% (D-l) 
細 As-C' Hr- FP 1% 黄樫色粒 1% 焼士粒 1% (D-l) 
細 As-C ' Hr-FP 7% 黄櫨色粒 1% 焼土粒 1% (H-3) 
細 As-C ' Hr-FP 5% 焼土粒 1% (H-3) 
微 As-C ' Hr- FP 3% 黄糧色粒 5% (H-3) 
微 As-C ' Hr- FP 3% 焼土粒2"A 竃部分 (H-3) 
微 As-C ' Hr-FP 5% 焼土粒 3% 竃部分 (H-3) 
微 As-C' Hr-FP 2% 焼土粒 1% 褐色粘土粒 15% 竃部分 (H-3) 
微 As-C' Hr-FP 1% 焼土粒 5% 灰 1% 褐色粘土粒 5%

竃部分

微 As-C' Hr-FP 1% 焼土プロック (φ10-40mm) 7% 
褐色粘土粒 3%
竃部分

微 As-C 田 Hr- FP 2% 焼土プロック(ゆ 10-100 剛)10% 
褐色粘土粒 2% 竃部分

微 As-C' Hr-FP 1% 焼土粒 2% 灰 2% 竃部分
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Fig.43 6 区H-l ・4号住居跡

白区 1号住居跡セクション
l 現耕作土
2 鉄分凝集層
3 灰褐色土 As-C を微量に含むo 粗い土質o

.1 褐色士 As-C を含む。締まりなく柔らかい。 5 、 6 層よりも赤味をもっ。
5 褐色士 As-C を微量に含む。締まりなく柔らかい。
6 褐色土 As-C を多く含む。ロ ム粒を微量に含む。
7 黄褐色土 ロームプロック主体層。
8 にぶい黄禍色土 As-C 、ローム粒を多く含む。
9 褐色土 As-C を多く含む。ローム粒を微量に含む。

外

6 区 4 号住居跡セクション
l 現耕作土
2 鉄分凝集層
3 灰褐色土 粗い土質で硬く締まる。
4 褐色土 As-C 、Hr-Fp を微量』こ含む o 5層より明るい。
邑灰褐色土 締まり無く、柔らかい。

務

6 褐色土 As-C 、Hr-Fp 、ローム粒を多〈含む。粗い土質で非常に柔らかい。
7 灰褐色土 As-C 、Hr-Fp 、口←ム粒を少量含む。
8 褐色士 Hr-Fp を含む。
9 にぷい黄褐色士 H-4 号床面白黒褐色土が筋状lこ入る。
10 灰白色土 砂質層。
11 褐色土 硬く締まる。
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E4日3 込 。1-1 日 T-1 。
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B 型竺三塁
。 。 でEF自3 -F 4 

11 

J 

A' 

6 区 2 号竪穴状遺構
l 灰褐色土2 褐色土 As-C を若干 山イAs-C を微量、に息尻む包材を多く4 含4 む粗い土質

を含む。 日 。 2cm mJ後アコロームプ。 口 y ク

調 査 北 区 外
A' 

@ 

T-2 

)i['l 
::: 

L))J 
C 

(， 区奥ぎ診3〆も瓜 ~n

L=122.3m 

C L=122 ，3m 

ε二

10 

C' 

c5 日3 〉

6 区 2 号竪穴状遺構
I 褐色土 1cm 前後のロ ム粒を若干、 Hr-Fp を微景に含む粗い土質o

2 灰褐色土 ローム粒を極まれに、 Hr-Fp を微量に含む非常に粗い土質。
3 灰褐色土 ロ ム粒を極まれに、 Hr-Fp を微量に含む粗い土質。 2 層より暗い.
4 褐色土 直径 2cm 前後のロ ムプロック、黒色プロックを多く含む。人為的

な埋め戻しによる層か。
5 灰褐色土 ロ ム粒を極まれに、 Hr-Fp を微量に含む細かい土質。
6 褐色土 直径 1cm 前後のロ ムプロックと炭化材を含む。
7 褐色土 直径 2cm 前後のロームフロッ夕、黒色プロックを多〈含む。人為的

自 灰褐色土
9 褐色土
10 褐色土
11 暗褐色土
12 暗褐色土
13 褐色土

な埋め戻しによる層か。
ロ ム粒を極まれに、 Hr-Fp を微量に含む細かい土質o

直径 2cm 前後のロームフロッ夕、黒色プロックを多〈含む。
Hr-Fp 、直径 2cm 前後のロ ムプロック、黒色ブロックを多〈含む。
As-C 、ローム粒を微量に含む粗い土質。
As ーC、ロームブロックを微量に含む。
細かい土質。

Fig .44 6 区T-l ・2 号竪穴状遺構
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A 

L ニ 122 .2m

30 29 6 区 2~}l 昨年\1'
l 現耕作土
2 現耕作土(鉄分碍集X，JJ
3 暗褐色土 まれに目ームプロッ 9 を合む内
4 暗褐色土 3~，! ょ q 細かい砂J't土ゐ
5 晴樹色土 ，P iIより投下が摘曲、匂・砂 nょ.
6 灰補色土

A' 

7 灰褐色土 lJ r- ドpをまれに台む砂町，土.中央郎IlJ IゆがI岨mする
8 灰褐色土 乳t白:コI(包己!i..椛'n杭TとM胤XI 仕t2 m川'
9 灰禍色土 立紅E恒 l申蜘n叫、，)前附使仰口-ムf位主とt段Itl化ι材企揖量舘kに含IJ.1 より l岨別F別!.t晶， <、 8 よ'町)1町明い.
lω0 灰褐色土 d点(!径王 l口開n削l後長白 u- ム陀4骨k合む (9栂主相4多F、い‘叶HD い一t到1.
11 暗褐色土 III佳 2C Ul前胞の口 ームl主と乳白色粧石4・俄債に合む岨iい土f!.
12 暗褐色土 j\!J面白HoI~~と思l>れるロームプ口 ツ タを合(3. 11 ，1(4より町、、
13 灰褐色土 江佳畠口n前t史的口-L.t立を合む .lO~\fよりも岨い k質.
14 灰褐色土 校二Fが割1<'I暗まりが企い.
15 崎褐色土 粒子が太きく値的τ帆い u't.俄位四位子を若干含む. 12凶より略い.
16 灰褐色土 佐 Fが割"'. ~!I￥ jçmß市役の白色プロック~含む.
17 灰褐色土 13属，.t l)申Iる<，願望小い上旬.
18 褐色土 校f の細かい上旬. 1 5~~f、r近で、に..'い慌 '1)色.t~含む
19 にぷい黄褐色土 u予が軒1<回ーム館企多〈含む.I!!印刷i品による>>1.
20 灰褐色土 ローム段を智子台む鴫19 Jii1より粒子 U 捌かい，
21 黒褐色土 成fW I!口ム枝幸喰干合む誹命1二細かいよtt .大ぷりのfiI質砂によるプロッタ企合 む。
22 照褐色土 1山内叩111 畳時日-1. 払 2 四 11 1H量的自 -1.γ 0..，'"をH 合(1.
23 灰褐色土 細かい土f~. 下郎で l.l砂謝&H: なる.
出 j火由也土 砂剛 h枠組.聞l ;r~ll" I C川 11 1依，'，Hr-I'I) も * -fl~i‘土 h也.
25 褐色土 棚、'.L1 t. 2 】膚より小善い砂舗がO~ じ晶.
お灰褐色土 明I由M'll1lによ晶縁位俳肘のプ日~ 9 i:1守む11L 'いよ関.上と下では妙崎が入品.20 

1M J; 1) 11Ph'. 
A' 27 灰縄色土 ~f刷に泣い砂傑liif. ・ it!Å!;付近では砂制と砂州尉の冗嶋となる

」主_ 28 灰褐色土 上~'I~諺下旬耐を1r tr細いt1't .
29 灰褐色土 一社砂附のプ目ツ:I'~合む蚊チの火さい砂勝.
30 灰白色土 総社a予測のプロ''I~を~<~む砂1M.1Mlt..:ニ1:1T.

6 区地下式土坑
l 現耕作土
2 鉄分凝集層
3 灰白色土 シル トド近い砂質士。やや硬く締まる。
4 にぷい褐色土硬く締まり、やや粗い土質。
5 灰褐色土 Hr-Fp 軽石を微量に含む粗い土質。
6 明褐色土 直径 1cm 前後のロームプロッ クが含まれる。
7 暗褐色土 直径 2 m m前後のす占性粒子が若干含まれる粗い土質。
8 n音褐色土 ローム粒が微量に含まれる。 7届より明るい。
9 鼎倒色土 As - C. !lr- Fp が慌時て限銑に人る..岨かい土質。 締まり梧〈枯位 11 り。

!?自霊能土 要まitfi 協議制脱出mSE Tt z与一七IF鰐 11fo
12 品禍色土 東壁よりでローム粒が多〈含まれる。非常に粗い粒子が主体となる。
13 暗褐色土 直径 2mm 前後の粘性粒子、 As - Cが若干含まれる粗い土質。
14 明賞褐色土 天井の崩落と恩われる非常に硬いロームプロッ クロ
15 明北側色土 天井の崩落と恩われる非常に硬いロームプロック。 ロ ムプロックの聞には13層

が入り込み互層止なる。

Fig.45 6 区W -2 号溝跡、地下式土坑
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A' 
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7 区 H-1 号住居跡セクション

1 現耕作土

2 As-B 40% As-C'Hr-FP3% 黄糧色プロック (cþ5~10mm) 1% 
3 暗褐 細 As-C' Hr-FP 7% 黄櫨色粒 1%
4 暗褐 細 As-C' Hr- FP 5% 黄櫨色粒 2%
5 暗褐 細 As-C 'Hr-FP 3% 黄糧色粒 1%
6 暗褐 微 As ← C' Hr-FP 2% 黄櫨色粒 3%
7 暗褐 微 As-C' Hr-FP 1% 炭化物 1% 粘性が強い

C' 

立'

7 区 H-1 号住居跡竃セクション

l 黒褐 細 As-C ・Hr-FP 3% 黄櫨色粒 2% 炭化幼 1%
2 極暗褐 微 As-C' Hr-FP 1% 焼土粒 3% 灰 2% Iこぶ

い黄樫色粘土粒 3%
3 暗褐 微 As-C ・Hr- FP 2% 黄櫨色プロック (cþ lO~

30mm) 3% 焼土粒 3% 灰 1% にぷい黄櫨色粘
土粒 3%

4 黒掲 微 As-C' Hr- FP 1% 焼土粒 1% にぶい黄櫨
色粘土粒 5%

5 黒褐 微 As-C . Hr- FP 2% 黄櫨色粒 2% 焼土粒 2%
にぶい黄樫色粘土粒 3%

6 黒褐 微 As-C'Hr-FP 1% 焼土粒 5% 焼土ブロッ
ク(ゆ1O~5C剛) 7% 灰 2弛にぶい黄樟色粘
土粒 3%

? 黒褐 微 焼 土 粒 2% 灰 7% にぶい黄樫色粘土粒 3%
8 黒褐 微 As-C ・Hr-FP 1% 炭化物 1% にぷい黄樟

色粘土粒 2%
9 黒褐 微 As ーC' Hr-FP 1% 焼土粒 2% にぶい黄櫨

f"" 色粘土粒 30%
ー 10 暗褐 微 As ーC' Hr-FP 1% 焼土粒 1% にぶい黄橿

色粘土粒 30%
11 暗赤褐 微 焼 土 粒 3% 灰 7% にぶい黄樫色粘土粒 10%
12 黒褐 微灰層 As-C' Hr- FP 1% 焼土粒 2% にぶ

い黄糧色粘土粒 2%
13 黒褐 微灰 109 るにぶい黄棒色粘土粒 10%

Fig.46 7 区H-l 号住居跡
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7 区 H - 2'6'8 号仕居跡セクシ ヨノ
l 現耕作土
2 暗褐 粗 As-B 40% As-C' Hr - FP 2% 
3 黒褐 粗 As -B 3% As-C' Hr-FP 5% 黄控色粒 1%
4 0膏褐 細 As - C 'Hr - FP 7% 賛縫色プロ γク {φ3-7 "，，)3%灰白色砂粒 1% (H-2) 
5 暗褐 細 As -C -Hr - FP7% 灰白色砂粒3% (H-2) 
6 暗絹 細 As-C 'Hr-FP5% 灰白色砂粧3%焼土粒2% (H-2) 
7 黒褐 徹 As -C 'Hr-FP 1% 粘土ブロック (</>40 四)5% にぷい黄糧色粘土粒 2% (H-2) 

粘性が強い
8 黒褐 細 As - C' Hr - FP3% 賛慣色粒 1% にぷい黄糧色粘土粒2% (H-8) 

黒褐

10 黒褐

11 皇
12 黒褐
13 黒
14 黒縄
15 黒褐
16 黒褐
17 黒褐

白| 査区外 h
C 

H-4 

自
由
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m
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¥
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¥
 

¥
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立 12:

尽きぞ3

∞1 

.t. 

K 

A' 

細 As-C' Hr-FP 2%賞樫色粒 2% にぷい黄樫色枯上粒 3%
(H-8) 

細 As-C' Hr - FP 1% 貨樫色粒 2% 黄糧色プロック (</>10nm)3%
但-8)

粗 As-C 3% 黄櫨色粒 2% 賞鐙色プロ γク(骨lO nm) 2% (H-8) 
細 As-C 3% 灰白色砂粒 2% (H.6) 

粗 As-C5% 黄櫨色粒 1% (H-6) 
細 As-C 3% 質経色粒2% (H-6) 

粗 As 一C 2%賞燈色粒2% (H-6) 
細 As-C5% 賞栂色粒2% (H-6) 

微 As-C 1% 賞糧色粒 5% (H-6) 

・._~一
主L

♀ 旦:

..Q. L = 122.0m ♀; 

L= 122 .lm 
A 

7 区 H - 4号住居跡南北ベルトセクション

l 暗褐 細 As-C' Hr - FP3% il¥'.m色粒 1% 灰白色砂粒 1%
2 暗褐 細 As-C 'Hr-FP2% 質経色粒 1%
3 暗褐 細 As-C 'Hr - FPl% 賛鐙色粒2%灰白色砂粒 5%
4 暗褐 徴 As-C ・Hr-FP 1% 

7 区 H -4 号住居跡竃セクショ ン

1 DIf褐 細 As-C -Hr-FP 1% 焼土枝 3% 焼土プロ ック (</>30-5 伽nm) 7% 
灰 3% 炭化物 2%

2 階褐 細 As-C ・H，'-FP1% 焼土粒 3%灰2%にぷい賞控色粘土粒 5%
3 極暗褐 徴 As-C' Hr-FP 1% 焼土粒2%灰 7%
4 暗禍 徴焼土粒 2%灰 7% にぷい黄燈色粘土粒 3%
5 黒褐 徴灰層 黄痘色粒 2% 貧糧色7 ロック(ゆ l口-20mm) 3% 

焼士ブロック(<t lOmm) 2% にぷい賞糧色粘土粒3%

Fig.47 7 区H-2 ・4 ・6 ・8号住居跡
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7 区H-5 ・10 ・12-14 ・16 号住居跡、 D-3 ・4 号土坑、 P-1 ・3-5 号ピット

99 

Fig .48 



7 区 H-5 号住居跡竃セクション
1 にぷい黄掲 細現代の耕作などによる撹乱

2 Iこぶい褐 細 As-C'Hr-FP 1% 灰 2%
3 褐 細 As-C' Hr- FP 1% 焼土粒 2% 灰 2%
4 にぶい褐 細 As C' Hr FP 1% 黄櫨色粒 5%
5 灰褐 細 As-C' Hr- FP 1% 黄糧色粒 1% 焼土粒 1%
6 灰褐 細 As-C'Hr-FP 2% 黄棒色粒 2% 焼土粒 2%
7 灰褐 微 焼 土 粒 2%
8 にぷい黄褐 微 焼 土 粒 2%
9 にぶい黄櫨 微 焼 土 粒 2%
10 灰褐 微 As-C' Hr-FP 1% 焼土粒 1%
11 灰褐 微 As-C' Hr- FP 1% 焼土粒 2%
12 灰褐 細焼土粒 5%
13 褐 微 As-C'Hr-FP 1% 焼土粒 1%
14 褐 細 As-C' Hr- FP 1% 焼土粒 1%
15 にぷい黄褐 微 As-C'Hr-FP 1% 焼土粒 1% 黄櫨色粒 2%
16 Iこぶい褐 微 焼 土 粒 2% 黄糧色粒 1%
17 にぶい黄褐 微 As-C' Hr- FP 1% 黄櫨色粒 7%
18 褐 微 As-C'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 5%

(D.3) 
(D.3) 
(H.lO l 
(H.I0 ) 
(H.5) 
(H.5) 

7 区 H-5 ・10 号住居跡、 D-3 号土坑南北ベルトセクション
1 暗褐 細 As-C' Hr- FP 3% 黄橿色粒 1% 炭化物 2% (D.3) 
2 暗褐 細 As-C'Hr-FP 1% 黄糧色粒 3% (D.3) 
3 暗褐 微 As-C'Hr-FP1% 黄櫨色粒 2% (D.3) 
4 黒褐 微 As-C' Hr - FP 1% 黄櫨色粒 2% 黄糧色プロック(ゆ 30mm) 5% 

炭化物 2% (D.3) 
微 As-C'Hr-FP2% 黄樫色ブロック(ゆ 10mm) 5% (D.3) 
細 As-C' Hr-FP 1% 炭化物 1% (D.3) 
微 As-C' Hr- FP 1% 黄糧色粒 10%

黄櫨色プロック(ゆ1O~30mm) 5% 
微 As-C' Hr-FP 1% 黄糧色粒 2% 焼土粒 2% 灰 3%
細 As-C' Hr-FP3% 黄燈色粒 2% 炭化物 1%
細 As-C ' Hr-FP 2% 黄樫色粒 1% 炭化物 1%
細 As-C' Hr-FP5% 焼土粒 1% 炭化物 1%
細 As-C' Hr-FP 2% 黄糧色粒 2% 焼土粒 1% 炭化物 1%

5 暗褐
6 暗褐

7 暗褐

8 黒褐
9 にぷい黄褐

10 暗褐
11 にぷい黄褐
12 暗褐

7 区 H-5 号住居跡 p ，セクション

l 黒褐 細 As-C' Hr- FP 1% 焼土粒 1% にぷい黄櫨色粘土粒 5% 炭化物 1%
締りが非常に強い H- lO号住居跡の貼床層

微 As-C' Hr-FP 2% 黄櫨色プロック (cþ2~10mm) 1% 焼土粒 1%
微 As-C' Hr-FP 1% 黄糧色プロック (cþ2~10凹) 1% 焼士粒 1%
微 As-C ・Hr-FP 1% 黄樫色プロック(ゆ 2~5mm) 1% 焼土粒 1% 炭化物 1%

2 黒褐

3 暗褐

4 褐

As-B40% As-C 目 Hr-FP 2% 
As C IIr FP 2% 黄控色粒 3%
As-B 30% 灰白色砂粒 3%
As-C'Hr-FP5% 炭化物 1%
As-C' Hr-FP 3% 炭化物 3% ドぷい黄糧色粘土粒 7%

ンヨ、ンノ々セ壁南坑士号qu 
h
u
 

跡居住回すC
U
 

1
 

3
 

1
1

褐

褐

O
士

黄

黄

寸

作

い

い

1
1

耕
褐
ぷ
褐
褐
ぷ

]
現
暗
に
黒
暗
に

区ワ
4

1

ょっ
b
n
J
4
・
R
U
F
O

粗

細

粗

細

微

(D4) 
(D.4) 

(H.13) 

細 As-C' Hr-FP 2% 焼士粒 1% 炭化物 1%
lこぶい黄櫨色粘土粒 2% 貼床層 (H.13) 

細 As-C' Hr-FP3% 焼土粒 1% (H.13) 
細 As-C' Hr-FP 2% 黄櫨色粒 1% 焼土粒 1% 炭化物 1%
微 As-C' Hr-FP 2% 黄櫨色 5% 炭化物 1%
細 As-C' Hr- FP 2% 黄樫色プロック(ゆ lC 皿)2% 焼土粒 1%
細 As-C' Hr-FP 1% 黄極色粒 1% 焼士粒 1%
微 As ーC' Hr-FP 1% 黄糧色粒 2% 黄櫨色プロック(ゆ 30 剛 )5%
微 As-C ・Hr-FP 1% 黄櫨色粒 2% 焼土粒 2% 灰 3% (D.3) 
微 As-C ・Hr-FP 2% 黄櫨色粒 2% 焼土粒 1% 炭化物 2% (H.16) 
微 焼 土 主 体 竃 部 分 (H.16) 
微灰主体竃部分 (H.16) 
細 As-C' Hr-FP 1% 黄糧色粒 2% 焼土粒 1% (H.lO) 

微 As-C' Hr- FP 2% 黄櫨色粒 3% 焼士粒 2% 灰 2% 炭化幼 3%
竃部分 (H.I0) 

微 As ーC' Hr-FP 1% 焼土粒 7% 竃部分 (H.I0) 
微灰層焼土粒 3% 炭化物 2% にぶい黄櫨色粘土粒 5%

竃部分

3
 

但
黒褐

8 黒褐

9 黒褐
10 黒褐

11 黒褐
12 黒掲

13 黒褐

14 黒褐

15 黒褐
16 赤褐
17 にぶい黄褐

18 黒褐

19 黒褐

2日暗褐

21 黒褐

の4)

の4)
(H.5) 
(H.5) 
(P.5) 
(P-5) 

(1I-5) 

(H-5) 
(H-14) 
(H-l 引

事'il As-B40% As-C'Hr-FP2% 
細 As-C' Hr-FP 3% 黄櫨色粒 2%
細 As-C' Hr-FP 2% 黄糧色プロック (cþl0~20凹)3%

凝灰岩(晴氏問)5% 
細 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色Il'i%

黄櫨色プロック(ゆ 10 剛)3%
細 As-C' Hr- FP 1% 黄樫色tt .10 弛
細 As-C' Hr- FP 5% 焼土位 l句齢化物 '06
細 As-C' Hr-FP 2% 黄樫色lU 也捕りが幽い

微 As-C' Hr- FP 2% 黄樫色股拘
微 As-C' Hr-FP 1% 黄桂包脱 3拡
細 As-C 'Hr-FP 2% 黄樫色位20.占地土也市

炭化物 1%
微 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 10%
細 As-C' Hr-FP 3% 黄樫色粒 3%
微 As-C' Hr-FP 1% 黄控色粒 3%

7 区 H- 5 . 14 号住居跡、 D-4 号土坑、 P-5 号ピット北壁セクション

I 現耕作士

2 暗褐
3 黒掲
4 黒褐

5 黒褐

6 黒褐
7 にぷい黄褐

8 黒褐

9 黒褐

10 暗褐
11 暗褐

12 暗褐
13 暗褐

14 黒褐

nu 
l
 

H
 

(H-12) 
(H-12) 

(H-12) 
(H-12) 
(H-13) 
(H-13) 
(H-14) 

7 区 H-12 ・13 ・14 号住居跡セクション

l 暗褐 粗 As-B 20% 黄糧色粒 3%
2 暗褐 細 As-C' Hr-FP5% 黄樫色プロック(ゆ1O~40醐) 5% 炭化物 1%
3 黒褐 細 As-C' Hr-FP 3% 黄櫨色プロック (ct 1O~50mm) 7% 焼土粒 1%

炭化物 1%
As-C 田 Hr-FP 1% 黄櫨色プロック(ゆ 20 皿)3% 
As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色プロック (φ20~40mm) 3% 灰 30%
As-C ' Hr-FP 5% 炭化幼 1%
As-C'Hr-FP3% 炭化物 3% にぷい黄櫨色粘土粒 7%
As ーC' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 3%

微

微

細

微

微

黒褐

黒褐

暗褐
にぶい黄褐

黒褐

|豆

)QI-
署

7 区 H -12 号住居跡竃セクション
1 暗褐 細 As-C.Hr-FP3%
2 黒褐 細 As-C . Hr- FP 2% 焼土粒 1%
3 暗褐 微 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色プロック(ゆlO mm) 3% 
4 黒褐 微灰層 As-C' Hr-FP 1% 焼土粒 2%

L' 

L' 

ム

|豆
、 L L=122.4m 

7 区 H-5 ・ 10 ・ 12~14 ・ 16号住居跡、 D-3 ・ 4 号土坑、 P - 1 ・ 3~5号ピット
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7 区 H-3 ・ 7 号住居跡南北ベルトセクシヨン

I /1¥悶 細 As-C' Hr- FP 3% 黄糧色粒 1% 炭化物 1%
2 崎制 細 As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色プロック(ゆ lC 皿) 2% 炭化物 3%
3 ，'.1.¥禍 細 As-C' Hr- FP 3% 黄樫色プロック(ゆ 1日剛) 2% 炭化物 5%
・』附制 細 As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色プロック(ゆ1O -30rnm)5% 炭化物 5% (H.3) 
S 制禍 細 As-C' Hr- FP 2% 黄樫色粒 2% 黄櫨色プロック(ゆ 10 剛)3% (H-3) 

炭化物 1%
6 情禍 細 As-C' Hr- FP 2% 黄糧色粒 5% 黄樫色プロツク(ゆ 1叩U剛)3% (旧H-3

焼士粒 1%
7 11.¥嗣 微 As-C' Hr- FP 2% 黄糧色粒 2%(H-3)
8 時1砧 微 As-C' Hr-FP 1% 黄樟色粒 7% 黄櫨色ブロック (φ1伽 m) 3% (H-3] 
9 m向 微 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 3% 黄糧色プロック (φ10 剛)3% (H-31 

焼士粒 1%
細 As-C ' Hr-FP 2% 黄糧色粒 1% 但 7)
微 As-C' Hr-FP 7% 黄桂色粒 3% (H-7) 
細 As-C' Hr-FP 5% 黄桂色粒 2% (H-7) 
微 As-C' Hr- FP 1% 黄樺色粒 3% (H-7) 
微 As-C' Hr-FP 5% 賞樫色粒 1% 伺 7)
微 As-C 田 Hr-FP 1% 黄櫨色粒 1% (H'η 
微 As-C' Hr-FP 1% 黄糧色粒 3% (H-7) 
微 As-C' Hr- FP 1% 黄樫色粒 5% 黄櫨色プロック(ゆ10-60 皿 )7% (H-7) 

拠
出
向
尚
間
関
山
岡
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嶋
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町
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生:

7 区 H-3'7 ・9. II号住居跡南壁セクシヨン

1 現耕作土
2 暗褐 粗 As- B 40% As-C' Hr- FP 2% 
3 にぷい黄褐 細 As-C'Hr-FP 2% 黄櫨色粒 3%
4 暗褐 細 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 2%
5 黒褐 細 As-C' Hr- FP 3% 黄糧色粒 1% 炭化物 1%
6 暗褐 細 As-C' Hr-FP 5% 黄櫨色プロック(ゆ 10mm) 2% 炭化物 3%
7 黒褐 細 As-C' Hr-FP 3% 黄櫨色ブロック(ゆl口四1) 2% 炭化物 5%
8 黒褐 細 As-C' Hr- FP 5% 黄樫色粒 1%
9 にぷい黄褐 細 As-C'Hr-FP 3% 黄櫨色粒 3% 焼土粒 1%
10 黒褐 細 As-C 'Hr-FP 3% 黄櫨色粒 5% 焼土粒 2% (H-3) 
II 暗褐 細 As-C' Hr- FP 2% 黄樫色粒 2% (H-3) 
12 暗褐 細 As-C 'Hr-FP1% 黄櫨色粒 1% (H-3) 
13 にぶい黄褐 綱 As-C' Hr-FP 2"，6黄櫨色粒 3% 炭化物 1% (H-3) 
14 黒褐 細 As-C'Hr-FP2% 黄樫色粒 2% 黄糧色f ロック(ct 10 剛 )3%(H-3) 
15 暗褐 細 As-C 'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 1% (H-3) 
16 黒褐 微 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 3% 黄櫨色ブロック(ゆI伽un)3%(H-3)
17 暗褐 細 As-C 'Hr-FP1% 黄樫色粒 1% (H-3) 
18 黒褐 微 As-C 'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 1% (H-3) 
19 にぶい黄褐 微 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 10% (H-3) 
20 にぷい賞褐 細 As-C' Hr- FP 1% 黄樫色粒 2% 焼土粒 1% (H-ll) 
21 にぶい黄褐 細 As-C 'Hr-FP 2"，6黄櫨色粒 1% 炭化物 1% (H-ll) 
22 灰黄褐 微 As-C' Hr-FP 1% 炭化物 1%灰 1% (H-ll) 
23 灰黄褐 細 As-C 'Hr- FP 1% 黄糧色粒 1% 焼土粒 1% 炭化物 1% (H-ll) 
24 にぶい黄褐 細 As-C'Hr-FP 2% 黄櫨色粒 1% 焼士粒 1% (H-ll) 
25 にぶい黄褐 細 As-C 'Hr-FP 1% 黄桂色粒 5% 炭化物 1% (H-ll) 
26 暗褐 細 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 7% 焼土粒 1% (H-ll) 
27 にぶい黄褐 微 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 2% 焼土粒 1% (H-ll) 
28 H- 1O号住居跡竃
29 Iこぶい黄褐 細 As-C 'Hr- FP 3% 黄櫨色粒 2% 焼土粒 1% (H-9) 
30 にぷい黄褐 細 As-C' Hr-FP 2% 黄糧色粒 2% (H-9) 
31 にぷい黄褐 細 As-C'Hr-FP 1% 黄糧色粒 1% (H-9) 
32 にぶい黄褐 微 As-C 'Hr-FP 1% 黄燈色粒 1% 焼土粒 1% (H-9) 

(f)i 
、、1 調

<(1 

査 1 ¥ 111 
¥¥1査 ム日21.9m 4 

K 

H-15 

区 わ¥ \\~ ¥ ¥1区 7 区 H -15 号住居跡竃セクション

l にぶい黄樟 微 焼 土 粒 2% にぷい黄櫨色粘土粒 3%
2 にぷい黄褐 微 焼 土 粒 1% にぷい黄糧色粘土粒 1%
3 にぶい黄褐 微 焼 土 粒 1% にぶい黄櫨色粘土粒 3%

外 |
、 、I 外 4 にぶい黄褐 微にぶい黄櫨色粘土粒 2%

0-4 

H-12 

Fig.49 7 区H-3 ・7 ・9 ・11 ・15 号住居跡、 D-4 ・5号土坑

H-13 
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L=122.2m 

A 

A 

W-1 

1 

弓 -向上 D 一

企L .A L=122.2m K 

7区 W-1 号i梓跡北壁セクション

l 現耕作土

2 暗褐 粗 As-B 50% As-C' Hr-FP 2% 黄燈色粒 1%
焼土粒 1% 炭化物 1%

3 暗褐 粗 As-B 40% As-C' Hr-FP 3% 黄燈色粒 1%
焼土粒 1% 炭化物 1%

4 暗褐 粗 As-B 30% As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 1%
焼土粒 1%

5 暗褐 粗 As-B20% As-C'Hr-FP1% 焼土粒 1%
炭化物 1%

暗褐 細 As-B 10% As-C' Hr-FP 1% 焼土粒 1%
暗褐 細 As-B5% As-C'Hr-FP1% 締りが強い

L=122 .3m 

主

。

7区 JD-1 号縄文土坑セクション

A' 

l 黒褐 微 Yp2% 黄樫色粒 1% 灰白色砂質土プロック(ゆ40mm) 5% 
2 黒褐 微 Yp1% 灰白色砂質土プロック(噛 40mm) 3% 
3 黒褐 微 Yp1% 黄櫨色粒 1% 灰白色砂質士プロック(ゆ 10mm)2%
4 黒褐 微 Yp1% 灰白色砂質土プロック(ゆ 30rnm) 3% 
5 暗褐 微 Yp 1% 

7 区 JD-2 号縄文土坑セクション

l 黒褐 微 Yp2% 黄糧色粒 1%
2 暗褐 微 Yp2% 黄櫨色粒 3% 黄桂色プロック(ゆ 20mm) 2% 

守 3 暗褐 微 Yp1% 黄櫨色粒 7%
ー 4 褐 微 Yp1% 黄糧色粒 10%

で亙 ミ寄?r 7 区 D-1 号土坑セクション

1 暗褐 細 As-C . Hr- FP 5% 黄櫨色粒 2%
2 黒褐 微 As-C' Hr-FP 2% 黄櫨色粒 3%定言

A 

A 

九~

--ー----

区

外

A' 

__r 

3 暗褐 微 As-C 'Hr-FP1% 黄糧色粒 3%
4 暗褐 微 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 5%

品 t

.A L= 12 1.9m A' 

企日正
---...._一_/

Fig.50 7 区W-1 号溝跡、 JD-1 .2 号土坑、 D-1~7号士坑一\一一~
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|ぞ

一¥J A. ~ A K 
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L= 12 1.4m 
全ー 色L叫ゾ ¥_J 

1:> 

⑨同 P-10 P-11 P-12 

ム ζl- A' 企 i三三L A' A S ' 

一巳/
L= 12 1.4m 

|ぞ L = 12 1.9m L= 12 1.5m L= 12 1.5m 
A A' A ，KA. A' A A' 

@P-15 

v@ト 14

P-13 

で ア
L= 12 1.8m 
A K 
ヘj スー

A K ーくw-v ¥r- ~ V 
7 区 P -13 号ピットセクション

l 暗褐 徴 As-C' Hr- F'P 1% 賞糧色粒 1%
賞栂色プロック(<I>5mm) 1% 

2 暗褐 徴 As -C' Hr - F'P 1% 黄櫨色粒 7%
3 暗褐 微 As-C 'Hr-FP 1%黄樫色粒 1% 焼士粒 1%

、ま江二二三ど?':c¥.ぷ Ft
8 区 H- 2号住居跡北壁セクション
l 現耕作土

2 黒褐 組 As-B5% As -C'Hr-FP5% 
3 黒褐 徴 As-C.Hr-FP 1%賞鐙色粒 2% 賞桓色プロック(<1> 1O-2Omm) 5% A 

C' 

B 呈:

L_rJ' 

10 
F 
11 

トJ

E3 
hコ

ー も 日

8 区 H - 2号住居跡竃セクション

1 暗縄 細 As-C'Hr-FP 3% 黄橿色粒 1%焼土粒 5%
2 黒褐 細 As-C'Hr-FP 5% 焼土粒 7% 灰 3%
3 極時褐 細 As-C'Hr-FP 1% 灰 5% 炭化物 1%
4 極暗褐 微黄笹色粒 2% 焼土粒3% 灰 7% 炭化物 2%

C C' 

C' 

j-i 

、‘

ー・"

I~ I~ 
Fig.51 7 区 P - 1-15 号ピット、 8 区H - 2 号住居跡、 P - 5 ・6 号ピット
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調査区外 !() 

B 

H-3 

。、-E 

B' 

8区 H-3 号住居跡竃セクシヨン

l 黒褐 粗 As-C ・Hr- FP 2% 黄樺色粒 1%
2 暗褐 細 As-C-Hr-FP 1% 黄櫨色粒 2%

焼土プロック(O 1O -20mm)7% 
3 暗褐 微灰 5% 炭化物 3%

H-4 

L= m 
A 3 企:

8 区 H-3 号住居跡東西ベルトセクション

1 黒褐 細 As-C 目 Hr- FP 3% 炭化物 1%
2 黒褐 細 As-C -Hr-FP 1% 黄樺色粒 1%
3 暗褐 微黄糧色粒 10% As-C -Hr-FP 2% 
4 黒褐 微黄櫨色粒 7% 灰 3%

且旦:

i___j 

P-1 

⑧ 
ンョ、ンh

ノセ壁東トツピ号qu 
nJ白P

且み込宇り落号-
土

一
作

O
耕

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

現

黒

黒

黒

暗

黒

暗

黒

黒

黒

区8
1
2
3
4
5
6
7
8
9
m
 

粗 As-B 10% As-C-Hr-FP 1% 黄糧色粒 2%
細 As-C -Hr-FP 1% 灰2";(，

粗 As-C-Hr- FP 1% 黄樺色粒 2% 灰 1%
粗 黄 樫 色 粒 15%
細 As-C-Hr-FP2% 黄櫨色粒 1%
粗 黄 樫 色 粒 15%
微 黄 桓 色 粒 3% 樺色の粒子 3% 6層との聞に黄糧色粒が入る (P-2)
微 黄 糧 色 粒 5% 樟色の粒子 2弛 (P-2) 
粗 黄 櫨 色 粒 10% 糧色の粒子 1% (P-2) 

8区 F ー l号ピットセクション

黒褐 粗 As-C-Hr-FP 5% 黄糧色粒 2% 炭化物 1%
暗褐 細 As-C-Hr-FP 3% 黄櫨色粒 3%

3 褐 粗黄樫色粒 15%
4 暗褐 微粘質土

B' 

旦.e..'..

"-
|回

A' 

8 区 H-4 号住居跡南壁セクション

l 現耕作土

2 暗褐 細 As-C-Hr- FP 5% 黄樫色粒 1% 焼土プロック(ゆ5剛)

3 暗褐 細 As-C-Hr-FP 1% 黄桂色粒 2%

A ' 

L=122 .lm 

旦.e..'..

六 ご
8区 D-l 号土坑東西ベルトセクション

l 黒褐 細黄櫨色粒 10%

♀ 皇:

玲タ
)

)

)

 

q
「

q
u
q
o

p
h
F
n
F
 

(

(

(

 

Fig_52 8 区H-3 ・4号住居跡、 D-1 号土坑、 0-1 号落ちこみ、 P-1-3 号ピット

104 



(H-6) 
(H-6) 

(H-6) 
(H-6) 

倒的
(H-6) 

但 6)

(H-5) 
(H-5) 

粗 As-B 5% As-C.Hr-FP 5% 
細 As-C.Hr-FP 5% 黄樫色粒 3% 黄樫色プロック(ゆ lC 叩 )3%
細 As-C'Hr- FP 3% 黄櫨色粒 2% 焼士粒 5% 灰 5%
細 As-C.Hr-FP 2% 黄糧色粒 1% やや粘り気を持つ

細 As-C'Hr- FP 1% 黄櫨色粒 3% 焼土粒 1% 灰 3%
微 As-C 'Hr-FP 1% 黄極色粒 3%
微黄樫色粒 7%
微 As-C .Hr-FP 1% 黄櫨色粒 7%
粗 As-B 3% As-C'Hr-FP 5% 黄櫨色粒 2%
微 As-C 'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 2% 炭化物 1% にぶい褐色粘土 30%

8 区 H-5 ・6号住居跡北壁セクション

1 現耕作土

2 黒褐

3 黒褐

4 黒褐

5 黒褐

6 黒褐

7 暗褐

8 暗褐
9 暗褐

10 黒褐

11 黒褐

y_ 

OI D' 

a-
・、

D 

H-5 

。

.N' 

国

暖化事主

。。

H-10 

査|回 c

i- Jじ/
百 ..，_ -_一一ー一

H -5，6，10 

D-2 

調

.， 

巴n

/1.' 外区
旬、査調

ム

A L=122.3m 

D' 

。l
D L=122 .lm 

(D-2) 

(D-2) 

の-2)

(D-2) 

但 10)
田 10)
(H-5) 

8 区 H-5 ・10 号住居跡 D-2 号土坑セクシヨン

l 黒褐 粗 As-B 5% As-C ・Hr-FP 5% 
2 黒褐 粗 As-B3% As-C'Hr-FP5% 黄樺色粒 2%
3 黒褐 細 As-C'Hr-FP 3% 凝灰岩 3% 黄糧色粒 2%
'1 黒褐 細 As ーC.Hr-FP 1% 黄櫨色プロック(<t 10- 20mm) 5% 炭化物 2%
5 暗掲 微 As-C'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 20%
。 暗褐 微 As-C'Hr- FP 1% 黄糧色粒 30%
T 黒褐 細 As-C'Hr-FP 3% 黄樺色粒 5%
詰 黒褐 細 As-C 'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 5%
9 黒褐 微 As-C.Hr-FP 1% 黄樫色粒 2% 炭化物 1% にぷい褐色粘土 30%

8 区 H-5 号住居跡竃セクション

1 暗褐 細 As-C'Hr-FP 3% 黄糧色粒 1% 焼土粒 3%
2 暗褐 細 As-C 'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 1% 焼土粒 3%
3 極暗褐 微黄糧色粒 1% 焼土粒 3% 灰 2%
4 黒褐 微焼士粒 5% 灰 5%

⑧ 
E E' 

「司乏三-=:::r
8 区 H-5 号住居跡 p，号貯蔵穴セクション

1 黒 微灰主体焼土プロック (<t 5-1C 剛)3% 
2 黒褐 細 As-C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 7% 炭化物 1% 凝灰岩 2%

8 区H-5 ・6 ・10 号住居跡、 D-2 号土坑
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田
円
、

H

同戸

H-7 

C' 

A' 

8 区 H-7 号住届跡南壁セクション

l 現耕作土
2 暗褐 微 As-C' Hr-FP7% 黄櫨色粒 3% 凝灰岩 3%

焼土粒 2%
3 暗褐 細 A3-C'Hr- FP 5% 黄櫨色プロック(4) 10~20mm) 

7% 凝灰岩 5% (H-7) 
灰 5% 炭化物 3%

黒褐 細 As-C . Hr- FP 2%黄櫨色粒 2% 凝灰岩(φ5胴)
2% 灰 1日% (H-7) 

6 黒褐 細 As-C 'Hr-FP 3% 黄樫色粒 3% 凝灰岩(ゆ 5~
15 剛)5% (H-7) 

7 暗褐 細 As-C . Hr- FP 3% 黄糧色粒 3% 凝灰岩(ゆ 5~
30mm) 7% 炭化物 1% (H-7) 

8 暗赤褐 細 As-C'Hr- FP 1% 黄櫨色粒 1% 灰 5%
9 黒細 As-C 'Hr-FP 3% 灰 5%
10 黒褐 微 As-C'Hr- FP 1% 黄櫨色粒 5% 灰 5%
11 暗褐 微黄櫨色粒 10% 灰 10% 貯蔵穴への落ち込みか

X一一 y.. 
調査区

単

L 二

ul ゐ|

⑧ 8 区 H-7 号住居跡 T ー l号竪穴状遺構南北ベルトセクション

I 暗褐 粗 As-C . Hr- FP 5% 黄櫨色ブロック(ゆ 5-10 剛)3% 
凝灰岩(ゆ5皿)3% 焼土プロック (<t 5-l0 胴)3% 

2 暗褐 微 As-C' Hr-FP 7% 黄糧色粒 3% 凝灰岩(<t 5剛)3% 
焼土粒 2% (H'η 

3 暗褐 細 As-C'Hr-FP 5% 黄櫨色プロック(ゆ 10-20mm) 7% 
凝灰岩 5% 灰 5% 炭化物 3% (Hη 

4 黒褐 細 As-C' Hr-FP 2% 黄櫨色粒 2% 凝灰岩(<t 5剛)2% 
灰 10% (Hη 

5 黒褐 細 As-C' Hr-FP 3% 黄糧色粒 3%
凝灰岩(rþ5~15剛) 5% (H-7) 

6 黒褐 細 As-C'Hr-FP 2% 黄櫨色粒 5% 焼土粒釣品
凝灰岩 5% 炭化物 3% (H-η 

細 As - C'Hr FP 15% 黄樫色粒 3% (H-8) 

日

8 区 H-7 号住居跡竃セクション

l 暗褐 細 As-C 'Hr- FP 3% 焼土粒 1%
2 暗褐 細 As-C'Hr-FP 2% 焼土粒 1%

やや粘土質
黒褐 細 As-C'Hr- FP 7% 
褐 微 As-C ・Hr-FP 1% 焼土粒 1日%

粘土質
5 黒褐 細 As-C'Hr- FP 5% 黄櫨色粒 5%

焼土粒 2%
6 黒褐 微 As-C'Hr- FP 2% 黄樫色粒 2%

焼土粒 m白灰3%
7 黒褐 微黄櫨色粒 3% 焼土粒 5%

。l
J 

ul 
Fig.54 8 区H-7 号住居跡、 T-1 号竪穴状遺構
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円、

H
H
N
H
U
日

、a

円
、

H

9 区 1号住居跡セクション
I 撹乱
2 Iこぶい褐色土 As-C 、Hr-Fp を顕著に含むo 極めて硬い土質。
3 褐灰色土 As-B 、As-C を含む粗い土質。硬く締まる。
3a 褐灰色土 2層より As-B 、As ーCの混入が多い。
4 褐灰色土 2層より As-B 、As-C の混入は少ない。ロ ム

粒、炭化材を若干含む粗い土質。
5 灰褐色土 ローム粒、炭化材を含む細かい土質。
6 灰褐色土 ローム粒、焼土粒を含む細かい土質。
7 黄褐色土 貼り床。
日灰褐色士 ローム粒、炭化材が含まれ土質は細かい。
9 にぶい黄褐色土 ロームプロック聞に 6層を含む。
10 灰褐色土 A.-日告若干含む。~
11 灰褐色土 As- 障を事〈含む。 I

7 12 褐色土 A.- ß~限量、ローム粒を若干含む Jl号講跡
111 い:t1!. I 

13 灰褐色土 問かい土明。下部にロム粒を含む。」
14 にぶい黄褐色土ロ ム主体層。

日区 2 号住居跡セクション
1 撹乱
2 仁ぶい黄褐色土 As-C 、Hr-Fp を顕著に含む極めて硬い土質。
3 褐灰色土 As-C 、Hr-Fp を微量、 As-B を多く含む硬い土質。
4 にぶい黄褐色土 As-C 、Hr-Fp を若干含む。炭化材、焼土プロック

を含む。締まりなし。
5 褐色土 焼土プロックと炭化材の互層。
6 褐色土 As-B を含む細かい土質。
7 灰褐色土 As ーCを若干、 Hr-Fp を極微量含む。
8 灰褐色土 下部には口←ム粒が若干含まれる。粗い土質。
9 灰褐色土 ロム細粒が含まれる。
10 黄褐色土 As-C 、ローム細粒が含まれる。粗い土質。
11 黄褐色土 ローム主体層。
12 灰褐色土 ロム粒が極微量含まれる砂質土。
13 灰黄褐色土 ローム粒が多〈含まれる。粗い土質。
14 仁ぶい黄褐色土 ローム粒主体層。
15 にぶい黄褐色土 ローム層。

Fig.55 9 区H-l ・2号住居跡
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ム 8 K

主
，

9 区 1号土坑セクション
ょ灰働色土 細かい土質。
2 灰縄色土 As ーC、Hr- Fp を微量に含む細かい土質。
3 にぷい賞褐色土 ローム粒を多く含む。

9 区 3 号住居跡セクシ ヨン
1 撹乱
2 にぶい褐色土
3 褐灰色土
4 灰黄褐色土
5 褐灰色土

o 
F 

As - C、Hr-Fp を顕著に含む極的て硬い土質。
As-C 、Hr-Fp を微量、 As - Bを多く含む硬い土質。
As - C、炭化材、ローム粒を含む細かい土質。
As-B を若干含み、 2 層よりも As-C 、Hr-Fp を多
〈含む。締まりなし。
2層よりも As -C 、Hr-Fp を多く含み、焼土プロッ
クを下部に含む。

7 灰褐色土 ローム栓を多〈含む。
8 灰褐色土 焼土プロッ クを多く含むロ
9 にぷい賛褐色土 ローム粒主体層。
10 黄褐色土 貼り床。ローム主体で硬く締まる。
11 にぶい黄禍色土 W - l覆土。

〈巴町一
w
N
H
H
J

6 灰褐色土

F
H
 

9区 2 号土坑セクショ ン
l 撹乱
2 にぷい黄褐色土 As-C 、Hr-Fp を顕著に含む極的て硬い土質。
3 褐灰色土 As-C 、Hr-Fp を微量、 As - Bを多く含む硬い土質。
4 灰褐色土 細かい土質。
5 黒褐色土 As - C、Hr-Fp 微量に含み、粗い士質。
6 褐色土 ローム粒を微量に含む。
7 黄褐色土 ローム粒主体層。

Fig .56 9 区H-3 号住居跡・ D-l ・2 号土坑
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細

細

細

よ之三五戸~一
10B 区 H-l 号住居跡竃セクション

l 極暗褐 細 As-C'Hr-FP 1% 焼土粒 3% 灰 2%
2 黒褐 微焼土プロック(ゆ 20mm) 3% 灰 5%
3 黒褐 微灰層焼土粒 2%

.Q..: 

E 

lO B 区 H-l 号住居跡北壁セクション

I 現耕作土

2 黒褐

3 黒褐

4 黒褐

外区査調

θ
 

。A 

B 

外区査調
査調

B' E' 

戸与
EL ニ 118 .5m

10B 区 H-4 号住居跡竃セクション

l 極暗褐 微 As-C'Hr-FP 1% 焼土粒 5% 灰 3%
2 黒褐 微 焼 土 粒 7% 灰 7% 褐色粘土粒 5%

_fi]ヲ

10B 区 H-4 号住居跡南壁セクション

l 現耕作土

2 黒褐 制 As-C'Hr- FP 3% 貰糧色粒 2% 焼士粒 1%
3 黒褐 細 As-C.Hr-FP 1% 
4 黒褐 細 As-C'Hr-FP 1% 111 樟色粒 2%
5 暗褐 細 As-C 'Hr-FP 1% 褐色粘土粒 1% 焼土粒 1% 灰 1% 竃部分

6 暗褐 綱 As-C'Hr- FP 1% 褐色粘土粒 5% 焼土粒 3% 灰 1% 竃部分

7 黒褐 細 As-C.Hr-FP 1% 焼土粒 3% 灰 1% 竃部分

8 暗褐 細 As-C -Hr-FP 1% 褐色粘土粒 1% 灰 1% 竃部分

9 褐 微褐色粘土粒 290 焼土粒 590 灰 1% 竃部分

(H.l) 
(H.l) 
(H.4) 
(H-4) 

lO B 区 H - l . 4 号住居跡南北ベルトセクシヨン

l 黒褐 細 As-C'Hr- FP 2% 

2 黒褐 細 As-C 'Hr- FP 1% 黄糧色7'ロック(ゆ5O mm) 3% 
3 黒褐 細 As-C 'Hr-FP 1% 
4 黒褐 細 As-C .Hr- FP 1% 黄櫨色粒 2%

外区査調

lO B 区 H-6 号住居跡ベルトセクション

l 黒褐 細 As-C'Hr- FP 3% 黄糧色粒 m自

2 黒褐 細 As-C.Hr-FP 2% 黄櫨色粒 1%

回

カクラン

田

下

H
H
N
∞
品
目

。

0 

Jt 
も

(;l <) (f 

ミヨ。 A' 

。
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H-6 

宅主

1句

A ' 

lO B 区H-l ・4 ・6号住居跡
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H-2 
D 

iO 
A斗~ パミ¥ A ' 

調 査 区 タ十

A L-118. {jlJ J 

1~三
A・

IOB 区 H-7 号住居跡西壁セクション
4 

1 現耕作土
2 暗褐 細 As - C.Hr - FP 1% 黄櫨色粒 7%
3 暗褐 細 As -C'Hr - FP 1% 黄櫨色粒 7% 賞糧色プロック(1) 10mm) 5% 

1m 
「吋
11 
ト~

g自ト-。4 3 

♀ 

F
H
H
H
∞
回
日回

H-7 

..Q 

|円

10B 区 H - 7号住居跡竃セク γ ョン

l 暗禍 細 As-C'Hr - FP1% にぶい黄櫨色粘土粒 2% 焼土粒 1% 灰 5%
2 にぷい黄櫨 微にぷい賞怪色粘土粒 30%
3 黒褐 微 灰 層 にぷい賞鐙色粘土粒 1%

G L =118.5m G' 

H L=118.5m ~ 

f 珪三三グ「

カクラン

L__j 

C' 

10B 区 H-2 号住居跡南壁セクション

l 現耕作土
2 黒褐 細 As-C . Hr - FP 1% やや締り有

3 黒禍 細 As -C' Hr-FP 1% 締り有

" 黒掲 細 As-C 'Hr-FP 1% 黄樫色粒 mも

旦:

旦 L=118.6m D' 

10B 区 H-2 号住居跡竃セクション

l 極黒褐 細 As-C .Hr-FP 1% 焼土粒 1% 櫨色粘土粒 1%
2 燈 微 As-C'Hr - FP 1% 樫色粘土粒 20%
3 黒褐 細 As-C'Hr-FP 1% 焼土粒 3% 灰2%
4 極黒褐 細 As-C.Hr-FP 1% 焼土粒 2% 灰 5%
5 黒 徴灰層焼土粒 1% 程色粒土 2%

Fig.58 10B 区H-2 ・7号住居跡、 DB-l 号土坑墓
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J ιユチ←一- 4 J 10 日区 H - 3'5 骨住居跡 京西ベルトセクシ ョン

1 黒褐 細 As-C'Hr - FP 5% 黄櫨色粒 2% (H-3) 
2 黒褐 細 As - C'Hr - FP3% 黄櫨色粒的自 (H-3)
3 黒褐 細 As-C 'H r-FP 1% 黄櫨色粒 2% (H-5) 
4 黒 微 As - C 'Hr - FP 2% 黄樫色粒 2% (H-5) 

D' 

D' 

m
F
H
H
5・品目

』主

。

D 

旦 L=1l 8.6m

， ， 

B' 

H-5 

外区

F' 

o 、

10B 区 H-3 号住居跡竃セクション

l 黒褐 微 As - C 'Hr-FP 1% 賞極色粒 1% 焼土粒 3% 灰 1%
2 黒褐 微 As-C.Hr ーFP 1% 賛糧色粒 2% 焼士粒 1% 灰 5%

F' 

J 
L= 1l 8.!Jm 
F 

(H-5) 
(H-5) 
(H-5 ) 

(H-5) 
(H-l0) 
(H- 1O) 

細 As - C' Hr-FP 1% 貨燈色粒 1% 締り弱い

細 As-C ' Hr- FP 2% '黄櫨色粧 3%
微 As - C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 2%
微灰層 A s-C' Hr - FP 1%黄信色粒 3%

提乱に侵食された竃の残り部分
制 As-C' Hr - FP 1% ~ll!色粒 1% やや粘質で締り有
細 As ーC' Hr - FP 2% 賞燈色粒 3%

10B 区 H-5 ・10 号住居跡南壁セクンヨン

l 現耕作土

2 黒禍

3 黒縄

4 黒禍

5 黒縞

黒褐

黒禍

B' 

10 

五

h
F
H
H
H
∞-m
日

A' 

X ョι
カヲラン

一一斗

A L=1l 8.7m 

IC? 

E'l__ L= 1l 8.6m _ 旦二
一百

~イC:;;;;; 1/2/ 
¥8 j:とご~-__.....".... 〆

10 

， 
』

、. 
~ ... . _.' 

"‘‘ I .一・， 
t 、、

A 

10B 区 H- 8号住居跡竃セクション

1 黒褐 細 A s-C. Hr- FP 1% 焼土粒 1%
2 極暗褐 細 As - C 'H r-F P 1% 焼土粒 2%
3 黒褐 微 As - C'H r- FP 1% 焼土粒 1% 灰 3%

ξL' 

H-8 

10B 区 H-8 号 住居跡北壁セクション

l 暗褐 細 As-C 'Hr-FP 1% 賛極色粒 2% 焼士粒 1% 炭化物 1%
2 暗褐 細 As-C' H r- FP 1% 賞授色粒 3% 焼土粒 1% 炭化物 2%
3 暗褐 細 As-C 'Hr-FP 1% 貨樫色粒 5% 焼士粒 1% 炭化物 2%
4 黒褐 細 As-C'Hr - FP 29 由貿槍色粒 5% 炭化物 1%

10B 区H- 3 ・5 ・8 ・10 号住居跡
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A L= 1l 8.4m H -8 A' 

P-1 P-2 
A 

@そ
L ニ 118 .2m

~CQ)主

A 

¥_j 
C C' 

FF こと宍-6

11 区 H - 6 ・7号住居跡東西ベルトセクション

l 暗褐 細 As - C'Hr-FP 3%黄程色粒 3%
2 暗褐 細 As-C 'Hr - FP 2% 黄櫨色粒 3% 炭化物 1%

A' 

v-
A' 

B L= 1l 8.1m 

3玉Z
108 区 P-2 号ピ ァトセクション

I 黒 徴黄櫨色粒 1% 焼土粒 3% 灰 7%
2 黒掲 微黄樟色粒 3% 灰 5%
3 黒禍 徴黄桓色粒 10% 灰2";(，

11 区 H- l号住居跡西壁セク ショ ン
l 現耕作土
2 黒褐 細 As - C 'Hr - FP 29 も黄糧色粒 2%
3 黒縄 細 As-C 'Hr - FP 3% 黄櫨色柱 3% 炭化物 7%
唱 にぷい賞絹 徴 As - C 'Hr-FP1% Iこぷい賛鐙色粒 3% 焼土粒 1% 灰 2%
5 暗褐 微 As - C 'Hr-FP 1% 黄鐙色粒2%焼土粒 2% 灰 2%
6 崎褐 徹 As -C' Hr - FP1% 灰7%
7 明褐 徴竃部分

11 区 H-l 号住居跡竃セクション
1 1・，$:い附 微 1-ぷい納色粘土 15% 焼土粒 1口明
2 黒禍 微 lこぶい褐色粘土 10% 焼土粒 7% 灰初6
3 褐 微 lこぶい褐色粘土 5% 焼土粒 5% 灰 5%
4 明赤禍 徴仁ぷい焼土粒 3% 焼土粒 15% 灰 7%
S 灰褐 徴 灰層町住務仁ぷい褐色粘土粒 1%

一-一-E

11 区 H - 6号住居跡西壁セクション

1 現耕作土

2 恩褐 細 As - C'Hr-FP 2% 
3 黒褐 細 As-C'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 2%
4 黒褐 細 As-C 'Hr - FP2% 黄糧色粒 1%
5 ~巴侮 細 As - C'Hr- FP 2% 黄糧色粒 1% (H-6) 
6 UI 1 褐細 As-C'Hr-FP 2% (H-6) 
7 黒褐 細 As-C' Hr - FP 3% 黄櫨色粒 3%

H-2 

。 o-t劫同 ¥1 '"， 

4え
~ ----

11 区 H-2 号住居跡東西ベルトセクション

l 黒褐 細 As-C'Hr-FP 3% 
2 黒禍 細 As-C' Hr - FP5% 
3 黒褐 細 As - C' Hr-FP 5% 黄燈色プロック

(<t 1O -20mm) 5% 
4 鼎筒 彼 As-C' Hr - H':'拘買極色7 U") グ

(<tlO mm) 3% 
5 m働 微 As - C' Hr-FP 3% 黄樫色粒 3%

黄糧色プロック(ゆ 10-30mm) 7% 
6 黒縞 微 As - C' Hr-FP 1% 黄櫨色粒 1% 灰 3%
7 暗禍 微 As-C • Hr - FP 1% 黄櫨色粒 2%
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三:

支脚

11 区 H - 7号住居跡竃セク ション

I 黒禍 細 As - C'Hr-FP 3% にぷい賞筒色粘土2%灰2%

2 黒縄 細 As-C 'Hr - FP 2% にぷい賞褐色粘土 5% 灰 3%
3 褐 微 焼土粒 15% にぶい黄褐色粘土2%灰 3%
4 黒禍 微 As-C'Hr-FP 1% にぷい黄禍色粘土 7% 灰 10% 炭2%
5 にぷい黄褐 微にぷい賞褐色粘土 7% 灰 3%
6 黒禍 微 焼土粒 2% 灰 2%

Fig.60 
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~L~ 1l8.3m _e_'. 

/' -~ 
¥ー 2 ':>ζ三=ニ~刀ノ

11 区 H-3 ・5 号住居跡東西ベルトセクション

1 黒褐 粗 As-B 40% 
2 暗褐 細 As-C'Hr- FP 5% 黄樫色粒 1% 黄櫨色プロック(φ 1O mm) 3% 

3 暗褐 細 As-C.Hr-FP 3% 黄櫨色粒 1% 黄櫨色プロック(ゆ1O mm) 2% 

4 暗褐 微 As-C'Hr- FP 1% 黄樫色粒 1% 締りが弱い (H-5) 

C' 

(H-3) 

(H-3) 

C L ニ 118.2m

、一、、白、ーー、、、』
、、-，

、、、:、、、

一~、、..::-..._
、ミー・』、ご、

、ε.'

<1 

C' 

E' 

5 

11 区 H-3 号住居跡竃セクション

1 m尚 細 As-C' Hr- FP 1% 焼土粒 3% 灰 3%
2 褐 微焼土粒 7% 灰 3弛にぶい褐色粘土粒 3%
3 明褐 微焼土粒 2ω 自灰 5%
4 黒褐 微 焼 土 粒 2% 灰 l仰6
5 灰褐 微灰層

|uF 
11 
←-
H 

00 
N 
B 

C 

|ロ

E L~ 1l8.3m 

11 区 H-4 号住居跡竃セクション

1 黒褐 細 焼 土 粒 2% 凝灰岩 (ct5mm) 3% 

Z 黒褐 焼土粒 3% 粘土粒 2% 凝灰岩(ゆ5剛)4% 1層に比べ粘質

3 亦褐 微焼土粘土主体
4 灰褐 微灰層焼士粒 1% 粘土粒 1%

F' 
F L~ 1l8.3m 

(H-3) 

(H-3) 

(H-3) 

(H-3) 

(H-4) 
(H-4) 
(H-4) 

As-C'Hr- FP 2% 
As-C 'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 2%
As-C'Hr- FP 2% 黄樫色粒 1%
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細

細

細

細

細

微

細

11 区 H-3 ・4 号住居跡西壁セクション

1 現耕作土

2 黒褐

3 黒褐
4 黒褐

5 D-1 号土坑

6 暗褐
7 黒褐
8 暗褐

9 黒褐

10 黒褐

11 黒褐
12 黒褐

細

細

細

11 区 H-5 号住居跡竃セクション

1 黒褐 細 焼 土 粒 1% 粘土粒 2%
2 黒褐 細焼土粒 2% 粘土粒 2%
3 にぷい黄褐色微粘土主体焼土粒 2% 凝灰岩 (φ5四)3% 
4 灰褐 微灰主体焼土粒 2%

(H-3) 

(H-3) 

但 3)

11 区 D-1 号土坑セクション

l 黒褐 細 As-C'Hr- FP 3% 黄糧色粒 1% にぶい褐色粘土 5%
2 黒褐 微 As ーC.Hr-FP 1% 黄櫨色粒 2% 灰 5%
3 黒褐 細 As-C'Hr-FP 2')己責樟色粒 3% にぶい褐色粘土 3%

~- : 
3モヲr i I 

マ

A' 

L 1 1 8 2 m G  

A 

11 区 D-2 号土坑セクシヨン

l 暗褐 細 As-C'Hr-FP 2% 黄櫨色粒 1%
2 黒褐 細 As-C'Hr-FP 3% 黄糧色粒 1%
3 黒褐 細 As-C' Hr- FP 2% 黄樫色粒 2%
4 黒褐 細 As-C 'Hr- FP 2% 黄櫨色粒 3%
5 黒褐 微 As-C' Hr- FP 2% 黄樫色粒 3%
6 黒褐 微 As-C 'Hr-FP 1% 黄櫨色粒 5%

1 -1 号井戸跡

A' 
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B' B L=12 1.9m 

B' 

A 

C' __Q__ L = 12 1.9m 

マ司-A' 

13 区 H-l 号住居跡竃東西セクション

l 暗赤褐 微 o l(:1J焼ヰ粒 5%
2 暗赤褐 徴。 。焼土プロック(ゆ羽田)50% 
3. にぶい赤褐 徴。 。焼土主体(被熱粘土)
3b 暗赤禍 徴 o @焼土粒 5% 炭化物 2% 灰IJsじる
4 極暗赤褐 徴。 。灰層焼土粒 2%

/ 
j 

1 m 

13 区 H-l 号住居跡竃南北セクション

l 暗赤褐 徴 o @焼土粒 5%
2 黒褐 細 o 0 As-B 20% 川砂やや混じる
お暗亦褐 徴。 。焼士粒 10%
3b 暗赤褐 徴。。焼土プロック(<;6 20 皿1) 50% 
4 暗赤褐 微 o @焼土粒 5% 炭化物 2% 灰混じる

1 : 30 0 

ヒ=

13 区H-l 号住居跡

114 
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Fig.62 
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粗
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13 区 H-l 号住居跡南壁セクション

1 現耕作土

2 灰黄褐
3 黒褐

4 黒褐

。
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1 トレンチ

Y=112 Xヰ0562

1 暗褐 細 xx砂質土。小磯含む。
2 暗褐 細ムム砂質土。喋石(ゆ 1日cm) 、近代の整片含む
3 暗褐 細06As-C' Hr- FP5 %、黄櫨色粒10%

.，舗t

Y=l14 Xヰ 35 4<

2 トレンチ

住 居

3 トレンチ

Y=116 耳. ..，閣

笠g

1 暗褐 網 xx砂質土。小磯含む。
2 暗褐 細6 6 砂質土。喋石 (ct10cm) 含む
3 暗褐 細ムムAs-C' Hr-FP3 %、部分的に小喋含む
4 暗褐 細OOAs-C ・Hr-FP10%
5 暗褐 細×ムAs-C -Hr-FP2 %、黄櫨色ブロック 1%、黄櫨色粒 1%
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1 暗褐 細 X X 砂質土。黄櫨色粒 1%
2 暗褐 細A ム砂質士。喋石(ゆ 10cm) 含む
3 暗褐 細OOAs-C' Hr-FP10% 、焼土粒 1%、炭化物 1%
4 暗褐 綱00As-C'Hr-FP5% 、黄糧色プロック (ct 5 -lO mm) 2 %、黄樫色粒 3%
5 にぶい黄樫細0 <<5J白色粘土(住居跡カマド)
6 暗褐 細0 0 焼土粒 5%、黄糧色プロック (ct5- lO mm) 3%、黄櫨色粒 5%

h 岨'11

-同"‘

本調査区は推定国府域北側の宅地の周囲に土塁が巡っている部分にあたる。この土塁は凸状に曲がっており、

以前より国府や蒼海域との関連が考えられてきたが、平成22 年 1 月19 日に実施した試掘調査結果、覆土の状況

や出土遺物から近世以降の防風林を形成するための盛土と考えられる。

なお、この土塁の北側には、元総社蒼海遺跡群(30) で検出されたW-1 が東西方向に走行すると考えられる。
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Fig.77 4 区H-1 ・2号住居跡、グリ ッド、 5 区H-1 ・5 区、 W-3 号講跡出土遺物
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l 区調査区全景(南から)

l区日 一l号住居跡全景(西から) l区 H - 2号住居跡遺物出土状況(西から)
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I区日-2 ・3号住居跡全景(南から) l区日-2号住居跡竃全景(西から)
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l 区 H-4 号住居跡全景(西から) l 区 H - 4号住居竃全景(西から)

一-:;~燃 ご_"':a.._ _.. 

1区 H-5 号住居跡全景(西から) l区 H-5 号住居竃全景(西から)

l 区 H-6 号住居跡瓦出土状況(南から) I区 H -6 号住居跡全景(西から)

l区 H - 6号住居跡全景(西から) l区 H-6 号住居跡竃全景(西から)
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l区 H-8 ・12 号住居跡全景(全景) l区 H -8 号住居跡(西から)

l 区 H-9 号住居跡遺物出土状況(西から) l区 H - 9号住居跡全景(西から)

l 区 H-9 号住居跡竃全景(西から) l区 H- lQ号住居跡全景(西から)

l 区 H-11 号住居跡全景(南から) l区日 -11 号住居跡竃全景(南から)
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2 区 H-l 号住居跡全景(西から) 2 区 H-2 号住居跡遺物出土状況(酉から)

~~. 

<. 
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2 区 H - 2号住居跡全景(西から) 2 区 H-2 号住居跡竃全景(西から)

2 区 H-3 号住居跡全景(西から) 2 区 H-3 号住居跡竃全景(西から)

2 区 H -4号住居跡全景(西から) 2 区 H ← 4 号住居跡篭全景(西から)
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2 区 H-6 号住居跡全景(北から) 2 区日 9号住居跡遺物出土状況(東から)

2 区 H -9号住居跡、T -1号竪穴状遺構遺物出土状況(南から) 2 区 H -9 号住居跡、 T -1号竪穴状遺構遺物出土状況(北から)

3 区日一 l号住居跡埋設土器出土状況(南から) 3 区 H - l号住居跡全景(西から)

3 区 H-2 号住居跡全景(西から) 3 区 H-2 号住居跡竃全景(西から)
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3 区 H - 3号住居跡全景(西から) 3 区日-3号住居跡竃全景(西から)

3 区日 一5号住居跡全景(西から) 3 区 H - 5号住居跡竃全景(西から)

3 区日 -6号住居跡全景(西から) 3区 H-6 号住居跡竃全景(西から)

3 区日 一7号住居跡全景(西から) 3 区日一 7号住居跡竃全景(西から)
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3区日 8号住居跡全景(西から) 3 区 H-8 号住居跡竃全景(西から)

3 区 H-9 号住居跡全景(西から) 3 区 H - 9号住居跡竃全景(西から)

3 区 H -9 ・10 号住居跡全景(西から) 3 区 H- lO号住居跡竃全景(西から)

3 区日 11 号住居跡全景(西から) 3 区 H-11 号住居跡竃全景(西から)
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開眼
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3 区 H - 12 号住居跡全景(西から) 3 区 H - 12 号住居跡竃全景(西から)

3 区 H - 13 号住居跡竃遺物出土状況 1 (東から) 3 区 H - 13 号住居跡竃全景(西から)

3 区 H - 14 号住居跡全景(西から) 3 区 H - 14 号住居跡竃全景(西から)

3 区 H - 15 号住居跡全景(西から) 3 区 DB - 2号土坑墓全景(南から)
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3 区 T - 3号竪穴状遺構遺物出土状況(南から) 3 区 T - 3号竪穴状遺構全景(西から)

3 区 W -1号溝跡全景(北から) 3 区 W -2 号溝跡全景(北から)

3 区 調査区中央部全景(北から)
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3 区 W -5 号溝跡全景(北から) 3 区 1 -1 井戸跡全景(北から)

3 区 0-1 号落ち込み全景(南東から) 3 区 0-1 号落ち込み全景(北西から)

3 区西調査区全景(南から)
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3 区 H - 16 号住居跡遺物出土状況(西から) 3 区 H - 16 号住居跡全景(西から)

3 区 H - 16 号住居跡竃全景(西から) 3 区 H - 16 号住居跡 P5 遺物出土状況(南から)

3 区 H - 17 号住居跡全景(南から) 3 区 H - 17 号住居跡竃周辺遺物出土状況(西から)

3 区 H - 17 号住居跡竃全景(西から) 3 区 H - 17 号住居跡 P5 遺物出土状況(西から)
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3 区 H - 18 ・20 号住居跡全景(南から) 3 区 H - 20 号住居跡竃周辺遺物出土状況(西から)

3 区 H - 19 号住居跡全景(西から) 3 区 H -2 1 ・22 号住居跡全景(南から)

3 区 H - 23 ・24 号住居跡全景(南から) 3 区 T - 4 ・5号竪穴状遺構全景(北から)

3区 D - 4 号士坑全景(南から) 3区 D -5号土坑全景(北から)
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3 区 D - 6号土坑全景(西から) 3 区 D-7 土坑全景(北から)

3区 D-8 号土坑全景(北から) 3 区 DB -3号士坑全景(北から)

4 区調査区全景(西から)
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4 区日一 l号住居跡遺物出土状況(西から)

4 区 H -2 号住居跡竃全景(西から)

4 区 D -1 号土坑全景(西から)

5区 H-l 号住居跡全景(西から)

4 区 H - 2号住居跡全景(南から)
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4 区 H-3 号住居跡、
D - 4 ・5 ・6号土坑全景(南から)

4 区 D - 2 ・3 号土坑全景(西から)

5 区 H -1号住居跡竃全景(西から)
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5 区調査区全景(南西から)

5区 H-2 ・4号住居跡、 W - 5号溝全景(北から) 5 区 H-3 号住居跡、 D -1号土坑全景(北から)

5区 D-l 号土坑遺物出土状況(北から) 5 区 H - 5号住居跡全景(南西から)
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6 区全景(西から)

6 区 H -1全景 (南から) 6区 H-4 全景(南から)

6区 T-2 全景(南から) 6 区 T - 1全景(南から)
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蕗

6 区地下式土坑(東から) 6区 地下式土坑磯出土状況(北から)

6区 地下式土坑遺物出土状況(南から) 6区 W-l.W-2.W-3 併走状況(東から)

6区 W-l.W-3 全景(北から) 6 区 W -2全景 (南から)

6 区 W -2 石岸(東から) 6 区 W -2 調査状況
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7 区

7 区 H -1号住居跡全景(西から) 7 区 H-l 号住居跡竃周辺遺物出土状況(西から)

7 区 H-l 号住居跡竃全景(西から) 7 区 H-2 ・6・8号住居跡全景(東から)
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7 区 H -6 号住居跡斐出土状況はじから) 7 区 H - 3・7・9・11 号住居跡全景(東から)

7 区 H-4 号住居跡全景(西から) 7 区 H -5 ・10 号住居跡全景(西から)

7 区 H -5 号住居跡竃全景(西から) 7区 H-5 号住居跡 P1遺物出土状況(北から)

7 区 H - 5号住居跡 P 1遺物出土状況近影(北から) 7 区 H - 5号住居跡緑粕陶器出土状況(南から)
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、、点、

7区日-12 号住居跡全景(西から) 7 区日 12 号住居跡竃全景(西から)

7 区 H - 12 号住居跡竃煙道部石組み(西から) 7 区 H - 12 号住居跡竃煙道部設置費断面(南から)

7 区 D -1号土坑全景(南から) 7 区 W - 1号溝跡全景(東から)

7 区 W - 1号溝跡階段状部分全景(東から) 7 区 1 - 1号井戸跡全景(東から)
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8 区調査区全景(西から)

8 区 H - 2号住居跡全景(西から) 7 区日 l号住居跡竃全景(西から)

8 区 H-3 号住居跡全景(南東から) 8 区 H-3 号住居跡竃全景(西から)
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国-璽極圏離間

8 区 H -4 号住居跡全景(北から) 8区 H-5 ・10 号住居跡全景(南西から)

8 区 H-5 号住居跡竃全景(西から) 8 区 H -10 号住居跡鉄製紡錘車出土状況(西から)

8 区 H - 6 ・7 号住居跡、 8 区 H - 7号住居跡竃全景(西から)
T -1 号竪穴状遺構全景(西から)

8 区 0-1 号落ち込み全景(南から) 8区 P-1 号ピット全景(東から)
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9 区 R-1'R-2 全景(南から)

9 区全景(南から) 9区 H -1全景(北から)

9 区 W- 1 'H-2 号全景(南から) 9区 H-3 全景(南東から)

9 区 W - 1全景(南から) 9区 W -1 遺物出土状況(西から)
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lO A'B 区調査区全景(東から)

lO B 区 H - 1号住居跡全景(西から) lO B 区 H -1号住居跡竃全景(西から)

lO B 区 日 -2号住居跡全景(西から) 10B 区 H-3 号住居跡

竃周辺遺物出土状況全景(西から)



10B 区 H -2 号住居跡竃全景(西から)

lO B 区 H -3 号住居跡竃全景(西から)

lO B 区 H-4 号住居跡竃全景(西から)

10B 区日-10 号住居跡遺物出土状況(西から)
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lO B 区日-3号住居跡全景(西から)

10B 区 H -4号住居跡全景(西から)

10B 区 H -5 ・10 号住居跡全景(西から)

lO B 区 H - 6 ・8号住居跡全景(南から)
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lO B 区 H-8 号住居跡竃遺物出土状況 (北西から)
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10B 区 H-7 ・9号住居跡全景(西から)

lO B 区 DB - 1号土坑墓遺物出土状況 (東から)

11 区 H - 1号住居跡全景(北から)

10B 区 H -8 号住居跡竃全景(北西から)

‘ 

lO B 区 DB - 1号士坑墓全景(北から)

lO B 区 DB - 1号土坑墓壷出土状況 (南から)

11 区 H-2 号住居跡全景(西から)
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11 区調査区全景(北から)

11 区 H-2 号住居跡遺物出土状況(東から) 11 区 H - 3号住居跡全景(西から)

11 区 H - 3号住居跡竃全景(北西から) 11 区 H - 4 ・5号住居跡全景(北西から)



P L.28 

11 区 H-4 ・5号住居跡竃全景(北西から) 11 区 H - 6 ・7号住居跡全景(北から)

11 区日一 7号住居跡竃周辺遺物出土状況(北西から) 11 区 H-7 号住居跡竃全景(北西から)

11 区 H - 7号住居跡竃煙道部設置斐近影(北西から) 11 区 D-l 号土坑全景(東から)

11 区 D-2 号士坑全景(北から) 11 区 1 -1 号井戸跡全景(東から)
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13 区調査区全景(西から)

13 区 H -1 号住居跡全景(西から) 13 区 H-1 号住居跡竃全景(西から)

蒼海域の土塁として考えられていた盛土(東から) 蒼海域の土塁として考えられていた盛土(南西から)
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書 名 元総社蒼海遺跡群 (26)
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所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 北 奇島 東 経
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前橋都市計画
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前橋市元総社町 21A130 
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事業元総社蒼

10201 36 0 23' 27" 139 0 01' 53" 
(26) 1802-1 ほか 一26 海土地区画整

20091225 
理事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 |

古墳時代 竪穴住居跡 9 軒 土師器、須恵器他
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元総社蒼海遺跡群(26) 集落跡 構 9 軒、溝跡16 条、土坑38 基 品、石製品、瓦

中世 講跡 2 条、土嬢墓 3 基 鉄製品、石製品
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